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昭和61年度国立公害研究所年報  

の発刊に当たって   

昨今の科学・技術の進歩，産業構造，生活様式の変化等に伴い，環境問題とし  

て重要な課趨が次々に生じ，本研究所の使命の重さを改めて痛感している。例え  

ば最近のバイオテクノロジーの進歩，先端技術産業の発展は，種々の面で環境科  

学に大き■なインパクトを与えている。中でも数多くの有害化学物質による一次，  

二次の汚染は重要な関心事になりつつある。また，汚染の発生源が不明確で特定  

困難なものが多くなり，これと呼応して列島規模あるいは地球的な水準での環境  

汚染が問題となっている。他方では人々の自然環境への関心の高まり，快適な生  

活環境の追求等を含む身近な環境問題も重要な課題となっており，こういった方  

面にも科学的見地からの対応が求められている。   

このような最近の重要な環境問題に対して，本研究所が従来から実施してきた  

経常研究の中には，これらを予見的，先導的に先取りしたものが多い。昭和61年  

度からは，このような研究を基礎として新たに3課題の特別研究を発足させた。  

また，新たに設置が認められた奥日光の生物フィールド実験施設も，これらの問  

題の解決のために活用していきたいと考えている。   

本研究所は，人類全体のためのより良い環境の実現に向け，最近の厳しい国の  

財政状況の中で，できうる限りの努力をしているつもりであるが，所外の多くの  

方々のご理吼 ご支援なくしてはとうていその大きな目的を達することはできな  

い。本報告をご高覧いただいて，率直なご意見やご指導ご鞭撞を下さるよう切に  

希望する。  

昭和62年8月  

国立公害研究所  

所長 江 上 信 雄  

一 川 －   
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1．概  況   

国立公害研究所は，昭和49年3月，我が国の環境研究の中心的役割を果たすために，環境庁  

の附属穫閑として，筑波研究学園都市に設立された。本研究所の特色は，理工学分軌生物・  

医学分野，さらに，人文・社会科学分野に至るまで広範囲にわたる多種多様な研究者集団で構  

成されており，大学の研究者等所外の専門家の参加を得て，研究を学際的に実施すること及び  

環境研究の基礎を確立するために必要な大型実験施設を駆使し，野外の実地調李研究と併せ，  

研究プロジェクト化して総合的に実施することにある。   

本研究所は，発足以来，13年を経過し，その間，組織の充実，施設の整備を進めうつ，研究  

体別の強化に努めてきた。現在，主要な大型実験施設が完成し，機構の充実とあいまって，研  

究活動も本格化する時期を迎えている。   

このような状況の下に61年度は12課題の特別研究（うち3課題は新規，9課題は継続）を実施  

したほか，経常研究において基礎的研究を積極的に進めた。   

昭和61年反中における主な活動は，次のとおりである。  

（1）機構については，50年度に現在の10部となり，その後は各部の内容の充実に重点を置  

いて整備を進めており，59年10月から霞ヶ浦臨湖実験施設担当の主任研究官が置かれた。   

定員については，地球的規模の大気汚染に関連する研究の推進体制等の強化を中心に3名の  

増員を図った。なお，61年度末の組織・定員は10部2課39重，250名となっている。  

（2）施設の整備については，引き続き所外研究施設である生物フィールド実験施設奥日光  

ステーションの建設事業を実施した。  

（3）予算については，研究所の運営に必要な経費として，42億6600万円，また，施設の建  

設に必要な経費（建設省所管）として，4億6000万円が計上された。さらに原子力利用研究に必  

要な経費（科学技術庁一括計上）として3400万円が計上された。  

（4）研究活動については，大型実験施設の整備及び研究者の協力の下に年ごとに活発化し  

ている。研究内容は，社会的ニーズに対応した目的指向型の研究に重点を置いているが，一方，  

環境研究分野は，複雑な要因の絡み合った難しい問題を抱えており，いまだその研究の基礎が  

確立されていないものが多いため，基礎的な研究分野も重視している。   

昭利61年度における研究活動としては，特別研究として   

1．複合ガス状大気汚染物質の生体影響に関する実験的研究   

2．光化学汚染大気中における有機エアロゾルに関する研究   

3．自然浄化機能による水質改善に関する総合研究   

4．バックグラウンド地域における環境汚染物質の長期モニタリング手法の研究   

5．遠隔計測による環境動態の評価手法の開発に関する研究   

6．土壌及び地下水圏における有害化学物質の挙動に関する研究   

7．水界生態系に及ぼす有害汚染物質の影響評価に関する研究   

8．呼吸器系健康影響に係る長期潜在リスクの評価手法に関する研究   

9．環境指標を用いた都市及び自然環境等の変動予測手法開発に関する総合解析研究  

10．雲物理過程を伴う列島規模大気汚染に関する研究  

11．バイオテクノロジーによる大気環境指標植物の開発に関する研究  

一1－   



12．富栄養化による内湾生態系への影響評価に関する研究  

を実施した。   

なお，これらの特別研究を進めるに当たっては，大学等所外の研究者と連携を割こして実施  

している。   

さらに，経常研究としては，環境悪化が人の健康及び生活環境に及ぼす影響，環境汚染現象・  

機構の解明，環境汚染の計測技術方法の開発，環境に係る知見を活用した総合解析等に関する  

継続及び新規の課題145課題について実施した。  

（5）このほか，環境情報システムについては，大気汚染及び水質汚濁に関するデーターベー  

スの整備を進めるほか，国連環境計画（UNEP）の国際環境情報源照会システム（INFOTERRA）  

に係る情報源の登録を拡大するなど，所要の作業を進めた。   

なお，地方公共団体において公害・環境研究等に携わる関係者との交流を深めるため，60年  

度に引き続き62年1月に第2回目の「全国公害研究所交流シンポジウム」を開催した。  

2 一   



2 調 査 研 究＊  

2．1特 別 研 究  

2．1．1複合ガス状大気汚染物質の生体影響に関する実験的研究  

〔研究担当計〕環境生理部：部長・環境生理研究室・環境病理研究室・急性影響研究室・慢性  

影響研究室  

技 術 部：動物施設管理室  

〔研究期間〕57－61年度  

〔研究概要〕本研究は，代表的な大気汚染物質であるNO2と0。ガスについて，主として混合  

ガスの慢性暴露及び亜急性暴露による生体影響を系統的に検索し，複合影響の発現機構を明ら  

かにすることを目的としている。研究は，動物実験施設内に設置されているガス暴露チャンバ  

ーを利用して進められ，実験動物を用いて，生理学臥病理学的，生化学的，免疫学的及び毒  

性学的見地から総合的に行われた。本研究に先立って実施された特別研究で，NO2単独暴露  

による生体影響が系統的に検索され，多くの影響指標を見いだしていた。NO2と03は，共に  

生体に酸化的作用をもたらすと考えられていたので，まずNO2の影響指標を中心として03の  

影響が検討され，比較的低濃度のNO2と03は生体に異なる影響を及ぼす場合も多いという知  

見を得た。これらの成果を踏まえて，NO2と03の複合効果が検討された。これと平行して，  

動物の加令や種差が両ガスに対して高感受性要因となることを明らかにした。また，22か月間  

のNO2と0。の複合低濃度暴露実験が行われ，総合的に検討された。   

NO2と0。の影響の類似性と差異：第一次標的臓器である肺は，比較的低濃度のNO2あるい  

は03の亜急性暴露によって還元型グルタチオンが増加し，その増加は合成酵素活性の高進に  

ょる可能性が示された。また，抗酸化系酵素活性の高進も観察された。これらの現象は，酸化  

性刺激に対する肺の適応反応と考えられる。この過程で，酸素消費量の増加や解糖系酵素活性  

の高進も起こり，NO2，0。によって変性壊死する上皮細胞の更新にエネルギーが必要なため  

とも考えられる。肺の貪食細胞も代謝的に活性化され，珊胞数の増加も起こった。上皮細胞は  

変性壊死を起こした後，修復が進み過増殖状態となる。0。の場合は，顕著な肺の線維化も起こっ  

た。肺の主要な生理機能であるガス交換能は，NO20。により低下し，この低下は，肺胞壁の  

肥厚や線維化による可能性が考えられる。肺の主要な生理活性物質である陀l2の合成活性は，  

比較的高濃度のNOzO。により低下し，肺洗浄液中のPGl2畳も減少した。このことは，気道  

の弛緩と収縮の平衡が収縮方向にずれることを示唆している。一九呼吸気道の神経受容器あ  

るいは中枢神経系機能について検索した結乳比較的高濃度のNO2はある種の知覚神経の感  

受性を高進させるのに対して，0。は光刺激に対する脳内での反射を抑制させる傾向を示したo  

NO2と0。の肺に対する影響の顕著な差異は，ミクロソーム異物代謝系で観察されたo NO2は  
異物代謝系を特異的に低下させたが，0。は高進させた。03の効果は，異物代謝系が局在して  

いる上皮細胞の過増殖を反映していると考えられる。  

＊〔発表〕に記載された記号は第5車 成果発表一覧の記号に対応する。  
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循環器系では，NO2により低酸素血症が起こり，03により低酸素血症と高炭酸血症が起こっ  

た。後者は，肺におけるガス交換能の低下と密接に関連しているのに対し，前者は必ずしもそ  

うではなく，両ガスで作用機序が異なると考えられた。   

免疫系臓器である胸腺と脾臓は，NO2，03により重量が低下した。0。は，Tリンパ球関与  

の抗体産生を抑制し，末梢血中のヘルパーTリンパ球数も減少させたが，NO2はそのような  

作用を示さなかった。また，末梢血リンパ球への細胞遺伝毒性は，薬剤負荷下で03では認め  

られたが，NO2では認められなかった。   

腎臓のミクロソーム異物代謝系は，NO2，03により誘導された。山方，肝臓の場合，NO2  

は異物代謝系を低下させるが，0。は影響を及ぼさなかった。   

NO2と03の複合による影響：NO2と0。の複合効果を検討し大別して，以下の四つの傾向  

を見いだした。1）両ガスの影響が相殺的となる（異物代謝系），Z）影響は増幅されるが，相  

加的には至らない（グルタチオン合成酵素，ミトコンドリア呼吸系酵素，胸腺及び脾臓重量），  

3）影響が早期に発現する（グルタチオン合成酵素，呼吸系酵素）．4）単一ガスでは影響しな  

い濃度で影響が発現する（赤血球数の増加，低酸素血症，高炭酸血症）。   

硯乱 すべてのデータの解析は終了していないが，NO2と03の複合による長期暴露の影響  

は，肺ではコラーゲンの増加であることが，病理学及び生化学の両面から明らかとなった。ま  

た，過酸化脂質の増加と防御系酵素活性の低下がNO2単独の場合より早期に観察された。循  

環器系では22か月日に0。単独で低酸素血痕複合で高炭酸血症が観察された。血液中のへモ  

グロゼン量は，9か月昌では増加するが，22か月目では減少した。これは，NO2，03による  

赤血球への障害に対して老令ラットでは代償能力が低下したためと考えられる。今後これらの  

発現機序について更に検討する必要があろう。   

NO2と03の影響の生体要因による修飾：生体要因として加令を検討し，NO2や03が低下  

効果を示すと共に個体の老化と平行して生合成能が低下する生体分子（肺及び肺の異物代謝  

系），及び臓器細胞（血液中の赤血球量）では，加令が両ガスの影響を増幅することを明らかに  

した。また，両ガスにより増加する酵素活性（肺のグルタチオン合成系，抗酸化系）は，加令に  

より増加が抑制された。   

生体要因として動物の種差によるNOzと03への感受性の相違を検討し，肺における過酸化  

脂質の増加は，肺の不飽和脂肪酸と抗酸化剤によって規定されることを明らかにした。  

研究課題1）呼吸生理学的研究  

〔担当者）鈴木 明・局 博一・河田明治  

〔内 容〕高濃度（10～20ppm）短期間及び比較的低濃度（0．4ppmレベル）長期間のNO2単一暴  

露ラットでは，低酸素血症及び異常心電図等が発現しやすいことを前特研で明らかにした。そ  

して，その原因として，肺における酸素と炭酸ガスの交換能の低下，自律神経系のアンバラン  

ス等が考えられた。そこで，本研究では，NO2＋03複合暴露の影響を呼吸生理学的観点から  

検索し，単一暴露と比較する目的で，種々の濃度のNO2と0。の複合ガスをラット∴マウス等  

の動物に暴露し，呼吸生理学的指標（呼吸数，心拍数，換気量，気道抵抗，呼気・吸気中及び  

動脈・静脈中の酸素，炭酸ガス濃度，酸素消費量，酸素脈，酸素の生体内動態等）について測  

定し，最終年度なので，総合的検討を試みた。  

1）単一暴露：0。（0．4－0．8ppm）の単一暴露で，Ⅳ02単一暴露と同様に低酸素血症が観察さ  

れたが，同時に，高炭酸血症も示し，NO2暴露とは機序が異なると考えられた。この時，呼気・  
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吸気及び動脈・静脈血中の酸素分圧，炭酸ガス分圧の各較差を計算した籍乳 NO2暴露によ  

る低酸素血症は肺におけるガス交換能が低下するかしないかという時点で発現するのに対し，  

03暴露では肺におけるガス交換能が低下した後，低酸素血症及び高炭酸血症が発現すること  

が判明した。このことは，NOz暴露では肺におけるガス交換能の顕著な低下を伴わなくても  

低酸素血症が起こる可能性があることを示唆した。この事実は，NO2及び03の単一暴露にお  

ける重要な差異と考えられた。そこで，血液のヘモグロビンー酸素解離曲線とpHの関係に  

ついて検討したが，NO2暴露と03暴露の間に有意な差は認められなかった。しかし，肺組織  

及び気管内壁で，インピ【ダンスの低下がNO2暴露動物で観察され，NO2暴露では何らかの  

変化が起きていることが推測され，NO2暴露による低酸素血症発現に関係するものと考えら  

れた。一方，肺，肝等の組織では，ね＝戒わ系及び玩り血相系の実験で共に，酸素消費量の増加  

ないし増加傾向が認められたが．NO2と0。の作用の差異について結論づけられなかった。   

2）複合暴露；NO2（4ppm）＋0。（0．2ppm）の2ル4週間の複合暴露で，低酸素血症及び高炭  

酸血症が観察され この濃度では単一暴露において上述のような症状が発現しないことから影  

響が強められたと示唆された。また前述のようなガス分圧較差の分析から．肺におけるガス交  

換能の低下が起こっていると考えられた。しかし，呼吸数，心拍数，ヘモグロビン量，赤血球  

数等に有意差はなかったが，2か月間以上の暴露で初めて代償性作用が認められた。   

以上の結果から，NO2と03を呼吸生理学的側面から見ると，作用の仕方，機序等が異なり，  

NO2暴露は03暴露より低酸素血症を発症しやすく，03暴露は低酸素血症と高炭酸血症を同  

時に発症させることが判明した。さらに，その発症の程度は複合暴露によって強められる可能  

性が示唆された。  

〔発 表〕F－10，「25  

研究課題 2）神経系に関する電気生理学的研究  

〔担当者〕局 博一・鈴木 明・河田明治  

〔内 容〕NO2又は0。の単独，もしくはそれらの複合ガスが呼吸気道の神経受容器あるいは  

中枢神経系機能に及ぼす影響を電気生理学的手法を用いて検索した。これらの研究に先立ち，  

ラットの呼吸気道における神経分布と生理学的性状を明らかにした。ラットの気管・気管支樹  

（Tracheo舟ronchialTree）においても自律神経の一部である肺伸展受容器，肺刺激受容器及びJ  

受容器（C－fiber）が存在した。これらの受容器の主な生理学的性状は他のほ乳動物とよく似てお  

り，肺伸展受容器は吸息から呼息へのスイッチング機構に，肺刺激受容器は気道内面の化学的  

刺激受容に深く関与し，またJ受容器は肺の炎症性変化に関連することが認められた。肺伸展  

受容器の活動レベル及び興奮生成リズムはNOzの高濃度（20pp皿）短時間暴露，低濃度  

（0．4ppm）長期間暴露及び高濃度0。（0．4ppm）の短期間暴露によってほとんど影響を受けないこ  

とから，これらのガスは気道平滑筋内に感覚終末をもつ肺刺激受容器に対しては傷害を与えに  

くいこと，したがってNO2や0。の吸入で生じる呼吸運動変化の原因としてはこの受容器の役  

割は小さいものと結論された。他九気道上皮に終末を有する肺刺激受容器は03（0．4，0．恥pm）  

短時間暴露のおよそ1日後に自発放電を示すものが増加（backgroundactivityが増加）している  

ことから，気道収縮等の気道変化を誘導する反射機序の山国を担っている可能性が示唆された。  

J受容器の実験的賦活によって誘発される呼吸循環系の反応は，NO20．4ppm＋030，2ppm，及  

びNO20．4ppm＋0。0，4ppmの1，4週間暴露のいずれでも変化しなかったことから，これら  

の濃度レベルにおけるⅣ02と03の複合ガスは，J受容器の興奮性に対してほとんど影響を与  
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えないことが分かった。しかしながら単独暴露であるが，NO210ppm以上は極めて短時間の  

暴露で，J受容器による顕著な反射促進をもたらした。このような反射促進は，高濃度NO2の  

吸入で生じる浅表呼吸発現のメカニズムとして関与する可能性が推測された。   
ラットの頭部から記録された光誘発電位の潜時は0。（0．4ppm，3週間）暴露によって，わず  

かながらも遅延する傾向を示したことから，0。の中枢神経系に対する抑制的影響の可能性が  

推測された。  

〔発 表〕K－9，F－10，卜28，29  

研究課題 3）免疫反応に及ぼす影響の解明に関する研究  

〔担当者〕藤巻秀和・白石不二雄・村上正孝  

〔内 容〕本研究では，NO2と0。の複合暴露が生体の防御機能の一部である免疫反応，中で  

も抗体産生機構に及ばす影響を解明することを目的とし，合わせて単独暴露の影響との比較検  

討も行った。   

4ppmNO2と0．8ppmO3の複合暴露を24時間，3日，7日，14日間それぞれ行いリンパ性器  
官（胸晩脾臓）への影響を調べた。胸腺の渥重量は，いずれの期間の複合暴露でもその減少が  

みられ，NO2，0。単独暴露の結果と比べてもその減少は若しかった。脾臓の湿重量も，複合  

暴露のすべての期間で減少し，単独暴露の結果と比べてもより顕著であった。これらの結果か  

ら，NO2と0。の複合暴露による胸腺，脾臓で分化・増殖するリンパ球への影響が示唆された0   

そこで，リンパ球機能への複合暴露の影響を検索するため，2種類の抗原（その抗体産生に  

Tリンパ球の関与する抗原：SRBCと，その抗体産生にTl）ンパ球の関与しない抗原：DNP－  

FicoIりを用いて，そのrgM抗体産生への影響を調べた。その結果，抗SRBと抗体産生は，す  

べての期間の複合暴露で有意に抑制された。これは，0。単独暴露での抑制とほぼ同程度であっ  

た。NO2単独暴露では，ほとんど抗SRBC抗体産生への影響はみられなかった。他九抗  
DNP抗体産生は，いずれの期間の複合暴露でもその影響は認められなかった。また，NO2，  

03単独暴露の結果も同様であった。以上のことから，4ppmNO2と0・8ppmO3の複合暴露に  

より，抗SRBC抗体産生は抑制されるが，抗DNP抗体産生は抑制されないことが明らかとなっ  

た。これらのことは，NO2と0。の複合暴露が，抗体産生機構に関与しているリンパ球のうち  

のTリンパ球にその影響を及ぼしている可能性を示唆している。また，03単独暴露による影  

響についても同様のことが示唆された。   

次に，アレルギー反応に関与しているigE抗体産生へのNO2と03の複合暴露の影響を検索  

した。4ppmNO2と0．8ppmO，の7日間暴露により，IgE抗体産生でも1gM抗体産生でみられ  
たのと同様の抑制が認めらた。   

そこで，lgE抗体産生の抑制の機構を解明するために，ハプテンーキャリアー系を用いて  

検索した。その結果，lgE抗体産生の抑制はBリンパ球ではなく，Tリンパ球への影響に起因  

することが分かった。   

これらのことをまとめると，NO2と0。の複合暴露の抗体産生機構への影響は，0。単独暴  

露による影響に類似した抑制として現れ，それが，その機構に関与している細胞群の中でも，  

主にTリンパ球への影響に起因していることが明らかとなった。  

〔発 表）K10～ユ2  
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研究話頭 4）病理学的研究  

〔担当者〕村上正孝・米元純三・白石不二雄・河越昭子  
〔内 容）NO2と03の22か月長期暴露美観（暴露条件は研究課題9）において，光顕レベルで  

の肺組織の観察をNO2による定型的病変とされる項目について行った。すなわち，（1）中等  

大気管支の粘膜上皮肥大と過形成，（Z）細気管支の非線毛細胞突出の増減，食細胞の動貞，  

（3）終末和気管支から肺胞道にかけての気管支上皮肥大と，その肺胞道への増殖性延長（気管  

上皮化），当該部の気管結合織の肥厚，（4）肺胞壁肥厚傾向，肺胞脛内への食細胞の動員であ  

る。その結果，（1）－（4）のような定型的病変は，対照群と0．05ppmO3群ではほとんど認め  

られなかった。一方，0．05ppmO3十0．04ppmNO2群においては気管支上皮の肥大と気管支・  

肺接合部の軽微な柄変が1／3の動物に認められ，さらに0．05ppmO3＋0．4ppmNO2群におい  

ては病変の程度は動物個体により多様であるものの，中等大気管支から細気管支にかけての粘  

膜上皮の肥大と非線毛珊胞の突出減少による平滑な気管支路面を示し，しかも気管支・柿接合  

部の結合織の肥厚を含む軽度の病変を示す動物が2／3も認められた。しかし，同一の実験群で  

あっても，その病変の程度と病巣の広がりは全く対照と差が認められないものから，軽度とは  

いえ，明らかに定型的病変の認められるものまで，その病変の程度と範囲が広く分布すること  

が特徴的であった。電顕レベルでの肺組織の観察は，電顕形態計測を用いて，平均肺胞壁厚の  

測定，肺胞壁構成成分の成分此の変化について検討した。平均肺胞壁厚は暴露群において，対  

照群と比べ増加の傾向がみられたが有意の差は認められなかった。肺胞壁構成成分については，  

コラーゲンの容積率にのみ暴露の影響が認められ，対照群と0．05ppmO。＋0．04ppmNO2群，  

0．0！ippmO。群と0．05ppmO3＋0．04ppTnNO2群，0．05ppmO。＋0．4ppmNO2群との聞に有意  

の差が認められた。末梢の肺胞壁厚には群間で差はないものの，肺胞壁の質的な変化（隷維化）  

が低濃度の複合暴露で生じていることが示唆された。   

NO2，03及びそれらの複合ガス暴露のラットに及ぼす細胞遺伝的影響を検討する目的で，  

まず，ラットの末梢血リンパ球の姉妹染色分体交換（SCB）分析手法の開発を試み，末梢血リン  

パ球のSCE頻度の増加を指標としてラットへの影響を検討した。ラットの末梢血リンパ球は  

mitogenとしてConcanavalinA＋2－merCaptOethanolを用いる微量全血培養法により比較的容易  

に安定したSCE分析が可能となった。NO24ppm単ク臥 030．2ppm単独，030．2ppIn＋NO2  
1．2ppm複合，及び0。0．2ppm＋NO24ppm複合の4種類のガスの亜急性暴露（4i軋 8週，及  
びユ2週）において，ラット末梢血リンパ球の基底SCE頻度に変化はみられず，細胞遺伝毒性は  

認められなかった。一方，血＝崩ⅧでのマイトマイシンC添加によるSCE誘発試験において，  

0。単独あるいは0。＋NO24．Oppmの複合暴露群の一部で有意な誘発SCE頻度の増加がみられ  

たことから，03には何らかの細胞遺伝的影響があることが示唆された。  

〔発 表〕K－ユ3，f－4，22  

研究課題 5）細胞内顆粒成分に及ぼす影響に関する生化学的研究  

〔担当者）高橋勇ニ・国本 学・持立克身・三浦 卓・野尿意子・彼谷邦光  

〔内 容〕1）本研究では，これまで明らかにしてきたNO2による影響が03暴露でも起こり  

得るかについてラットを用いてまず検討した。その結果，1．2～4ppmNOヱ亜急性暴露で観察  

された肺の抗酸化系酵素活性の増加と肺胞マクロファージの増加は，0．1－0．2ppmO3亜急性  

暴露でも起こることが明らかになった。一九肺ミクロソームの異物代謝系成分とクマリン及  
び7－エトキシタマリンの代謝活性はNO2暴露によって特異的に低下するが，03暴露では昇  
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物代謝系成分とペンズフユタミン及び7－エトキシクマリンの代謝活性の増加が起こった。し  

かしながら，NO2暴露で観察された肺ミクロソーム異物代謝系の低下は観察されなかった。   

2）NO2と0。の影響がラットの加令によりどのように修飾されるかを明らかにした。  

4ppmNO2亜急性暴露によって，成熟ラットでは肺及び脾臓重量が増加するが，老令ラットで  

は臓器重量が1．2ppmNOz暴露でも増加した。また，NO2暴露により赤血球の老化が促進され  

ることを明らかにしてきたが，4ppmNO2暴露によって成熟ラットではむしろ代償的に赤血球  

量が増加した。老令ラットではi．Z及び4ppmNO2暴露によって赤血球量の低下が起こり増加  

は観察されなかった。0．1～0，2ppmO。暴露でも肺重量の増加と赤血球量の低下が老令ラット  

に特異的に観察された。   

肺及び肝臓のエネルギー産生系に及ぼすNO2暴露の影響は加令によりほとんど影響されな  

かった。また，肺の抗酸化系の酵素活性は，NO2暴露により増加するが，加令により増加は  

認められな〈なった。更に，NO2暴露によるミクロソーム異物代謝系成分及び異物代謝活性  

の減少は老令ラットで減少幅の増加とより低濃度のNO2での減少が起こった。これらの結果  

から，NO2や0。が低下効果を示すと共に個体の加令と平行して生合成能が低下する生体分子  

及び髄論細胞では，加令がNO2や0。に対して高感受性となる可能性が示唆された。   

3）NO2と0。の複合効果を明らかにするために0．2ppmO3に1．2又は4ppmNO2を混合し  
ラットに亜急性暴露した。赤血球量は，4ppmNO2暴露で増加したが，03との複合で増加の  

程度が小さくなった。また，肺ミクロソームの異物代謝系成分は03暴露により増加するが，  

NO2の複合により増加の程度が小さくなった。0．05ppmO3に0．04又は0．4ppmNO2を混合し  

9か月間暴露した場合も同様に，03暴露による異物代謝系成分の増加がNO。との複合によっ  

て′トさくなった。この際，赤血球量は0。単独及びNO2との複合暴露でいずれも増加したが相  

加効果は認められなかった。以上の結果から，0。とNOzが同様の作用を示す場合でも必ずし  

も相加効果は認められず，両ガスの作用が相反する場合，相殺的に作用する可能性が示された。  

【発 表〕K－14－21，F－9，18，卜26，27，32，37   

研究課題 6）脂質過層化的障害と抗酸イヒ性生体防御横構の変化に関する研究  

〔担当者】市瀬孝道・嵯峨井勝  
〔内 容〕これまで，NO2と0。の複合ガス状大気汚染物質の短期間あるいは長期間暴露によ  

りラットでは肺の脂質過酸化が起こり，特に生体膜機能に障害が及ぶことを報告してきた。   

今年度はNO2と03の複合ガスの生体影響について，動物実験データからヒトに及ぼす影響  

を予測，評価する際に必要となる動物種差の観点から比較検討した。実験にはマウス（lCR），  

ハムスター（Golden），ラット（Wistar），モルモット（Hartley），とウサギ（NewZeelandWhite）  

の5種類の動物を用いた。NO2＋03の暴露実験にはウサギを除く4種類の動物を用い，各動  

物を同一チャンバー内で同時に各々0，4ppm濃度のガスに2週間連続暴露した。   

ガス暴露していない対照群の動物の肺の過酸化脂質濃度（TBA借）はマウス＞ハムスター＞  

ラット＞モルモット＞ウサギの州別こ低値となり，マウスの値はモルモットの借より3．6倍高かっ  

た。そこで，動物によってこのような違いが生ずる因子を調べたところ，各動物の肺のリン脂  

質中の不飽和脂肪酸量に顕著な違いがあった。この不飽和脂肪酸含量とそれぞれの脂肪酸の反  
応性から，過酸化の起こりやすさを示すPeroxidizabiLitylndex（PI値）を計算したところ，各動  

物のTBA値との間に高い相関性が認められた。   

一方，生体内の過酸化脂質の生成は脂溶性抗酸化剤であるビタミンEによって防御される  
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ている。そこで，各動物の肺のどタミンEの値で先の相関式を補正したところ相関係数は予  

期に反して若干低下した。次に，水溶性抗酸化剤のグルタチオン含量で補正すると各動物の  

TBA値との相関係数は著明に増加した。このことから，各動物の肺の過酸化脂質濃度は肺の  

リン脂質中の不飽和脂肪酸含量とその反応性に加えて，脂溶性及び水溶性抗酸化剤濃度によっ  

て規定されていることが判明した。なお，本実験において抗酸化性防御系酵素活性はいずれも  

過酸化脂質との相関性を示さなかった。   

一方，これら動物にNO2と03の複合ガスを暴露した場合，過酸化脂質の増加割合が最も高  

かったのはモルモットであり，マウスがこれに次いだ。ラットの増加はわずかで，ハムスター  

では全く変化が認められなかった。肺の総リン脂質含量，各リン脂質クラス含量，不飽和脂肪  

酸含量及びPI値などの変化もモルモットが一番顕著であったが，グルタチオン含量増加は過  

酸化脂質の増加割合と送相関しており，村照動物で調べた過酸化脂質濃度規定因子は複合ガス  

暴露の生体影響予測あるいは評価因子として重要であることが示された。   

また，モルモットがNOz＋03の複合ガス暴露に最も敏感であったこと，モルモットはヒト  

と同様に喘息を起こしやすい動物であること，またモルモットは水溶性抗酸化剤のどタミンC  

を合成できないことなどヒトといくつかの類似点を持つことから，ヒトの呼吸器疾患研究の良  

いモデルになり得ると思われる。  

〔発 表〕K－22，23，F－7，8，ト2，18，19  

研究課題 7）各種臓器におけるプロスタグランジン合成及び代謝に関する研究  

〔担当者〕小林隆弘・山根一祐  

〔内 容〕肺，牌臓をはじめとする各種臓器のプロスタグランジン（PG）類の合成能を測定す  

る系を確立し∴その系を用いた酸化力の強い，NO2，0。暴露の影響に閲し検討し以下の結果  

を得た。  

（1）pG類の合成能を測定する系の確立に関しては，トレーサー実験，ラジオイムノアッ  

セイ法，イムノクロマトグラフィー法による分離分析法を確立した。  

（2）肺，脾臓，胸腺，血管壁，血小板，赤血球などの合成するPG類がどのようなものか  

（1）で確立した方法を用いて検討した。肺及び血管壁はPGI2，脾臓及び胸腺はPGD2並びに12一  

ヒドロキシエイコサテトラエン酸（12－11ETE），血′ト板はトロンポキサンA2（TXA2）と  

12HETE，赤血球は12HETEを主に合成することが判明した。  

（1），（2）の結果をもとに，呼吸器用乱肺胞洗浄液），免疫担当器官（脾臓，胸腺），血管壁  

と血小板のPG類の合成がNOz，03暴露によりどのような修飾を受けるか，また，その意味  

を検討した。  

（3）呼吸器系，10ppmNO22週間暴露では肺のPG合成の主生成物であるPGI2合成活性  

が，肺胞洗浄液中では主成分のPGI2量が有意に低下することが見いだされた。また，肺胞洗  

浄液中ではTXA2含量が増加することが見いだされた。このPGI2の合成能の低下はPGI2合  

成酵素の阻害によるものであることが確認された。0。暴露（0．4及び0，8ppm，4週間）の場合も，  

同様に肺のPGI2合成が低下することが明らかになった。これらのことにより，NO2や0。暴  

露により気道の弛緩と収縮の平衡が収縮方向にずれることが示唆された。  

（4）免疫担当器官，10ppmNO2あるいは0．8ppmO3暴露により，脾臓並びに胸腺の重量  

が低下すること，両器官の主要な代謝物であるPGD2合成活性が克進することが判明した。  

PGD2はリンパ球の幼若化を抑札 ナチュラルキラー細胞の細胞傷害活性を阻害するなどの作  
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用が知られており，NO2立巨びに0。暴露による免疫機能の低下との関連が示唆された。  

（5）血管壁のPGI2並びに血小板TXA2合成への影響を検討すると，10ppmNO2暴露により  

血管壁のPGl2合成が低下することが判明した。呼吸器系並びに血管内皮細胞のPGIz合成の  

低下に伴い，血小板のTX合成が増加し血小板数は有意に低下した。暴露の継続下においても  

呼吸器系並びに血管のPGI2合成は回復した。同時に血小板のTX合成も低下し血小板数も正  

常な状態に戻った。このことにより，NO2暴露により血小板が凝集しやすくなるものと考え  

られる。  

〔発 表〕K－24，F－5，ト14   

研究課題 8）アミノ酸及びペプチド等に及ぼす影軌こ関する研究  

t担当者〕河田明治・三浦 卓  

【内 容〕これまでの研究において，ラットやマウスに比較的低濃度のNO2，03を暴露すると，  

肺の還元型グルタチオン（GS11）の増加することが明らかにされた。GSHはシステインよりγ－  

グルタミルシステインを経て生合成されることから，グルタチオン合成系酵素，すなわち，γ  

－グルタミルシステインシンテターゼ（γGCシンテターゼ）及びグルタチオンシンテターゼ  

（GSHシンテターゼ）の活性に及ぼすNO2，0。の影響について検討する必要のあることが示唆  

された。   

そのために，ラットの各種臓器におけるグルタチオン合成系酵素の反応系を検討し，反応生  

成物を高速液体クロマトグラフィーにより測定する新しい方法を開発した。この測定法は高感  

度であり，この方法によりこれまで測定されていなかった肺のグルタチオン合成系酵素活性を  

精度よく測定することができた。   

0．4，1．2，4．OppmNO2の1，2，3か月間暴露において，ラット肺のγ－GCシンテターゼ活  

性は40ppm暴露群においてのみ対照鮮に対して有意に増加し，GSHシンテターゼ活性はすべ  

ての暴露群において有意な変化が見られなかった。一方，0，2ppmO3の1，2，3か月間暴露で  

は，この二つの合成系酵素活性はすべての暴露群において有意に増加した。   

NOzと03の複合暴露がラット肺のグルタチオン合成系酵素活性に及ぼす影響を明らかにす  

るため以下の実験を行った。ラットに①0．2ppmO，，②0．2ppmO3＋1．2ppmNO2，③4．Oppm  

NO2，④4・OppmNO2＋0．2ppmO，を1，2，3か月間暴露した。1．2ppmNO2は，3か月間の単  

一暴露においてこの二つの合成系酵素活性に対して有意な影響を及ぼさないことが明らかに  

なっているが，①と②の結果より0．2ppmO，との複合暴露においても0，2ppmO3のグルタチ  

オン合成系酵素に対する増加作用を更に増強させるような効果は見られなかった。また，①，  

③，④の結果より4．OppmNO2と0．2ppmO：うとの複合暴露においては，影響は増幅されるが  

相加的には至らなかった。   

NO2と03の複合暴露がラットの肺の非タンパク性SHに及ぼす影響を調べた。①40ppm  

NO2，②4．OppmNO2十0．4ppmO3の1，2，3，4週間暴露で，すべての暴露群の非タンパク性  

SH量は対照群に対して約120－125％の範囲で有意に増加し，①と②の間に差は見られなかっ  

た。  

12－14か月令のラットを対照詳とし，老令ラット（23又は24か月令）の肺のグルタチオン合成  

系酵素活性に及ぼすNO2，03暴露の影響について検討した。4．OppmNO2の3か月間暴露の  

場合，γ一GCシンテターゼ活性は対照群において有意に増加したが，老令ラットではばらつき  

の大きい増加傾向が見られた。また0．1，0．2ppmO3の4週間暴露の場合，γ一GCシンテクー  
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ゼ活性は対照群において有意に増加したが，老令ラットでは増加傾向が見られなかった。これ  

に対してGSIlシンテターゼ活性は対照群，老令ラット降ともに有意に増加した。  

〔発 表）K－25，26，f－5，6  

研究課題 9）NO2と03の低濃度混合ガスの慢性暴言実験  

〔担当者〕村上正孝・河田明治・彼谷邦光・鈴水 明・局 博一・野原恵子・白石不二雄・藤  

巻秀和・米元純三・河越昭子・三浦 卓・持立克身・国本 学・高橋勇二・嵯峨井  

勝・小林隆弘・市瀬孝道・山根一祐・佐野友香・高橋 弘・高橋慎司・清水 明・  

山元昭二・伊藤勇二  

〔内 容）2回にわたるNOz十0。の低濃度での22か月間の慢性暴露実験を昭和62年3月に終  

了した。NO2と0。の暴露濃度は1）対照群悼イヒ空気吸入），2）q．05ppmOご，群（午前9時か  

ら午後5時までの間にMaxO．1ppm，この暴露時間の平均値が0，05ppmとなるようなiE弦曲線  

を描く），3）0．04ppmNO2＋0．05ppmO3［2）と同様］鮮及び，4）0．4ppmNO2＋0．05ppm  

O3［2）と同様】であった。22か月間の長期暴露でも，ラットの一般的健康状嵐寿命，死  

因について対照と差が認められなかった。   

肺組織の病理所見としては，NO2による定型的病変とされる項目について光顕レベルでの  

観察を行った。22か月目にNO2単独暴露の場合と同様な極めて軽微な所見が認められたが，  

全体的には疑陽性の城を出ない。電顕レベルでの肺観．級の観察は、電顕形態計測法を用いて行っ  

た。平均肺細胞壁厚は有意の差が認められなかったが，コラーゲンの容積率に関しては，第1）  

群と第3）群，第2）群と第3）－4）群との間に有意差が認められ，肺細胞の質的な変化（線稚化）  

の生じていることが示唆された。   

呼吸生理学的には，今年度は，前年旺に引き続き9か月，13か月，22か月暴露動物について，  

血液pIi，ガス分圧，呼気・吸気ガス分圧（炭酸ガス，酸素），換気量及び血液性状等について  

測定し，総合的検討を行った。22か月暴露では第2）群でのみ低酸素血症を，第4）群で高炭酸  

血症を示した。1回目，2回目とも同様な変化が観察されており，再現性の高いことが確認さ  

れた。また，13か月暴露の結果は，18か月暴露の結果と同様の傾向を示し，第4）群で低酸素  

血症及び高炭酸血症が認められた。9－18か月暴露では赤血球数及びヘモグロビンの増加が第  

4）群で観察され，代償性作用が働いている可能性が示唆された。   

NO2，0。暴露により赤血球の老化が促進される。9か月暴露でほ，Hb値が全ての暴露群で  

増加し，Ht倦も第4）群で有意に増加した。q九 22か月暴露では，Hb，Ht値共に全ての暴  

露群で減少傾向を示し，第4）群のHb値は有意な減少を示した。これらの結果は，NO2，03  

の赤血球老化促進作用に対して老令ラットでは代償能力が低下している可能性を示唆してい  

る。NO2と03の複合による相加効果は9か月暴露のm倦の増加にのみ観察された。   

生化学的には，NOz単独暴露の場合の18か月日でみられた過酸化脂質の増加と防御系酵素  

活性の低下が9か月目でみられ，影響が比較的早い時期に認められた。9，18及び22か月目で  

コラーゲン代謝は複雑な変動を示すが，肺のコラーゲン量は徐々に増加し，尿中ヒドロキシプ  

ロリン量（HOP比）は低下していた。これらは肺の線維化傾向を支持し，呼吸機能の低下と閑  

適している可能性が考えられる。  

〔発 表〕卜25  
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2．1．2 光化学汚染大気中における有横エアロゾルに関する研究   

〔研究担当部〕大気環境部：部長・大気化学研究室・エアロゾル研究室・大気環境計画研究室  

技 術 部：理工施設管理室  

〔研究期間〕58－61年度  

【研究概要〕近年，我が国では局地的で高濃度の大気汚染が発生する回数は減少しつつあるも  

のの，窒素酸化物・硫黄酸化物と各種有機化合物が関与した大気中光化学反応に起因する広域  

的複合汚染が慢性化する傾向がみられる。これらいわゆる都市型複合汚染は，現在南関束地域，  

関西地域，瀬戸内海地域その他の地方都市におけるオキシダント汚染域の拡大をもたらす一九  

光化学二次生成物の溶け込みによる雨・霧の酸性化が顕著となり，我が国でも森林被害等が顕  

在化しつつある。このような都市型複合汚染は今後更に，石炭・アルコール等石油に代わるエ  

ネルギー源の寄与が加わるに伴い更に複雑化することが予想され，健康影響の面からも，オキ  

シダントの急性健康被害のみならず，粒子状物質（エアロゾル）を含めた各種の光化学二次生成  

物及び一次汚染物質の複合による慢性的健康影響も問題とされるに至っている。   

本研究に先立って昭和52年以来二期にわたって行われた特別研究においては，光化学スモッ  

グの指標であるオキシダント，特にオゾンの生成機構について詳細な知見が得られた。しかし  

光化学スモッグ中には，視程の低下からも明らかなようにガス状物質の他に多種の粒子状物質  

が含まれている。これら光化学エアロゾルの成分は，硫酸塩，硝酸塩などの無機成分と炭素を  

含む有機成分とに大別されるが，特に有機エアロゾル成分についてほその物理的・化学的性状，  

生成機構等が十分明らかになっていない。本研究は，前期特研の成果の上に，更に粒子状二次  

生成物，特に有機成分に関する知見を加えて，光化学スモッグの全体像を明らかにすることを  

目的とする。   
この目的のための本特別研究では五つのサブテーマを設定し，光化学チャンバー，エアロゾ  

ルチャンバーを用いた実験，その他の室内基礎実験，及び野外観測の各面から問題の解明に当  

たった。まず有機エアロゾルの生成機構を解明するため，光化学エアロゾル生成反応として知  

られているシクロオレフィンオゾン反応を典型反応として取り上げ，その生成物の同定から  

反応機構の検討，及びそれに基づいた環境大気中の有機エアロゾルの生成収率の推定がなされ  

た。一方エアロゾルチャンバーを用いた光化学反応実験において，シクロオレフィンから生成  

する有機エアロゾルを直接採取する方法により，それらの生成収率の測定を行った。反応した  

炭化水素分子当たりのエアロゾルの収率は，炭化水素の初期濃度に依存し，濃度が高くなるに  

つれて一般にエアロゾル化する生成物の割合は増加するが，低濃度領域での生成収率は反応機  

構から推定された値とよく一致した。シクロオレフィン以外の炭化水葉についても，光化学大  

気汚染条件下でのエアロゾルの生成能に関する研究が行われ，特にトルエン，キシレン等の芳  

香族炭化水素からの有機エアロゾルの生成収寧が求められた。また，オレフィン系炭化水素  

オゾン共存下でのSO2からの硫酸ミスト生成の研究が行われ，各種オレフィン類か・らの反応  

中間体による硫酸ミスト生成収率が決定された。   
野外調査においては，液体クロマトグラフィーによるジカルポン酸類の濃度定量，熱炭素分  

析器による元素状炭素の分析等が行われ，夏季の汚染大気中における有機炭素エアロゾル，元  

素状炭素の割合等が測定された。また酸性雨とも関連して，霧中のアルデヒド，カルポン酸の  

定量が行われ，それらの生成機構との関連が議論された。  
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さらに大気中におけるエアロゾル生成の中間体であるラジカル類の分光学的研究として，  

SO2からの硫酸ミスト生成の中間体であるnOSD2ラジカル，含硫黄有機化合物の酸化反応中  
間体であるCH。Sラジカル等についての研究が行われ，それらの分光学的性質が初めて明らか  

にされた。また気体一粒子変換過程の初期に生成する分子会合体に関連して，アンモニア，NO∬，  

メタノールその他各種のクラスターの特性，反応性の検討が行われ，エアロゾル生成に関する  

基礎的研究が進められた。   

これらの研究を総合した光化学スモッグ発生予測のためのシミュレーションモデルの開発を  
目指した研究では，光化学スモッグチャンバーデータをもとに，各種炭化水素の単体及びそれ  

らの混合物に適用できる簡単化された一般化反応モデルの開発が行われた。特に最近チャン  
バー実験に関連して問題となっていたチャンバー内の未知ラジカル源について実験，シミュ  

レーションの両面から検討を加え，それらがNO2とH20の壁面での反応に起因する亜硝酸  

（HONO）によるものであることを明らかにした。   

これらの研究成果は昭和62年度末に最終報告書として出版される予定である。  

研究課題1）有横エアロゾルの同定と生成横梢に関する研究  

〔担当者〕畠山史朗・高木博夫・秋元 肇・村野健太郎・水落元之・泉 克幸・金谷 健・  
福山 力・小鹿原猪一＊・坂本和彦＊・関口恭一＊・松本光弘＊・飯豊修司＊・伊瀬  

洋昭＊（＊客員研究員）  

〔内 容〕（1）シクロオレフィンーオゾン反応による有機エアロゾルの生成   

C5～C7のシクロオレフィンと03との反応によるガス状及び粒子状生成物を定量分析し，  

反応機構とエアロゾル生成過程を明らかにした。反応は通常のオレフィンと同様Criegee機構  

に従うが，Cn，C。1の二官能基化合物（ジアルデヒド（1），オキソ酸（Ⅲ），ジカルポン酸（Ⅲ）  

の生成の他に特徴的な反応としてC．11のモノアルデヒドの生成，脱ギ酸反応とそれに引き続  

く分解反応がある。エアロゾルはC。，C。＿1の二官能基化合物から成り，表面不均一反応によ  

り（Ⅰ）→川）→（m）の過程で酸化が進むことが明らかになった。  

（2）オゾンーオレフィン反応中間体によるSO2酸化反応の機構   

0。－エチレン反応で生成するCriegee中間体（CH200）によるSO2の酸化反応機構を解明する  

ためSO。の濃度変化の実験を行い，生成するギ酸の収率がSO2濃度に依存することを見いだし  

た。また1So3を用いた実験の結果HC180011，ⅥCO180nが生成することも分かり，CH200＋  

SO2の反応は付加体生成を経由して進むことが明らかになった。  

（3）ジメルスルフィド（DMS）の光酸化によるエアロゾル生成   

大型スモッグチャンバーを用いてDMS－NO一空気系酸化反応を行い，SO2の収率及びエアロ  

ゾルの生成過程を検討した。SO2の収率は29±7％であった。乾燥系では粒子の生成が遅く，  

個数濃度は最高3000個／cm3であるが，粒径は大きくなり幾何平均径”0．4／‘mに達する。一方  

加湿系で粒子生成の立ち上がりが早く個数濃度も最高10万個／cm3に達するが粒径は大きくな  

らない機何平均系－0．2〃m）。低濃度のDMSを用いた加湿系では粒子生成が自己保存分布を  

示すことが見いだされた。  

（4）夏軋高崎での測定においてマロン酸，コハク酸，グルタール酸，アジピン酸など（1）  

で見いだされたシクロオレフィン類からの光化学二次エアロゾルと思われる成分が同定され  

た。また主として筑波で採取した大気エアロゾルを対象として，炭素成分を一次排出炭素（PC）  

と二次生成炭素（SC）とに分離定量するため，溶媒抽出法により非極性有機物（NPC），中極性  
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有機物（MPC），極性有機物（PO），不溶成分＝元素状炭素（EC）の4成分に分けてそれぞれの濃  

度の時間的変動を測定した。POの占める割合は夏期に高く，また夏期冬期とも日中顕著に高  

くなる傾向が見られた。そこで気相非メタン炭化水素濃度をNMHCとして，fc＝（PO＋MPO）／  

（NMHC十NPO＋MPO＋PO）によって有機炭素に関するガスq粒子分配係数を定義し，その日  

変化の解析からSCの日中における割合は夏期20％，冬期10ヲ左程度であると推定した。  

（5）湿性エアロゾル中の有機物の挙動を調べるため赤城1川こおいて野外調査を行い，雨水，  

幕水に含まれるアルデヒド及びカルポン酸濃度を測定した結果，これらが異なる時間的変動パ  

ターンを持つことが見いだされた。ギ酸，酢酸濃度の変化は硝酸イオン濃度と強い相関を持ち，  

カルポン酸が人為的発生源によるものであることが示唆された。  

〔発 表〕K－44，D47，49，57，l16，d－77～79，99，101”103，i－21，23  

研究課題 2）炭化水素のエアロゾル生成能に関する研究  

（担当者〕泉 克幸・内山政弘・水落元之・村野健太郎・尾崎 裕・福山 力・森ノり 陽＊・  

笠原三紀夫＊・向阪保雄＊・太田幸雄＊（＊客員研究員）  

〔内 容〕（1）シクロオレフィン類からのエアロゾル生成   

ガソリンあるいは自動車排気ガス中に見いだされていて光化学反応性及び粒子化効率が高い  

C5－C7の環状モノオレフィンを対象としてNO∬との共存系におけるエアロゾル生成過程を  

種々の条件下で調べた。掛こC。環状モノオレフィンすなわちシクロヘキセン（C。Hl。）はそれ  

自体汚染物として存在するだけでなく研究対象をテルペン類へ拡張する際のプロトタイプとし  

ての意義を持つので重点的に研究した。結果は次のとおりである。光照射の条件下でもエアロ  

ゾルは03とC6Hl。との暗反応でのみ生成し，OHラジカルとの反応は粒子生成に全く寄与し  

ないことが明らかとなった。次にC6Hl。初期濃度（［c6Hl。］。）に対するエアロゾル収率の依存  

性を調べたところ［c6Hl。］。＜2ppmの領域で収率が非線形的に減少することが見いだされた。  

そこでC5－C7のシクロオレフィンについて実際の環境濃度域での収率を求めるために初期濃  

度をppbレベルにまで下げた実験を行った結果，C5，C6，C7に対する収率はそれぞれ約2，3．6，  

6．3％と見積もられた。これらは従来信じられていたデータより約1けた低い値で，実大気中での  

エアロゾル収率を求める際，高濃度実験からの外挿は危険で，環境濃度で実験をする必要がある  

ことが判明した。またエアロゾル生成に対する湿度の効果を調べ，体積濃度は相対湿度（RH）の影  

響を受けるが炭素質量を基準にした収率はRHに依存しないことが分かった。  

（2）芳香族炭化水素からのエアロゾル生成   

汚染大気中の全非メタン炭化水素の2－4割を占めるC5－C9の各種芳香族炭化水素（トル  

エン，キシレン，トリメチルベンゼン，エチルトルエン，プロピルベンゼン，スチレン，メト  

キシベンゼン等）を対象としてエアロゾル収率を測定した。環境濃度の最も高いトルエンに対  

する体積基準収率は反応の進行と共に変化することが見いだされ その最大値は400／′m3  

cm3ppmJlであった。また炭素基準の収率はシクロオレフィンの場合と同様RHに依存せず  

いずれの芳香族炭化水素についても7％以下で，特に主要な成分であるトルエン，キシレン類  

に対する値は5％以下であった。これらの結果と芳香族炭化水素の環境濃度を考え合わせると，  

汚染大気中でのエアロゾル生成に対する芳香族の寄与はユ日当たり約5／ノgCm‾3と推定され  

る。  

（3）粒子状金属酸化物触媒によるビレンのニトロ化   

NO2が200ppm程度存在すればSiO2上でニトロ化が進むことが分かった。ニトロ化合物へ  
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の転換率は触媒量にあまり依存せず7％h1程度であり，自動車排気管出口付近では実際に反  

応が選むことが予想される。  

〔発 表〕D－5，d－4－6，91  

研究課扁 3）エアロゾルの分光学的性質に関する研究  

〔担当者〕井上 元・鈴木 睦・橋本 訓・秋元 垂・川崎昌博＊・永瀬 茂■  

（＊客員研究員）  

〔内．容〕（1）大気中における還元型有機硫黄化合物（ジメチルスルフィドCH3SCH3ジメチ  

ルジスルフィドCH。SSCli3，メタンチオールCt13Stl）からの含硫黄有機エアロゾル（メタンス  

ルホン麒CH3SO。H）生成の中間体として重要なメチルチオ（CH3S）ラジカルのレーザー誘起蛍  

光スペクトルの測定に初めて成功した。測定されたCH。Sの蛍光スペクトル及び蛍光励起スペ  

クトルから，A2At－Ⅹ2E遷移の（0－0）バンドの位置，376，8nm，基底状態におけるスピン  

ー軌道分裂単位のエネルギー差，280cm‾1，基底状態及び励起状態の基準振動数等が決定さ  

れた。  

（2）大気中におけるSO2の均一酸化反応として最も重要と考えられているSO2とOHの反  

応の中間体，ヒドロキシスルホニル（HOSO2）ラジカルを低温アルゴンマトリックス中で赤外  

分光法により測定することに成功した。一方HOSOよ型のラジカルについてabinitio理論計算  

を行い，それらの分子構造及び基準振動を求めた。HOSO2について実験的に求められた基準  

振動数の柑0を用いた同位体（H柑oso2）のシフトは理論計算による結果とよく一致し，ラジカ  

ルの同定が支持された。また理論計算によって得られたHOSO2，HOSO。ラジカル等の生成熱；  

エントロピーをもとにHOSO2＋02→HO2十SO3，HOSO2＋02→HOSO。反応の△fI，△S等を計  

算しこれらの反応の経路について考察を行った。  

（3）HzS（D2S）の光分解の動力学的研究を行い，193nmでの励起で生成するSH（DS）ラジカ  

ルの振動・回転分布を求めた。また大気中におけるH2Sの酸化反応中間体として考えられる  

HSO2，HSOO，HOSOラジカルについてabinitio分子軌道法による計算を行し．－，基底状態の分  

子構造及び全エネルギーを求めた。HF／6－31G＊基底関数を用いて得られた平衡構造について  

は，上の三つの異性体のうちHOSOが最もエネルギー的に安定で，HSO2はこれより36．5kcal，  

HSOOは75．Okcal高くなることが分かった。  

（4）酸素原子とアセチレンの反応で生成する臼CCO（DCCO）ラジカルをレーザr誘起蛍光  

スペクトルによって初めて検出し，その分光学的解析を行った。蛍光励起スペクトルは310  

－360nm領域に，蛍光スペクトルは350－500nm領域にみられ，Ⅹ2A′－A2A’遷移のband  

origin，蛍光寿命等が決定された。．また振動解析の結果からこのラジカルは基底状悪ではケチ  

ル型（H－C＝C＝＝0），励起状態ではエチニルオキシ型（HC⊇C－0）に近いことが推論された。  

〔発 表〕D6，d－71  

研究課題 4）分子会合体の化学反応に関する研究  

（担当者〕常田伸明・尾崎 裕・福山 力・村野健六郎・泉 克幸・梶本興亜＊・篠原久典＊・  

永田 敬＊（★客員研究員）  

〔内 容〕（1）ノズルビームと光イオン化質量分析計の組み合わせで，分子会合体内でのイ  

オン分子反応の研究を行った。a）水，アンモニア，アルコール，カルポン軌 アミン類の各  

会合体中でのプロトン移動反応：これらの会合体のサイズとプロトン移動反応の起こる確率の  
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関係を明らかにした。これは溶液中でのプロトン移動反応を会合体という孤立系で解明する一  

つの方法を示したものである。水，アンモニア，アミン類においては見かけ上プロトン移動を  

起こさない会合体の親イオンが存在することが明らかになり，またアルコールやカルポン酸で  

は必ずしもOH基の水素のみがプロトン移動を起こすのではなく，炭素についた水素もプロト  

ン移動を起こすことが明らかとなった。b）N203，N20。等の窒素酸化物の会合体内イオン  

反応：上記の窒素酸化物はイオン化の過程で解離し，よりイオン化エネルギーの低いNO＋ヤ  

NO2＋を生成する。ここでは窒素酸イヒ物に特有な解離イオン化反応機構を明らかにした。C）  

シクロヘキサン／エチレン，アセチレン系における水素引抜き反応：シクロヘキサンとエチレ  

ン又はアセチレンの混合クラスターを生成し，シクロヘキサンのみを光イオン化し，エチレン  

やアセチレンによるシクロヘキサンからの水素引き抜き反応を調べた。実験条件によってシク  

ロヘキサン分子から1～6個の水素が効率よく引き抜かれることが明らかとなった。  

（2）超音速膨張法によりAr，COz，Cfi30fIなどの分子会合体のビームを生成しガスセル中に  

導いて種々の気体分子と衝突させた。その結果，分子会合体を構成する分子同志の結合力よりも  

標的分子との結合力の方が強いときに反応が起き，生成物として会合体内の分子1個が標的分子  

と置き換わった二成分会合体が得られることが分かった。有効反応断面積は，例えば水分子会合  

体と重水分子の場合約435A2であった。また分子会合体ビームがHeを満たしたガ  
スセルを通過する際の透過効率を測定することにより，電子衝撃イオン化で検出される前の中  

性親クラスターの大きさについての知見を得た。その結果，CO2会合体を60eVの電子でイオ  

ン化するとき二量体イオンの約20％は35量体以上の大きな会合体のフラグメンテーションに  

よって生じていることが明らかになった。さらに，Ar等の会合体とⅩe，Ⅳ2，CO2との反応に  

おいて親クラスターと生成物クラスターの各イオン強度とAr淀み庄との関係を調べ，「出現  

圧力」p。＊を定義した。p。＊のサイズ依存性には親クラスターと生成物クラスターとの間で系  

統的なずれ△mが見いだされ，標的分子の温度を変化させて△mを測定すれば交換反応及びイ  

オン化の際解粧する中性分子の個数を分離して求められる可能性のあることが分かった。  

〔発 表〕D－24，25，d－31～33，113  

研究課魔 5）光化学スモッグ発生予測のためのシミュレーションモデルに関する研究  

〔担当者】秋元 肇・酒巻史郎・高木博夫・若松伸司・鵜野伊津志・樋田洋匡・幸田清一郎＊  

（書客員研究員）  

【内 容〕（1）光化学チャンバー内の「未知ラジカル源」の問題を解決するためNO2とH20  

及びNOzとメタノールの不均一反応を暗条件及び光照射条件下で研究した。NOzとメタノー  

ルの反応は高濃度領域では気相三分子反応，2NO2＋CH30H→CH30NO＋HNO3で進行し，亜  

硝酸メチルと硝酸を生成することが知られているが，NO2数十ppm以下の低濃度領域では上  

の均一反応は無視でき，以前見いだされたNO2とH20の反応と同様に不均一表面反応が重要  

となることが見いだされた。反応活性は種々の表面によって著しく異なり，特にステンレス表  

面，パイレックスガラス表面等で活性が高いことが分かった。   

さらに大型光化学チャンバー内でこの反応系に光照射したところ，上記の表面反応が更に促  

進され光触媒反応が起こっていることが認められた。同様の可能性を2NO2十H20→HONO十  

HNO。の反応について検討した結果，光化学チャンバー内でのNO2とH20からのHONOの生  

成にも光触媒効果が見いだされた。これらの結果から従来言われていた「チャンバー内未知ラ  

ジカル」はNO2とH20の表面不均一反応で生成するHONOの光分解によるOHラジカル及び  
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このHONO生成の光照射下での促進反応によるものと推定された。  

（2）上で見いだされたNO2とH20からのHONO生成に対する光触媒反応を考慮すること  

により光化学チ，ヤンバー内でのれ一ブタンーNOェー加湿空気系の光化学反応の実験結果は計算機シ  

ミュレーションによって良く再現されることが分かった。さらに米国におけるチャンバー実験  

の結果も，これらの効果を反応モデルに取り入れることによってシミュレーションによって再  

現でき，これによってチャンバー内未知ラジカルの問題は解決されたものと思われる。  

（3）光化学大気汚染予測モデル開発のため，オレフィン，パラフィン，芳香族炭化水素及  

びアルデヒドに対する簡易反応モデルを作製した。これらのモデルにより以前光化学チャン  

バー実験で得られた各種炭化水素に対するオゾン生成能の特性は，生成ポテンシャルの炭化水  

素／窒素酸化物の初期濃度比に対する依存性を含めかなり良く再現することができた。これら  

本特別研究で開発された反応モデルを今後移流拡散モデルと結合することにより，光化学大気  

汚染予測シミュレーションモデルの開発できる見通しが得られた。  

〔発 表）D－1～4，f11，d－1，3，35，36，i－11  
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2．1．3 自然浄化機能による水質改善に関する総合研究   

〔研究担当瓢〕水質土壌環境部：部長・陸水環境研究室・水質環境計画研究室・土壌環境研究室  

稔合解析部：部長・第一グループ・第ニグループ・第三グループ・第四グ  

ループ・第五グループ  

計測技術部：大気計測研究室・水質計測研究室・分析室  

生物環境部：水生生物生態研究室・生物環境管理研究室  

技  術  部：技術室・理工施設管理室  

臨湖実験施設  

〔研究期間〕58－61年度  

〔研究概要J本研究は，水質保全の立場から特に問題となっている生活排水，畜舎排水，農耕  

地からの流出水等に含まれる有機物，窒素，リン等の汚濁負荷の実態を踏まえて，池沼，水隠  

士壌，水草帯が有する自然浄化機能を解明すると共に，これを積極的に活用した新しい省資猟  

省エネルギー型の水質管理システムの確立を目指して行っているものである。まず，生活排水  

等の各種排水の発生負荷量の実態及び流出機構を解明すると共に，漁猟 水路，土壌，水草帯  

等の有する水質の自然浄化機能について，現地調査や大型実験施設（水生生物実験施設，土壌  

実験施設，水理実験施設，臨湖実験施設等）の実験により，物理的，化学的及び生物学的な側  

面から研究を続けた。さらに，この成果をもとに，自然浄化横磯を有する場の効率的な保全方  

策，その機能を促進する技術，その機能を応用した水質改善技術等の検討を行った。また，池  

沼，小水軋水草帯等の自然浄化機能を有する水域及びその近傍は，散策，自然観察，魚釣り  

等の親水の場としても重要であり，それらの有する親水機能や水辺景観についても調査，研究  

を行った。更にこれらの自然浄化機能や親水枚能を総合的かつ積庵的に活用した水質管理シス  

テムの設計手法についての総合的な研究を行った。これらの研究を円滑に進めるために，次の  

研究グループ（（）内は責任者）を置き，それぞれの研究課題を遂行した。  

l）汚濁負荷グループ  

2）流出・流速グループ  

3）池沼グループ  

4）水路グループ  

5）土壌グループ  

6）水草帯グループ  

7）処理技術グループ  

8）生態系グループ  

9）環境評価グループ  

10）処理システムグループ  

（細見）  

（海老瀬）  

（相崎）  

（稲森）  

（矢木）  

（春日）  

（田井）  

（大槻）  

（青木）  

（原沢）  

研究課題1）汚濁負荷発生の実掛こ関する研究  

〔担当者〕須藤隆一・矢木修身・稲森悠平・細見正明・稲葉一穂・冨岡典子・田井慎吾・安部  

喜也・横内陽子・松重一夫・土屋東和・岡田光正・中沢雄平♯（＊客月研究員）  

〔内 容〕（1）大気降下物による流域への栄養塩供給量とその変動   

流域に大気降下物を通じて供給される栄養塩量を見積もるため，1978年より各月ごとに大気  
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降下物を採取し，リン及び窒素含量を測定し，季節変動及び経年変動について解析を行った。  

仝リンの降下量は春から夏にかけて高〈，秋，冬に低かった。NO3－N，NH4－Nも類似の傾向  

を示したが春先の増加は更に顕著であった。年間降下量の変動範囲と平均値（カツコ内の数値）  

はそれぞれ仝リン23．2－45．5（31．8）pmg／m2・y，仝無機態窒素732－1364（1031）Nmg／m2・yで  

あった。経年的にみると全リンは1980年嘆から多少減少したが，1984年からはほほ一定であっ  

た。しかし，窒素成分は変動しながらも多少増加の傾向がみられた。また窒素成分の降下量は  

降雨量と正の相関が認められ，降下物の分別採取による結果と一致した。  

（2）生活雑排水の原単位調査   

自然浄化楓能を活用した処理システムの確立の一環（第10グループとの共同）として，茨城県  

新治郡八郷町陣場地区にある住宅区域（約50戸）をモデル地区に選定した。モデル地区の生活雑  

排水は未処理でアシ原に放流されている。生活雑排水のU字構末端部で，1時間ごとの水質  

測定並びに流量観測結果から，水量0．247m3／人・d，BOD19g／人・d，TOC8．6g／人・d，COD  

8．8g／人・d，SS15g／人・d，Nl．7g／人・d，PO．23g／人・d，MBAS2．Og／人・d，LASO．9g／人・d，  

NS（非イオン性界面活性剤）0．07g／人・dという生活雉排水の原単位が得られた（調査回数は，10  

回）。これらの原単位は，文献値の範囲にある。また，いずれの原単位とも季節変動はほとん  

ど認められなかった。   

次に，採水間隔の違いによる原単位のばらつきをモンテカルロシミュレーションにより検討  

した。その結果，1時間に1回の採水間隔によって評価した原単位は，変動係数として16－2り占  

のばらつきを有した値であることが示された。  

（3）アシ原の自然浄化能を活用した生活雑排水処理   

モデル地区にあるアシ原の流人・流出量調査を行い，アシ原の自然浄化能について検討した。  

除去率でみれば，有機物関連項目では，60－93‰リンは51～77％，窒素は18－75％，MBAS．  

LAS，NSは30－90％の範囲にあ｝り，夏期に高く，冬期に低〈なる傾向が認められた。  

〔発 表〕c－4，6，e－78  

研究課題 2）汚濁負荷の流出・流速機構に関する研究  

〔担当者〕村岡浩爾・海老瀬潜－・平田健正  

〔内 容〕（1）筑波山森林試験流域の洛存物質流出機構：筑波山系に設けた森林試験地  

（67．5ha）で降雨流出系らこかかわる降雨，林内雨，土壌水，森林地下水，渓流水の定期調査  

と降雨時調査を行った。降雨時に得られた渓流水質変化から，大抵の溶存物質濃度は流量増加  

時に減少し，ピーク流量時近くで最小となり，逓減時に増加する。そして降雨に対する応答特  

性の違いは降雨終了後に現れ，降雨前の濃度レベルに回復するものと降雨前の値を上向るもの  

とに大別される。前者をTypeI，後者をTypeIIと呼ぶことにすればTypelにはSiO2，電気  

伝導嵐 Na，Cl，TypelIにはNO3rN，K，Mg，Caが属する。   

流量逓減時に見られる水質の流出パターンの違いは，逓減時の主たる構成成分である中間流  

出成分発現の場，すなわち地表近くの土壌水に含まれる物質濃度に由来すると考えられること  

から，土壌水質の鉛直分布も調べた。その結果，TypeIの物質については濃度はほぼ一様れ  

土壌表層付近で′トさいこと，→方TypeⅡの物質，特にNO3－Nについては土壌表層付近に高濃  

度で存在することが確認され，こうした土壌永質の鉛直分布特性が降雨時，中でも降雨終了後  

の渓流水質を支配していることが明らかになった。  

（2）河川における無機イオンの流出特性二山地及び農耕地流域を流下する3河川の長期に  
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わたる晴天時の流出負荷量調査と降雨時の流出負荷量調査を行った。無機イオンの流出負荷量  
は流域の土地利用に支配されているほか，降雨量や水温によって季節変化特性が支配されてい  

る。降雨量の多い夏季と秋季に流出負荷量が大きく，水温の高い夏季に掛こ大きくなる傾向に  

あった○無機イオンでもNO。－Nを除いて，NH。－N，NO2N，PO。－Pの栄養塩の他にCl，SO4，  

Na，K，Ca，Mgは人為的な汚濁の影響を反映しており，相互の相関が高いだけでなく，COD  

との相関係数も大きな倍となった。  

（3）水路内での水質変化と流速過程：筑波学園都市を流下する土浦用水2．9km区間の上下  

流端において，7月に流下時間を考慮した24時間の物質収支法による流達率調査を行った。途  

中から流出入のない流下過程での1日間の物質収支は，流量や水質濃度の日変化や水温や光量  

のほか生物活動の日変化をも含むため，通常の流出負荷量状態での臼平均としての流速率や見  

かけの自浄係数の評価ができる。日平均流速率は，1983，1985年の調査も含めて有機物質につ  

いては0・85－0・99と小さいながらほとんどの場合が馴ヒとなった。上下流での流量重みづけを  

した日平均の濃度差から算定した分解と沈殿を併せた自浄係数は，0．04～3．3の範囲で他の文  

献値より高いものが多かった。  

〔発 表〕K－102，E－51，e－19，20，64，65，68，85   

研究課題 3）池沼自然浄化機能の解明とその維持促進技術の確立  

〔担当者〕相崎守弘・福島武彦・天野耕二・海老瀬潜一・細見正町・高村典子・花里孝幸・  
野原精一・河合崇欣・大槻 晃  

〔内 容〕自然馴ヒ機能が最も高いと考えられる湖沼河口部における機能の解明を中心に，既  

に著し〈富栄養化が進行している霞ヶ浦・手賀沼を対象に調査研究を進めた。霞ヶ浦に関して  

は既に多く報告しているのでここでは手賀沼の調査結果の概要を記す。   

手賀沼は水面積6．5km2，平均水深0．86mの湖で，全国一有機汚濁が進行した湖沼として有  

名である。主な流入河川は大堀川，大津川で，流出ロは手賀水門である。流入河川の河口部か  

ら流出ロヘ向けての水質調査の結果，全窒素は上流から下流に向かって顕著に減少していた。  

掛こアンモニア憩室素の減少が若しかった。水中のリンについても下流に向かうに従って無機  

態リンが著しく減少し，全リンも減少した。霞ヶ浦と比較すると手賀沼底泥の窒素含有量は  

1．5倍－2倍，リン含有量は2－5倍高かった。湖水中のリン濃度と底質中のリン含有量とに  

比例関係が認められるところから，水中のリンは沈殿か吸着により底泥に移行したと考えられ  

る。仮に，消失量／仝流入負荷量を浄化率とすると，窒素については35－39％，リンについて  

は45－56％となった。特に非かんがい期にはリンが沈殿等により水中から除去されやすいこと  

が分かった。また窒素については，水一底泥界面だけでなく，水中での脱窒もかなり重要であ  

ることが予測された。このような手賀沼における調査結果と，霞ヶ浦河口部における調査結果  

から，湖沼の河口部における自然浄イヒ機能は大変大きく，このような水域の適正な管理が重要  

であることが判明した。   
湖沼における自然浄化機能を実験的に調べる目的で臨湖実験施設にある屋外実験池6個を使  

用して実験を行った。それぞれの実験地は一辺が3mの6角型をしており，深さは1．8m，容  

量は約40m3である。霞ヶ浦の除濁湖水を用いて滞留時吼を10，20及び40日に設定し，No．1，  

No，3の実験地ではリンの表面積当たりの負荷量を10mg／m2・dとした。No．4－No．6の実験地  

では，それぞれ20，10及び5mg／ni2・dとなるように調整した。窒素はN／P比が10となるよう  

に加えた。  
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実験の結果，池沼の自然挿イヒカに対する水の滞留時間及び動物プランクトンの影響が大きな  

ことが明らかになった。すなわち，リンを対象としてみると，流入負荷に対する池水中の現存  

量の比は，水の滞留時間が40日の場合は約45％，20日の場合は約60％，10日の場合は約80ヲ‘と  

滞留時間が長くなるに従って減少し，流入濃度にも影響されなかった。動物プランクトンが発  

生するとその比はさらに変動し，大型の動物プランクトンの場合では約25％程度まで減少した。  

動物プランクトンからの栄養塩の回帰量は少なく，大部分は沈殿により底質へ移行しているこ  

とが明らかになった。  

〔発 表〕K－101，125，126，E－2，55，b－2，e－1，3，4，73，80  

研究課題 4）水路の自然浄化機能の解明と維持促進技術の確立  

〔担当者）稲森悠平・須藤隆一・矢木修身・総見正明・柏崎守弘  

〔内 容〕人間の生活圏内において水路は農業用水軋都市下水路など様々な役割を果たして  

いる。この水路には家庭から排出された生活雑排水及びし尿浄化槽放流水の多くが流入する。  

そのため，自然水城に流入する汚濁源を削減する上では水路を効果的に活用することは極めて  

重安なことである。そこで本研究では，水路内に接触材を充てんし，そこに形成される柵乱  

菌類，晩生動物，微′ト動物からなる生物膜により糾ヒ能を増強させ汚濁負荷源を削減し，湖沼，  

河川の陸水環境を保全するための研究が行われた。基礎研究としては浄化に大きく貢献する微  

小動物を水路に定着させ水路浄イヒ能を高めるための光，流速，温風 有機物濃度などの生物，  

物理，化学的因子の適正環境を明らかにすること，また実用研究としては実際の水路浄化施設  

の調査を行い維持管理及び設計する上での問題点等を明らかにすることを目的として行われ  

た。   

その結果，① 2次公害を引き起こす汚泥の発生量を減少させるためには光を遮断し，水路  

内で藻類を増殖させないようにすること，②流入する有機物濃度はBODとして20mg／上程皮  

と低い方が浄化能は高まること，③ワムシ類のP九イJdわ柑属，貧毛類のAg8Jo5のれα属などの微  

小動物が優占化した水路では浄化能も高く発生汚泥量も少なくなるため，これ等の微小動物を  

定着化させることが極めて重要であること，④水温は高いほど馴ヒ能は高まるが低水温時の  

ことを考慮すると滞留時間は長目に少なくとも1時間以上に設定しておく必要があること，⑤  

流速が達すぎると生物膜がはく離し浄化能が低下することから1－5cm／s程度にすること，  

⑥水深は水路内を曝気するか否かによっても異なるが，曝気しない場合は10cm以下，曝気  

する場合は1m程度が望ましいこと，などが明らかにされた。しかしながら，本研究において  

いくつかの問題点及び課題すなわち，①都市下水路等に活用する場合，洪水時における種々  

の障害の起こることを考慮するとバイパス水路を設けることが必要である，②無曝気型水路，  

曝気型水路のいずれの方式を採用するかは水路の構造，排水の性状により決める必要がある，  

③接触材が流入する無機性砂泥により埋没する危険があるので，前部にスクリーン，沈殿槽  

を設置する必要がある，④発生汚泥の収集・処理処分法について十分検討する必要がある，  

⑤水路浄化法を正常に機能させる上では維持管理が必要であるので定期的な管理が行える体  

制が必須である，⑥衛生害虫である凸押血血＝沼甜肌血（チョウバエ）及びCんiwl珊混5γβぶんi刑αト  

5祝i（ユスリカ）などが出現するため遮へいできる構造にする必要がある，などの存在すること  

も明らかにされた。これらの点については今後更に検討を加えていく必要があろう。  

〔発 表〕K－104，E－28，e－10  
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研究課題 5）土せの自然浄化機能の解明とその維持促進技術の解明  

〔担当者〕矢木修身・須藤隆一・稲森悠平・細見正明・冨岡典子・田井慎吾・内藤正明・乙間  

末広・高松武次郎・袴田共之・向井 哲・久保井徹・服部浩之・広木幹也・松重一  

夫・土屋重和・西川雅高  

〔内 容〕全国各地で排水の処理法として土壌処理が用いられている。土壌処理は，排水中の  

有機物，リンの除去に有効であるが，窒素の除去率が低くかつ目詰まり現象を引き起こす欠点  

がある。そこで，土壌のもつ有機物，リン，窒素の除去能を定量化し，目詰まり現象を解消し  

かつ窒素の除去に有効な処理技術を確立すべく，臨湖実験施設にある土壌浸透実験装置及び各  

地の土壌処理施設を用いて実験を行った。   

土壌浸透実験装置に湖水を50及び250いmZ・d1の低負荷及び高負荷条件で3年間通水し，  

汚濁物質の除去及び目詰まり特性について検討を加え以下の結果を待た。①年間平均COD  

6．5mgり1の湖水を原水とした場合，黒ボク土，淡色黒ボク土，マサ土，鹿沼土及び川砂の5  

種の土壌の中で，淡色黒ボク土が最も高いCDO除去能（80％以上）を示した。次いで黒ポク土，  

マサ土，川砂，鹿沼土の順に除去能は低下した。（参リンの除去能は，3年間の通水後でも，  

いずれの土壌において90％以上の除去率が得られた。③窒素の除去率は，黒ボク土以外の土  

壌で約罰％であり，黒ポク土では溶出する傾向が観察された。④2年間の通水で土壌中のZn，Cu，  

Pb，Fe，Mnの含量はほとんど変化しなかった。⑤低負荷条件での2年半の通水により，マ  

サ土ノ累ボク土ご川砂，淡色黒ポク土に目詰まりが生じたが，鹿沼土は3年間の通水でも目詰  

まりが生じなかったことから，鹿沼土の利用により目詰まり防止が可能であると考えられた。  

また黒ポク土は目詰まりに対し最も速い回復力を有していた。   

生活排水を対象とした土壌処理装置の処理特性を調べた結果，BODは90％以上 CODは80  

－93％，TOCは76－93％，T－Pは74－99％の除去率を示し，土壌処理は，有機物，l）ンの除  

去に有効であることを実証した。更に窒素の除去能を高めるべく，土壌処理と嫌気性処理を組  

み合わせた処理法について検討し，両者を組み合わせることにより，窒素の除去率を80％にま  

で高めることが可能となった。   

ほ場における土壌水と塩素の挙動をモデルシミュレーションによ■って予測し，植栽の水分と  

塩素の挙動に及ぼす影響を調べた。その結果，降雨量，蒸発量，植物吸収量が大きく関与して  

いた。  

〔発 表〕E－11  

研究課題 6）水革帯の自然浄化楔能の解明と機能の維持促進技術の確立  

〔担当者〕安野正之・春日清一・高村典子・花里孝幸・岩熊敏夫・高村健二・野原精一・上野  

隆平・相崎守弘・福島武彦・細見正明・大槻 晃・河合崇欣  

〔内 容〕湖沼沿岸帯は水生高等植物が繁茂し湖沼生態系の中では特殊な構造と役割を持って  

いる。この調査では河川の流人する水域での水生高等植物が栄養塩吸収，懸濁物沈降などの自  

然浄化に果たす役割を評価することが目的とされた。   

霞ヶ浦江戸崎人の水質調査が1983年から1987年まで行われた。また水革帯の抽水植物，及び  

浮葉植物の現存量，年純生産量，枯死量が明らかにされた。更に水生植物のヒシの栄養塩除去  

能を水槽内実験により評価した。またヒシの分布を制限する要因の一つである水深との関係を  

水深5mの実験地で検討し，透明度の約Z倍の探さが分布の限界と推定された。   

江戸崎入水革帯の底生動物現存量は沖帯に比べ低く，細水植物帯と浮稟植物帯では浮菓植物  
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帯が低かった。季節的には6～7月及び1～2月に高かった。現存量のほとんどがユスリカと  

貧毛類で占められ，その出現する種は沖帯と非常に異なり種数が多〈小型で，更に底泥と付着  

藻類では出現種が異なった。   
江戸崎入の抽水植物群落と浮葉植物群落における水質，プランクトン及び付着藻類を調べた。  

各栄養塩濃度の季節変化は沖帯と似ていたが，アンモニア態窒素は冬に著しく高くなった。植  

物プランクトンの一次生産量は〟icγⅣγ5ff5Spp．が優占する要一秋に高く，この〟血叫叩山に  

ょる光の減衰が夏一秋の付着藻類の生産量を制限していると考えられた。一次生庖量は泉冬  

に高く付着藻類は常にケイ藻類が優占し，細菌量も考慮に入れると付着生物は浮菓植物群落よ  

り柚水植物群落で，より重要であると考えられた。   

霞ヶ浦高浜入湖岸帯での魚類現存量調査では5－11月に魚類の現存量は高く，冬期に少なく，  

冬期にはイサザアミのみが優占した。魚類の種数は沖帯より多く現存量は高かった。湖岸帯で  

のフナの産卵回遊を5－6月に調べ明りょうな「乗っこみ」現象が見られず，湖内の水温変動  

幅が少ないことがフナの産卵回遊や排卵を抑制し近年のフナの漁獲減少の一要因となっている  

であろうと考えられた。   

植物プランクトンの種親戚決定や増殖連匿に洛有無機炭素（DIC）の供給条件がどのように寄  

与しているか知るため，炭酸ガス膜電極を用いるDICの自動連続測定法を確立した。この装  

置を含むDIC，DOの自動連線測定系を用いて，pHの低下に伴う仝炭酸の減少と解難状態の変  

化が植物プランクトンの炭素代謝に与える影響を測定し，代謝速度の日変動パターンは日常的  

にかなり変化することを見いだした。  

〔発 表〕K－126，134，135，h－17  

研究課題 7）排水処理技術の評価に関する研究  

〔担当竜〕田井慎吾・稲森悠平t須藤隆一・矢木修身・松重一夫  

〔内 容〕調査対象として単独浄化槽，合併浄イヒ楓地域し尿処理施設，農業集落排水事業，  

特定環境保全公共下水道及び小規模の公共下水道を選び，小規模な生活排水（し尿と生活雑排  

水）の処理施設（管渠も含む）の建設費と管理費の原単位を求めた。建設費は単位排水量当たり，  

単独浄化槽；1308千円／m3d，合併浄イヒ槽；930千円／m3d，地域し尿処理施設；251千円／m3d（管  

渠；48千円／m），農業集落排水事業こ671千円／m3d（管渠；48千円／m），特定環境保全公共下水  

道；967千円／m3d（管渠；80千円／m）であった。一九年間の維持管理費は単位排水量当たり，  

単独馴ヒ槽：112千円／ym3d，合併浄化槽：50千円／ym3d，地域し尿処理施設；46千円／ym3d，  

農業集落排水事業こ，64千円／ym3d，特定環境保全公共下水道；71千円／ym3dであった。以上  

の内，地域し尿処理施設は団地造成と共に建設されているものが多く，管渠及び処理施設の建  

設費が安価となっている。得られた原単位を用いて各戸に合併酬ヒ槽（5人槽）を設けた場合と  

排水を管渠で一箇所に収集して処理する場合（例えば農業集落排水事業）の建設費と管理費を比  

較するといずれも合併糾ヒ槽の方が安価であるという結果となる。これは排水を収集するため  
の管渠の建設費が処理施設のそれの2倍以上を占めるためである。処理水質の点からは排水を  

収集して一括処理することが望ましいと考えるが，この場合各戸から排水をポンプで圧送し管  

渠建設費を軽減するなどの工夫が必要であることが示唆された。   

上記したことから個別家庭等から排出される生括雉排水は令併処理浄化槽においてし尿と一  
緒に処理し，窒素，リンまでも除去することが望ましいと考えられる。しかしこれらの方法を  

現状において早急に普及させることは容易ではない。そこで本研究では調査研究と同時に自然  
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浄化機能を強化した処理技術として，特に嫌気性ろ床法と土壌トレンチ法に着日した効率的浄  

化法についての開発研究がなされた。その結果①嫌気性ろ床法は生活排水程度の低濃度有機  
性排水を水理学的滞留時間約20時間で効率的に除去する性能を有していること，②循環式嫌  

気性ろ床・接触ばっ気法は有横物と窒素を経済的にかつ効率よく除去できる新しい処理技術で  

あること，③循環式嫌気性ろ床法・土壌トレンチ法においては嫌気性ろ床で有横物と窒泉  

土壌トレンチでリンが効率的に除去できること，④土壌トレンチに土壌動物を走者させるこ  

とにより流人排水を基質として増殖した微生物の薄膜を捕食分解させることができるので目詰  

まり防止が可能となるなどの新しい知見が得られた。また，嫌気性ろ床と土壌トレンチあるい  

は接触曝気法とを組み合わせたプロセスは，現在個別家庭に設置され稼動しているが所期の成  

果を発揮することが確認されている。  

〔発 表〕K－110，129，132，133，138，E－10，11，22，23，e－7，12，44   

研究課題 8〉水域の水質及び生態系に及ぼす影響因子の解明と評価  

〔担当者〕大槻 晃・河合崇欣・白石寛明・野尻幸宏・海老瀬潜一・相崎守弘・福島武彦・  

細見正明・安野正之・春日清一・高村典子・花里孝幸・岩熊敏夫・上野隆平・田井  
慎吾・西川雅高  

【内 容〕本研究は，水深が浅く，湖水の鉛直混合が活発な霞ヶ浦における水質及び生態系に  

及ぼす影響因子を明らかにすることが目的であった。栄養塩，特にリンの負荷量以外にどのよ  

うな因子が水質及び生悉系に大きな影響を及ぼしているか，湖心を含む10地点で毎月1回定期  

的に調査を4年間継続した。   

調査項目は，現地観潮項目と共に（a）主要元素（Na＋，K＋，Ca＋＋，Mg十＋等）（b）栄養塩（PO4，  

DTP，TP，NH．’，NO㌻，NO2，DON），（c）懸濁態有機炭素・窒素，（d）植物プランクトン種  

組成，硯好量及び一次生産（e）動物プランクトン種組成及び現在量，（f）底生動物の種組成及  

び現存量，（g）魚類の種組成と現存量であった。   

以上の調査の結果は次のようにまとめられよう。  

1）水温の変動は，Sin曲線で近似できると共に，全域でほぼ同様に変化する。最低水温は  

2－4℃ほほ2月であり，最高水温は28－31℃で8月になる。   

2）透明度はここ4年の間でst．1及び6を除き，大きく変動するようになり，湖心付近で  

は冬期，2．5－3．2mに上る。   

3）オルトリン酸腰リンは，湖心流出口付近（st．11，12）を除き，冬一審期にかけて濃度は  

10／一gP・J‾1以下であり，植物プランクトン現存量の増加する夏一秋期にかけて，増加する傾  

向が続いている。   

4）全リンは夏期に増加する傾向は続いているが，湖水流出口付近ではその傾向は顕著でな  

くなっている。比色ケイ酸濃度等から見ると新利根川河川水が欄内に入り込んで，影響してい  

るように見える。   

5）無機態窒素濃度は，秋一冬期にかけて増加し，夏期に減少する傾向は続いており，その  

主成分は，硝酸態窒素である。   

6）仝CODは，高浜入（st．1，2，3）を除き他の地点で夏期に増加し，冬に減少する規則的  

な変動傾向は消えつつある。   

7）懸濁葱炭素・窒素濃度の変動傾向は，高浜入奥（st．1，2）及び土浦入奥（st．6，7）を除き，  

夏に増加し、冬に減少する変動幅が少なくなり，徐々に減少する傾向を示している。  

一24－   



8）他栄養細菌数は，高浜入（st．1－4）で徐々に増加傾向を示しているが，他の地点ではほ  

ぼ一定の傾向を続けている。   

以上のデータから見ると，霞ヶ浦の水質は気候変動と密接に関連していることは明らかであ  

るが，生態系に及ぼす3因子については今後継続した研究が必要である。  

〔発 表）c－5，E－2，H－1，C－7－9，h－18，24，25  

研究課眉9）水辺項墳評価手法の確立に関する研究  

【担当者〕青木陽二・仁科克己  

〔内 容〕自然浄化施策によって得られる水辺は人間生活に潤い（快適な環境）をもたらす重要  

な要素である。このような良好な水辺を確保しておくことは，人々の関心を水城の浄化に引き  

つけておくために重要な役割を持つ。本研究はこのような親水性をもたらす水辺とはどのよう  

な物理的，生物的条件を有するのかを明らかにすると共に，これらの水辺の景観的な価値を高  

める方法についても明らかにすることを目的としている。   

水辺と人々のかかわり合いを解〈ために，人々が水辺と接している活動を直接手や足で触れ  

るものと，少し離れて視覚を通して接するものに大別して研究を進めた。   

本研究では前者の活動のように虫とり魚とりのように水の中で動きまわる活動のための好ま  

しい水辺の物理的条件を探った。都市内河川の川辺に被験者を誘導し，水と接する体験をさせ  

ると共に，その地点の河岸の物理的形状や水の物理化学的性質，植生の密度などを同時に測定  

した。被験者の心理的評価と物理的条件の関連を調べることにより，水際の段差や水際法面の  

傾斜角，水流の測度などが寄与することが確かめられた。また水際の段差が大きい場合，岸辺  

に立つ人に恐怖感を与えていることも分かった。   

後者のように水面を視覚の対象とする場合の条件を探るため東京都に分布する16の河川にお  

いて横断面の形状と川岸からの景観，橋梁からの景観を調査した。その結果，水面が視野のな  

かで重要な部分を占める景観となる場所は中小河川には少ないことが分かった。また水辺の景  

観的な価値を高める方法を採るため，湖において対岸距離を変えて写真を撮影し，その写真を  

用いて被験者に評価させた。この評価と対岸距離の関係を明らかにすると，視条件によって影  

響を受けるが，対岸を見せるのに適当な距離が2箇所に存在することが分かった。この結果は  

▼対岸がどのようなもので構成されているのかによるのでまだ一般化されていないが，水辺の景  

観評価の一つの方法を示していると言える。   

これらの結果により水辺の快適性評価の方法が確立し，これからの自然浄化施策を考える場  

合に水辺を好ましいものにしておく代替案を示すのに有効な資料が得られた。  

研究課題10）自然浄化横能を活用した処理システムの確立  

〔担当者〕内藤正明・中杉修身・乙間末広・原沢英夫・天野排二・青柳みどり  

〔内 容〕湖沼の富栄養化現象の主たる原因の一つとして生活排水，特に雉排水が問題となっ  

ており，これらを効果的に処理して河川・湖沼への流出負荷を減少させることが対策立案上の  

重要課題となっている。雑排水に起因する発生負荷を減少させるためには，発生源での処理が  

効果的であり，各種下水処理方式の適用や，また周辺に自然削ヒ機能を発揮し得る空間があれ   

ば，それらを活用することが考えられる。   

本研究では集落・地区レベルに適した汚水処理方式を自然削ヒ機能の活用も考慮しながら選   

定する知識工学的手法を開発し，霞ヶ浦流域の集落への適用を試みた。知識工学的手法として  
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は，知識ペースに推論機構を付加したプロダクション型のエキスパートシステムを採用した。  

地域の社会・自然条件と各種の処理方式との関係をルールとして知識ベース化し，地域の諸条  

件を対語的に入力することにより，その地域に最適な処理方式を決定するシステムである。本  

システムを霞ヶ浦北部地域の集落（下水道計画区域外）に適用し，その適用性を検討した結果，  

（1）知識として定性的なものを取り扱えること，（2）研究の進展に応じてルールを逐次充実  

できること等地域特性を考慮した処理システム選定手法として効果的な方法であることを明ら  

かにした。   

次いで本システムの適用対象とした集落のうちから特に自然浄化機能の活用が図れる集落を  

取り上げモデル地区とし，雑排水処理方式として嫌気性処理及び接触曝気処理施設，さらにそ  

の処理水を葦原を用いて浄化するシステムを設置した。施設の維持管理は住民自身が行うこと  

が原則であることから，地区に根ざした処理システムとするためには，その処理システムを地  

区の人々がいかに受け入れるかといった住民の受容性が大きな問題となる。そこで，モデル地  

区に住む人々の意識について（1）周辺環境，（2）処理施設，（3）実践活動に対する意識を  

アンケートにより把握し，解析した。本地区は，これまで雉排水により地区の水環境が悪化し  

ていたため，住民の環境保全に対する意識が高いこと，しかしながら共同処理システムのよう  

な高衝な費用負担が必要なものに対しては，行政への依存性が高いことが明らかとなった。水  

洗化などの直接的な利点が無い場合では，共同処理システムは普及がなかなか困難であること  

が明らかとなった。続く実践活動の効果測定では，地区の人々に実践活動を要請し，その前後  

で水質を測定したが，80Dで約10－20％程度削減の効果があること，また住民の意識面でも  

台所から厨芥を流さない，洗剤の節約を図るなど啓発的効果も顕著であることが分かった。  

〔発 表〕K－109，B－14，k－12，b－1   



2．1．4／くックグラウンド地域における環境汚染物賛の  

長期モニタリング手法の研究   

〔研究担当部〕計測技術部：部長・大気計測研究室・水質計測研究室・生体化学計測研究室・  

底質土壌計測研究室・分析室  

水質土壌環境部：水質環境計画研究室  

生物環境部：水生生物生態研究室  

〔研究期間〕58－62年度  

〔研究概要〕全国的な，地球的規模の環境汚染が徐々に進行しつつあることが指摘されている。  

全国的な地球的規模の環境汚染の変化をできるだけ早期に検知するためには，環境汚染の影響  

が極めて少ない，いわゆるバックグラウンド地域における汚染物質濃度のベースライン値を  

知っておくことが基本となる。本研究の目的は各媒質を通して汚染物質濃度のベースライン値  

をどのように決定し，またその変化傾向をどのように検知するか，その手法を開発することで  

ある。そのため，以下の研究課題を昨年度に引き続き実施した。   

研究課題1）バックグラウンド地域における各種媒質中の特定汚染物質及び生物相遷移の  

長期モニタリング手法に関する研究   

研究課題 2）特定汚染物質の選択的検出法及び高感度分析技術の開発   

研究課題 3）二枚貝類による長期的沿岸海洋汚染モニタリング手法の研究   

研究課題 4）環境試料の長期保存によるモニタリング手法の研究  

研究課題1－a）摩周湖における特定汚染物賃のバックグラウンドモニタリング手法の研究  

〔担当者〕河合崇欣・大槻 晃・古田直紀・白石寛明・野尻幸宏・瀬山春彦・田中 敦・相馬  

光之・向井人史・横内陽子・安部喜也・森阻昌敏・相崎守弘・堀内清司＊・厚谷  

郁夫＊・原口紘泉＊・梅沢善夫＊（＋客員研究員）  

〔内 容〕監視対象特定汚染物質として，重金属，化石燃料燃焼生成物（PAH），有機塩素化  

合物を，及び生物相遷移としてバクテリアを指標に選んで調査を継続している。前三者につい  

ては，文献で比較しても世界で最も低い値を持つ幾つかの測定値が，確かな値として測定され  

ている。非常に低い値を確実に測れていることは，汚染の進行を高感度に検出できることを意  

味し，摩周湖をベースラインもしくはバックグラウンドモニタリング地点として位置付ける第  

一の技術的条件が整ったと言える。なかでも，1971年以降日本では製造使用ともに中止されて  

いるα一BHC，γ－BHCが測定されているが，これは増減傾向の把握から負荷瀬へ遡及できる  

可能性が最も期待される指標物質であることが明らかになりつつある。第二の技術的条件であ  

る測定値の代表性に関して，溶存物質の濃度分布と湖水混合の機構がほぼ解明された。摩周湖  

のように下層の水温が約4℃のまま夏を過ぎてしまう場合には，湖水はどの程度まで良く混合  

されるのかは容易には評価できなかったが，湖底からの湧水と熱の供給量が湖水の測定値をも  

とに推定され，湖水より高い濃度の溶存物質によってつくられる湖底近くの密度成層が湖底か  

らの熟によって破壊され完全混合が達成され畠過程の境界条件を詳しく検討し，数年から10年  

に一度完全混合が起こり得ることが示された。その他，酸素やヘリウムの同位体比の測定も行  

い確認を試みている。この間題は，湖を用いるモニタリングシステムを考える際の重大な障壁  

の一つであったため，今回の成果は，既に報告してきた水収支に関する研究結果と共に，湖を  
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用いる地球規模のモニタリングネットワークを現実性のあるものに引き上げたという意味で重  

要である。湖内における汚染物質の分配に関して，魚，沈降物質，浮遊粒子などのサンプリン  

グを行っている。長期モニタリングのもう一つの重要な条件として，サンプリング地点がその  

被汚染の歴史をどの程度安定かつ年代との対照可能な形で記録しているかという問題がある。  

この点では，流入河川が無いという摩周湖の特徴は重要で，底泥コアサンプルの層別分析，火  

山灰層に着目した年代の推定などの研究を進めている。さらに，大気経由の負荷特性も含めて  

把握できれば，モニタリングシステムの技術的土台が確立する。  

〔発 表〕K、1，2  

研究課題1－b）離島等における大気特定汚染物質のパイロットモニタリング手法の研究  

〔担当者〕安部喜也・藤井敏博・横内陽子・向井人史・溝口次夫・功刀正行・西川雅高・植弘  

澄子・宮坂恵子  

〔内 容〕大気中の汚染物質を対象として，バックグラウンド地域で長期的なモニタリングを  

行う際のベースラインとなるデータの集積とそのための手法の確立を目的とし，前年度に引き  

続き以下の研究を行った。   

隠岐島において，大気粒子の毎月のサンプリングを継続し，主要成分及び微量元素の分析を  

行い，季節変動における成分相互の関係を解析した。SO。2とⅤとの間に相関が認められた  

が前者が冬季に相対的に高くなる特徴が明らかになった。夏季と冬季には日変動の調査を行い，  

SOz，SO42Jの日変動の状態及びそれに伴うClのNaに対するモル比の変動を明らかにした。  

また，電子顕微鏡による粒子の形態観察及び成分分析を行い，Sを含むミストの存在をほぼ確  

認した。汚染物質の起源を推定するため現地における石油系燃料の使用状況調査を同時に行い，  

測定結果との関連を検討した。さらに粒子中の有機物の起源を検討する一環として，現地土壌  

中の脂質その他の有機物の測定を行った。   

山岳地域での03濃度のモニタリングほ八甲田此 八溝山，筑波山，八方尾根，十種ケ峰及  

び三群山（福岡県）の6地点で実施した。月平均値でみると，いずれの地点でも4～5月に最大  

値，7－10月に最小値を示した。これはドブソン分光計による03全量の年変化と一致してい  

る。また，昨年度八満山の0。濃度が小笠原高気圧の張り出す夏季に南関東からの人為起源の  

影響を受けることが示唆されたが，本年度，筑波山の観測から，更に明確になった。   

バックグラウンド地域における低濃度NOェ，SO∫の測定のための赤外半導体レーザー分光法  

について，本年度は，エタロンフリンジノイズを抑制する方法を検討した。観測されるフリン  

ジノイズがシャープであることから，干渉を起こしている平行面の距離がかなり長いと予想さ  

れ，レーザー素子と検出器の窓を1Dのウエッジ付きの窓材と交換したところ，フリンジノイ  

ズを1けた以上低下させることができた。ノイズを更に減少させるためにBrewster－plate  

spoilerについての検討を開始した。  

〔発 表〕K－6，C－35，C－39，40   

研究課題 2－a）GC／APl／MSによる項穏汚染物賃の超高感度測定法の研究  

〔担当者〕藤井敏博・野尻幸宏・土屋正彦＊・西 功＊・三塚義弘＊（＊客員研究員）  

〔内 容〕（1）アルカリ金属イオン（Na＋等）を効率よく作る表面電離型エミッタと，できた  

イオンと有機物を反応させるイオン反応室を作り，大気圧質量分析計に組み上げた。（2）カ  

ナオニゼーション（有機化合物へのイオン付加によるイオン化）大気圧質量分析法の感度に対す  
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る理論的検討を行った。（3）エミッタのアルカリイオン強度特性が求まった。  

研究課題 2－b）液体クロマトグラフィー共喝ラマン分光法による汚染物賃の高選択性分析  

〔担当者〕相馬光之・相馬悠子・田中 敦  

〔内 容〕多波長同時検出ラマン分光器が完成し，その調整を行った。25cmのダブルモノク  

ロメータに2．5×18mm，700チャンネルの検出器を取り付け，500nm付近で約500cm‾1の範囲  

が四塩化炭素のような液体試料で積算時間3秒で測定が可能である。   
液体クロマトグラフの検出用には，HPLCのUV・VISの検出セルの後に11PLC用蛍光セルを  

接続してラマンセルとして使用した。現在のところ，ラマン励起波長と同波長に合わせVIS  

検出器での吸収ピーク検出と共にラマンスペクトル測定を15－60秒積算で行い，488nm励起  

でβ一カロチンやアゾ色素を試料として，レーザー光の光路調整，ラマンセルの改良を試み，  

また液クロ移動相のラマンスペクトルバックグラウンドに与える影響を検討してい る。   

β－カロチン（移動相：メタノールークロロホルム）で40ng，P一ジメチルアミノアゾベンゼン  

（移動相：四塩化炭素－エタノール）で90ng程度でラマンスペクトル測定が可能になっている。  

研究課題 2－¢）レーザー飽和励起非共鳴原子蛍光法による鉛の高感度分析  

〔担当者〕古田直紀・大槻 晃  

〔内 容〕鉛は，人為的起源の汚染の尺度となるので，環境モニタリングを行う際，最も重要  

な元素の一つにあげられている。現在，鉛の分析としては，ジチゾン四塩化炭素溶液で，抽出  

濃縮操作を行った後に，カーボンロッドアトマイザーを用いた原子吸光法で測定するのが一般  

的である占 しかし，環境中に存在する鉛の畳はごくわずかなために，抽出濃縮操作の段階での  

コンタミネーションが常に問題となり，正確な分析値を出すのは難しい。今回開発した，カー  

ボンカップアトマイザーを用いたレーザー原子蛍光法を用いると，従来の方法に比べて，検出  

感度を1けた以上向上させることができるので，より少ない試料量で鉛の分析が可能になり，  

その結果として，抽出濃縮操作の段階でのコンタミネーションを少なくすることができる。   

カーボンカップアトマイザーを用いて，微量試料（〃g又はmgレベル）を，ある限られた領  

域に気化させた。そのように気化した試料に，窒素レーザー励起の色素レーザー（283．3nm）を  

照射し，その時発せられた蛍光（405．餌m）を，光電子増倍管を用いて測定した。   

レーザーが反射することによって生じる散乱をできるだけ少なくすることにより，S／Nを良  

くし，約5肘gの検出限界を得ることができた。  

〔発 表〕K－3  

研究課題 3）二枚貝類による長期的沿岸海洋汚染モニタリング手法の研究  

〔担当者〕森田昌敏・安原昭夫・岡本研作・植弘崇嗣・柴田康行・篠原亮太＊・酒井 洋＊・  

下地邦輝■（＊客員研究員）  

〔内 容〕二枚貝のサンプリングを前年度に引き続き実施し，北海道から沖縄までの海域をカ  

バーするためには，ムラサキイガイ（高緯度地域），オハグロガキ（南緯度地域）の二系統を指標  

生物とするのが適当であると考えられた。この中間にムラサキインコも利用可能である。   

二枚月中の有機塩素系農薬，PCB，炭化水素（乃－パラフィン及び多環系）等の分析を前年度  

に引き続き実施し，地域的あるいは只のサイズとの関連等について情報を得た。   

オハグロガキ中の微量元素の分析を前年度に引き続き実施した。また分析法として，従来の  
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lCP発光分析法よりもより高感度な分析法として，lCP質量分析法について予備的検討を行っ  

た。   

二枚貝中の元素の化学形態についての知見としては，ヒ素の化学形態についての情報が得ら  

れた。多くの二枚貝において主なヒ素はアルセノベタインであるが，ある種の貝においてはテ  

トラメチルアルセニウムイオンの形で存在した。  

〔発 表）c－42，43  

研究課題 4）環境試料の長期保存によるモニタリング手法の研究  

（担当者〕安部喜也・向井人史・横内陽子・森田昌敏・植弘崇嗣  

〔内 容〕長期的な汚染のモニタリングのために有効と考えられる環境試料バンクを運転する  

基礎として，試料の長期保存性，並びに保存システムの管理に関連する諸問題の検討を行って  

いる。   

今年度は前期モニタリング特研の際に調製し，各種条件における保存性の実験を行っている  

大気浮遊粒子試料中のベンゾ（α）ビレン濃度の4年目の状態につき測定を行い，－200c保存の場合，  

最初の1年目に若干の減少があって以降は変化のないこと，200cの場合にははじめの減少の以降  

もわずかずつ濃度が低下していることが認められた。なお，同時に作製したムラサキイガイ試料に  

ついても引き続き同一条件での保存を行った。   

また，継続しているパイロットバンクには新たに採取した大気粒子試札 ムラサキイガイその他  

の生物試料，底質試料，雨水試料等を加えた。  

〔発 表〕c－2，C－1，2  
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2．し5 遠隔計測による環境動態の評価手法の開発に関する研究   

〔研究担当部）総合解析部：第一グループ  

環境情報部：部長・情報システム重・情報調査室  

大気環境部∴部長・大気物理研究室・エアロゾル研究室  

計測技術部：分析室  

技 術 部：理工施設管理室  

〔研究期間〕59－62年度  

〔研究機要〕環境保全を適切かつ円滑に推進するためには，環境の実態を把握すると共に環境  

の評価を行い，さらに，環境汚染の進行を構造的に解明するなど，環境の質及び，様態の変化  

（動態）を精度良く，かつ，包括的にとらえる必要がある。   

本研究は，遠隔計測技術を用いて環境の動態を評価することを目的とし，そのための計測装  

置の開発に始まって，情報処理手法の開発，さらには，遠隔計測データを利用して，環境を評  

価する手法に至る一連の研究を辛がけている。対象領域は，大気域，陸城，水域の3領域とし，  

遠隔計測技術として，大気域ではアクティブリモートセンサーの一種であるレーザーレーダー，  

陸域，水域ではパッシブリモートセンサーのMSS（多重分光走査装置）を取り上げている。   

研究目的を達成するため，本研究では以下に示す四つの研究課題を設定した。  

1）環境動態把握のための遠隔計測装置の開発に関する研究   

2）遠隔計測に係る大気の光学的性質とその時臥空間変動特性に関する研尭   

3）環境動態把捉のためのパターン情報処理に関する研究   

4）動態把握による環境の評価手法に関する研究   

昭和61年度は大気城のハドドゥエアの開発においてはNO2測定用DIALが完成し，性能試  

験が終わり，浦和市において運用を始めたことが特筆に催する。データ解析においてはミ一散  

乱レーザーレーダーによりエアロゾルの性質を導き出す手法の開発に成功を収めた。フィール  
ド観測では，レーザーレーダーを用いることによって，世界で初めて，海風前線の立体構造と  

その動態の観測に成功した。   

陸域水域ではMSSデータから相生活性度，土壌水分，SS，クロロフィル等についての定量  

的情報を得る手法を完成させた。また，これらの情報をパターンとしてとらえ，新しい分類手  

法，データ処理手法の導入により動的把握を行うことを可能にした。   

環境監視の構成法について，遠隔計測手法も含めた新しい原理的検討を行った。  

研究課鹿1）環境動態の把握のための遠隔計測装置の開発に関する研究  

〔担当者〕清水 浩・杉本伸夫・笹野泰弘・中根英昭・松井一郎・竹内延夫  
〔内 容〕環境動態の把振のためには十分に高い精密性を有するデータを取得する必要があ  

る。このため，より高い精度の情報が効率良く得られる装置の開発と，高い精度を長時間にわ  

たって安定して維持できる装置又は部品の開発，導入が必要である。   

本研究では主として，大気域での動態把握を行う目的で次のような装置の開発を行うことを  

目的としている。  

（1）野外における連続観測のための高信頼レーザー光発生装置の開発  

（2）ミ一散乱とレイリー散乱を分離して計測することにより，ミ一体積後方散乱係数と，  
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体積消散係数の双方を正確に求めるための，高分解能レーザーレーダーの開発  

（3）エアロゾルの粒径分布等のエアロゾルの性質を精度良く求めるために，多くの波長で  

ミ一散乱を測定するための多波長化レーザーレーダーの開発  

（4）環境レベルのNO2の濃度を距離分解能を持って測定するための差分吸収式レーザー  

レーダー（DIAL）の開発   

本年度は（1）については完成した高信頼レーザー光発生装置を計測車レーザーレーダーに塔  

載し，熊谷においてフィールド実験を行い，その安定性を確認した。  

（2）では波長可変レーザーを用いて，原子フィルターとして用いるCs原子の吸収スペクト  

ル（波長3888A）の形状を温度を変えながら測定した。  

（3）では，YAGレーザー，第二及び第三高調波発生寒置を購入し，その特性をテストした。  

また3波長を同時に用いるレーザーレーダーの詳細なシステム設計を行った。  

（4）では，完成したD仏L装置を浦和に運び，長時間の測定実験を行い，その安定性を確認  

すると共に，ケミルミ法と，この装置で測定されたNO2の濃度の比較を行い，5ppbまでの精  

度及び感度で測定が可能であることを示した。  

〔発 表〕B－11，D30～33，35，36，ト15，d－46－52  

研究課題 2）遠隔計測に係る大気の光学的性質とその時間・空間変動特性に関する研究  

〔担当者〕笹野泰弘・中根英昭・飯倉善和・清水 浩・杉本伸夫・安岡善文・宮崎息国・村野  

健太郎・溝口次夫一切刀正行  

〔内 容〕差分吸収レーザーレーダーにおけるNO2の測定精度は，エアロゾルによるレーザー  

光の散乱に大きく影響を受ける。また，人工衛星，航空機による遠隔計測においてもエアロゾ  

ルを中心とする大気中の各種成分による電磁波の巧馴又，散乱等の光学的な効果（大気効果）の影  

響を受けることが知られている。したがって，測定データの定量化を行うためには，これらの  

影響を補正する必要がある。そこで，本研究では大型レーザーレーダー，高分解能レーザーレー  

ダー，多波長レーザーレーダーなどにより得られるデータからエアロゾルの光学的性質とその  

時間，空間特性を解明すると共に，大気の物理光学モデルを用いた精度向上のための大気効果  

補正手法の検討を行うことを目的としている。さらに，レーザーレーダーデータと従来の測定  

器によるデータとを組み合わせ，その特性を互いに補い合う技術の開発も目指している。   

具体的には（1）エアロゾルの光学的性質とその時間，空間変動特性に関する研究を行い，  

（2）多重分光データ解析における大気効果補正手法の開発を行う。   

本年度，（1）に関しては既に開発した大型レーザーレーダーデータ解析手法を用いて，エア  

ロゾル鉛直分布に関する通年データを解析・処理した。また，2波長データをもとに，エアロ  

ゾル重量濃度を求める手法を開発した。（2）l；ついては，光学的厚さを評価し，大気効果評価  

手法検討のためのデータを作成した。  

【発 表〕D－27－29，45，d－37－42，44，45  

研究課題 3）環境動感の把握のためのパターン情報処理に関する研究  

〔担当者〕安岡善文・宮崎忠国・宇都宮陽二朗・横田達也・笹野泰弘・中根英昭・功ソ〕正行・  

新藤純子・飯倉善和  

〔内 容〕環境の動態の把握は，多時期のデータを比較し，そこにみられる変化を抽出，解析  

することにより行われる。このためには，各環境質項目を精度良く計測しなければならない。  
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さらに，複数のデータを比較・解析するための手法を開発することが必要である。本研究では，  

まず，水質分布・植生分布等について，遠隔計測の測定精度を悪化させる要因について検討し，  

その除去方法を開発した。また，複数のパターン情報を比較，解析するための画像処理手法の  

開発を行った。  

（1）水質分布パターン計測の総合化   

水質の遠隔計測に及ぼす大気及び水面反射光の影響を評価する手法の開発を行い，霞ヶ浦・  

笈琶湖で得られたLANDSATデータより，SS，クロロフィル等の水質分布図を作成した。ま  

た霧の影響を除去する方式について検討した。さらに航空機MSSの赤外多重バンドデータか  

ら，水温分布パターンと，大気中の水蒸気及び二酸化炭素の分布パターンとを同時に計測する  

手法を開発した。  

（2）相生分布パターン計測の総合化   

MSS画像の植生分類手法の比較を行うと共に，多時期のデータを併用することにより植生  

分類の精度を上げる手法について検討した。また航空機赤外カラー写真を用いて植生活性度の  

分布を定量的に計測する手法の開発を行った。  

（3）土壌水分分布パターン計測の総合化   

九十九里平野において取得した航空機MSSデータの処理を行い，朝，昼，2時期のデータ  

から土壌水分を推定するモデルを開発，土壌水分分布図を作成した。  

（4）パターンの解析，処理手法の開発   

環境の評価と解析のための画像処理システムーIPSEN－の拡充を図り，・画像の領域分類手法な  

どソフトウェアの開発を行った。さらに，遠隔計測における基礎情報であるスペクトルデータ  

について，特徴抽札分類手法を開発すると共に，ソベクトルデータベースの構成について検  

言寸を行った。  

〔発 表〕A－22、23，25，26，B－33，63，64，a－1，2，16，17，b‾39，40  

研究課領 4）動態把握による環境の評価手法に関する研究  

〔担当者〕飯倉善和・大井 絃・安岡善文・宮崎忠国・宇都富陽二朗・袴田共之・新藤純子・  

横田達也・竹内延夫・清水 浩・笹野泰弘・中根英昭・杉本伸夫・村野健太郎・溝  

口次夫・功フ」正行  

〔内 容〕この研究では遠隔計測によって得られる各種環境状態分布及びそれらの変化と汚染  

質の発生，移流，拡散等との関連を解析し，更に他の環境要因との相互関係についても検討し，  

現象の包括的な動態把墟による環境の評価を行う。さらに，地上測定局のデータと遠隔計測に  

よるデータとの特徴を明らかにして，相互補完により環境動態を把握する観測系を構成する手  

法を検討する。   

61年度においては，（1）大気環境の時間的，空間的特性の現象解明として，大型レーザーレー  

ダーによって，海風前線の立体構造とその時間的変化をとらえることに成功した。また，幾つ  

かの事例から，気象条件と，海風前線の動態との関係を明らかにした。  

（2）大気環境観測・評価手法の開発・検討のため，60年度の研究により得られた大気汚染  

濃度のパターンの，季節や年度による遠いを検討し，時間・空間特性を解明した。また，大気  

の空間相関特性や汚染濃度パターンの変動特性に基づいて，提案されている各種の観測系構成  

法に関して，その有効性，問題点を検討し，更に遠隔計測手法も含めた観測系構成原理の開発  

を進めた。  
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（3）水質分布評価手法の開発・検討のため，水域の水質変動パターンを調べることを目的  

として，霞ヶ浦，琵琶湖におけるLANDSAT画像から推定された多時期のSS分布図を基に，  

各地点での濃度の変動バターンを分類する手法について検討した。  

（4）土壌水分分布図評価法の開発・検討のための基礎データとなるアルピート等のパラ  

メータ等を導出すると共に地表温度の口軽差図を作成した。  

（5）植生分布評価法の開発・検討として，これまでに，主成分分析による多時期データの  

要約法と探索的データ解析法を応用した多重開催法などが植生分類に有効なことが明らかに  

なったため，本手法に基づく処理を施し良好な分類結果を待た。  

〔発 表）A－2，3，a－17  
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2．1．6 土壌及び地下水圏における有害化学物質の挙動に関する研究   

〔研究担当部）水質土壌環境部：部長t土壌環境研究室・水質環境計画研究室・陸水環境研究室  

総合解析部：第一グループ・第五グループ  

計測技術部：生体化学計測研究室  

生物環境部：陸生生物生態研究室  

技  術  部：技術室・生物施設管理  

臨湖実験施設  

〔研究期間〕60－64年度  

〔研究椙要〕近年我が国でも，環境庁等諸機関による実態調査から，有機塩素化合物（トリク  

ロロエチレン，テトラクロロエチレン，1．1．1－トリクロロエタンなど）による地下水汚染が市  

街地を中心に広がっていることが明らかとなり，大きな社会・環境間道となっている。一方，  

従来農用地に中心に深刻な問題となってきた重金属汚染もその行政面での対策は着実に進んい  

るが，土壌一植物生態系での汚染のメカニズムに関する基礎的知見はいまだ非常に乏しい。   

本特研では，有機塩素化合物と重金属という大変化学的性質の異なった有害化学物質を取り  

上げ，それらの土壌・地下水圏での挙動と土壌一植物生態系への影響を明らかにすると共に，  

両物質の性質の遠いが土壌環境影響にどのように反映されるかを比較検討し，ひいては土壌，  

地下水汚染の予測と未然防止に関する知見を得ることを目的としている。研究は有害化学物質  

の環境侵入形態，土壌中での存在形態，分析方法の確立，挙動（吸脱着，分解，浸透，流動など）  

と土壌環境との関連，植物応答及び土壌生態系への影響などについて，化学，物理学，土壌肥  

料学，植物栄養学，微生物学，及び水理学などの広い分野から行われている。   

また本研究では，畑地用大型ライシメーター，グロ⊥スチャンバー，農薬チャンバー（いず  

れも土壌環境実験棟内施設）及びほ場などの施設が有効に利用されている。以下は本年度の研  

究成果である。  

研究課題1）有事化学物質の現場侵入形態と保全対策  

〔担当者〕乙間末広・中杉修身・村岡浩爾・福島武彦・池口 孝＊・松藤康司＊  

（＊客貞研究員）  

（内 容〕本研究は，使用実態の把握，汚染実態調査データの統計解析及び地下水中の汚染物  

質の挙動のシミュレーション解析によって有機塩素化合物による地下水汚染機構を解明し，地  

下水保全対策のあり方を明らかにすることを目的としている。   

本年度は，（1）トリクロロエチレン等による地下水汚染について，昨年度までの解析で明  

らかにされた，環境への侵入形憩．環境中での挙軌汚染の特性（広がり，経年変動等）に基づ  

き，考えられる汚染経路について定性的な検討を行った。その結果，原液のまま，あるいは排  

水や廃棄物に含まれたトリクロロエチレン等が事故や不通正な処分によって井戸を経由して直  

接地下水へ侵入する経路，あるいは土壌中に侵入し，不飽和帯から飽和帯へ侵入していく経路  

が，高濃度の地下水汚染を引き起こしていることが想定された。  

（2）環境庁や地方自治体がこれまでに実施している地下水汚染調査・対策事例を参考に，ト  

リクロロエチレン等による地下水汚染の調査（汚染状況調査，地下水流動調査，地下水利用状況調  

査発生源調査）及び対策を実施するための留意事項を検討し，マニュアルとして整理した。  
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（3）埋立処分地内での重金属の挙動を明らかにするため，福岡大学との共同研究によって  

同位体を用いてモデル埋立層内での水銀の挙動についてデータの収集を行った。  

〔発 表〕K－115－118，B36，38，40，41，45，47，E－65，b－7，e－82，84   

研究課題 2）土壌中における金属元素の存在形態  

〔担当者〕高松武次郎・久保井徹・広木幹也  

〔内 容〕前年度検討した浮選法を応用した金属元素の存在形悪分析法を用いて分画された土  

壌成分にSがどのような形態で含有されるかを明らかにする目的で，土壌中のSの形態分析  

を確立した。方法は，土壌を以下の5通りの抽札気化酸化分解法で処理した後，最終的に  

SO42‾としてイオンクロマトグラフィーで定量するもので，1）Ⅳa2CO。溶液抽出（硫酸惹S），  

2）シクロヘキサン抽出H202酸化（元素態S），3）H202酸化分解（全量S），4）zn－Sn2＋  

一HC】による還元気化－H202含有NaOH溶液吸収（黄鉄鉱態S）及び5）ヒドロキシルアミン  

ーHClによる気化－HzO2含有NaO11溶液吸収（酸化洛硫化物態S）である。本法は浮選画分の分  

析に有効であるばかりか，あらゆる環境試料中のSの形態分析法として優れた方法である。   

また，土壌間のCd可絵性の違いを植物を用いて評価する手法を確立した。Cd濃度の土壌  

植物間関係を両村数個帰式の回帰定数で表せば，可給性についての土壌間の関係も両対数式で  

表せる。この理論を実験値に当てはめたところ，妥当な結果が得られた。  

〔発 表〕Ⅹ－ユ22  

研究課題 3）有横ハロゲン化合物の分析法の確立  

〔担当者）森田昌敏・安原昭夫  

〔内 容）地下水中の有穫塩素化合物を検出するに際し，塩素等のハロゲン原子に特異的に反  

応する検出器としてホール検出器の総計を行った。本検出器はガスクロマトグラフ流出ガスを  

水素を用いて還元し，ハロゲン化水素に変換し，電気導電率の変化より検出するものであるが，  

ガスクロマトグラフの分離を損わずに化学反応／吸収を連続的に行わせるところに困難があっ  

た。メガボアカラムを用いてのガスクロマト検出において，10爪gのパラジクロルベンゼンの  

検出が可能であったが，検出限界を更に下げるべく検討を続行している。またハロゲン化ベン  

ゼン類の約50種の化合物については，ガスクロマトグラフ質量分析法による分析法を検討した。  

研究課題 4）有事化学物質と土壌の理化学特性の把握  

〔担当者〕平田健正・大坪国順・田井慎吾・栓塞一夫・久保井徹・稲葉一穂  

（内 容〕本課題では現地及び室内実験に供した土壌の物理試験（8項目）を行い，土壌中にお  

ける物質移動を考察するための基礎資料を提供することを目的としている。本年度はトリクロ  

ロエチレンの浸透実験に用いるガラスビーズ，川砂，鹿沼土の粒径，空げき率，含水此等の特  

性を中心に調べた。トリクロロエチレンTCEに代表される有機塩素化合物は水より重く，粘  

性や表面張力は水より小さい。こうした物性を有するTCE原液の多孔体中における浸透現象  

を上記3物質を用いて，不飽和及び飽和の2状態で実験した。そ・の結果，不飽和状態ではガラ  

スビーズ，川砂，鹿沼土いずれの場合もTCEは容易に浸透し，鹿沼土では個々の粒子の持つ  

空げき内にも浸透することが明らかにされた。鹿沼土の結果は一般の土壌でも団粒構造が発達  

していれば，団粒内にも浸透することを示唆している。一方飽和状態では空げき規模が大きけ  

れば多孔体中に浸透し，TCE原液は間げき中に残留することが分かった。現実の地下水圏で  
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は地下水流れがあり．もしこうした状態が起こった時にはTCE原液は徐々に地下水流れに溶  

け出し，汚染が長期化することを示唆している。   

またTCEは揮散や吸着現象を伴い鉛直移動し，水への溶解度についても界面活性物質の共  

存場では異なる。これら土壌の理化学特性とTCEの挙動についても文献調査を継続して行っ  

ている。界面活性物質の右横塩素化合物の水への溶解度に及ぼす影響については，ミセルを形  

成する程皮に界面活性物質が高濃度の時には可溶化現象により有機塩素化合物の溶解度が上昇  

することが分かった。  

研究課題 5）有機塩素化合物の侵透と流動  

〔担当者〕向井 曹・平田健正・大坪国順  

〔内 容〕本課題では，合成有機塩素化合物の土壌中における鉛直浸透及び下方浸透パターン  

を明らかにすることを目的としている。本年度の研究成果を要約すれば，次の通りである。  

（1）有機塩素化合物専の土壌中での鉛直移動を解明する第一歩として，環境制御塑ライシ  

メータに充てんした裸地畑土填に降雨発生装置を用いて定量の降雨を供給し，水分の移動特性  

や，浸透量及び浸透水の水質の時間変化特性を検討した。その結果，溶存態物質の浸透特性は  

水の押し出しモデルのみでは説明できないことが明らかとなった。  

（2）鹿沼土充てんカラム（6≠×20cm）にあらかじめトリクロロエチレン（TCE）原液を適量  

浸透させた後，降雨浸透を模擬した水分移動を与えてTCEの浸出現象を－調べた。その結果，  

TCEは浸出直後から飽和溶解度（1100mg／i）に近い極めて高濃度で溶出し，その濃度の継続時  

間は浸透水分量が少ない程長いことが分かった。本籍果は，TCE庶液が現実の土壌団粒構造  

内に浸入しても，降雨浸透に伴い容易に溶出し，地下水汚染へと結びつくことを示唆する。  

研究課題 6）土壌頓墳と有専化学物質の移動特性  

〔担当者〕袴田共之・久保井徹・広木幹也・山口武則・藤井閲博＊・波多野隆介＊・麻生末雄＊  

（＊客員研究月）  

〔内 容｝本課題では，土壌中の有害化学物質と，その移動を左右する各種条件との関連を重  

視した研究を行う。本課題で扱っている物質は主として重金属である。  

（1）土壌環境における重金属元素の循環：下水汚泥を連用（総計400t／ha）したライシメー  

ターの土壌を層位ごとに分析した。汚泥施用層（0～10c∫刀）ではpHが8．0と高く，Cd（1－  

1．5ppm），Cu（150－230ppm），Zrl（600ppm），Pb（35－45ppm）などの重金属が対象区の2－7  

倍も集積していた。しかし，pH値とこれらの重金属濃度は10～20cm層では急減し，20cm  

以深では対象区の値と差がなかった。  

（2）土壌条件の変動と重金属の挙動：土壌環境の異なる2種類の試験区（本格内畑地ほ場の  

有機廃棄物施用試験の跡地並びに前年度に新たに設定した試験区）の土壌について，重金属の  

集積状況を定期的に調査すると共に，経時的に各試験区の土壌ptlを追跡している。  

（3）地下水位の変動と重金属の挙動：地下水位の変動と6価クロムの移動を追跡できるモ  

デル装置を作成し，土壌層位別クロム含有率を経時的に調査し，降水量及び地下水位の変動と  

クロムの移動について検討中である。  

（4）有機物と共存する重金属の土壌中における挙動：6価クロム汚染土壌を使用し，有機  

物の施用がクロムの土壌中の移動に及ぼす影響の検討を行っている。また，実験条件設定のた  

め，フィールドにおける重金属濃度等の土壌特性の空間的変動につき検討を開始した。  
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〔発 表Jl－18．e－26，57   

研究課題 7）有専化学物質の植物応召  

（担当者）久保井徹・山口武則・名取俊樹・高橋英一■・矢崎仁也＊（＊客員研究員）  

〔内 容〕高等植物中の有害化学物質（ここでは無機元素）磯風生理活性生長畳，葉色など  

は，汚染物質の種類と濃度や植物種，土壌条件等によって変化する。これらの応答特性を明ら  

かにし，指標となり得る植物を選抜できれば，植物を用いて有害物質による土壌汚染を評価し  

得る。本年度には次の成果を得た。  

1）cd吸収性と耐性の植物種間差：5科10種の植物を用いて，前年度よりも精密な実験を  

行った。アブラナ科とナス科の植物のCd吸収性が高くマメ科植物のそれが低いなど，前年度  

と同じ結果が得られCd吸収性の植物神岡差が存在すると結論できた。吸収性の高い植物ほ  

ど耐性（生育阻害開始時の植物体中Cd濃度）が高いことも判明した。   

2）cdによる汚染の指標植物：アブラナ科に属する50品種を汚染土壌に栽培し，顕著な被  

害症状（クロロシスなど）を示す品種を選抜した。   

3）汚染地植生の生育特性：足尾煙害地からイタドリ，ススキ（優占種），ヨモギ，ノコンギ  

ク（路傍にみられる種）を採種した。足尾土壌のpH（4．4＝未補正，6，0）と栄養条件（RO水か  

ん水区，液肥かん水区）をそれぞれ2水準設け，上記植物を栽培したところ，イタドリは全区  

で他種より生育が勝っていた。ススキはpH4一液月巴区で，またノコンギクはpIJ6一液肥区の生  

育が他区より良かったが．ヨモギはどの区でも生育しなかった。  

t発 表〕E－17  

研究課題 8）有専化学物質の分解と土壌生態系への影響  

〔担当者〕須藤隆一・矢木修身・内山裕夫・細見正明・稲葉一穂・富岡典子  

〔内 容〕有機塩素化合物，重金属の有害化学物質が土壌から地下水圏に至る過程において土  

壌生態系を構成する重要な生物である細菌，藻類，菌類，土壌動物に対していかなる影響を及  

ばすか，またこれらの生物によりどのように分解され，土壌及び地下水圏にいかように分布す  

るようになるかを明らかにすることが本研究のテーマである。本年度得られた成果は次のよう  

にまとめられる。   

①重金属汚染地の微生物相を調査した結果，検討によって最も菌数の減少するのは放線菌，  

次いで細菌であり，糸状菌は比較的影響を受けにくいことが明らかにされた。また，重金属含  

量の増加により，耐性菌の比率が増加する傾向にあることが分かった。   

②有機汚泥の分解に及ぼすCdの影響を5種類の土壌を用いて検討した結果，土壌中の水  

溶性Cdが1mg／j以上になるとその対数備に比例して分解量が減少し，かつ細菌数，放線菌数  

が減少し，糸状菌数の増加することが明らかにされた。   

③窯ポク土及びはす田泥中におけるテトラクロロエチレンの分解速度について検討を加え  

た結果，黒ポク土では分解されないがはす田泥で嫌気条件にすると容易に生分解されることが  

明らかにされた。また，土壌細菌によりテトラクロロエチレンがジクロロエタンにより分解さ  

れること，トリクロロエチレンも好気鋸こ分解されることが明らかにされた。   

④緑藻類n地面ね描画血加，ラン藻類A槻ぬ制叩脚血の増殖に及ぼすCu，Coの影響を  

検討した結果，前者は後者に対し約30倍高い耐性を有することが明らかにされた。   

⑤環形動物シマミミズの生息する土壌トレンチにBOD面積負荷40g／m2・dで各種濃度の  
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pb，Zn溶液を流下させた結果，pb15mg／l，Zn5mg／l以内であれば長期的トレンチ内に走者さ  

せ浄化に貢献させることのできることが明らかにされた。  

ー3g－   



2．1．7 水界生態系に及ぼす有事汚染物質の影響評価に関する研究   

〔研究担当部）生物環境部：部長・水生生物生態研究室・生物環境管理研究室  

水質土壌環境部二海洋環境研究室・土壌環境計画研究室  

環境保健部：人間生態研究室  

技  術  部：生物施設管理室  

〔研究期間J60－63年度  

（研究概要）今日，かっては自然界に存在しなかった数多くの合成化学物質が開発され，なん  

らかの形で環境中に放出・拡散されている。身近の例では殺虫剤，除草軋界面活性剤（洗剤）  

などは大量に使用され，その多くは最終的に水界へ流入している。また，瓢分解性化学物質，  

有害重金属などは水中の濃度が低くとも長く環境中に滞留し食物連鎖などを経て生物体中に蓄  

積されて行く。水界生態系に及ぼすこれらの有害汚染物質の影響評価に関しては近年特に関心  

が持たれ，その必要性が認識されている。ところで，個々の水生生物種に及ぼす有害汚染物質  

の影響は急性及び慢性毒性試験などにより数多く調べられているが，生態系への影響は環境と  

生物，あるいは生物間の相互関係に基づくものであり上記の試験からのみでは予測し得ない。   

これまで重金属河川の調査，各種のモデル生態系や実験生態系，食物連鎖モデル，個体レベ  

ルの生理学的な影響評価などから生物の相互関係を考慮した生態影響の評価法を試み，それぞ  

れの課題で新しい知見を集積してきた。本特別研究ではこれらの成果に新たな問題点を踏まえ  

て更に以下のような課題に取り組み，最終的な目標である有害汚染物質の水界生態系への影響  

の評価の進展を図る。  

研究課題1）有専汚染物貿の水界生態系に及ぼす影響とその回復力の予測手法開発に関する  

研究  

〔担当者〕安野正之・畠山成久・春日清一・宮下 衛・高村典子・花里孝幸・佐竹 潔・岩熊  

敏夫・高村健二・野坂精一・上野隆平・袴田英之・菅谷芳雄  

〔内 容〕水界生態影響の予測手法として，野外条件に近い隔離水界における実験が重ねられ  

てきた。問題は水界の形状，規模，系の維持，有害汚染物質のインパクトの評価法などである。  

（1）本年度は自然により近い大型のものとして，諏訪湖において夏に設置した5mX5mX  

4mの隔離水界に殺虫剤のテメフォス（0．5ppm）を投入し，薬剤の挙動と生態系の変化を追跡し  

た。投入した薬剤は水中より底泥中に長く残留し，底泥中のユスリカ幼虫に対し羽化を抑制す  

るなど大きな影響がでた。薬剤投入により動物プランクトンは死滅したが，ワムシ類が2週間  

後には回復し，それに遅れて穐脚類の回復が見られた。  

（2）また屋外の大型水槽（5．1×4．1×1．5m）に霞ヶ浦の底泥を基とする実験生態系を作成  

し，この系に対するカーバメイト系殺虫剤（NAC）の影響を，夏，冬，春の実験から調べた。  

枝角類動物プランクトンの捕食者であるフサカ幼虫がいると，ワムシ類の優占する群集が形成  

されるが，これに薬剤を投入するとフサカ幼虫が死滅することにより枝角類の優占する群集が  

形成される。この結果は諏訪湖での実験の結果と大きく異なり，生物群集の構成が異なると薬  

剤投入後の回復過程が異なることが示された。また季節によっても系の回復の速度や過程が大  

きく異なることが分かった。  

（3）試験法の簡易化のため小規模の隔離水界の検討が行われた。ノト型（1×1×1．6m，1×  
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1×3m）のポリエチレンバッグに池内の動植物プランクトンを移して，除草剤（0Ⅹadiazon，  

thiobenearb）の2種の影響を構成生物種の変動についてと同時に溶存酸素，pH等の日変動の  

振幅から評価する試みを行った。  

（4）松喰虫防徐のための殺虫剤（NAC）が空中散布された山地において，それが渓流の生物  

相に及ぼす影響を調査した。カゲロウ（Baetis）の流下などで薬剤の影響を示唆する結果を得た  

が，水生昆虫相の変化や藻類量の変化については明確な影響等を見ることができなかった。  

〔発 表〕H－15，19，k－9，h－1，2，22，27，29   

研究課題 2）有事汚染物質の水界生態系に及ぼす複合影響（こ関する研究  

〔担当者〕岩熊敏夫・高村健二・野原精一・上野隆平・宮下 衛・畠山成久・安野正之・花里  

孝幸・白石寛明・狩谷貞二＊・大内絹子＊＊（＊客員研究員，＊＊共同研究員）  

〔内 容〕（1）残留農薬の簡易測定法の検討を行い，ODSカラムを用い，従来の方法よりも  

およそ1／24の時間で良好な回収率を得る濃縮法を開発した。  

（2）この分析法により，霞ヶ浦流人河川と湖内で，水，底質，付着藻類，水生植物の残留  

農薬の季節変動を調べた。水中からはシメトリン，モリネート（除草剤），IBP，イソプロチオ  

ラン（殺菌剤）等の水に対する溶解度の高い農薬が多く検出された。野生のハスの浮葉，葉柄か  

らは低濃度のシメトリンが検出され，その濃度変動は水中のそれに類似していた。根からは検  

出されていない。  

（3）恋瀬川，花室川，桜川，谷馴lやそれらの支流，用水池で，空中散布前後における殺  

虫剤・殺菌剤の挙動と生物相に及ぼす影響を調べた。殺虫剤は有機リン系のフェンチオン，フユ  

ニトロチオン等であった。その水中濃度の半減期は池で約1日，川で0．5”0．7日と比較的短  

かった。底質中の濃度変動も水中のそれに類似していた。上流の川又川では，散布後に付着藻  

類の急激な増加が観測されたが，底生動物密度が低く抑えられたためと考えられる。  

（4）グッピー稚魚を用いて農薬の複合影響の効果を調べた。稚魚をあらかじめ低濃度の農  

薬に3日間暴露後，更に別の農薬に暴露したときの半数致死濃度の変化により判定した。有機  

リン系殺虫剤の前処理は，グッピー稚魚のカーバメイト系殺虫札BPMCに対する感受性を増  

大させる。一方，数種の除草剤にBPMCの感受性を軽減する作用のあることが認められた。  

〔発 表〕h－3  

研究課題 3）有専汚染物賞の水界生態系に及ぼす毒性発現横構に関する研究  

〔担当者〕鈴木和夫・青木康展・渡辺 信・畠山成久・宮下 衛・高村典子・竹内裕一・白石  

寛明・鷺見 和＊（＊客員研究員）  

〔内 容〕（1）有害汚染物質の生態影響を解析するうえで代表的動物プランクトンのワムシ  

とミジンコの関係は重要である。そのため5種の除草剤を用い産仔及び食物連鎖による影響な  

どを検討した。0ⅩadiazonやSymetryneなどはワムシの増殖を阻害する一方，ミジンコに対す  

る影響は少なかった。食物連鎖モデルではCNP（除草剤）がワムシ，ミジンコの増殖を阻害し  

餌（クロレラ）を介しての感受性は水の場合とは逆にワムシの方が高かった。その時の餌中の  

CNP濃度が0－3000ppm（wetwt．）の範囲で測定された。  

（2）有害汚染物質の多くは底質に移行するためそれを餌とする底生生物に対する影響を検  

討した。餌とする乾燥酵母にCNPを含有させユスリカ（タロ妙gd血刑”加わ娩r）を卵の段階から飼  

育し羽化，産卵，授精率などに及ぼす影響を水中の場合と比較して調べた。羽化率，産卵率に  
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明らかな影響が認められた餌中のCNP濃度はおよそ500ppm（wetwt．）のレベ）t／であった。  

（3）重金属汚染河川仙形見 間沢ノり）から採取されたコカゲロウ伍血わ助㈹血肌）を用い  

この種の重金属耐性機構を検討した。対照河川のコカゲロウと比較し，銅とカドミウムの体内  

での存在状態が高速液クロー発光分光法で調べられ，岡沢川で両金属結合タンパクがそれぞれ  

誘導されていることが明らかとなった。  

（4）コカグロウ体内での重金属の局在性に付いて組織化学的方法で調べ，銅は消化管の外  

壁近辺に高度に蓄積分布していることが明らかにされた。  

（5）重金属耐性種の耐性機構を解明するうえでユスリカ，カグロウなどのサンプル量が制  

限となる場合が多い。そのためWesternblottingを用いる競争的検出法により小量のサンプル  

でもカドミウムを検出できることを示した。  

（6）重金属耐性種であるdビカ柁α搾伽∫椚わf“わ∫∫f耶αは体内には鋼をほとんど取り込んでいな  

いことが判明し，銅を体内から除外する機構の存在が示唆された。  

〔発 表〕G－17，30，g－24  

研究課題 4）有事汚染物貿に対する指標生物の検索に関する研究  

〔担当者〕渡辺 信・畠山成久・宮下 衛・高村典子・佐竹 潔・安野正之・竹内裕一・菅谷  

芳雄・笠井文絵・福島 悟＊（＊客貞研究員）  

〔内 容〕（1）重金属汚染河川に優占する珪藻（ん血矧刷k川山肌船頭w）の銅に対する耐性を  

調べた。増殖の半阻害銅イオン濃度は0．2ppmと著しく高く，本種の耐性が定量的にも明らか  

にされた。また，鋼イオンがA．刑血沈ff5Sf刑αの増殖に及ぼす効果のモデル式を作成した。  

（2）重金属非汚染河川から珪藻の一種であるざ叩gdmsp．を分離した。本種はd．肌血血涙血Ⅶ  

の1／10の鋼濃度で増殖が阻害されることが判明した。両者の比較から重金属耐性機構を検討す  

るため，本種の無菌化をマイクロピペット法で行い純粋培養を確立した。ラン藻，緑藻など他  

の藻類との耐性の相違も昨年度に引き続き検討がなされている。  

（3）水生昆虫の重金属汚染の指標性は従来ほとんど野外調査に基づ〈ものであった。室内  

の人工水路を用い，重金属耐性種のコカゲロウ他山ぬ抽椚症肌）の鋼とカドミウムに対する耐  

性を他種との比較で検討を始めた。  

（4）強酸性（pH2．6）でかつ銅濃度の著しく高い他に生息するユスリカ（鞠加商彷彿）の飼育  

法を検討し，通常のpHでも飼育可能であることが示した。  

（5）重金属汚染に対するコカゲロウ（特にβαβfiぶ一九g仰血ざ）の指標性を更に検討した。各地  

の重金属汚染河川周辺の調査結果から，この種の優占度は汚染区のみならず非汚染区でも高く  

この面でも指標性として適性が示唆できた。またコカゲロウのカドミウムの蓄積性に対する，  

鋼の抑制効果が他のカグロウ（Eゆ㈹仙川ざプロざ如d伽）でも示された。  

（6）有害汚染物質に対する高感受性生生物として実験生物化されたヌカエビに対する数種  

の農薬，重金属の急性毒性試験がミジンコとの比較でなされた。この種は，有機燐系殺虫剤に  

対し，極めて高感受性であることが示された。  

〔発 表〕e94，h－20，21，28  
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2．1．8 呼吸器系健康影響に係る長期潜在リスク評価手法に関する研究   

〔研究担当部〕環境保健部：部長・環境保健研究室・環境疫学研究室・人間生態研究室・環境  

心理研究室  

大気環境部：大気環境計画研究室  

計測技術部：底質土壌計測研究室・分析室  

技 術 部：動物施設管理室  

〔研究期間〕60－62年度  

〔研究概要J昨今の環境汚染は，都市における交通公害又は生活排水公害等に見られるように  

生活者に起因するところが大きくなっている。一方では二次的に生成される汚染質の重要性が  

高まり，汚染の範囲の広域化と共に，汚染の多様化が挙げられている。さらに，我が国でも人  

口の高齢化が進み，潜在的慢性疾患の増加が見られるなど，健康面でも複雑化の傾向にある。  

これらの状況下にある地域人口集団の健康影響に関する調査研究においては，汚染質の個別評  

価を行い，総合的に検討することが必要となっている。この観点から，本研究では気道を経由  

して人体に取り込まれる物質，特に多成分を含有している粒子状物質が，肺を中心とした呼吸  

器系に及ぼす長期的影響を関する検討を，地域人口集団及びヒト個体から得られた知見をもと  

に行って，長期潜在リスクの評価の手掛かりを得ることを目的とした。この目的を達成するた  

め，粒子状物質の人体への侵入，沈着，蓄積，移行，生体反応等について動物を用いた基礎的  

実験も必要であり，研究を同時に進行させている。さらに，都市生活者が生活時間の90％近く  

を屋内で過ごすと言われていることから屋内空気の寄与を考慮するため，屋内浮遊粉じん調査  

を行い，その結果を検討する。研究課題を大きく三つに分け，課題1，2は調査，試料収集が  

含まれ，課題3は動物実験による研究が主となっている。  

研究課題1）人間集団における暴露過程とリスク評価に関する研究  

（1）都市域における大気汚染とその健康影響に関する研究  

〔担当者〕小野雅司・平野靖史郎・田村憲治・金子 勇・相本篤子・前田和甫＊・新田裕史＊  

（＊客員研究員）  

〔内 容〕自動車の大型化を伴った交通量の増加が著しいことから，都市域では環境の悪化が  

進み，特に道路沿道に隣接した地域住民の健康への影響が懸念されている。こうした背景から，  

本研究では，幹線自動車沿道住民の健康に及ぼす各種大気汚染物質の影響を明らかにする。   

昭和60年度には調査対象地域と対象世帯の確定と共に，住民健康調査並びに室内環境測定法  

（測定機器の開発を含む）の検討を行った。引き続き，昭和61年度には以下の調査を実施した。  

住民健康調査  

1）昭和61年11月に，幹線自動車道沿道及びその後の背地の付住民約1，000世帯を対象に呼  

吸器症状に関する健康調査（アンケーりを実施した。   

2）昭和61年7月より，呼吸器症状に関する追跡調査（電話インタビュー，一年間）を，200  

世帯を対象に開始した。  

環境測定   

3）昭和61年7月，10月，昭和62年1月の3回，200世帯で室内の環境測定中英施した。   

4）昭和61年7月，10月，昭和62年1月の3回，対象地域内の1箇所で一般環境測定を実施  
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した。   

5）調査対象地域内の幹線道路における交通量に関する資料を収集した。  

〔発 表〕g－14   

（2）気中毒性有刺ヒ合物の地域住民の暴露状態と健康影響に関する研究  

〔担当者〕安藤 満・田村憲治・松本 理・功刀正行・金谷 健・若松国光＊・伊勢洋昭＊・  

枚島松翠＊・浅沼信治＊（＊客員研究員）  

r内 容〕浮遊粒子状物質（SPM）中の毒性有機化合物分析用に個人サンプラー（SPMPサンプ  

ラ‾：10／」mlOO％のカットオフ特性を持ち，SPMについては更に2／川l以上の粗大粒子とそ  

れ以下の微′ト粒子に分粒できる）を開発した。このサンプラーは人体に装着できるように充電  

式のポンプを用いるが，別途家屋内に置けるような防音ケースも設計した。SPMサンプラー  

を用い，家屋内外のSPM濃度変動とSPM中の多環芳香族化合物の濃度変動について，現在調  

査研究を進行させている。さらに一般の人が日常的に装着できるよう工夫した別種の個人サン  

プラーを開発している。このサンプラーは時間分解能が高く，測定後は独自のβ線ダスト計で  

粒子状物質濃度を計測するほか，PIXEより金属濃度が定量できるよう設計している。   

個人サンプラーを用い都心部交差点と付近の住宅地でSPMとSPM中の多環芳香族化合物濃  

度を測定した結果を比較すると，測定地点による差が著しい一九測定する地上高によっても  

かなりの濃度差がみられた。このことは人のSPMへの暴露を考える際，吸入位置が大人に比  

べ低い，子供の方がSPMへの暴露が大人より多いことを示しており，人の暴露を考慮する上  

で注意を必要とする。   

これら気中毒性有機化合物への暴露が人の健康に及ぼす影響を検討するため，多環芳香族化  

合物とそのニトロ化体について，暴露量と代謝解毒能の関係をモデル実験を行い研究した。そ  

の結果，投与動物において尿中代謝物とその変異晩晴性との間に密接な関連がある一方，解毒  

能によって著しい差があり，毒性有機化合物への人の暴露指標として，尿を用いることの可能  

性と限界が明らかになった。さらに，密閉された場所におけるSPM減衰について検討した結果，  

SPMの減衰を重力沈降等を考慮し，理論的に明らかにすることが可能と予想される。  

〔発 表〕G－3，g－5，6，26   

研究課感 2）人体（肺）蓄掛こよるリスク評価に関する研究  

〔担当者〕太田庸起子・中野篤浩・三森文行・松本 理・清水 真書（＊客員研究員）  

〔内 容）（1）環境中浮遊粒子の肺蓄積にかかわるリスク評価に関する研究   

肺沈着物は環境中浮遊粒子物質の吸入による蓄積物と考えられ，その組織や性状を知ること  

は，呼吸器系健康影響を評価するのに重要な知見となる。本年度は，粒子状浮遊物質の主な組  

成分である炭素元素に関する知見多環芳香族炭化水素の不完全燃焼物に関係している活性種，  

変異原性等について研究を進めた。その結果，変異原性については，エームズ法により陽性が  

1例，TA98のみ陽性が3例見いだされ，ヒト剖検蓄積物中に存在していたことは注意すべき  

結果であった。－方，マウスを用いて肺沈着物中の物質による正多染性赤血球における小核の  

出現頻度をみるための小核試験を行った。その結果，試料7例共陰性であったが，本法を適用  

するに際し，試料の前処理に限界があり，検討すべき点を見いだした。炭化水素類の不完全燃  

焼の活性種については，ディーゼル排ガス中の活性種の含有量から，排ガス中の化学物質の生  

体影響を考慮して，活性種の生体影熟ま変異原性と関連づけられるものであった。肺黒色沈着  
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物中の炭素成分の無機性及び有機性の検討，並びにCaの肺内蓄積濃度から，大気中Caの摂  

取と体内移行，肺蓄積等を考察した。  

（2）屋内浮遊粒子の汚染度と健康評価に関する検討   

東京都区内幹線自動車沿道3地点の住民の家屋（木造，モルタル又はコンクリート）30戸，人  

の多く集まる所としてのデパート内，ビル内の事務室，会議室，さらに比較の場所として粉じ  

ん作業場等，合計50箇所を対象として，多孔インバク夕方式でアルミ製の4段式ステージとバッ  

クアップフィルターから成る個人ダストサンプラーを用いて，家屋内の浮遊粉じんの測定を夏  

期（昭和61年7月－8月）と冬期（昭和62年2月－3月）の2回実施した。名ステージ上に捕来さ  

れた粉じんの付着状況を肉眼的，及び顕微鏡的に観察し，各ステージ及びバックアップフィル  

ター上の粉じん重量を測定し，単位流量当たりの重量（〝g／m3）として算出した。粉じん組成  

分析にはSEMLEDAX及び放射化分析を適用して，汚染指標に成り得る元素を検討した。家屋  

内と大気中浮遊勝子濃度とが同一レベルであったことを2，3の元素濃度から確認できた。  

〔発 表〕G－6，8，10，g－7，8，9，12  

研究課題 3）呼吸器内沈着と体内移行等に関する実験的研究  

（1）粒子状物質の呼吸器内沈着と体内移行等に関する実験的研究  

【担当者〕太田庸起子・中野篤浩・三森文行・松本 理  

〔内 容〕′」、動物用粉じん，ガス同時暴露装置の作成と，それを使用しての実験車備を行った。  

安定同位体の13c標識炭素粒子を用いるため，動物暴露に使用する13c炭素粒子の大きさ，  

形状を電顕で観察し，使用の状態を検討した。安定同位体15N標識NO2も同時に暴露できる  

よう準備した。  

（2）経気道暴琶による重金属の呼吸轟内沈着と体内移行並びにその影響に関する実験的研究  

〔担当者〕鈴木和夫・三種裕子・連山千春・青木康展・杉平直子・中野篤浩・小林悦子＊  

（＊客員研究員）  

〔内 容〕経気道暴露による重金属の体内動態とその影響を検討する手段として，気管内投与  

法が吸入実験のモデルとして簡便なよいモデルとなることを示してきた。この方法により，ウイ  

スタ【系雄性ラット（体重270g）では一匹当たり2．5／」gの低濃度カドミウムイオン投与によっ  

て肺水腫が起こることを検出できることを示した。   

生体影響の指標として，肺洗浄液中の肺表面活性物質への影響を検討したところ，リン脂質  

含量は約2．4倍に増加するが，その組成は対照群と変わらないことを示し，脂質含量の増加が  

肺細胞の脱落や血焚の湿潤によるものでなく，肺表面活性物質の増加によることを示した。   

肺の必須元素への影響としては，銅濃度が鋭敏な指標となることを示した。また，その原因  

としは，肺のスーパーオキシドデイスムターゼ濃度が著しく減少することによると結論した。  

〔発 表〕G29，g－4，18  

（3）粒子状物質の呼吸機能に及ぼす影響試験  

〔担当者〕平野靖史郎・小野雅司・相本篤子  

【内 容〕各種アスベストの中でクリソタイルとクロシドライトの毒性の比較をラットを用い  

て行った。クリソタイル暴露群はクロシドライト暴露群に比べ肺のコラーゲンやエラスチン含  

量が増大し，また肺機能も著しく低下していた。肺胞胚リゾチーム活性もクリソタイル暴露群  
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で有意に低下し粉じんの暴露指標として有用であると思われる。  

〔発 表〕g－30  
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2．1．9 環境指標を用いた都市及び自然環境等の変動予測手法開発に  

関する総合解析研究   

〔研究担当部〕稔合解析部：部長・第叫グループ・第ニグループ・第三グループ・第四グループ・  

第五グループ  

環境情報部：情報システム呈  

計測技術部：分析室  

環境保健部：環境心理研究室  

〔研究期間〕60－63年皮  

〔研究概要〕今後我が国において，高度の生産・消費活動と良質な環境の維持とを両立さるた  

めには，両者の関連の解明と今後の変動予測が不可欠である。本研究では，人口構造，産業構  

造，国民意識等の基本的経済社会条件が環境に影響を及ぼすメカニズムを各分野で把握し，こ  

れらの諸条件の変化によってもたらされる環境変動の予測方法を開発することを主目的とする  

ものである。この成果は，国及び地方の環境行政において長期的な環境変動を把握し，これに  

立った望ましい環境長期施策を立案する際の基礎知見となることを目指すものである。   

本年度は，環境問題のマクロ予測のために国民経済と社会変動との将来動向を踏まえ体系的  

な個別シナリオの作成を試みた。そして分野別のシナリオとして，都市構造及びエネルギー需  

要を踏まえた大気汚染の変化，流域土地利用及び水利用動向を踏まえた水環境の変化，廃棄物  

処理動向を踏まえた都市域土壌汚染の変化などを長期的に予測するため，実験・調査を行うと  

共に基礎資料を収集した。また予測を行うためのシステムダイナミック型モデルのプロトタイ  

プを導入すると共に，予測を支援するため環境総合解析情報システムを拡張・整備し，データ  

ベhスの充実を図った。また環境変動を望ましい方向へ導くための諸施策を検討するため，都  

市空間構造や環境概念の解明を行い，また，諸施策の社会的負担の方法についての文献収集や  

調査によるデータ収集を行った。  

研究課題1）環境問題のマクロ予測  

〔担当者〕飯倉善和・原沢英夫・甲斐沼美紀子・青柳みどり・森田恒幸・仁科克己・西岡  

秀三・森口祐一・森 保文・中杉修身・天野排二・北畠能房  

〔内 容〕本研究は21世紀初頭の我が国の環境問題について，社会変動の長期展望を踏まえた  

各シナリオを作成・体系化し，巨視的なデータ解析やモデル開発により主要なシナリオを検証  

することを目的としている。   

本年度は長期的予測事例のレビュー結果及び環境問題の個別的なシナリオの想定結果に基づ  

いて，専門家に対するヒアリング調査等を行うことにより，より体系的な個別シナリオを作成  

した。   

一方，上記シナリオを検証し，また予測モデルの設計を支援するため，これまで開発・整備  

したきた環境総合解析情報システムの国際，国内広域及び国内都市データベースに，新しいデー  

タを更新・追加した。国内広域データは社会経済領域及び環境領域の一次指標280項目につい  

て最新データを収集した。匡】内都市データについては大気汚染状況，水質汚濁状況等の27項目  

について基礎データを収集・加工した。   

また，多様な情報及び多様な専門知識を結集して各種の環境関連事象のトレンドを予測し，  
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その結果を体系的知見として蓄積するための長期予測支援システムの基本設計を行った。この  
うち，モデリング支援システムについては，専門家の持つ対象システムに関するイメージをグ  

ラフ理論の助けを借りて構造同定を行うIMSSをベースとした対話形式によるモデル構造同定  

システムを開発した。また，環境問題の個別的シナリオを体系的知見として蓄積していくため  

の知識ベース・システムの基本設計を行い，プロトタイプシステムを作成した。  

〔発 表〕B－53   

研究課題 2）産業構造及びエネルギー需要の動向を踏まえた大気環境の長期的予測と管理施  

策に関する研究  
〔担当者〕内藤正明・飯倉善和・甲斐沼美紀子・西岡秀三・森口祐一・溝口次夫  

【内 容〕都市・産業構造，エネルギー需要等と大気環境の関連を把握すると共に，大気環境  

管理のための諸施策の効果を推定し，我が国の大気環境の長期的変化を予測・評価することを  

目的としている。本年度は大気指標の検討と，モデルの開発を行った。  

（1）大気環境の長期的変動の指標となる成分を選定するため，国内の大気の清浄な敷地点  

において大気エアロゾル及び雨水を採取し，その中の各種の元素成分及び化合物の分析値を求  

めた。またグローバルスケールにおける同様の指標成分として，対流圏では極めて安定な物質  

である各種のCFCs，N20，CO2などの測定値を調査した。  

（2）東京都における土地利用と大気汚染の関連モデルを作成し，これに基づいて長期的な  

大気汚染レベルと防止対策の検討を行い，同時に交通，大気汚染表示システムを作成し，交通  

流の影響について検討した。  

（3）大気汚染状況の予測を行うために，都市の大気汚染を規定すると考えられる産業構造  

や交通量，地形等の数十系列のデータベー スを利用し，ISMMを利用した専門家の討議によっ  

て，データ間の構造を決定し，ベース・ファクター（例えば工業出荷額）を取り出した。ベース・  

ファクターに予測値を入れることによって，NO2濃度のような大気汚染状況を含む他の変数  

について予測した。  

〔発 表〕B－53，b－24   

研究課題 3）流域の土地利用及び水利用の動向を踏まえた水環境の長期的予測と管理施策に  

関する研究  

（担当者〕乙間末広・原沢英夫・仁科克己・森 保文・中杉修身・天野耕二  

〔内 容〕本研究は，土地利用や水利用といった流域の人間活動の変化に伴う水環境の長期変  

動を，主として水質を中心に予測し，この結果を踏まえて望ましい方向へ誘導する施策を提言  

しようとするものである。   

本年度は，比較的古くから下水道が整備され，工場排水の規制がなされているにもかかわら  

ず，依然として水質が良くならない都市河川を取り上げ，その水質の将来動向を予測するモデ  

ルを開発するため，経年的及び空間的な水質濃度の変動と流域活動の変化を統計的に解析する  

ことにより，各種水質項目及び水量についてその変動に影響する要因を明らかにした。   

また，閉鎖性水域の汚濁と密凛な関連を持つ，窒素ヤリンの水系における収支を把握するた  

め，ライシメータを用いた実験を行い，各種条件による稲作における収支を調べた。  

〔発 表〕b－32，33  
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研究課題 4）廃棄物処理動向を踏まえた都市域土壌汚染の長期変動予測の研究  

〔担当者〕乙聞末広・後藤典弘・青柳みどり・仁科克己・中杉修身・内藤英夫＊  

（＊客員研究員）  

〔内 容〕本研究は，都市域における土壌汚染の長期変動を予測することを目的としているが，  

都市域における土壌汚染は主として有害物質を含有する廃棄物の埋立処分に起因して生ずるも  

のであり，都市域土壌汚染の長期変動を予測するためには，各種廃棄物の発生及び処理の動向  
を把捉する必要がある。   

このため，今年は  

（1）多種多様な有害物質を含む可能性がある産業廃棄物の発生量及び性状の変化，及びそ  

の処理の動向を予測する手法を開発するために，北九州市の産業廃棄物情報処理システムに収  

録されているデータの解析を行い，データの信頼性の検討を行った。  

（2）過まに問題となった廃棄物の埋立処分にかかわる汚染事例を国内・国外について調査  

すると共に，その類型的整理を行った。  

（3）これまでの汚染事例について検討を加えることにより，都市域土壌汚染と廃棄物処理  

との関連を明らかにした。  

〔発 表〕B－16，17  

研究課題 5）長期予測モデルの支援のための電算機システムの開発  

【担当者〕原沢英夫・甲斐沼美紀子・森口祐一  

（内 容〕環境変動の長期的予測モデルセはいくつかのタイプがあるが，その中で従来からよ  

く利用されてきたものに，システム・ダイナミクスがある。システム・ダイナミクスは従来大  

型計算機を中心に利用されてきたが，バッチ処理形態のものが大半であり，操作上の制約や結  

果の出力もプリンタ用紙への打ち出しに限られていた。本研究では，特に予測モデルの開発，  

適用を支援するための計算機システムとして，システム・ダイナミクス■タイプの画像表示を強  

化した対話性の高いシステムを検討しているが，今年度は特にプロトタイプとしてマイコン用  

のMCSP（MicroeomputerContinuousSimulationProgram）をシステム・ダイナミクス的利用が  

可能となるよう改良した。このシステムはシステム・ダイナミクスに限らず，差分方程式のタ  

イプのモデルへの適用も可能とするものであり応用性が広い。また，システムでは計算結果が  

直接画面にカラーで表示できるため，システムの動作の確認や，その結果の検討や解釈などが  

容易にできるなど予測モデルを構築する上で利点がある。  

〔発 表〕B－60  

研究課題 6）都市及び周辺域の空間構造の計量化  

〔担当者〕安岡善文・青木陽二・藤村貞夫■（＊客員研究員）  

〔内 容〕本研究では，緑や住宅の分布，道路や鉄道の配置といった都市を構成する要素の空  

間分布構造を計量化し，都市の快適性を評価するための手法を開発することを目的とする。ま  

たこれらの空間構造の変化と都市の発展形態との関連についても検討する。   

本年度は，都市快適性と物理的要因の関連を調べるための第一歩として，空中写真及び地図  

から，緑面積，道路面積，水面面積等を抽出する手法を開発した。またこれらの要因をアンケー  

ト調査による快適性に関する評点を関連づけるモデルを作成した。   

また緑空間を評価する手法として，被験者を現場に誘導し心理的評価を求める方法の開発を  
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試みた。この方法によって得られた評価と緑空間を構成する素材である植生，建軌 人などの  

物理的諸量との関連を分析した。  

（発 表〕B－1，3，4，63，65   

研究課題 7）環境概念の認知横道の解明  

〔担当者〕大井 紘・須賀伸介・宮本定明＊・阿部 治＊・勝夫淳雄＊（＊客員研究員）  

〔内 容〕本研究では都市における居住環境の相違によって，あるいは，農村地帯，山間地と  

これに対する都市住宅地区との地域的特性の相違によって，そこに住む住民の意識がどのよう  

に異なるかを解明しようとする。このことは，都市の過密化 高層化 巨大化に伴って，都市  

住民の環項意識がどのように変化するかを予測するうえでも，農山村人口が都市へ流入した時  

め社会全体としての環境意識の変化を予見するためにも必要なことである。  

（1）大都市と山間地とを両極とする地域差，生活形態等による環境に対する意識差を明ら  

かにするために，茨城県県北の山間地である大子町，東京都内の良質とされる住宅地として世  

田谷区深沢及び等々力を対象地区として，自由連想調査を行った。生活環境に対する意識を多  

面的にとらえるために，刺激語を従来の調査で用いてきた「住みよさ」と「住みやすさ」の組  

だけでなく，「交通」，「近所づきあい」，「みどり」を加えた4組とした。  

（2）前項の調査結果を単語の列として処理したところ，連想語の出現頻度だけからも，大  

子と世田谷とのコントラストが明らかになった。   

例えば，大子では「近所づきあい」に対して否定的な語の連想が少ない，などである。  

（3）上の連想調査データに対して，連想語と回答者とについて2元クラスタリングを行っ  

たところ，それぞれの刺激語について，両調査地域の特性や生活形態をそれぞれ反映した興味  

ある結果を得た。  

（4）連想語の出現の順序と近さを考慮する近傍法を上の調査データに適用した。世田谷で  

は，居住条件の制約に，大子で老齢化，過疎化に対応するクラスターなどが見いだされ，近傍  

法の有効性も明らかになった。  

〔発 表】A－1，4”14，a－3－5，7，8  

研究課題 8）環境騒音か住民に及ぼす心理・生理的影響の評価と予測  

〔担当者〕田村正行・東郷正美・相本篤子  

〔内 容〕物理的環境条件が人間の生体に与える影響を明らかにするため，騒音を中心に心理  

的・生理的反応を調べた。また，都市及びその周辺域における環境騒音の実態を把握するため  

に，騒音レベルの長期モニタリングデータの収集を行った。  

研究課題 9）望ましい項墳変化をもたらす施策の開発  

〔担当者〕仁科克己・青木陽二・中杉修身・後藤典弘  

〔内 容〕（1）首都圏衛星都市のうち依然人口増が急な数都市において，事例調査を通して  

都市周辺の樹林が置かれている経済環境の実態を把握した。多世代にわたる費用負担と同等の  

経済的効果を持つものとしては，一部に借地方式が採用されており，環境基金は買上げや維持・  

管理に向けられるものが多い。また，規制強化時と緩和時の権利変換の非対称性に公共負担を  
増大させる要素が見られる。  

（2）開催を持つ地域環境項目に対して，今後懸念される高失業社会では，経済外部性の内  
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部化は最も高い効率を達成するものの，低所得層の環境を下限まで下げる可能性があることを  

概念モデルで示した。これは，純粋な経済メカニズムではない，やや介入的な経済インセンティ  

ブ施策や規制が，対象によっては今後も重要である一つの側面を表現したものである。  

（3）これらの検討に当たり，今後の社会経済情勢の大幅な変化をも視野に入れるため，戦  

前の統計一国際統計を収集し参考とした。  

〔発 表〕B－54，b－26，28，29  
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2．1．10 雲物理過程に伴う列島規模大気汚染に関する研究   

（研究担当部〕大気環境部：部長・大気環境計画研究室・エアロゾル研究室・大気化学  

研究室・大気物理研究室  

総合解析部：部長  

環境情報部：部長・情報調査室  

計測技術部：分析室  

技 術 部：理工施設管理室  

（研究期間〕61－64年度  

〔研究概要〕従来想定されてきた大気汚染の空間的規模は，市街地規模から工業地帯，都市域  

の規模に限られていた。前特研では，傾度風，季節風の弱い場合でも，暖候期の晴天日には沿  

岸域から内陸山岳地域への200km以上に及ぶ汚染物質の長距離輸送が発生し，これが杉枯れ  

などの深刻な植物被害をもたらしていることが示唆された。また，同一の規模の大気汚染はも  

ちろん季節風などによっても輸送され，この種の長距離輸送は欧米では多国間の大気汚染授受  

間遠に発展している。   

このような列島規模大気汚染では，雲生成に伴う対流圏全域への拡散や，長距離輸送中の反  

応が重要となり，光化学大気汚染，酸性雨，湿性大気汚染問題や多国間の大気汚染授受問題な  

ど様々な形態で発現する。本研究はこのような様々な形態の大気汚染の動態を把握する一方，  

これらを一つの問題としてとらえ，統一的に予測する手法を確立し，もって広域の大気保全計  

画に資することを目的とする。  

研究課題1）雲物理過程・混合反応過程に関する研究  

〔担当者〕植田洋匡・光本茂記・官尊 武・金谷 健・福山・力・秋元 肇■・小森 倍＊  

（蠣客員研究員）  

〔内 容〕（1）雲物理過程の研究：雲生成の原因となる流体運動である熟対流について実験  

的な研究を実施した。実験は，平行平板間の流れと境界層流れのこづについて行った。その結  

果，乱流横態でもレイリー数が極端に大きくなると，熟対流は大規模な縦渦列に組織化された  

形で発現する。この縦渦は，渦幅が流体層の厚さ程度で，長さは渦幅の10倍程度のものが数列  

並んで流体中にパッチ状に形成される。この縦渦列は間欠的にしか発現しないが，この瞬間に  

熱，水蒸気，汚染物質などの鉛直輸送が行われる。  

（2）混合反応過程の研究：大気中での汚染物質問の反応は大抵の場合，混合が律速過程に  

なる。このとき，反応速度は反応物質の濃度の平均値の積と濃度変動の積の平均値の和に比例  

するが，大気中では後者の寄与が大きいことを示した。本年度は，濃度変動を直接測定できる  

計測システムを製作した。これはレーザー励起の蛍光を光デイテクター・アレイで受光するも  

ので，本システムで空間分解能50／∠〆，50／‘mI■，時間分解能20msが達成できた。  

〔発 表〕D－7，12，52，53，d－18，23，96－98  

研究課題 2）複雑地形上の大気現象に関する研究  

〔担当者〕花崎秀史・光本茂記・鵜野伊津志・官尊 武・植田洋匡  

〔内 容〕ASCOT（AtmosphericStudyonCompJexTerrain）プロジェクトに参加して米国コロ  
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ラド渓谷で実施した野外観測のデータに基づいて，夜間斜面下降流の構造を詳細に調べた。こ  

の流れは冷たい高密度流体塊が斜面に沿って流下する重力流で，コロラド渓谷の場合，風速ピー  

クが約100mと非常に厚い。下降流は仝層安定成層状態にあるが風速ピークの高度に強い逆  

転層を伴っている。これより下層では，種々の乱流統計量の鉛直分布は壁面パラメータと逆転  

層高度を用いて無次元化すれば平野部夜間のそれと全く同一のものになり，安定気層の相似則  

を構築することができる。このとき，特にキャノピー層内とその直上ではキャノピーによる乱  

流生成を考慮に入れる必要がある。一方，この流れはフルード数が1前後であり，これが1を  

越える瞬間にはKelvin・Helmholtz不安定が生じるため，風速ピークの上空150－200mの気層  

中に非常に強いじょう乱が発生し，乱れ強度も逆転層高度でいったん最小値をとるもののこの  

気層内では増大して最大値をとる。更に上空では乱れは消滅して内部重力波だけが残る。  

〔発 表〕D－19，51，d9，16，19，24  

研究課題 3）列島規模大気汚染の動態  

〔担当者〕植田洋匡・若松伸司・光本茂記・鵜野伊津志・村野健太郎・水落元之・栗田秀賓★・  

薩摩林光＊・浅井富雄＊（＊客員研究員）  

〔内 容〕傾度風が弱い場合でも，曖候期の晴天目には関東・甲信越地方には沿岸域から内陸  

山岳地域に及ぷ200km以上の大気汚染物質の長距離輸送の存在することを見いだした。さら  

に，その原因は，海陸風，陸地の平均温度が海面温度より高いことによる小規模季節風，山谷  

凧などの局地風が，山岳地域に日中形成される熟的低気圧に吹き込む風に併合されて大規模風  

系を形成することによることを示した。更に，沿岸地域の大規模排出源を通過した汚染気塊は  

大規模風系の中を独自のスピードで内陸に侵入すること，これの基本的な流動機構は重力流で  

あり，重力流ヘッドは強い旋回流を伴うこと，また地上での高濃度汚染は重力流ヘッド後端の  

下降流によってもたらされることを示した。長距離輸送中の大気汚染物質の反応過程の観測と  

して，まず，光化学スモッグの反応チェーンのキーになるOHラジカル濃度を求め，これの値  

を用いて硫酸塩，硝酸塩の生成速度を理論的，実験的に決定した。更に，アルデヒド，モノカ  

ルポン酸，ジカルポン酸への酸化過程を追跡した。   

一九成層圏一対流悶間の物質交換を調べる観測を，北九州，対馬，男女群島地域で実施し  

た。観測は成層圏オゾンをトレーサと考えて，これの対流圏内の降下をゾンデ（地上一高皮  

30，000m）を用いて測定した。3－5月にわたって観察される地上オゾンの全国的な高濃度汚  

染はこの成層圏オゾンの降下によるものであり，その降下速度は平均2000m／d程度であるこ  

とを示した。  

〔発 表〕K－1，D－8～11，14，1云－18，2卜23，56－60，d－11，13，14，17，20～22，25～礼  

93－95，99－102，105，106，108  

研究課題 4）風洞予測手法の開発  

〔担当者〕植田洋匡・北本茂記・上原 清・竹下俊二・小森 倍＊（＊客員研究員）  

〔内 容〕（1）陸海，湖沼，河川など地表面の温度条件及び表面租度が流れ方向に変化する  

とき，内部境界層が形成される。本年度は，日中海風時に陸上に形成される内部境界層を風洞  

内にシミュレートし，内部境界層の発達とトレーサガスの拡散過程を追跡した。このとき，海  

上で安定層状態の海風が，陸上で下から加熱され，海岸線から下層に不安定成層状態の内部境  

界層が発達する。沿岸部の高燥突からの煙は最初安定成層内をほとんど拡散せず高濃度を保っ  
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たまま内陸に侵入し，これが内部境界層とぶつかる地点で内部境界層に取り込まれ境内層内に  

一様に拡散して地上に達する。本研究ではこの挙動を予測できる乱流モデルとして，接地気層  

（地上から数十mまでの気層）とその上空の乱流構造，輸送機構の相違と密度成層効果（大気安  

定度）の相違を正しく評価できる修正k∈モデルを展開した。また，これを用いた数値シミュ  

レーション結果が風洞実測値を良く説明できることを示した。  

（2）夏季高気圧に覆われた晴天日には，海陸風や山谷風，小規模季節風を，山岳地帯熱的  

低気圧に吹き込む風が併合して列島を横断する大規模風系を形成する。本研究では，海一平野  

一斜面一台地と連なる列島上の気流を特殊水槽を用いてシミュレートすることに成功した。そ  

こで，まず流れを可視化して，個々の局地風とそれらの相互作用を種々の温度条件下で定性的  
に調べた。  

〔発 表〕d－10，15，34   

研究課題 5）数値予測手法の開発  

〔担当者〕植田洋匡・若於伸司・花崎秀史・官署 武・鵜野伊津志・光本茂記・松本幸雄  

〔内 容〕（1）気流予測∴非静力学仮定を用いない非定常三次元流の数値計算システムを完  

成した。同時に，二次的（あるいは軸対称）な地形に対するグリッドジェネレーション法を確立  

し，上記システムに組み込んだ。このシステムを用いて以下の研究を実施した。   

1）成層流中の球を過ぎる流れ：複雑地形上の気流の基本的なメカニズムを調べる目的で，  

一様な成層流（密度の鉛直こう配；一定）の球を過ぎる流れを解析した。この流れは成層のため  

に三次元的になる。レイノルズ数を一定（Re＝200）に固定し，成層の度合（フルード数Fr）を  

変化させた。中立成層（Fr＝∞）では，球の背景にリング状の渦領域を伴った軸対称な流れが  

形成されるが，Fr数が減少すると共に渦領域は縮小し，Fr＝1になると渦は完全に消滅し，リー  

ウエーブと呼ばれる重力波動のみとなる。しかし，成層が更に強くなると波動と固体壁との干  

渉によって球背後にハイドロリック・ジャンプが起こり，そこに後流渦が再び形成される。こ  

のとき渦は水平なものになり，渦領域も扁平である。Fr数が更に小さくなると渦領域は拡大  

する。このような流れ場の顕著な変化に伴って，球の抗力はFr数の減少に伴って増大するが，  

その値が中立時の数倍に達した後，水平渦の発現と共に減少する。この他重力波の波長，振  

幅などの特性も詳細に調べたが，流動機構の変化に伴って大気汚染のパターンも著しく変化す  

ることが予想され，これの予測を次年度の主要課題に設定した。   

2）列島規模風系の形成：暖候期の晴天日，局地風が結合して列島規模風系が形成される過  

程を調べるために，海一平野一斜面一台地と連なる地形上の気流の日変化の特性を調べた。従  

し率からの研究で海陸風，小規模季節風とこれらに及ぼす傾度風の影響は明らかになったので，  

本年度は日中台地中央部に形成される熟的低気圧とこれに吹き込む風のメカニズムを調べた。  

熱的低気圧は台地．平野間で同一高度で比較したときの温度差（differentialheating）によって  

生じるもので，この温度差が熟的低気圧の強度を決定する。また，この温度差によって台地一  

平地風循環が形成される。これは海陸の温度差によって生じる海陸風と全く同じ機構のもので，  

その風速と温度差の関係も海陸風と同一になる。また，地上風の観測から熱的低気圧に吹き込  

む風と考えていたものは，上空に反流を伴った閉鎖型の循環流である。  

（2）大気汚染予測：東京首都圏地域の光化学オキシダントの数値シミュレーションを実施  

した。数値モデルの構成は，気流推定用の変分法モデルと反応計算用のCBMモデルである。  

二昼夜にわたる光化学大気汚染シミュレーションを行った結果，光化学オキシダント濃度0．  
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に関して，東京及び周辺の首都圏地域の常監局の0∫の日変化やピーク値と良好な一致が得ら  

れた。このことから，本数値モデルによる光化学オキシダントの予測の実用性が裏付けられた。  

しかし，夜間の0∫の挙動や他の二次汚染物質の予測精度が不十分であるため，拡散モデルの  

改良を計ると共に，スモッグの生成，液相反応，乾性沈着，湿性沈着過程をも含んだ総合的な  

モデルの開発に取りかかった。  

〔発 表〕D－13，15，d－12，83－85，104，107，109  
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2．1．11／くイオテクノロジーによる大気環墳指標植物  

の開発に関する研究   

〔研究担当部〕生物環境部：部長・生理生化学研究室・陸生生物生態研究室  

技 術 部：生物施設管理室・理工施設管理室  

＿〔研究期間〕61～65年度  

〔研究概要〕近年，03やPAN等を主成分とする光化学オキシダントによる大気汚染は益々広  

域化の傾向がみられ，農作物等の植物被害も依然として深刻であるが，PAN等のモニタリン  

グ・ネットワークはなく，指標植物を用いた監視体制の確立が必要である。指標植物としては  

各種の光化学二次汚染物質に対して再現性，選択性・特異性及び感受性の高い植物を用いる必  

要があるが，従来の指標植物は必ずしもこれらの条件を満足するものではなく，更に有効な指  

標植物の開発が望まれる。   

本研究は，03やPAN等の光化学二次汚染物質の可視的植物影響ヤクンバク質，遺伝子等の  

分子レベルでの影響の解明を進めると共に，植物組織培養，遺伝子組換え技術等のバイオテク  

ノロジーを導入して，野外における大気環境，掛こ03やPAN等の光化学二次生成物に対し  

て有効な指標植物の作出法を検討し，さらに，野外での評価装置や植物診断法の開発を行うこ  

とを目的としている。   

本年度は，0。やNO2に特異的な生理・生化学的反応（課題1）及び03に対する遺伝子レベ  

ルでの反応（課題2）等の検討を行うと共に，03やNO2に対する植物の抵抗性に関与する酵素  

の精製，抗体作製を試みた（課題2）。また，数品種のペチュニア，タバコ，数種の木本植物，  

蘇類等について，03やNO2に対する感受性の差を調べた（課題3）。画像による植物生理機能  

の診断法については，葉面からの蛍光の計測による診断法等の開発を進めた（課題5）。また，  

PAN暴露装置を開発する必要があり，PAN供給装置の開発を行った（課題6）。一九野外に  

おける植物を用いた大気汚染影響評価を試み（課題7），植物の系統保存についても準備・検討  

を進めた（課題4）。  

研究課題1）光化学＝次汚染物実に対する植物反応の指標性に関する研究  

〔担当者〕島崎研一郎・菅原 淳・近藤矩朗・田中 浄・竹内裕一・榊 刷・岡野邦夫・名取  

俊樹・山田晃弘＊・滝本道明＊・大森正之＊・巽 二郎＊（＊客員研究員）  

〔内 容〕光化学二次汚染物質（0。，PAN）発生の原因物質となる，NO2に植物を暴露し，植  

物の生理生化学的反応に対する作用を調べ以下のことが明らかになった。  

（1）植物に明条件下でNO2暴露を行うと光合成に対する阻害作用を示さないが，暗条件下  

で暴露すると，光合成炭酸固定反応による酸素発生が阻害された。その阻害部位は，クロロフィ  

ルα蛍光法により，光合成電子伝達系の光化学系Ⅱの初期電子受容体Qの還元側であること  

が分かった0さらに，この阻害の程度と，菓内におけるNO2の蓄積の大きさとが関連し，こ  

の阻害が光照射により回復し同時に葉内のNO2が消失することが示された。この阻害部位は，  

SO。や0。のそれと異なり，NO2に特異的であった。  

（Z）光照射により硝酸還元酵素が誘導されることが知られているが，カボチャの芽生えを  

NO2に暴露すると，硝酸還元酵素の光誘導が強く阻害された。この阻害は，活性のある硝酸  

還元酵素の酵素タンパクの増加がNO2暴露により抑制されたためであることが分かった。  
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（3）03の植物毒性の重要な作用は葉緑体チラコイド膜の破壊である。植物細胞の膜構造に  

障害を引き起こすと考えられるガラクトリパーゼに注目し，ガラクトリパーゼ活性の大きく異  

なる8種の植物種を見いだした。次に，これらを03に暴露したが，ガラクトリパーゼ活性と  

0。感受性の間には相関関係は見いだされなかった。  

（4）光化学二次汚染物質に対する光合成反応性の変動要因について明らかにする目的で，  

切り菓と根の付いたヒマワリに03を処理して光合札気孔コンダクタンスを調べた結果切  

り棄の光合成は根の付いた植物菓よりも0。感受性が高かった。また，切り菜の気孔コンダク  

タンスは根の付いた植物の場合よりも，暗所に移した時の低下が早く，気孔閉鎖に差があるこ  
とが判明した。今後，水ポテンシャルなどそ測定し，この結果の機構について明らかにしてい  

く予定である。  
〔発 表〕K80，81，87，H－4，h5，20   

研究課題 2）バイオテクノロジーによる指標植物の作出法に関する研究  

〔担当者〕田中 浄・近藤矩朗・竹内裕一・佐治 光・久保明宏・清水英幸・藤沼康実・山口  

武則・庄野邦彦＊・田中圃介＊・長田敏行＊・小関良宏＊・内宮博文＊・岩城英夫＊・  

′ト野菜爾＊（＊客員研究員）  

〔内 容〕遺伝子工学的手法を用いて大気環境相標植物を作成するために，大気汚染物質に対  

する抵抗性に関与する遺伝子，又は大気汚染物質によってその発現が制御される遺伝子を探索  

する必要がある。本年度は抵抗性に関与する酵素の抗体を作製すると共に，大気汚染物質暴露  

により変化するタンパク質，RNA関して検討を行った。  

（1）パラコート耐性培養細胞から再生したタバコの植物体は通常のタバコ植物体に比べて  

高いSO2抵抗性を示した。また，この耐性タバコは高いスーパーオキシドジムスターゼ活性  

を右することが明らかになった。  

（2）NO2解毒に関与する硝酸還元酵素のモノクローナル抗体を作成した。  

（3）可視吾が出ない低濃度の03中で育成したホウレンソウ葉内のグルタチオン還元酵素  

活性が1週間で2－3倍増加した。本酵素を純化して調製した抗体を用いて，この酵素活性の  

増加が酵素タンパク質量の増加によるものであることを明らかにした。  
（4）植物菓内には多数のバーオキシダーゼアイソザイムがあるが，アサガオにおいて，0。と接  

触後，最も酸性側及びアルカリ側のアイソザイム群の活性が著しく増大することが分かった。  

（5）03，SO2に暴露した植物体内に特異的に出現するタンパク質を見つけるために，ホウ  

レンソウより全タンパク質を抽出して電気泳動にかけた。また，03に暴露したホウレンソウ  

よりRNAを抽出して，試験管内でタンパク質を合成させ，その産物を電気泳動にかけ分析し  

た。その結果，これらのガス暴露によりタンパク質とRNAの質的及び量的な変動が起こるこ  

とが明らかになった。  

〔発 表〕K－82，H－14，h－12，20   

研究課題 3）指標植物の探索と選抜に関する研究  

〔担当者〕岡野邦夫・古川昭雄・名取俊樹・可知直毅・清水英幸・竹中明夫・近藤矩朗・島崎  
研一郎・竹内裕一・榊 剛・大政謙次・藤沼康実・戸塚 績■・岩城英夫＊・岩月  

幸之助★・和田正三＊・佐藤秋生＊・三宅 博●・藤伊 正＊・鈴木 隆＊・佐藤  

光♯（♯客員研究員）  
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〔内 容〕光化学二次汚染物質である0。や，その原因物質であるNO2に対する感受性の植物  

種間差に関する研究を，可視害，光合成，生長，形態変化などを指標として行った。  

（1）ペチュニアの純系12品種を材料として，0．05ppm及び0．1ppmO3と0．2ppmNO2による  

可視害発現の品種間差を調べた。レッドチャンピオン，サーモンなどは03に対する感受性が  

高かったが，PANに高感受性といわれているホワイトエンサイン，バイオレットは，03に対  

しては感受性が低かった。0。にNO2を混合して暴露すると，0。被害が軽減される例がいく  

つか見られた。  

（2）タバコ8品種を用いて，0．1ppmO3暴露による可視害発現及び生長抑制の品種間差を  

調べた。用いた品種の中ではベルW3，ベルBが最も感受性が高く，グルチノーザは感受性が  

低かった。また感受性の遠いは，気孔拡散抵抗の違いでは説明できなかった。  

（3）9種類の木本植物に0．3ppInNO2＋0．1ppmO3を暴露し，異常落葉や生長低下からみた  

感受性を比較した。ポプラやキョウチクトウでは枯死，落葉が著しく，生長抑制も観察された  

が，クスノキ，サンゴジュ，シラカシなどはほとんど汚染ガスの影響を受けなかった。このよ  

うな感受性の違いは，汚染物質の吸収量によってある程度説明できた。  

（4）辞類9属13種に0．1ppmO3を暴露したところ，多くの種で生長低下や形態変化が見ら  

れた。特に生長低下が顕著だったツルナョウチンゴケ属の5種について，0．1ppmNO2暴露の  

影響を調べたところ，ほとんど影響が見られなかった。  

（5）光合成を指標として03に対する感受性を調べた結果，トウモロコシが最も高く，ピー  

スポプラが最も低かった。03処理直後の可視障害から判断してもトウモロコシが最も03感受  

性が高かった。ピースポプラは03処理後の時間が経過してから可視障害が発現した。03吸収  

量と光合成感受性との間には有意な相関関係は認められなかった。  

（6）03に対して感受性が高いことが知られているソバに，一日当たりの暴露時間を変えて  

0．08ppmO3を処理した。一日4時間暴露を数日続けたところ，菓面に03特有の可視障害が認  

められた。  

〔発 表〕K－71，85，H－5，6，k3，h－6，7，15  

研究課題 4）指標植物の系統保存と増殖に関する研究  

〔担当者〕藤沼康実・相賀一郎・山口武則・町田 孝・大政謙次・竹内裕一・清水英幸・佐藤  

光＊（＊客員研究員）  

〔内 容〕本課題はバイオテクノロジーによって作出された大気環境指標性や大気浄化能力の  

高い植物個体あるいは植物細胞をその形質を損なうことなく系統保存し，大量に安定して供給  

できる体制を確立することを目的としている。本年度には，植物材料の系統保存及び大量供給  

方法の検討と，新たに作出された個体や細胞を系統保存できる体制の準備を行った。  

（1）大気汚染物質に対する特性が明らかになっているポプラクローン群の母樹が本研究所  

の実験ほ場に育成されているが，それらポプラ群の無性繁殖による供給方法を検討し，ポプラ  

の梢枝を低温（2－40c）に貯蔵することによって通年挿し木用の穂木を確保できることが分か  

り，クローン繁殖による系統保存・大量供給体制を確立した。また，養液栽培のソラマメの安  

定した大量供給体制を確立するために，システムの自動化に着手し，本年度には自動養液栽培  

装置を試作した。  

（2）交雑育種法による系統保存における後代の形質の安定性を検討するため，PANに高感  

受性であるペチュニア（ホワイトエンサイン種）と03に高感受性であるハッカダイコン（コ  
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メット種）を採種裁培し，それぞれの母系耗を選抜した。  

〔発 表〕K－79，卜13  

研究課題 5）植物診断法の開発に関する研究  

〔担当者〕大政謙次・相賀一郎・山口武則・藤沼康実・町田 孝・戸部和夫・竹下俊二・高木  
博夫・島崎研一郎・丹羽 登＊・山崎弘肘・船田 貯・山田博草㌧橋本 康＊・  

鹿野快男＊（＊客員研究員）  

〔内 容〕（1）光ディスクを用いた可搬型高速画像計測処理システムを開発した。採用した  

光ディスク装置は追記型で，1枚のディスク盤に5，500枚のディジタル画像を記録することが  

でき，画像処理プロセッサからの画像の書き込み及び読み出しを非常に高遠（画像1枚約2秒）  

で行える。このため，従来の画像処理機能を低下させることなくシステムを小型軽量化するこ  

とができた。また，画像データベースの構築を可能にした。  

（2）光合成機能の診断のためのクロロフィル蛍光動画像計測システムの機能の充実を図っ  

た。特に，均一な光照射のための光源装置と処理の自動化のためのソフトウェアを開発した。  

そして，このシステムを用いて種々の生育状態における汚染ガスによる植物葉の光合成機能の  

変化を調べた。今後，より多くのデータを集積することにより光合成機能診断のための画像デー  

タベース化が可能になる。  

（3）野外植物の生育状態を診断するために，マルチスペクトルTVカメラ及びサーマルカ  

メラを用いて実際に野外で生育している植物の計測を行い，得られる画像情報を整理した。  

（4）その他，植物の生体電位の計測法や植物環境診断エキスパートシステムの開発を行っ  

た。また，根系の機能診断のためのNMR映像法について検討し，この手法が根系の生長及び  

吸収能力の診断に有効であることを示した。  

〔発 表〕K－78，l－1－4，6”9，ト3－5，7，8   

研究課領 6）環境調節装置の制御法に関する研究  

〔担当者】大政謙次・相賀一郎・藤沼廉実・町田 孝・安保文彰・竹下俊二・高木博夫・戸部  
和夫・長野敏英＊・原薗芳信＊（＊客員研究員）  

〔内 容〕（1）過酢酸をトリデカン溶液中でニトロ化し，PANを合成する液相合成法につい  

て検討し，良好な結果を得た。また，バブラーにより発生したPANを希釈し，安定して供給  

するための装置を開発した。  

（2）自然環境シミュレータを用いて，種々の群落における徴気象状態と汚染ガス吸収及び  

光合成能力にについて調べた。  

〔発 表〕K－74，卜5，i－6  

研究課題 7）指標植物による大気環境評価装置に関する研究  

〔担当者〕古川昭雄・岡野邦夫・名取俊樹・可知直毅・清水英幸・竹中明夫・藤沼康実・山口  
武則・町田 孝・戸塚 績■・岩月善之助＊・高崎 強＊・佐藤秋生♯・三宅 博＊  

（＊客貞研究月）  

〔内 容】（1）光化学二次汚染物質に対して感受性の高いハッカダイコンとペチュニア（ホワ  

イトエンサイン）を研究所内大気モニター棟，国設鹿島，水海道保健所，国設筑波の4箇所に  

配置し，可視障害の発現を観察した。どの場所においても，両植物種とも大気汚染によると忠  
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われる顕著な可視障害の発現は認められなかった。また，PANによって引き起こされる可視  

障害と類似した障害がペチュニア葉に発現したが，かん水過多による障害と区別が困難であっ  

た。  

（2）15N濃度が一定の窒素肥料で水耕裁培した植物を野外に配置し，植物組織中の15N濃  

度の希釈度から植物のNO∫吸収量を推定し，配置場所のNOェ汚染度の評価を試みた。86年6  

月から7月にかけて，学園都市内3箇所（国立公害研究所，西大通り，吾妻交差点）にイネを配  

置し，各地点でのNO∫吸収量を比較した。植物体仝窒素量の1－3ヲ‘が大気中のNO∫に由来  

していたが，地点間の差は明確でなかった。  

（3）ツインチャンバーを広島市内に配置してオオバチョウナンゴケ茎葉体の生長を調べた。  

その結果，ツインチャンバーの浄化室と非浄イヒ室での生長に差が認められる場合と認められな  

い場合があった。現在，大気汚染度との関係を調べ，その差が大気汚染に由来するものである  

かの検討を行っている。  

（4）野外での可視障害発生状況の調査を試みたが，今年度は，東京湾岸地帯において，光  

化学二次汚染物質によると思われる可視障害の発現は，ほとんど観察されなかった。  

〔発 表〕K－76，77，h14，15  
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2．1．12 富栄葦化による内湾生態系への影響評価に関する研究   

〔研究担当部〕水質土壌環境部：部長・海洋環境研究室・陸水環境研究室・土壌環境研究室・  

水質計画研究室  

環境情報部：情報システム主  

計測技術部：分析室  

〔研究期間〕61－65年度  

〔研究散票〕内湾海域では，産業排水や都市排水などの流入に伴い進行した富栄養化が，赤潮  

発生などの有力な一因となっている。一方，内湾海域は生物生産の最も顕著な水域でもあり，  

諸漁業に活発に利用されている。ここでは富栄養化による生物生産の増大という一面もまた否  

定することはできない。このため生物生産の増大と海洋環境保全の両立にとって望ましい状態  

とはどのようなものであるかを，特に窒素・リン濃度レベルについて明らかにすることが強く  

求められている。しかし，内湾海域は淡水から塩水への急激な遷移領域であり，複雑な海洋環  

境を形成しているため，種々の汚濁物質の質的，量的変動と生態系への影響を科学的に明らか  

にすることはいまだ極めて不十分な状態である。   

本特別研究においては，自然に近い状態で内湾生態系の物質循環・動態を実験的に明らかに  

するため現場メゾコズムを用いた富栄養化による生態系への影響評価に関する研究を行う。ま  

た種々の制御実験系を用いた富栄養化の影響評価に関する研究を並行して行い，現場で得られ  

る結果と共に内湾の環境管理のための基礎となる科学的知見の蓄積を行う。  

研究課題1）閉鎖性海域における宮栄華化がもたらす環境特性の把握に関する項場  

【担当者〕村岡浩爾・渡辺正孝・渡辺 信・原島 省・木幡邦男・中村泰男・高松武次郎・  

功刀正行・西川雅高  

〔内 容〕現場メゾコズム設置場所である播磨灘家島における化学環境（豊泉リン，微量金属，  

COD，DO等），物理環境（水温，塩分，光強度，気象要素，流動等），微生物を中心とした生  

物相（植物プランクトン，動物プランクトン，バクテリアの現存量と種組成）の現場把握を行っ  

た。調査期間は昭和61年7月20日－8月14日で，化学環境は3日に一度，物理環境は毎日，鉛  

直方向に3点で計測を行った。これらのデータはメゾコズム設置現場と隔離生態系との環境特  

性間にみられる相似性を維持しつつ，隔離された生態系の安定性を達成するために利用された。   

外洋と内湾間の海水交換の形態に関してモードの類別を行った。この中で冬期のモード，す  

なわち内湾水面が冷却される場合について室内実験を行った。その結果外部パラメータから導  

き出された無次元量であるフラックス・レイノルズ数（Ref＝bfl／3L2′3H2リv1，ここでb．＝水  

面浮力ブラックス，L＝湾の水平スケール，H＝水深，リ，＝鉛直粘性）が海水交換量のよい指  

標となることが明らかになった。また，大船渡湾に関して，河川流入，海面加熱冷∃れ外洋水  

温塩分分布を浮力に関する境界条件として与え，熱塩循環流を陽に表現する鉛直2次元数値シ  

ミュレーションを行った。その結果得られた水温，塩分成層状態は観測値をよく再現した。こ  

のように富栄養化を規定する海水交換性について実験，理論解析数値実験の3方法によりそ  

の機構を明らかにしつつある。  

〔発 表〕E－51，78，e62，63  
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研究課題 2）制御実験系を用いた富栄資化の影響評価に関する研究  

〔担当者〕渡辺正孝・原島 省・木幡邦男・中村泰男・矢木修身・高松武次郎・宮崎忠国・  

功刀正行  

〔内 容〕（1）指標藻類の環境変動に対する応答特性の解析：マイクロコズムにおいて，赤  

潮生物且痛邪扇即肌用血細址肌とCんα〃肌β肋α”壇混αを培養し，培養の経過に伴う体内各成分（C，  

N，P，色素）を追跡した。その結果これらの生物は夜間リン酸を摂取してポリリン酸を体内に  

蓄積すること，また色素の構成比が環境条件の指標として用い得ることが示された。  

（2）指標動・植物プランクトン及びバクテリアの相互作用に関する研究：C／l扇加β肋αれれ  

q眈αと他の藻類（且αたαぶ九血¢，∫たβJeわれe肌αCO5ねJ作例，C九膨加g叩ざSp．）の種間競合を解析した。そ  

の結果C板励血潮朋Sp．はC．α邦擁祝αの増殖を著しく阻害し，現場においてさえも，C川血旬別の  

増殖を抑制している可能性が示唆された。  

（3）富栄養化の赤潮発生に及ぼす影響評価  

1986年7月中旬－8月中旬，瀬戸内海家島諸島において環境調査を行い，化学物質（栄養塩・  

ビタミンB12・微量元素）の定量と現場海水を用いたC．α竹壇祝αの半連続培養実験を行った。  

培養実験と分析データの比較から現場表層（0－10m）ではN，Pとも増殖の律速因子となって  

いることが判明した。また増殖速度のN，P濃度依存性が  

S。   SN  
〃＝〃max両■編  （1）  

のような単純な式で記述されることが判明した。この式（1）を用いることで，現場のN，P濃  

度と赤潮発生にかかわる海洋の化学環境を評価することが可能となった。   

C．即抽卸皿の赤潮発生過程を数理モデル化で表現した。本種の赤潮発生には，（i）栄養塩レベ  

ル，トト海水交換率，相成層位置と遊泳速度，（iv）動物プランクトンの現存量と摂食のしきい  

値が重要な役割を果たしていることが示された。  

〔発 表〕E－20，k－11，e－27，96，97  

研究課題 3）現場メゾコズムを用いた内湾生態系の物質循環・動感に関する研究  

〔担当者〕渡辺正孝・原島 省・木幡邦男・中村泰男・須藤隆一・矢木修身・細身正明・冨岡  

典子・高松武次郎・福島武彦・平田健正・宮崎息国・功刀正行・西川雅高  

（内 容〕現場メゾコズムは，実験海域に存在する生態系をそのまま捕獲して，その属性やか  

く乱の影響を調べるもので，最も自然に近い状態において富栄養化の影響評価を行うものと位  

置づけられる。最終的には人為的富栄養化によるかく乱実験を目的とするが，本年度は，隔離  

した生態系を長期維持するための基礎技術を確立した。この目的のため昭和61年7月20日－8  

月14日の期間，現場メゾコズムを播磨灘家島（貧栄養海域）に設置した。メゾコズムは，直径5m，  

深さ18mで底泥も含み，流入・流出を持つ半開放系という特徴がある。さらに，透光性があ  

り生物に影響を与えるものが溶出しない隔離シートを用いたことに特色がある。生態系維持を  

目的として表層7mを循環水により鉛直混合させた。このため，水温・塩分・栄養塩類等につ  

いては外部海域との相似性が良好であったが‖珪藻類・粒子状物質を十分に浮遊させること  

はできなかった。メゾコズム内で，植物プランクトン組成は珪藻から鞭毛藻類に移り，時間の  

経過と共に動物プランクトンによる捕食庄が増大した。さらに，実験期間の後半ではヒドロク  

ラゲやカタクチイワシが出現した。このように，メゾコズム内に一次生産者から高次栄養段階  

の動物まで捕獲し，その遷移を約1箇月間観測できた。  
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2．2 経 常 研 究  

2．2．1環境情報部  

【研究概要〕環境情報部は，環境・公害に関する情報の収集，処理及び評価方法に関する情報  

科学的研究を行っており，その研究成果は，広く環境科学研究の方法論の確立に資すると共に，  

当部のもう一つの任務である環境・公害に関する広範な情報の収集，整理，保守及び提供に関  

する業務の効率化に寄与している。   

環境に関する情報のうち，大気や水質等の環境監視結果や自然環境保全基礎調査などの環境  

状況に関する数値情報について，その計ラ札収集方法並びに収集した情報の利用方法に閲し，  

計測工学的，数理統計学的，物理学的研究を進めており，本年度は，特に大気環境データにつ  

いて欠測の平均値への影響の評価法，及び時間的・空間的変動特性を明らかにするための  

フィールド調査とデータ解析によるモデルの開発を進めた。   

環境の画像情報に関する研究は，航空写真や衛星画像等の画像データから有用な環境情報を  

抽出・解析・評価するための画像処理システムの開発を目的とし，本年度も引き続き対話型画  

像処理システム（IPSEN）ソフトウェア拡充を進めると共に，景観画像の処理による景観予測手  

法の開発を進めた。   

一方，人工衛星等のリモートセンシングデータの利用に関しては，分光情報処理による水面  

反射光及び大気散乱光の除去の手法を開発した。また，衛星データの処理技術については計測  

技術的視点のみならず統計学的見地からも検討を加えているところであるが，本年度は，赤外  

波長領域のデータから大気の状態と水面温度との情報を分離する方法，複数の季節のデータに  

対して探索的な統計手法を用いることにより高精度に植生を区分する方法，赤外データやマイ  

クロ波データによる地表土壌水分の測定可能性，などについて検討を進めた。   

さらに，知識情報に関する研究を発展させ，環境意識に関する連想調査法の開発を進めると  

共に，調査データの解析法の研究を進め，解析法の実データに対する特性を検討した。また．  

検索者をも含めた情報検索システムについて検討した。これと関連して，検索用語が文献検索  

システムの検索結果に与える影響に基づき，システムの評価方法を検討した。   

また，環境汚染制御システムの設計方法に関する数理的諸方法の研究では，渇水期における  

水質低下に対応する浄水システムの最適構成法を形成した。  

研究課題1）画像憎偏による環境の解析手法の研究  

〔担当者〕宮崎忠囲・安岡善文  

〔期 間〕61～65年度  

〔内 容〕対話型画像処理システムIPSEN（ImageProcessingSystemforENvironmentalAnaly－  

sisandEvaluation）のソフトウェアの拡充を行うと共に，新たな画像処理手法の開発を行った。  

掛こ，航空機や人工衛星により得られるリモートセンシング画像データから，植生分布，水質  

分布等各種の環境情報の抽出手法の開発や土地利用分類手法の開発を行った。また，リモート  

センシング画像において問題となる各種の雑音について，その除去方式を開発した。更に，景  

観画像において，電柱や看板の除去，樹木の追加などを行い，新たな景観を予測する手法を開  
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発した。一方，可搬型の画像処理システムの開発についての検討を行った。  

〔発 表〕A－22，23，B63，b－38   

研究課鹿 2）知誤情報の解析手法及び処理過程に関する基礎的研究  

〔担当者〕大井 紘・須賀伸介  

〔期 間〕60－64年度  

〔内 容〕環境意識を調査するための連想調査法の開発を進めると共に，自由連想調査データ  

の2元クラスタリングによる解析結果の表現法を開発し，連想語の出現順序を考慮した解析法  

である近傍法を開発して，それらの方法を実データに適用したときの特性と有効性を明らかに  

した。さらに，連想調査データの解析法を組織的に生成するためのシステム論的な方法につい  

て検討した。   

一方，環境にかかわる情報の検索方法を開発するために，言語情報の相互の有機的関連性に  

着目した情報検索システムの構成について検討した。また，情報検索システムにおいて，情報  

検索者の検索意図と，検索経過に対する検索者の判断とを考慮した情報検索系の構成について  

も検討した。  

〔発 表〕A－1，4－14，k－7，a－3～5，7－8  

研究課題 3）多次元分光情報処理システムの研究  

〔担当者〕宮崎忠国・安岡善文  

〔期 間〕60－64年度  

〔内 容〕水域リモートセンシングにおけるグランドトルースデータ収集の一環として水面の  

分光特性の計測を行った。霞ヶ浦及び琵琶湖で測定された分光データを用いて水面反射光及び  

大気散乱光の除去に関する手法の開発を行った。更に，測定された分光情報の効率的な利用の  

ために分光スペクトルデータベース化に関する分光情報処理システムの基本的な構成について  

の検討を行い，分光情報データベースのプロトタイプの作成を行った。また，赤潮マイクロコ  

ズム内のスペクトル計測を行い，赤潮の種の遠いによるスペクトルの変化及び赤潮の増殖に使  

用される光のエネルギ」量についてのモデル計算を行った。  

〔発 表〕A－22，23，B－63，b－38  

研究課題 4）環境情報の検索用諸に関する研究  

〔担当者〕春山暁美  

〔期 間〕60－64年度  

〔内 容〕前年度に引き続いて，環境分野の主要な文献及び情報源のデータベースの検索用語  

に関する調査を行い，用語の構成に関する比較を行った。   

また，検索システムの構成要素が検索結果に与える影響を測定する方法についてさらに検討  

を進め，検索結果に及ぼす検索用語の影響解明のための検討を行った。  

【発 表〕A－19   

研究課題 5）汚染制御システムの設計・操作の決定のための数理的方法の研究  

〔担当者〕大井 紘・宮崎忠国  

〔期 間〕58”61年慶  

一64－   



【内 容〕浄水水源における渇水期の取水可能量の低下とこれに伴って起こる水質の悪化に対  

処して，安定して浄水を供給できる浄水システムの構成法を開発するために，水文データ・浄  

水需要量データを収集し検討すると共に，システム要素の処理特性を実データに基づきモデル  

化し，各要素のコスト関数の同定を行った。更に，最適システム構成の数式表現を与え，安定  

供給システムの経済設計の検討を行った。また，調整池が1個の場合について，最適構成手順  

を与え，実データに基づく設計計算を行って，システムの評価を行った。  

〔発 表〕b、13   

研究課題 6）環境の評価と予測のための計測手法に関する情♯科学的研究  

〔捏当者〕横田達也・松本幸雄  

〔期 間〕58－62年度  

【内 容〕大気環境の常時監視データにおける測定誤差等の問題点について環境の評価と予測  

の観点から吟味するために，本年度は昨年度に引き続き常時監視データ中の欠測が平均値に及  

ぼす影響を評価するための手法を開発した。また，赤外波長領域のリモートセンシングデータ  

から大気の状態と水面温度との情報を得るための研究を行った。  

〔発 表〕A－24，a－15，16  

研究課題 7）環境情報データベースの作成と利用に関する研究  

〔担当者）贋崎昭太・於本章雄・宇都宮陽二朗・新藤純子・横田達也・土屋 巌・白井邦彦・  

増田啓子・坂下和恵・古田早苗・宮下七重・横田さおり・古川満信・芳賀敏郎＊  

、（＊客月研究貞）  

〔期 間〕59－63年度  

（内 容〕（1）既に公開した会話型環境データ解析プログラム（CDA）に閲し，利用マニュア  

ルを作成した。  

（2）会話型環境データ解析プログラムを用いて，広域大気汚染の解析を行った。  

（3）大気常時監視データ（月間値・年間値データファイル）につい．て，大型電算機のエンド  

ユーザ言語ACE3を用いて，リレーショナルデータベースとして利用する方法を検討した。  

（4）環境資料に関するデータベースシステムについては，自治体等の資料のデータ入力の  

テストを行った。  

（5）環境有害物質に閲し，SD日蓮択的情報提供サービス）その他により情＃源の準査を行っ  

た。  

〔発 表〕Ⅹ－90，A－15－18，20，a－9－11  

研究課題 8）環嶋データの時間的変動特性の解析  

〔担当者】松本幸雄  

〔期 間〕59－61年度  

〔内 容〕（1）平面分布の時間変動を統計的に解析するための方法として，データから袖班  

した少数の独立な主要平面パターンの重ね合わせで各時刻の平面分布を表現し，重ね合わせの  

係数を統計解析する方法の有効性を検討した。掛こ気圧の項と汚染質の項の積を回帰式の説明  

変数に取り入れることにより，夙による輸送の効果を考慮に入れた移流予測統計モデルを検討   

した。  
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（2）測定値に誤差の含まれる場合の内挿法に閲し，特に一次元について詳卿こ検討した。  

〔発 表〕a－13，14  

研究課題 9）環境データの時間的、空間的変動特性の抽出に関する研究  

〔担当者〕新藤純子・松本幸雄・廣崎昭太  

〔期 間〕59～61年度  

〔内 容〕関東地方を例にとって，大気汚染質濃度の空間相関特性長期平均値空間パターンの  

安定性について検討し，これらが季節や年度により変化することを示した。変動構造の気象条  

件や地域による特徴を調べるため，主成分分析による解析を行った。  

〔発 表〕a－6  

研究課題10）植生環境状態の評価方法に関する基礎的研究  

〔担当者1劉卵召太・袴田共之＊・横田達也・宇都宮陽二朗（＊水質土壌環境部）  

〔期 間〕59－61年度  

〔内 容〕LANDSATデータによる植生区分法を検討し，対話型分類システムの持つべき基本  

的特徴を明らかにした。その第一は，植生の分類に有効であることが実証された季節変化の情  

報を要約するに際し，計算が速いアルゴリズムを用いて主成分分析を行う。第二は，得られた  

主成分スコアを使用して，探索的多重開催法により植生を分類する。以上の方法により北海道  

根釧原野の草地地帯の植生分類を行い，良好な結果を得た。  

〔発 表〕a－17  

研究課題 ‖）環墳主題図の作成に関する研究  

〔担当者〕宇都宮陽二朗・山口武則＊（＊技術部）  

〔期 間）59”61年度  

〔内 容）本年度は航空機塔載MSS撮影実験に対応した地上測定を行うと共に，当所実験ほ  

場における微気象観測システムの整備を進め，観測を実施した。これらの観測により取得した  

データ，特に熱赤外データを熟収支論から検討し，既報の土壌水分測定手法に改良を加え，赤  

外リモートセンシングデータによる土壌水分測定を可能にした。なお，マイクロ波による土壌  

水分の数値解析を実施した。  

〔発 表Ja－1，2   

研究謙覧12）現場貿の時間的、空間的変動の統計学的評価方法に関する研究  

〔担当者〕贋崎昭太・新藤純子・松本幸雄・切刀正行＊（＊計測技術部）  

【期 間〕59－61年度  

〔内 容〕60年度に実施した調査と同じ地域（20kmX20km）を対象に，簡易測定により，NO2  

とSO2濃度の桐密測定を実施した。59年度からの計4回の調査結果から，NO2濃度の日変化  

空間分布の特徴とその安定性について評価した。また，季節や気象条件の効果，対象領域の広  

さやサンプリング地点数の結果に与える影響についても検討した。  

〔発 表〕K－98，A－21  
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2．2．2 総 合 解 析 部   

〔研究概要〕これからの環境施策は厳しい社会・経済制約の下で多様な要因を総合的に判断し  

て策定することが一層求められるであろう。このような状況の下に当部の本年度の研究課題は，   

①現状をできるだけ総合かつ定量的に把握し，かつ将来の環境変動を的確に予測すること，   

②これを多様な価値基準で評価・判定すること，   

③この評価に基づいて広域臥総合的な対策のあり方を探ること，  

という一連の過程に対応するものとして位置づけしている。   

課題2，3，5，8は環境を正しく把捉するための万頃論に関する①の分野の諸テーマであ  

り，課題1，7，8は経済，心理等の各種価値基準で環境質を評価する考え方と手法の開発に関  

する②の分野のテーマである。課題4，5，6，7，9，10，11は化学物質，廃棄物，閉鎖性水域  

等々の各種対象についての保全，管理，制御方策を検討した③の分野のものである。   

現時点では，全体が必ずしも十分有機的な連係を保ってはいないが，それぞれの課題ごとに  

学会における研究業績面，及び国や地方の環境行政現場における活用面から種々の評価を得て  

いる。  

研究課題1）環境指榛の試算とこれに伴う新たな諸問題の検討  

〔担当者〕内藤正明・安岡善文・飯倉普和・原沢英夫・後藤典弘・甲斐沼美紀子・森田恒幸・  

西岡秀三・森口祐一・森 保文  

〔期 間〕60－61年度  

〔内 容〕本研究では，これまで特別研究等を通して確立した環境指標の概念と手法に基づき，  

具体的な対象地城に対する各種の環境指標を算定すると共に，その間題点及び新たな視点に  

立った指標作成手法の開発を検討した。   

まず，川崎市において市民の観察や認識を取り入れた住民参加による環境指標の作成に参画  

し，その有効性を検討した。また，神奈川県において都市近郊林地機能の総合評価指標の作成  

に参画し，その基本フレーム作りを検討した。′   

一方，水域においては，総合的な河川水質の評価及び特定水利用評価のための指標のフレー  

ムワークを整理し，デルファイアンケート法による指標作成を行った。景観についても，画像  

処理による合成景観の評点付けに基づいた景観差分評価モデルを開発した。さらに指標の総合  

化における重みづけ技法の確立を目的として，複数の代替案の総合評価値を対話的に計算する  

ためのパソコン用ソフトウェア■■EVA’’を開発した。  

〔発 表〕B－33，51，b－31，35～37，39，40   

研究諌癌 2）環境評価のためのモデリングとモニタリング手法に関する研究  

〔担当者〕内藤正明・安岡善文・乙間末広・飯倉善和・原沢英夫・西岡秀三・森 保文  

〔期 間〕61－65年度  

〔内 容〕本研究は，環境を定量的に評価するための数学モデルの開発と環境施策への適用，  

及びこれを支援するモニタリングのあり方に関する諸手法の確立を目的とする。本年度は（1）  

環境汚染防止と資源の有効利用の観点から，植物栽培と下水汚泥連用がなされている畑地の塩  

素イオンの挙動を予測・評価した。また，水田からの窒素・リン・COD流出をモデルによっ  
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て予測する方法を検討した。（2）鹿島コンビナけト地域のNO∫を対象に，簡易測定法による  

桐画調査データからその空間特性を解析し，観測局配置の適正化に関する基礎的知見を得た。  

（3）藻類の異常増殖を面的に予測する確率論的モデルを作成し，琵琶湖南鞠に適用した結果  

定常性が仮定できる場合については藻類の短期的・局所的な動態を予測できることが分かっ  

た。（4）東京都をフィールドに，従来のSO∫・NOよに加えて特異な地域分布挙動をする0∬・  

SPMなどを対象とする大気モニタリング点の適正配置について検討した。  

〔発 表〕K－55，B7，10，56－58，ト32，33  

研究課題 3）システム分析支援のための環境情報システムの確立に関する研究  

〔担当者〕内藤正明・安岡善文・原沢英夫・後藤典弘・甲斐沼美紀子・森阻恒幸・西岡秀三・  

森口祐一・森 保文  

〔期 間〕60－62年度  

〔内 容）従来，総合解析部が実施してきた環境情報の利用に関する研究及び地域環境情報シ  

ステムの開発とその利用に関する研究を環境情報の利用面（特に表示と解析）に重点をおいて再  

整理し，経常研究報告書「地域環境評価のための環境情報システムに関する研究』としてとり  

まとめた。本報告蕃には併せて各地方自治体で開発が進みつつある環境情報システムの開発・  

運用上の基本的方針と問題点に関する知見も整理しており，この種のシステム開発の参考とな  

るような構成としている。   

さらに現段階での環境情報システムの状況を踏まえた上で，環境情報システムの高度化につ  

いて取りまとめ，知識工学的手法を活用した，環境行政支援のための意思決定支援システムに  

ついて応用事例を取り上げている。  

〔発 表〕K－89，8－53  

研究課題 4）環境管理システムの設計に関する基礎的研究  

〔担当者〕後藤典弘・森田恒幸・仁科克己・青柳みどり  

〔期 間〕59－61年度  

〔内 容〕昨年度までに得られた地方公共団体（主として都道府県）の行う地域環境管理計画の  

策定に関する知見等を踏まえ，今年度は，東京都，北九州市，埼玉県等が実施している計画策  

定や環境管理システムの検討に参画し，例えば，快適環境指標の作成，管理対象となる地域の  

設定方法，地域ごとの望ましい環境像の検討等の実態面の検討や調査を行った。また，一部の  

基礎的な知見を得るため，市レベルの地域事例として発展の著しい相模原市を取り上げ，地価  

の動向と環境（樹林地）の維持、向上の関係を調べ，その経済的な考察を行った。  

〔発 表〕K－89，B－5，33，55，b－34，35   

研究課題 5）地球的規模の環境問題に関する基礎的研究  

〔担当者〕後藤典弘・甲斐沼美紀子・青柳みどり・森田恒草・仁科克己・西岡秀三・中杉修身  

〔期 間〕59－61年度  

〔内 容）地球的規模の環境問題に関する資料は年々増大しているものの，その多くは定性的  

な資料であり，定量的なデータについても，総合的な解析を行うためには，その質に問題があ  

る。そこで，今年度は，よく知られている大気中の二酸化炭素（CO2）の増大の閉篭を取り上げ，  

文献より各方法による濃度測定のデータの収集及び検討，さらに本事象の原因と考えられる駆  
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動力として，世界的な化石燃料の経年的使用データについて調査及び検討を行った。しかし，  

相関分析などを行うためには，各データ間の整合性に多くの問題があることが判明した。この  

ことから，他の地球的規模の問題についても，今後はまずデータの質に関する詳細な検討が必  

要であることが明らかになった。また，二酸化炭素問題の政策科学的側面に関して他の地球的  

規模の環境問題との比軌合衆図の研究戦略サーベイ等から検討を行った。  

〔発 表〕B－48，54  

研究課題 6）環境保全におけるリスク管理の意義と役割に関する基礎研究  

〔担当者〕北畠能房・仁科克己・中杉修身  

〔期 間〕60－61年度  

〔内 容〕初年度に作成した概念モデルを使い，治水における洪水のように生起確率がある程  

度明確なリスクに対して，リスク管理の実態との対応を検討した。リスク回避に関する選好パ  

ターンの違いと，技術的背景の差から，有効なリスク管理手段及びその組み合わせに差が出た  

様子が系統的に説明できる。同時に，この概念モデルによりリスク費用便益分析が系統的にリ  

スク管理の便益を過少評価することが見いだされる。一方，人為起源物質関連のリスクにおけ  

る名手法の適用性については，それが単に確率的な現象というのみならず，その生起確率につ  

いても不確定な要素が多い点から，それらを明示的に含んだ定式化が必要であり，その点に関  

してモデルを拡張するための準備を行った。  

〔発 表〕b27  

研究課題 7）都市活動に対する物質収支・物質移動面からの制約の検討  

〔担当者〕西岡秀三・森口祐一・森 保文・中杉修身  

〔期 間〕60－63年度  

〔内 容〕（1）都市域における物流の発生状況を土地利用の状況と関連して分析し，産業構  

造の変化に伴う交通流及び交通公害の変化について解析した。  

（2）都市域における土地利用をコントロールすることによる交通公害の増減を，交通量推  

計モデルを用いてシミュレーションし，大幅な都市改造の効果を予測した。  

（3）産業活動及び土地利用の違いによる都市域のエネルギー代謝を比較分析し，環境面へ  

の影響の表れ方を分類し，環境面からみたエネルギー評価の方法について検討した。   

以上物質移動とエネルギー利用の面から，環境的に望ましい都市形態のあり方について提案  

を行った。  

〔発 表〕B－49，b－24  

研究課題 8）緑の価値と需要把握に関する研究  

〔担当者〕青木陽二・仁科克己  

【期 間〕60－62年皮  

〔内 容〕緑の空間に対する要求の高まりと共にそれらの空間の適正な配置や管理が求められ  

るようになった。このような空間の価値と需要を把握するため，空間の持つ魅力について景観  

的な側面の研究を行った。   

多様な線空間をさまざまな庭園形式の公園に求め被験者を連れた公図で行った。その結果，  

西洋式庭園を持つ新宿御苑，回遊式庭園を有する六義園，森林公園形式の代々木公園，庶民の  
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つくった庭としての向島百花園の順に好まれていた。また新宿御苑は視野の開けた特徴が評価  

され，六義園はその変化の多さが評価されていることが分かった。また公園の評価を下げる建  

物の多さと人の多さは視角1度以上の広がりをもつ建物の数や人の視野の中の数と良い相関を  

示すことが分かった。また視野内に占める緑の量が地点の線量感と一致することも明らかとな  

り－街路での実験を裏づけることとなった。  

〔発 表〕B－1－4  

研究課題 9）環境面よりみた化学物眉の適正管理に関する基礎的研究  

〔担当者〕内藤正明・後藤典弘・青柳みどり・中杉修身・森田昌故事・溝口次夫＊（＊計測技術  

部）  

〔期 間〕59－62年度  

〔内 容〕有機塩素化合物による地下水汚染やごみ焼却灰中のダイオキシン等，化学物質によ  

る環境汚染が新たな環境問題として関心を集めている。本研究は，これら化学物質の適正管理  

のためのデータベースの整備，モニタリング及びモデリング手法の開発を目的としたものであ  

る。   

本年度は，（1）環境中の汚染物質濃度データベースを設計するため，これまでの環境汚染  

調査のサーベイを行い，我が国における化学物質による環境汚染の実態を明らかにした。  

（2）これまで提案されている化学物質による暴露評価手法についてサーベイを行い，その  

類型的整理を行うと共に，我が国における化学物質管理の体系の中での暴露評価の方法につい  

て検討した。  

（3）我が国の化学物質管理の体系の中での各種化学物質運命予測モデルの適用可能性を検  

討した。  

〔発 表〕B39′ 42～44，b－14，ユ5，20，22  

研究課現10）環境面よりみたごみ処理システムのあり方に関する基礎的研究  

〔担当者〕後藤典弘・中形修身  

〔期 間〕59－62年度  

〔内 容〕前年度には比較的多量の有害物質を含む乾電池等の処理・処分方法について検討を  

加えたが，今年度は有害物質の含有率は低いが，多量に排出される廃棄物としてプラスチック  

を取り上げ，その処理・処分に伴う環境影響を明らかにすると共に，主として環境影響の面か  

らその適正処理方法に関する各種代替案の比較検討を行った。   

また，市町村の財政を圧迫しているごみ処理経費を削減するための施策，委託化，有料化，  

広域処理等について，ごみ処理芙磨調査結果を統計的に解析することによる費用効果分析を  

行った。  

〔発 表〕B－18－28，37，b－9，10，17，19，21   

研究課題 ‖）閉鎖性水域の環囁保全対策策定手法に関する研究  

〔担当者〕内藤正明・甲斐沼美紀子・廉沢英夫・西岡秀三・森 保文・中杉修身・天野耕二  

〔期 間】61－64年度  

〔内 容〕（1）都道府県，政令市に対するアンケート調査を行い，水環境管理計画の実態に  

ついで明らかにした。  
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（2）エキスパートシステムを用いた水環境保全対策策定手法についてその枠組みを明ら  

かにし，対策の選定プロセスを作成した。  

（3）エキスパートシステムを用いた水環境保全対策策定システムを構成する水域特性  

データベース，水環境保全対策データベース及び対策を選定するための知識ベースについて横  

合設計を行い，データベースの整備を開始した。  

（4）農地負荷を軽減させる方策を検討するため，ライシメータを用いた実験により各種条  

件における稲作による栄養塩の収支を明らかにした。  

〔発 表〕B－14，b－8，18，32，33   

研究課題12）道路交通による環境影琶の評価と防止対策に関する研究  

〔担当者〕安岡善文・飯倉善和・後藤典弘・田村正行・西岡秀三・森口祐一・清水 浩＊・  

金谷 健＊・東郷正美＝・相本篤子＊＊（＊大気環境部，叫環境保健部）  

〔期 間〕61－63年度  

〔内 容〕本研究は，道路交通による環境影響の的確な予測・評価と合わせ，総合的かつ有効  

な交通公害防止対策を立てるために必要な方法の開発を呂的としている。本年匿はこの目的を  

達成するために，主として五つのサブテーマによる研究を実施した。第一に，道路交通公害の  

実態と防止対策の現況を把捉するために，地方自治体の交通公害部局担当者を集めて「交通公  

害研究集会」を開催し，情報の収集を行った。第二に，交通騒音の防止対策を策定するための  

技術的方策として，騒音のパターン計測手法の開発を実施した。第三に，都市域全体の交通公  

害を減少させる方策を開発するために，都市構造と物流の動向の関連分析及び都市圏の広域交  

通公害防止と評価方法に関する研究を行った。第四に，交通公害の沿道防止対策に関する基礎  

的研究として，道路のトンネル化 シェルター化の実態を調査し，今後の防止技術開発の方向  

性を検討した。第五に，抜本的交通公害防止対策としての電気自動車の有効性に着目し，その  

概念設計を行うと共に，主にエネルギー消費の面から実用化の可能性に関する検討を行った。  

〔発 表〕K－53，B－29，49，b－11，12，24  

－71－   



2．2．3 計 測 技 術 部   

〔研究概要】環境問題の解明と対策は，汚染物質はじめ関与する因子の正確，かつ信頼性ある  

計測なくしては成り立たない。本研究部は，環境中の各種汚染物質の化学分析法の確立を始め  

として，環境計測・監視技術の開発を行うことを目的としている。   

大気計測，水質計測，生体化学計靴底質土壌計測，各研究室では対象とする各媒質中の微  

量元素とその存在状態の測定法，及び微量有機物質の系兢的分析方法の研究を行うと共に，そ  

れらを環境中での名物質の存在量の測定と挙動の解明に応用した。分析方法としては機器分析  
法が中心であり，またそれらにクロマトグラフィーなど各種の分離法を組み合わせた手法を取  

り上げている。複雑な組成中の微量成分の分析を対象とするため，分離，濃縮などの前処理も  

研究のポイントとなっている。さらに質量分析法のイオン源，レーザー原子蛍光法，多要素モ  

ニタリングシステムなどの開発も実用化へ向けて進んでいる。   

特別経常研究場境標準試料の作成と評価に関する研究」では，．榛準試料MESNo，8「自動  

車排出粒子」につき保証債を定め，No．9「ホンダワラ」，No．10「玄米」につきそれぞれ共同  

分析と試料の調製を行った。「化学環境の監視システム手法の開発とそのハイテクノロジー産  

業公告への応用」，「塩素化多環芳香族化合物の生成機構及び生物影響に関する基礎的研究」は  

緊要な課題として他部と協同して行われ，特別研究に発展さすべき成果が得られた。   

分析室では共通機器関連の業務及び大気モニター棟の管理のかたわら，大気ガス成分，大気  
粒子状成分分析法の検討，マススペクトルの検索手法の開発を行った。   

特別研究「バックグラウンド地域における環境汚染物質の長期的モニタリング手法の研究」  

は本研究部が中心となって実施しているが，基礎として分析法の確立が必要で，経常研究各課  

題と関連しつつ進められている。   

研究課題1）降水中の汚染物実の測定法に関する研究  

〔担当者〕安部書也一横内陽子・向井人史・西ノーr雅高  

〔期 間〕52－62年度  

〔内 容〕（1）雨滴の粒径による落下速度の差に基づいて，雨滴の粒径別に降水を採取する  

装置を読作した。分離精度について若干の問題は残るが実用化の目途を得たので，さらに性能  

の向上を図るため改造を加えつつある。  

（2）既に開発した微量元素分析法を応用して各地の降雪中の微量成分の測定を行い，それ  

ぞれの地域の降雪成分の特性を明らかにした。  

（3）降水中の有機物質を溶媒抽出し，薄層クロマトグラフィーにより分画後，キャピラ  

1）－GC及びキャピラT）－GC／MSの分析を行った。その結果，ジカルポン酸を含む数十種の  

有機物質が同定された。  

〔発 表〕K－43，C－1，3，24  

研究課魔 2）化学イオン化質量分析法のためのイオン一分子反応の設計に関する研究  

（担当者〕藤井敏博・安部菩也  

〔内 容〕酸化レニウムエミッタ上での有機化合物の表面電離質量分析法を行った。37種の窒  

素を含む環状有機化合物を官能基ごとに分類し，それらの表面電離スペクトルを測定した。そ  
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の中多くの化合物が，強い強度のユニークなスペクトルを与えることが判明した。この成果は  

表面電離マススペクトロメトリーが，環境分析に有効な高感度測定法になることを明確にした。  

〔発 表〕c－27～29，C－35，36  

研究議題 3）大気中ガス状有機物質の測定法に関する研究  

〔担当者〕横内陽子・向井人史・藤井敏博・安部喜也  
〔期 間〕58－61年度  

〔内 容〕（1）60年慶に製作した自動低温鱒縮／キャピラリーGC分析装置を用いて梅雨及び  

盛夏時に1－2週間，大気中微量有機物質の連続測定を行った。その結果，約50種の微量有機  
物質（炭化水素，ハロカーボン等）について1．5時間ごとの濃度変動データが得られ，現在これ  

らのデータの解析を進めている。大気中の植物起源有機物質として重要なイソプレンについて  

は，測定結果から，その放出速度が日射量に大きく影響されること，また，日中はOHラジカ  

ルとの反応による消失が重要なことが分かった。このように微量有機物質の大気中での挙動を  

知る上で，本法が極めて有用であることが確かめられた。  

（Z）大気中トリメチルアミンを表面イオン化法によるGCMSを用いて分析した結果，1mL  

の大気試料で0．42ppbの検出限界が得られ，表面イオン化法が悪臭物質であるトリメチルア  

ミンの高感度な定量法となることが確められた。  
【発 表〕c－42，C－51－53  

研究課題 4）大気中粒子状物質のトレースキャラクタリゼーションに関する研究  

〔担当者】向井人史・横内陽子・安部喜也  
〔期 間〕58－63年皮  

〔内 容〕（1）さきに確立した大気粉じん中のメチルヒ素化合物の定量法を応用して，本年  

度6丁・7月の2か月にわたり，当研究所及び臨湖実験施設の2か所で大気粉じんを採取し，メ  

チル態のヒ素を分析した。その結果，水田に散布しているメタンアルソン酸鉄起源と考えられ  

るモノメチル態ヒ素が時に粉じん中全ヒ素の30－40％に及ぶことがあるのが観測された。これ  

は，従来考えられていなかったこの形態のヒ素も，無視できないことを示している。  

（2）筑波において捕集した大気粉じん中に炭素数6－15のγ－ラクトンを0．07－0．7ng／m3  

の濃度で検出した。従来，大気粉じん中のγ－ラクトンの報告例はなく，その挙動についても  

未知であるが，粉じん上での不均一反応により生成した可能性があるものとして注目される。  

〔発 表〕c－34，36，41，（∵41，50  

研究課題 5）炭素・窒素安定同位体比同時測定法の改良とその応用に関する研究  

〔担当者〕大槻 晃・白石寛明  

〔期 間〕60－63年度  

〔内 容〕（1）一般に元素分析用に利用されている酸化銅を燃焼触媒とし，更に生成した窒  

素酸化物を窒素ガスに還元する銅触媒を同時た用いるが，窒素量が10／∠g以下の場合回収率  

が80％以下に低下する。それ故，燃焼補助触媒として白金及びコバルトを含む酸化銅燃焼触媒  

を詳細に検討したが，良好な結果は得られなかった。更に検討が必要である。  

（2）肉食性稚魚の純生産速度を測定する方法を開発するため，炭素－13及び窒素－15で標識  

した徴′ト動物を，鮭の稚魚に与え両トレーサーがどこに吸収されるかカナダ水産海洋省太平洋  
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生物研究所と共同実験を行った。現在試料の分析中である。   

研究課題 6）天然水環境中の微量元素の挙動に関する研究  

〔担当者〕野尻幸宏・大槻 晃  

〔期 間〕60－64年度  

〔内 容〕本研究の目的は，天然水（湖沼水，河川水，海水など）中の微量元素の存在量及び化  

学形態を明らかにする化学分析手法の開発と，その水域における動態の解析の基礎的研究を行  

うことである。  

（1）植物プランクトン活動に影響の大きい溶存二酸化炭素の新しい定量法として，イオン  

クロマトグラフィーによる方法を試み，実用性が高いことが分かった。摩周湖，暴磐梯湖沼群，  

池田湖，鰻他の調査で用いて，質の高い現地観測データが得られた。摩周湖では二酸化炭素を  

多く含む火山性湧水の存在が認められ，微量金属元素の供給及び湖内除去作用が，火山性湧水  

に強く支配されることが推定された。  

（2）湖沼での微量元素の除去作用の大きさを推定するために摩周湖で行っているセデイメ  

ントトラップ実験で試料が得られた。沈殿量の季節変化は非常に大きく，融雪期の除去作用が  

重要であることが分かった。  

〔発 表〕c－25，C－34  

研究課題 7）環境水中の溶存有機化合物の微量分析法に関する研究  

〔担当者〕白石寛明・大槻 晃  

〔期 間〕57－61年皮  

〔内 容〕環境水中に溶存する低濃度の有機化合物の分析法の開発を行っているが，従来分析  

の困難であった比較的揮発性のない水溶性の有機化合物の分析法について特に検討した。  

（1）2－シアノアセトアミドを用いる糖類の蛍光分析法について検討した。上記試薬との反  

応で生じる蛍光物質の分離・同定を試みたが，複雑な混合物であり構造決定には至らなかった。  

（2）既存の二重収束質量分析計に設置した高遠原子衝撃イオン源の改良（排気系の性能向  

上・高遠原子出射オリフィス径の検討・イオン源ブロックの設計変更・高遠原子の入射角度の  

検討・試料ホルダーの変更）等により，良好なスペクトルが得られるようになった。これを用  

いて，難揮発性化合物のFABスペクトルの測定条件を検討した。  

〔発 表〕C－15，C－26  

研究課題 8）水質自動モニタリング手法に関する基礎的研究  

〔担当者〕河合崇欣  

〔期 間〕58－62年度  

〔内 容〕（1）溶存酸素（DO），溶存無機炭素（DIC），pHとアルカリ度の自動連続測定を，臨  

湖実験施設の多自的実験地中の藻類増殖過程について行った。特に，炭酸ガス膜電極を用いる  

DICの連続測定法ではノイズの原因及びその侵入経路を突き止め除去を完全なものにすること  
によって，長期間安定で精度の高い測定法を確立した。  

（2）上記方法の応用として，植物プランクトンの炭素（炭酸ガス），酸素代謝に及ぼす水の  

酸性化の影響を調べた。酸性池水中で溶存炭酸ガス濃度が0．1ppb以下になったとき，昼間の  

光合成の途中で炭酸ガス補償点が現れ日没近くまで継続することを，DOとDICの両方の測定  
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値で同時に観察した。  

（3）連続測定値の解析法として，経時的微分法が有効であることを見いだした。   

研究課題’9）霞ケ浦（西浦）の長期モニタリング  

〔担当者〕大槻 晃・河合崇欣・白石寛明・野尻幸宏・海老瀬浩一＊・柏崎守弘＊・福島  

武彦＊・大坪国順＊・田井慎吾＊・安野正之＊＊■春日清一叫・高村典子＊＊・花里  

孝幸■＊・岩熊敏夫＊＊・上野隆平＊＊（■水質土壌環境部・＝生物環境部）  

〔期 間〕59－63年度  

〔内 容〕霞ヶ浦（西浦）の調査を毎月1回10地点について実施し，一般測定項目，主要元素，  

主要陰イオン，残留農薬，栄養塩等を測定した。   

本年度は，St・1（高浜入奥）における全リン濃度は昨年に比べ年平均値で2倍以上を示したが，  

湖心では約2割程度高いだけであった。またst．6（土浦入奥）では一年を通して常に高濃度の  

アンモニア態窒素が観測され，他の地点とは異なっていた。   

研究課題10）パルスレーザーを励起光源に用いた誘導結合プラズマ（lCP）原子蛍光法の開発  

〔担当者〕古田直紀  

〔期 間〕61－65年度  

〔内 容〕誘導結合プラズマ（1CP）中に導入された試料は，分子から原子へと分解され，ある  

領域内で，均一にイオン化されている。その均一にイオン化している領域に，外部からパルス  

レーザーを照射して，目的とする原子イオンのみを励起させ，そのとき，発せられる原子蛍光  

を測定すれば，試料中のマトリックスの影響を受けずに，選択的で，しかも高感度な分析が期  
待できる。  

（1）1CP中で，分子，原子，それにイオンがどのように分布しているかを明らかにした。  

（2）励起用レーザー光と観測用光軸とが，lCP光源中の1点で直交するようにするために，  

ノギス付きハイトゲージを二つ試作して′1CP光源の前後に設置した。  

（3）ICP光源全体を精密可動台に乗せ，プラズマの任意の位置をレーザー照射できるよう  

にした。  

〔発 表〕c－30，31，（∵37，38   

研究課題 ‖）環境中の発ガン性有機物の分析法に関する研究  

【担当者〕森田昌敏・安原昭夫  
〔期 間〕54－61年度  

〔内 容〕ベンチオカープの塩素化物として，クロロ安息香酸，クロロベンズアルデヒド，ク  

ロロベンジルアルコールの分析法を検討した。電子補獲型検出器付ガスクロマトグラフ及びガ  

スタロマトグラフ質量分析計を用いて，水中の1pptの存在の検出，定量が可能であった。   

研究課題12）原子スペクトル分光法等の機器分析を用いた生体中の微量元素の分析法に関す  

る研究  
〔担当者〕森田昌敏・岡本研作・佐竹研一・植弘崇嗣・柴田康行  

〔期 間〕57－66年度  
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〔内 容〕ICP発光分析法を用いて，毛髪中の金の定量法を検討した。また水素化物導入／軸  

方向観測型ICP発光分析法を用いて，Geの高感度分析法を確立した。真空紫外1CP発光分光  

法は，真空型分光器とインターフェイスの接続を得て装置のセットアップが完了した。ICP発  

光分光法を用いた多元素同時分析により，人毛髪，血液，骨等の人体試料や犬，ハト コケ等  

の指標生物，更には食品類中の微量元素濃度のデータが蓄積しつつある。セレンの蛍光光度法  

の高感度化を推進するため，試料の分解容器の材質に関する検討を行った。熟電離質量分析法  

によるPbの同位体比データの蓄積を行った。  

〔発 表〕c－37，C－44，45  

研究課題13）生体中に含まれる元素の化学形態に関する研究  

〔担当者〕森田昌敏・岡本研作・佐竹研一・植弘崇嗣・柴田康行  

〔期 間〕57－66年度  

〔内 容〕各種クロマトグラフィと原子スペクトル分光法を組み合わせたハイブリッド法の開  

発と応用を進めている。HPLC－1CP法では，海産生物中のヒ素の化学形態を，HPLC一長光路原  

子吸光法では，有機スズ化合物を，GC－1CP法では有機水銀の超微量分析を可能とした。また  

NMRを用いて，海藻類（コンプ，ヒジキ，ワカメ，アサクサノリ，モズク）についてヒ素の化  

学形態の解明が進んでいる。セレンの形態別分析のためのオートアナリシスシステムについて  

検討を加えた。銅を多量に含むコケ（Scope】ophilacataractae）中の銅の量と細胞内分布をICP  

及びTEMXMAにより検討し，乾重量当たり1～3％の銅が主に細胞壁に蓄積していることを  

明らかとした。  

〔発 表〕c－14，C－18，25，45  

研究課題14）生体に関連する悪臭成分の分析化学的研究  

〔担当者〕安原昭夫  

【期 間〕59－63年度  

〔内 容〕（1）低級脂肪酸をベンジルエステルにして，GC／MSで分析する方法を検討し，各  

種の試料に応用した。豚糞と鶏糞では各脂肪酸の含有比率に大きな差がみられた。また，生ご  

みから悪臭中に，多量の酢酸が検出された。  

（2）笹の根を乾留して得られた溜出液を材料にして，こげ臭に寄与している化合物の同定  

を試みた。抽出物を酸性部と中性・塩基性部に分け，GC／MSで分析した。酸性部から71成分を，  

中性・酸基性部から123成分を同定した。不飽和カルポニル化合物，含窒素複素環化合軌フェ  

ノール類が主要な臭気成分のグループであった。  

〔発 表〕C－38－40，C－48，49  

研究課題15）環境中の塩化ダイオキシンの分析法に関する研究  

〔担当者〕森田昌敏・安原昭夫  

〔期 間〕59－61年度  

〔内 容〕2，3，7，8四塩化ジベンゾジオキシンの分析法を，ハト等の生物試料や，人母乳  

試料について検討した。クリンアップ法として，ゲルろ過型高速液体クロマトグラフ法の有効  

性を認め，これを他のクロマトグラフ法と組み合わせることにより，1pptの検出限界を得た。  

分析精度には若干の問題が残っており，今後の課題と思われる。  
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研究課眉16）表面分新法の環境試料への応用  

〔担当者〕相馬光之・瀬山春彦  

〔期 間〕60－63年度  

〔内 容）x棟光電子分光法（XPS），二次イオン質量分析法（SIMS）などの表面分析法を環境  

試料に応用して，得られる情報，測定上の問題点などの解明を掛ナている。本年匿は，都市ご  

み焼却炉の，焼却残灰，電気集じん器灰（EP灰）の表面組成の予備的分析をⅩPSによって行っ  

た。Na，K，Mg，Ca，Si，Alなどの主成分元素のほか，Zn，Cu，Sn，Pbなどの重金属元素，  

Cl，Sなど陰イオンとして存在する元素など，重要な元素の定性が容易にできる点でXPSが  

優れていることが明らかになった。Cdも汚染に関連して重要な元素であるが，焼却灰に含ま  

れている濃度レベルでは，測定が困難であった。上にあげた重金属類は焼却灰，特にEP灰の  

粒子では，表面に著しく濃縮していることも明らかにすることができた。また鉛を濃縮する寿  

苔類チャッボミゴケ中の鉛のⅩPSによる状態分析，フッ素イオン選択性電極の表面分析を引  

き続き行い，それぞれ有用な知見を得た。  

〔発 表）c－18，C－2g  

研究課題17）底質、土壌中の元素の状態分備に関する研究  

〔担当者〕瀬山春彦・田中 敦・相馬光之  

〔期 間〕59～62年度  

〔内 容〕鉱物等の底質や土壌を構成する粒子中の元素の存在状態（分布，結合状態等）とその  

変化についてⅩ線光電子分光法（ⅩPS）を主な測定手段として調べている。本年度はFe2pスペ  

クトル測定から鉱物中の鉄の状態分析にXPSが有効であることが分かった。また，カンラン  

石を用いて鉱物の化学的風化による表面変化について予備的実験を行い，同じ鉱物でも元素組  

成により表面変化の様子が異なることが明らかとなった。更に，実際の底質試料のⅩPS，元  

素分析，Ⅹ線マイクロアナライザーを組み合わせた分析からは底質粒子中の元素分布やその状  

態に関する知見が得られることが分かった。  

【発 表〕c－16，17  

研究課題18）底質土壌中の有機化合物の存在状態及び化学変化に関する研究  

〔担当者〕相馬悠子・相馬光之・田中 敦  

〔期 間〕59－63年度  

〔内 容〕前年度に引き続き，層状粘土鉱物モンモリロナイトの層間にFe（Ⅲ）やCu（Ⅱ）イオ  

ンが存在する時，吸着した芳香族化合物に起こる反応について調べた。ベンジジンは水中でも  

モンモリロナイト存在下で容易に陽イオンラジカルを生成し，粘土層間に安定に存在し，また  

強酸性ではジカチオンまで進むことを確かめた。アニリンでは遷移金属イオン交換モンモリロ  

ナイト存在下で，ベンジジンカチオンやポリアニリンを生成するのが見られた。   

モンモリロナイト層間で生成される芳香族化合物イオンの物性や構造を詳しく調べる例とし  

てテトラチアフルバレン（TTF）を取り上げ，その吸着量と層間イオンの交換量又は還元量との  

関係，吸収スペクトルから層間のTTF陽イオン集合体生成を調べた。また粉末X繰回折線の  

強度測定より，一次元構造解析を試み，層間TTF陽イオンの配列状態を明らかにした。  

〔発 表〕c－19，20，C－27，29，30  
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研究課題19）大気中のガス状汚染物質の測定法に陶する研究  

〔担当者〕溝口次夫・功刀正行・植弘澄子  

〔期 間〕55－63年度  

〔内 容〕本年度はガス状成分の自動測定法及び簡易測定法についてそれぞれ次の研究を行っ  

た。  

（1）自動測定機のうち，紫外線吸収方式オゾン計の気温及び気圧の影響を実験的に検討し  

た。  

（2）強制通風式シェルターを用いたトリエタノールアミンろ紙による環境中のSO2，NO2  

の同時測定の有用性を検討するため，汚染地域及び非汚染地域において，自動測定機との並行  

測定を行った。  

（3）発生源でのSO2，NOェ及びHClの簡易測定法として，ガス検知管法の検討を行った。  

〔発 表〕c－23，C－40，d－95  

研究課題 20）大気中の浮遊粒子状物質の測定法に関する研究  

〔担当者）溝口次夫・功刀正行・西ノり雅高・柴田恵子・土井妙子＊（＊技術部）  

〔期 間〕55－63年度  

〔内 容〕本年度は昨年度に引き続き都市大気中の浮遊粒子状物質及びディーゼル排出粒子中  

の炭素成分の分析法を検討した。仝炭素のうち，元素状炭素と有機系炭素の分別方法として，  

昨年度の予備実験の結果に基づき，次の3通りの方法に限定して実験を行った。  

1）不活性ガス（N2，He）雰囲気中6008cでの熱分離   

2）活性ガス（空気，打e－02，N2－02）雰囲気中3500cでの熱分離   

3）溶媒抽出（C6H。／C2H50H，CHCl3／C2H50H）後，不活性ガス雰囲気中6000cでの熱分離   

また，浮遊粒子状物質中の成分分析法として，蛍光Ⅹ線分析法の検討を行った。  

【発 表〕c－22，32，33，卜14，C－12，16，23  

研究課題 21）マススペクトルの解析手法に関する研究  

〔担当者〕溝口次夫・伊藤裕康・安原昭夫・新藤純子＊（＊環境情報部）  

〔期 間〕58－62年度  

〔内 容〕本年度は本研究で開発したGC／MSスペクトル検索システム（NIES－MSLSシステ  

ム）を他機関の研究者等の利用を可能とするために次の研究を行った。  

（1）本検索システムの精度を向上させるために，大気，れ 底質中の各種の実サンプルか  

ら得られた未知のマススペクトルから物質を同定するための検索を行い，その結果に基づいて，  

プリサーチの修正を行った。  

（2）約4万スペクトルを有するNIH／EPA／MSDCマススペクトルデータベースの特性分類  

を行った。  

（3）独自のマススペクトルリファレンスデータベースを構築するために，標品からマスス  

ペクトルの作成を行った。  

〔発 表〕c－46，47  
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研究課題 22）環境標準試料の作製と評価に関する研究  

〔担当者〕岡本研作・森田昌敏・植弘崇嗣・柴田康行  

〔期 間〕53－62年度  

〔内 容〕（1）国立公害研究所標準試料NIESNo．8「自動車排出粒子」について，保証債及  

び参考値を決定した。保証値を定めた元素はCa，Al，Na，K，Zn，Mg，Pb，Sr，Cu，Cr，Ni，  
V，Sb，Co，As，Cdの16元素，参考値を定めた元素はP，Br，Mo，Rb，Ce，Se，La，Sc，Th，  
Cs，Ag，Sm，Eu，Luの14元素である。  

（2）NIESNo．9「ホンダワラ」については，国内の18機関に分析を依頼し，国立公害研究  

所の分析値と合わせて保証借を決定するためのデータを得た。  
（3）NIES標準試料No．10「玄米粉末」の調製を行った。Cd濃度の異なる3種類の玄米を  

用い，粉砕後，均質化し，3種類とも1000本のビンに60gずつ充てんした。酸分解一原子吸  

光法により試料の均質性をチェックしたところ，3種類の試料ともに標準試料として十分に均  

質なことが判明した。  
〔発 表〕c－6－9，C－10，11  

研究漂偏 23）化学環境（ケモスフェア）の監視システムとそのハイテク産業公舎等への応用  

〔担当者〕安部喜也・藤井敏博・横内陽子・向井人史・大槻 晃・河合崇欣・古田直紀・白石  
寛明・野尻幸宏・森田昌敏・安原昭夫・植弘崇嗣・柴田康行・相馬光之・相馬悠  
子・瀬山春彦・田中 敦・溝口次夫・西岡秀三■・中杉修身＊・高橋 弘…・高橋  

憤司＊＊・清水 明日（＊総合解析部，…技術部）  

〔期 間〕60”61年度  

〔内 容〕化学物質の監視のシステムを構築するための研究のあり方に関しての研究であり，  

ハイテク産業公害の可能性，環境中に出現する新規汚染物質等について検討した。また，膨大  

な数の化学物質を取り扱う情報システムのあり丸運命予測やリスク評価手法等についての研  
究のあり九更には汚染が広がりをみせている有機スズの現状等について検討を行った。   

研究課題 24）塩素化多碩芳香族化合物の生成機構及び生体影響に関する基礎的研究  

〔担当者〕白石寛明・大槻 晃・森田昌敏・安原昭夫・相馬悠子・伊藤裕康・米本純三＊・白  

石不二雄＊・三浦 卓＊・高橋勇二＊・小林隆弘＊・遠山千春＊＊・鈴木和夫＊＊・平野  

婚史郎＊＊・松本 理＊＊・安藤 満＝・太田庸起子＝・安野正之＊…・畠山成  
久＊＊＊・宮下 衛叫＊・ 高橋 弘＊＊＝・高橋慎司＊＊＊＊（＊環境生理部，…環境保健  

部，＊＊＊生物環境部，＊＊＝技術部）  

〔期 間〕60－61年度  

〔内 容〕水中の天然洛存有機物と塩素の反応，焼却過程における生乳固体表面における塩  

化フェノールの反応等による生成機構及び培養胎仔への影響，SCE試晩AHH誘導，細胞増  

殖への影響，代軋変異原性括性等からみた塩化ジペンゾフランの毒性の検討及びタマミジン  

コとグッピーを用いた急性の生態毒性に関する知見を得た。  
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2．2．4 大 気 環 境 部   

〔研究概要〕大気環境部で関与している特別研究のうち，大気化学研究室，エアロゾル研究室  

が主として担当している「光化学汚染大気中における有機エアロゾルに関する研究」が最終年  

度を迎え，大気物理研究室が参加している「遠隔計測による環境動態の評価手法に関する研究」  

が3年日の研究に移行している。また新たな特別研究「雲物理過程を伴う列島規模大気汚染に  

関する研究」が本年度から発足し，他の研究部と共に大気環境計画研究室が主として担当し，  

研究が開始された。   

経常研究では実験室的研究を中心に以下の22課題について研究が行われた。   

大気物理研究室では，レーザーレーダーを用いた成層圏・対流圏エアロゾルの鉛直分布の測  

定，アダマール変換分光法による光計測手法の研究，擬似ランダム変調CWライダーの開発等，  

レーザーレーダー技術の開発と応用に関する研究を引き続き進めた他，地球規模・大陸間規模  

での物質輸送過程を明らかにするための流跡線解析用プログラムの開発を行った。   

大気化学研究室では，分光学的方法による気相反応の研究，光イオン化質量分析計による水，  

アルコール，シクロヘキサン等のクラスター分子の生成とクラスター内反応の研究，低温酸素  

マトリックス中の有機化合物の光酸化反応等，大気中の均一・不均一反応にかかわる基礎的研  

究が行われた。   

大気環境計画研究室では，空気の流れと乱流構鼠拡散機構に関する研究を室内実験，野外  

観測，理論の三つの面から引き続き実施し，バースティング現象を伴う流れの空間的な構造と  

その時間変化等を明らかにした。また対流圏における大気汚染現象のモデル化に関する研究を  

引き続き行った。   

エアロゾル研究室では，エアロゾル核の構造と安定性に関する基礎的研究をAr，CO2，N2  

等の二成分分子会合体をモデルとして行った他，エアロゾル表面上におけるNOェ，SO∫の酸化  

反応の研究，雨水・霧水中のカルポン酸の分析手法の開発等を行った。  

研究課題1）成層圏エアロゾル屑の動態に関する研究  

〔担当者】林田佐智子・清水 浩・笹野泰弘・中根英昭・竹内延夫・飯倉善和＊（＊総合解析  

部）  

〔期 間〕61－63年度  

〔内 容〕大型レーザーレーダーを用いて，成層圏エアロゾルの鉛直分布を定常的に観測し，  

火山活動に伴うとみられるかく乱を，前年度に引き続き観測した。また，季節によって，鉛直  

プロファイルが特徴的に変化することが分かった。  

〔発 表〕B－8   

研究課題 2）地球気象データの解析に基づく地球規模の物質輸送に関する研究  

〔担当者〕林田佐智子・笹野泰弘  

〔期 間〕61～63年度  

〔内 容〕地球規模，大陸間規模での物質輸送過程を明らかにするために，流跡線解析用のプ  

ログラムを開発した。これを用いて，流跡線解析を黄砂現象に適用して行い，1986年3月に，  

レーザーレーダーで観測された黄砂の発生源を推定できた。  
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〔発 表〕d－39  

研究課題 3）大気汚染物質の分光特性に掬する研究  

〔担当者〕杉本伸夫・中根英昭・清水 浩・竹内延夫  

〔期 間〕58～62年度  

〔内 容】光吸収法を用いた大気中微量分子の計測法を開発するための基礎研究として，可視  

領域において，発光ダイオードを光源とするアダマール変換分光法の実験を行った。これによ  

りアダマール変換法を用いることにより測定精度が改善されることを確かめた。またこの方法  

を用いた可視一近赤外領域における微量分子の測定の理論的評価を行った。また，レーザーを  

光源とした計測手法に，アダマール変換光学を有効に応用することを検討し，静止衛星を利用  

した大気環境監視システムの提案を行った。   

この他に，大気光学モデル（AFGLモデル）を用いてH20及びCH。の分光計測における測定  

精度の検討を行った。  

〔発 表〕D34，36，39，d－49，50，52，61，62  

研究課題 4）エアロゾルによる大気の光学的厚さの季節変動に関する研究  

〔担当者〕笹野泰弘・林田佐智子・中根英昭  

〔期 間〕59－61年度  

〔内 容〕大気中のエアロゾル量の増減は大気の光学的厚さを変化させ，太陽放射，地球の熟  

放射のエネルギーバランスを支配するため，長期的な地球の熱環境の動向に影響を与える。し  

たがって，エアロゾル量あるいは光学的厚さの変化を把握することが極めて重要であり，本研  

究では大型レーザーレーダーを用いてエアロゾル量の鉛直分布の季節変動を求め，長期的な変  

化を把握するための基礎資料を得ることを目的とした。このため，59年度は高精度でのデータ  

収集のための2チャンネル方式を開発し，データの収集を開始した。59年度，60年度，61年度  

の3か年に，延べ600以上のエアロゾル鉛直分布データを収集し，61年度には，これらのデー  

タを統一的に処理した。  

〔発 表〕D－27，29，d－40，41  

研究課題 5）擬似ランダム変調CWライダーの開発と応用  

〔担当者〕竹内延夫  

〔期 間〕59～62年度  

〔内 容〕雑音除去と測定精度の向上に関してはアンプの非線形性を軽減し，バンド幅3Åの  
干渉フィルタを使用して背景光雑音を抑え，サンプリング時間内に計数される光子パルス敷か  

ら理論的SN比を求め，実測値とほぼよい一致を得た。2号機（改良機）の動作試験に関しては  

レーザー動作温度の変動を1／1000c以下に安定化し，昼間のエアロゾル分布の測定が可能と  

なった。また，1号機を用いて，ヒートアイランド形成時の大気境界層構造（大型ライダー‘と  

同時観測），空港における視程の透過率計との比較観測，基幹道路やトンネル内における自動  

車排ガス拡散などのフィールド観測を行った。2号機の完成によって，昼間のエアロゾル分布  

の測定や掃引測定が可能となり，排煙断面の観潮など観測対象も拡がった。今後，フィールド  

測定への実用化と同時に，測定精度の向上や定量的な測定のために信号強度の校正法の確立が  

必要である。  
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〔発 表〕D－38，42，d－54－60，63，64   

研究課題 6）レーザーレーダー用大口径受信鏡の開発  

〔担当者〕清水 浩・松井一郎＊（＊技術部）  

〔期 間〕61－63年度  

（内 容〕従来，レーザーレーダーに使われていた受信望遠鏡は材質が金属又はガラスであっ  

た。このような大口径の受信鏡は，非常に高価になり，かつ，重量もかなりのものになる。こ  

の間題を解決するためThinfilmparaboloid（TFP）と名付ける新しい方式を考案した。この方  

式によれば，受信鏡が安価に製作可能で，しかも，軽量化できるという特徴を有している。受  

信鏡に使われる材料としてはアルミニウム蒸着を施したポリエステルフィルムを用いた。この  

材料を用いて，90cmの口径の反射鏡を作成し，レーザーレーダー用受信鏡としての性能を詳  

細に調べた。さらに大口径のものを作成するため，2m幅の材料を入手し，これを用いて受信  

鏡の製作を行った。  

〔発 表〕D－32，d－47，48  

研究課題 7）光イオン化質量分析計によるクラスター分子の研究  

〔担当者】鷲田仲明・篠原久典＊（＊客員研究員）  

〔期 間〕60－65年度  

〔内 容〕大気中でのエアロゾル生成や気相反応と液相のイオン反応との接点を探る目的で，  

ノズル噴射法と光イオン化質量分析法を組み合わせ，気体からのクラスターの生成と，そのイ  

オン化過程，さらにはクラスター分子内イオン反応に焦点を絞って研究を行った。   

本年度は（1）水，メタノール，エタノール，ギ酸，酢軌 アミン類について，クラスター  

生成と，分子内プロトン移動反応の研究（2）シクロヘキサンとアセチレンやエチレンの混  

合系でのクラスター分子内イオン反応が研究され，クラスター内でのイオン一分子反応につい  

て多くの知見が得られた。  

〔発 表〕D61，d－111，112，114  

研究課題 8）分光学的方法による気相反応の研究  

〔担当者）井上 元・鈴木 睦  

〔期 間〕55－65年度  

〔内 容〕（1）粒子による光散乱の強い条件下でも，ゲート付きのチャンネルプレート型の  

光電子増倍管を使うことにより，レーザー蛍光の測定が可能となった。また，定常的発光のあ  

る条件下でも，微量成分が効率良く測定できた。  

（2）レーザー多光子イオン化法とTOF質量分析器の組み合わせにより，光分解による分解  

生成物の角度分布を測定した。CH30NOは分子面に垂直な遷移により光分解し，また，二光  

子励起は分子面内で起こることが明らかとなった。  

〔発 表〕K－49，d－7，8  

研究課題 9）成層圏に関係した化学反応の研究  

〔担当者〕鷲田仲明・井上 元・坂東 博  

〔期 間〕56－63年慶  
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〔内 容〕成層圏で起こり得る化学反応をより明確かつ正確に理解する目的で光化学反応・素  

反応研究を行った。  

（1）成層圏において重要となる分子の光分解過程・硫黄化合物のエアロゾル生成反応・大  

気中ラジカルの計測法についてこれまでのデータを再評価し，各種反応の重要性の検討を行っ  

た。  

（2）大気中ラジカルの消滅反応として，本年度はHO2ラジカル系について研究を行った。  

〔発 表〕K－45，46，49，d－89，90   

研究課題10）大気化学反応への超微粒子の影響についての基礎的研究  

〔担当者〕酒巻史郎・秋元 肇  

【期 間）59－62年度  

〔内 容〕金属微粒子の大気化学反応への影響を解明することを目的として，種々の金属微粒  

子の発生条件について検討し，粒径が0．1／Jm以下の単分散状態微小粒子を102－106個／cm3  

の濃度で安定的に発生できるようにした。またこの発生微粒子と大気汚染微量成分ガスとの不  

均一反応過程について検討した。  

研究課題 ‖）低温マトリックス法による化学反応の研究  

【担当者〕橋本 訓・坂東 博・秋元 肇  

〔期 間〕60～63年度  

〔内 容〕（1）前年度に概要を明らかにしたオレフィン類の低温酸素マトリックス中におけ  

る光酸化反応について，特にCO2の生成機備に関連してより詳細な解析を行い，不均一系で  

の光反応との対比を行った。  

（2）ケテン及びそのメチル置換体の酸素マトリックス中における光化学反応について検討  

した。主な反応経路は，光励起によって生ずる酸素－ケテン分子の電荷移動状態から酸素分子  

の付加，さらに二重結合の酸化的閑裂であり，オレフィン類の光反応とほぼ同様であることが  

分かった。  

〔発 表】d－2，72－75  

研究課題12）気相分子及びラジカルの表面沈着（CVD）に関する研究  

〔担当者）鷲酎申明・井上 元  

〔期 間〕60～61年慶  

（内 容〕分子やラジカルの消滅過程として重要な表面沈着現象を解明する目的で，ケイ素系  

分子をモデル分子として，それらの分子ヤラジカルの物理化学的性質を明らかにすることを中  

心に研究を行った。得られた成果は以下である。  

（1）ケイ素系分子の真空紫外部吸収スペクトル，主に電子技術総合研究所のシンクロトロ  

ン放射光を用いて研究を行った。  

（2）siFzやSiC】z等のフリーラジ カルのレーザー蛍光スペクトルによる検札 反応，基底  

及び励起状態の分光定数の決定がなされた。  

〔発 表〕D－62，d－53，110  
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研究課臨13）温度成層化した乱流の構造と拡散横領に関する研究  

〔担当者〕植田洋匡㌧小森 悟・言寄 武・光本茂記・鵜野伊津志・若松伸司・上原 清＊  

（事技術部）  

〔期 間〕61～65年度  

〔内 容〕浮力は大気中の乱流構造，拡散機構に支配的な役割を果たす。この浮力効果は接地  

気層（地上から高度数10m程度までの気層）とその上空では本質的に異なること，運動量，熱  

物質の拡散においてそれぞれ異なること，水平方向（流れ方向，スパン方向）と鉛直方向では全  

くことなることを見いだし，これらについて室内実験，野外観測，理論の三つの面から一連の  

基礎研究を実施してきた。本年度は接地気層での乱流の生成機構（バースティング現象）に関す  

る実験的な研究を行い，バースティング現象を伴う流れの空間的な構造とその時間変化（乱流  

の組織構造）を明らかにし，乱流の生成メカニズムを検討した。さらに，建物などによる乱流  

生成のある場合についての成層乱流の理論を確立した。  

〔発 表〕D－12，d10，15  

研究課題14）都市域大気中の乱流構造と拡散横構に関する研究  

〔担当者〕鵜野伊津志・若松伸司・植田洋匡  

〔期 間）61－65年度  

〔内 容〕札幌市における都市境界層と都市型大気汚染の野外観測データを用いて，都市境界  

層内の気象要素，特に乱流統計量の鉛直分布を解析し，都市境界層の形成メカニズムを検討し  

た。その結果，夜間都市境界層の形成と都市の高温化には，人工排熱による寄与は小さく，む  

しろ建物によって生ずる乱流が上空からの熱のエントレインメントが原因であることを明らか  

にし，数値実験によりこれを裏付けた。また，数値シミュレーションにより夜間の都市域での  

汚染物質の拡散過程の検討を行った。  

〔発 表〕D22，23，58”60，d－25－30  

研究課題15）気液界面の乱流構造と壁面乱流の発生磯構に関する研究  

〔担当者〕植田洋匡・小森 倍  

〔期 間〕53－62年度  

〔内 容〕本研究は，気圏・水圏聞の界面を通しての大気汚染質・熟などの移動過程と，それ  

を支配する界面での表面更新乱流渦の挙動を明らかにすることを目的とする。本年度は，開水  

路内の空間上の2点（水路底面，気液界面の近傍）で流速及びトレーサー濃度の同時測定を行っ  

た。その結果，界面での移動過程を支配する表面更新乱流渦は水路底面でバースティング現象  

で生成された大規模な乱流渦と一対一の対応があり，これが界面まで拡散してきて表面を更新  

することを示した。  

〔発 表〕d－34   

研究課題16）粘性流体中の微小粒子の運動  

〔担当者〕官等 武  

〔期 間〕58～62年度  

〔内 容〕平板面に開けられた円孔近傍を単一微小粒子が運動する場合の流れを用いて，多粒  

子の浸透現象をシミュレートした。また，多粒子系に対する境界壁効果を評価する統計的手法  
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を開発した。さらに，曲面境界壁近傍における粒子運動に対する曲率の影響を解析した。  

〔発 表〕D－52，53  

研究課題17）対流圏における大気汚染現象のモデル化に関する研究  

（担当者〕若松伸司・鵜野伊津志・植田洋匡・秋元 肇  

〔期 間〕61－65年皮  

〔内 容〕三次元風系推定モデル，輸送拡散モデル，ガス相反応モデルを結合して光化学大気  

汚染予測モデルを完成させ，これを東京首都圏地域に適用した。光化学オキシダント濃度につ  

いては，予測結果は大気汚染常時監視局の測定値と良い一致を示し，本モデルの実用性が検証  

できた。  

〔発 表〕D－21  

研究課題 柑）エアロゾル核の構造と安定性に関する研究  

〔担当者〕尾崎 裕・福山 力・村野健太郎・泉 克幸  

〔期 間〕58－62年度  

〔内 容〕ArとCO2及びArとNzの二成分分子会合体を，（1）これらの混合ガスを真空毎  

に噴出する方法，（2）Ar会合体（Ar。）のビームをガスセルに導いてCO2又はN2と交換反応  

させる方法，の二法によって生成し，得られた質量スペクトルを比較した。その結果，（2）の  

方法で推定されるArn＋N2とAr。＋CO2の交換反応断面積はそれほど大きく異ならないのに，  

（1）の方法を用いた場合ArnCO2の方がAr。Nzよりもはるかに生成しやすいことが分かった。  

このことから二成分分子会合体がArと衝突するとき，会合体中のN2分子はCO2分子よりも  

10倍程匿大きな脱維の連隊定数を持つことが結論された。  

〔発 表〕d－32  

研究課題】9）エアロゾル粒子表面上におけるNO∫、SOJの酸化反応の研究  

〔担当者〕内山政弘・泉 克幸・村野健太郎・福山 力・水落元之＊（＊技術部）  

〔期 間〕59～61年皮  

〔内 容〕通常の流通型反応装置を使用し，湿度＞98％，流量500m′／min，室温にて02によ  

るSO2の酸化反応を調べた。粒子状物質として用いた酸化物はゼオライト（YH型ゼオライト  

（Ⅰ），H型（Ⅱ）及びNa型（Ⅲ）モルデナイト），高純度A1203（Ⅳ）及びNaAlO2を出発物質とす  

るA120。（Ⅴ）である。これらのうち反応に対する活性が認められたのは（1），Ⅷ），（Ⅴ）で（n）  

と（Ⅳ）は全く活性を示さなかった。蒸留水抽出液中のイオン濃度比SO。2／SO。2▼及び仝生成  

量SO32＋SO。2」には顕著な湿度依存性が見られた。また湿度が高いほどS（Ⅳ）からS（Ⅳ）へ  

の酸化は速かった。川）及び（Ⅵ）が活性を示さないことと高湿皮で酸化が顕著であることは，  

反応が触媒的というよりは表面液層でのSO2と酸化物中のNa20等との酸塩基反応に近いこと  

を示唆するが，モルデナイトのNa濃度の序列と活性の序列とは一致しなかった。  

〔発 表〕D－20  

研究課題 20）粉じん飛散現象に関する基礎的研究  

〔担当者〕金谷 健・福山 力・植田洋匡・上原 酒＊（＊技術部）  

〔期 間〕59－63年慶  
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〔内 容〕粉じん飛散現象の研究は，土壌の風食や砂じんの舞い上がり等に起因する視程の減  

少・気象への影響・地力の低下などに関連して重要である。そこで本研究では飛散現象の機構  
の理解を進めるために，籾じん粒子と気流との相互作用をエアロゾル風洞等を用いて調べるこ  

とを昌的としている。本年度は，粒子層の充てん率が高いほど・一次粒径が小さいほど飛散開  

始風速が大きいこと，及び飛散粒径の一次粒径に対する比率は粒子層充てん率が低いほど大き  

いことなどの知見を得た。  

〔発 表〕K－42，D－26  

研究課題 21）大気エアロゾル、雨水及び霧水中のカルポン酸の分析  

〔担当者〕村野健太郎・泉 克幸・内山政弘・福山 力・水落元之■（＊技術部）  

〔期 間〕61－64年度  

〔内 容〕イオン排除クロマトグラフィーによるカルポン酸の分析方法を検討し次の結果を得  

た。溶離液濃度としてはオクタンスルホン酸0．135mMが最適であること，また通常の雨・霧  

水でみられるpH＞3という条件下では解離度は変化せず応答はpHに依存しないことが分  

か？た。検出下限濃度はギ酸，酢酸に対してそれぞれ70，220／′g／Jであった。筑波においては  

上記2成分はエアロゾル相ではなくガス相に存在していた。  

〔発 表〕D－54，55  

研究課題 22）自動車走行に伴って生じる粒子状物層汚染の予測に関する研究  

【担当者〕金谷 健・福山 力・安藤 満＊・田村憲治＊（＊環境保健部）  

〔期 間〕61－70年度  

（内 容〕沿道地域の粒子状物質汚染を精度よく予測するためには，自動車の走行に伴う粒子  

状物質汚染の発生や拡散に関する基礎データの収集・実測・解析が必要である。本年度は，走  

行巻き上げ粉じんに関する基礎的知見を得るため，土木研究所の試験走路にて走行風実測調査  

を行った。走行風測定は，路面に固定した熱線風速計プローブ上を時速40，60，80kmで自  

動車を走行通過させて実施した。その結果，自動車が走り去る時の後流渦が粉じん巻き上げを  

支配することを示唆するデータが得られた。ただし，巻き上げ量との定量的な関連に結びつけ  

るには至らなかった。  
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2．2．5 水質土壌環境部   

〔研究概要〕研究課題数20は，前年度終了3，新規5，継続15による。アクアトロン，土壌ト  

ロン，霞ケ浦臨澗実験施設等の大型施設が利用されたほか，当部では湖沼，河川，海域，林地，  

農用地，地盤沈下地帯の現地調査や採取資料に基づく研究が多い。   

水域環境保全に関しては，全国数十湖沼を対象とした内部生産CODの予測モデルを確立，  

湯ノ湖では生態モデルによる底泥の影響評価を検討，霞ヶ浦の高分子溶存有機物の存在と分解  

特性の検討，その他ダム湖，汽水軌 河川水の影響を受ける内湾について，植物プランクトン  

種や流動特性が検討された。また新たに，埋立て地からの浸出水の水質測定により土中水への  

影響が調べられた。   

水あるいは土壌に関係する微生物，あるいは小動物の研究は，当部の重要な課題である。放  

線菌の生成するカビ臭物質の分析法確立，p－タロロビフユニルの塩素離脱細菌の分離，非伝  

達性プラスミドの他の細菌へ伝播する可能性の検討は，今後の環境改善に役立つ一方，新たな  

環境汚染に対する苦告も含んでいる。これに加え，汚水，汚泥の浄化に関する輪虫類，貧毛類  

の働きを利用した栄養塩や難分解性CODの効率分解手法の開発も含め，この分野のバイオテ  

クノロジーを活用した一連の成果と言える。この水処理に関しては，純有機物のTODとエク  

セルギーと間に高い相関がみられることから，熱力学的指標を関連づけた支援研究もなされた。   

湖沼に水の華を起こすアオコには，毒性を有する種が存在することは既に知られているが，  

この種を無菌化し，大量培養することによって，毒性物質を抽出し，毒性の強さや同定につい  

て研究が進められた。また動物プランクトンに対する影響と，ワムシ等との共存場で無毒作用  

が見いだされるなど，アオコを分解させる生物膜処理に重要な水質改善の可能性のあることが  

示唆された。   

土壌，底泥の無機汚染物質の動態解析として，湖沼底質及びその流域から採取した試料が用  

いられた。大型ライシメータを用いた下水汚泥中の各元素の長期動態，土壌の物質代謝桟能に  

係る有機物分解等についても基礎的研究が進められた。地盤沈下に関しても，消雪用地下水揚  

水地帯や内陸盆地を対象に，現地調査及びその試料を用いた研究で成果を上げた。   

なお，霞ヶ浦臨湖実験施設は，当部だけでなく計測技術部，生物環境部，技術部の一部が経  

常研究を行う場でもある。そこでの研究成果は年一回研究発表会で議論され，その内容は印刷  

物で刊行される。  

研究潔眉1）湖沼の水質管理に関する基礎的研究  

【担当者〕須藤隆一・矢木修身・稲森悠平・内山裕夫・細見正明・稲葉一穂・冨岡典子・田井  

慎吾＊・松重一夫＊＊・土屋重和＊＊（＊臨湖実験施設，＝技術部）  

〔期 間〕60－69年度  

〔内 容〕（1）湯ノ湖における水質生態系モデルを開発し，リン負荷削減並びに底泥対策の  

水質改善効果について検討した。  

（2）放線菌の生成するカビ臭物質のヘッドスペース・ガスクロマト分析法を確立した。  

Sけ坤叫yesA株は，156〃g／上の2－methylisoborned及び56′上gハのgeosminを生成した0  

（3）汚濁湖水の中の〃膵γ∝ツざ如からなるアオコの分解に対して微小動物の役割が極めて大  

きいことが明らかにされた。  
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〔発 表〕E－56－60，68～72，e－30，76－81，87，89，91  

研究課題 2）バイオテクノロジーを活用した汚水及び汚泥処理に関する研究  

（担当者〕須藤隆一・矢木修身・稲森悠平・内山裕夫・細見正明・稲葉一穂・冨岡典子  

〔期 間〕60－69年度  

〔内 容〕微生物の大量培養や固定化などのバイオテクノロジーの技術を活用して汚水及び汚  

泥中の栄養塩類，有機化合物を生物学的に効率よく分解及び有用物質として匝川又する手法の検  

討を行った。汚水及び汚泥処理に対してはワムシ類Pんiわdi”α風貧毛類のAgo加のれα属が存  

在すれば水質浄化能が著しく高まり，汚泥の発生量も減少するという重要な知見が得られた。  

また，汚濁湖水及び湖水の生物膜処理施設に出現する微小動物が藻類の分解に効率的に機能し  

ていることが明らかにされた。さらに脱窒条件を組み込んだ反応槽において難分解性CODの  

分解能が顕著に高まるという基礎的知見が得られた。  

〔発 表〕E6－11，21－29，31－34，e－7－15，28，29，31，32，35，37，38－40，  

42  

研究課題 3）陸水環頓に及ぼす合成洗剤の影響に槻する研究  

（担当者〕須藤隆一・矢木修身・稲森悠乎・内山裕夫・細見正明・稲葉一穂・冨岡典子・土屋  

重和＊（＊技術部）  

〔期 間〕60～62年度  

【内 容〕高速液体クロマトグラフィーによる直鎖型アルキルベンゼンスルホン酸（LAS）の成  

分分析について検討した。その結果，アルキル鎖長が10から14までのLASについて7ユニル  

基の結合位置の異なる異性体の同時分別定量が可能であることが分かった。また紫外吸収によ  

り測定の際に妨害となる不純物はLASをメチルイソプチルケトンへ抽出（濃縮）し，これを水  

へ逆抽出する操作により除去できることが分かった。この方法を用いてアシ虎へ流入する生活  

雑排水中のLASを定量し，アシ原内での挙動を考察した。  

〔発 表〕b－2，e－78  

研究課題 4）陸水域における難分解性化合物の生別附こ関する研究  

〔担当者〕須藤隆一・矢木修身・稲森悠平・内山裕夫・稲葉一穂・冨岡典子・松垂一夫＊・土  

屋重和＊（＊技術部）  

〔期 間〕58－62年度  

〔内 容〕pクロロビフユニルを唯一の炭素源として増殖でき，かつ塩素の離脱能を有する  

Y－2，Y5の2株の細菌を分離した。いずれの株もグラム陰性の短梓菌でベン毛を有していた。  

Y－5株は糖に対する資化能が弱く，グルコース，グリセリンを資化できなかった。Y5株は，  

200mgハのp－クロロビフユニルを一週間でほぼ完全に分解した。分解終了時には，理論値の  

ほぼ100％の塩素の離脱が認められることから，本菌はp－クロロビフユニルを完全分解できる  

ものと考えられた。Y－5株は，フェノール，塩素化安息香酸を資化する能力も有していた。  

〔発 表〕E－73，e－88   

研究課題 5）陸水域に及ぼす埋立て処分地浸出液の影響に関する研究  

〔担当者〕須藤隆一・矢木修身・稲森悠平・内山裕夫・細見正明・稲葉一穂・冨岡典子  
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〔期 間〕61－70年度  

〔内 容〕A市埋立て処分地浸出液の水質調査を約10日に1回の頻度で行った。BOD約  

30mg／L，CODlOO～200mg／l，窒素100～200mg／l，リン1－5mg／lの範囲で変動した。一般  

的な生活系排水に比べると，浸出液はBOD／COD比が′トさ〈，窒素／リン比が非常に大きい。  

すなわち，難分解性の有機物や窒素（大半をアンモニア態窒素が占める）が高濃度で含まれてい  

る。浸出液のCOD除去について，オゾンを前処理とした生物処理の効果を検討した。   

研究課題 6）培養微生物の陸水環境における挙動に関する研究  

【担当者〕須藤隆一・矢木修身・稲森悠平・内山裕夫・雷同典子・渡辺 信・服部浩之・広木  

幹也  

〔期 間〕61－65年度  

〔内 容〕他の微生物への自己伝達能欠如のために，組換えDNA実験で安全なべクターとし  

て広く使用されている非伝達性プラスミドの可動化 すなわち他細胞への伝播について検討を  

行った。非伝達性プラスミドpBR322を保有するEⅦ油をプラスミドフリーのE・α前と混合  

培養しても，pBR322の伝達は起きないことを確認した。一九伝達性プラスミドRlOOを保  

有するE・“眉とプラスミドフリーのE・α前とを混合培養すると，RlOOがフリー株に伝達する  

事実を確認した。次いで，非伝達性プラスミドpBR322を保有するE・α満とプラスミドフリー  

のE・。。Ji混合培養系に伝達性プラスミドRlOOを保有するE・COJイを共存させると，RlOOを介  

してpBR322がプラスミドフリーの占・α前に伝達することを認めた。各種伝達性プラスミド  

は，土壌細菌・腸内細菌において多数その存在が認められているので，これを介して，非伝達  

性プラスミドが伝達する可能性があることが示唆された。  

研究課題 7）海域における小規模流動構造による物質輸送の研究  

〔担当者〕渡辺正孝・原島 省  

〔期 間〕60－64年皮  

〔内 容〕内湾城に河川水が流入する場合，海水中に放出された淡水が，海水と混合すること  

でエスチャリー型の鉛直循環流が形成され，内湾と外洋との海水交換の一つの要因となってい  

る。河口部のhydraulicsを表現するための実験系を考案・作製した。淡水を多数の細孔を持  

つ隔壁で区切られた容器を経由させ，内湾密度流実験装置湾奥部に補給する。最後のノズルで  

流れが加速され，しかも実験水路本体の塩水がくさび状にノズルの一部に侵入する。この実験  

系で，内部フルード数がほほ1に等しいような成層噴流が再現され，河口部の境界条件に関し  

て定量的な条件に基づくデータを採取することが可能になった。  

〔発 表〕e－62   

研究課題 8）海域の汚染と植物プランクトン群集の種の多様性に関する研究  

〔担当者〕渡辺 信  

〔期 間〕60－65年度  

〔内 容〕（1）三陸沖より分離・培養した緑色の渦鞭毛藻はクロロフィルα，わを有する徴′ト  

藻類が共生，同化したものであることを明らかとしたが，61年度はホスト例の渦鞭毛藻の外部  

形態，微細構造を詳細に観察し，分類学的検討を行ったところ新属新種と判断することができ  

た。  
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（2）ケイ藻を中心に微細藻類10種についてのクロロフィル組成を高速液クロ，質量分析で  

分析し，クロロフィルα及びぁの酸化物の種類とその発生要因を明らかとすると共に，クロロ  

フィルcの体内での存在状態と新種と思われるクロロフィルc様物質の存在が確認された。  

（3）汽水域の潤沼の同年にわたる調査によって，洞沼は春一秋にかけ淡水が優勢で循環期  

にあり冬季は海水が優勢となって強い塩分成層が発達することが確認された。植物プランクト  

ン組成もそれに順じて変化した。  

〔発 表〕e－92，93  

研究課題 9）ダム湖における物質循環に関する研究  

〔担当者〕渡辺正孝・中村泰男・木幡邦男・原島 省  

〔期 間〕61－65年度  

〔内 容〕托γ混血血仇を主とする淡水赤潮が発生する下久保ダムでは流入河川からの富栄養化  

物質の負荷が物質循環に大きな役割を持っている。特に流入端での複鱒な流動形態，乱流構造  

は流入物質の分布形態並びに藻類種の増殖・集積に大きな影響を与える。一方日周鉛直移動を  

行うβ卯来往打h〝は流入端での流動構造と連動して複雑な個体群変動を示す。   

鞭毛藻の個体群変化と増殖を日周鉛直移動をも考慮した形で記述できる数理モデルを作成し  

た。増殖は細胞内栄養塩濃度に依存し，さらに水温，光により規定される。本モデルにより環  

境因子と鞭毛藻個体群の消長との関係が定量的に明らかになった。  

研究課題10）湖沼におけるC、N及びPの循環に関する研究  

〔担当者〕海老瀬潜一・相崎守弘・福島武彦・天野耕二  

〔期 間〕58－61年度  

〔内 容〕昨年までの調査から，湖内の洛存有機物（DOC）濃度は流入河川水中よりも高く，  

DOCが湖内で大量に生産されていることが明らかとなった。また，分子量100万以上の高分子  

有機物がかなり高い割合で存在していることが明らかにされた。本年度はこのような現象を解  

明するために，DOCの分解特性に閲しで実験を行った。実験には夏期に霞ヶ浦に異常発生し  

たアオコの超音波破砕物を使用した。破砕物はガラスフィルター（GF／F）により溶存物と固形  

物に分離し，さらに限外口過膜により分子量100万以上100万以下2万以上 2万以下に分け  

てそれぞれの分解特性を調べた。実験の結果，分子量2万以下の有機物は速やかに分解された  

が，100万以上の高分子有機物の分解速度はかなり遅く，また未分解で残存する有機物もかな  

り存在することが明らかになった。  

〔発 表〕E1，C8，e－2，74，75   

研究課題11）湖沼水質保全を目的としたモデル作成に関する研究  

〔担当者〕村岡浩爾・海老瀬潜一・相崎守弘・平田健正・大坪国順・福島武彦・天野排二  

〔期 間〕60－61年度  

〔内 容〕簡易な湖沼水質予測モデルの作成を目的として，湖沼におけるCOD，クロロフィ  

ル。，栄養塩相互の関係を全国数十湖沼のデータをもとに調べた。この結果，（1）coDの年  

平均値と最小値の差である△CODにより内部生産CODが表現可能なこと，（2）栄養度の広  

い範囲ではクロロフィルαとCODとの関係が非線形であること，（3）制限栄養塩濃度と△  

COD，あるいはクロロフィルαとの関係には滞留時間の影響があること等が分かった。以上の  
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関係をもとに△CODの予測モデルを作成した結果，酸性軌 汽水湖，下流湖沼等の特殊な湖  

沼を除くと，61湖沼中57湖沼で予測値は実測値の1／1．5－1．5倍の範目引こ入った。昨年度検討し  

た，原単位法，ホーレンワイダー型モデルとこのモデルを組み合わせれば，湖沼諸元，流域特  

性等をもとに湖水中のクロロフィルα，内部生産CODが簡単に予測できることが明らかになっ  

た。  

〔発 表〕E52，53，66，e－74   

研究課題12）水域の水質特性に及ぼす水理学的挙動の解析  

〔担当者〕村岡浩爾・大坪国順・平田健正・福島武彦  

〔期 間〕58－61年度  

〔内 容〕（1）湖沼における内部波の実態：水温成層の発達した夏季の中禅寺湖の水温観測  

資料から，夏季の深い湖では常に内部セイシュによる水温変動が存在すること，また内部セイ  

シュは日常的な風外力によって励起されることを明らかにし，その発生機構から諏訪湖のスス  

水現象を検討した。  

（2）浅い湖沼での濁度の時間変動特性：霞ヶ浦を対象に底泥の沈降・再浮上に伴う濁度の  

変動特性と季節変化に伴う濁度の長期的変動特性を解析した。市販のデータ・ロガを計測条件  

を任意に設定できるように改造し 記録されたデータがパソコンや大型計算機で自動的に解析  

されるシステムを構築した。  

〔発 表〕E－13－15，e－22，23  

研究課題13）土壌中における有機汚染物質の挙動に関する研究  

〔担当者〕向井 菅  

〔期 間〕50～65年度  

〔内 容〕腐植酸の農薬（BHC）吸着の機構を解析する手法として採用した赤外分光分析法にお  

ける分析試料の調整上の問題点を検討し，これを解決した。今後は，実試料を用いて上記の解  

析を進めていく予定である。  

研究課題 川）土壌中における無機汚染物質の挙動に関する研究  

〔担当者〕高松武次郎  

〔期 間〕52～65年皮  

〔内 容〕（1）前年度に引き続き琵琶湖内及びその流域より採取した環境試料（主に底泥）を  

元素分析し，湖内での元素挙動を陸水学及び環境学的立場から考察した。分析対象元素は，30  

余種，分析方法は中性子放射化蛍光X碍，原子吸光等である。  

（2）琵琶湖底泥コア中の硫酸態S，元素態S，酸可溶硫化物態S，黄鉄鉱態S及び有機態  

Sの鉛直分布を明らかにした。その結果プランクトン遺骸から底泥に持ち込まれた有機態Sは，  

一度無機化された後一部が再び腐植物質等に有機態として取り込まれる過程が明らかになっ  

た。  

（3）前年度に確立したフユニルヒ素化合物の分析法で，恐山湖底泥の分析を行った結果，  

フユニルヒ素化合物の一種（アルサニル酸）と思われる物質が検出された。  
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研究課題15）土壌着分の物質循環に関する研究  

〔担当者〕久保井徹・広木幹也・服部浩之・袴田共之・乙問末広＊（＊総合解析部）  

〔期 間〕60～63年度  

〔内 容〕下水汚泥を長期間連用したほ場とライシメータにおいて，次の成果を得た。  

1）35cm層以下の土壌溶液中のCa，Mg，C】，NO3濃度は4回目の連用（計60とルa）後急激  

に増加したのに対して，Na濃度は連用初期から変動した。植物の栽培により，これらの元素  

濃度は低下した（ほ場試験）。   

2）8回連用（計400t／ha）後，施用区ではライシメータの仝層（0－230cm）にわたってCaと  

Mgの濃度が高くなっていた。   

シミュレーションにより，汚泥由来のClの土壌中での挙動を長期にわたって予測した。  

1）汚泥施用を中止しても，土壌に蓄積したClが洗脱されるには7年かかる（降雨  

1200mm／yの場合）。   

2）降雨量＞蒸発散量の場合，土壌中のCl濃度分布は一定の平衡状態に達する。   

3）降雨量＜蒸発散量の場合でも，汚泥中Clは土壌水の上下運動により数年後には1m以深  

にまで浸透する。  

〔発 表〕K－55，e－24－26  

研究課雷16）土壌の物質代謝横能に関する研究  

〔担当者〕服部浩之・久保井徹  

（期 間〕61－64年度  

〔内 容）土壌の物質代謝機能を評価するため，土壌中での各種有機物の分解を調べ，次の結  

果を得た。  

（1）室内培養法により，砂質土に添加されたグルコースは2日で消失し，約50％はCO2ま  

で分解され，約50％がバイオマスに取り込まれること，またセルロースは4週間で約50％が  

CO2まで分解し，約25％は土壌中に残存することを認めた。  

（2）下水汚泥を長期間連用したほ場とライシメーターの土壌中有機物の形態を調べた結果，  

汚泥有機物のうち比較的難分解性の特定の画分（リグニン画分など）が蓄積，残留していること  

が明らかになった。  

〔発 表1E－48  

研究課題 け）堆積環境を考慮した粘性土の圧密・圧縮特性に関する研究  

〔担当者〕陶野郁雄・岩田 敏  

〔期 間〕59－63年度  

〔内 容〕新潟県六日町を対象として，前年度までに収集・分類を行った既存の各種資料（ポー  

リング調査結果，地下水位観測記録，地盤沈下観測記録等）及び現任置で採取した乱さない土  

試料を用いた各種土質試験の結果を総合して，同地域の地盤沈下性状を明らかにした。   

また．応力履歴が粘性土の圧縮特性に及ぼす影響を明らかにするためにベントナイトとカオ  

リンの混合試料を用いた室内における繰り返し圧杏試験を行った。その結果，繰り返し庄密時  

の圧縮特性は，繰り返し周期にはあまり影響を受けず，残留体積ひずみだけの関数として表現  

できることが明らかとなった。  

〔発 表〕E－12，E－40，e－47  
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研究課尾18）内陸盆地における地盤沈下性状に施する研究  

〔担当者】陶野郁雄・岩田 敏  

〔期l郡 61－65年度  

〔内 容〕内陸盆地は，テルツアーギの庄密論によって地盤沈下が説明される海岸平野とは異  

なり，地盤沈下基盤が水平でなく応力場が複雑であることが多く容易にテルツァーギの圧密論  

を用いることができない。このため，内陸盆地における地盤沈下性状を把握することを目的と  

して，山形盆地を対象として地下水位の変化・地盤沈下観測記録・ポーリング柱状図等の基礎  

的資料を収集した。さらに，同地域内に位置する山形市陣場において乱さない土試料を採取し  

て，その一部について各種土質試験を行い，その力学特性を把握を行った。  

研究課頸19）生物反応過程の熱力学的解析に関する研究  

〔担当者〕田井慎吾＊・松重一夫＊＊（蠣臨湖実験施設，叫技術部）  

〔期 間〕59－65年度  

〔内 容〕138の純有機化合物について熱力学状態関数（標準生成自由エネルギー，エクセル  

ギー，標準エントロピー）と水質指標（TOC，TOD）の関係を求め，エクセルギーとTODの間  

に極めて高い相関があることを示した。したがって，排水中の有機物質のTODを測定するこ  

とによってその上クセルギーを求めることが可能となった。一方，藻類の種組成に対するエネ  

ルギーの影響を定量化するため光と温度の条件を変えて藻類の混合培養を行った。  

〔発 表〕K－129，137，E－35，e－43  

研究課題 20）毒性物質を生産する藻類の発生と制御に関する研究  

〔担当者〕村岡浩爾・須藤隆一・矢木修身・稲森悠平・内山裕夫・細見正明・稲葉一穂・冨岡  

典子・渡辺 信・由井慎吾＊・安野正之＊＊・畠山成久＊＊・高村典子＊＊・花里孝  
幸紳・高橋 弘叫＊・高橋憤司＊＊＊・山元昭二＝♯・伊藤勇三＊＊■（＊臨湖実験施  

設，日生物環境部，＊＊＊技術部）  

〔期 間〕60－62年度  

〔内 容〕（1）アオコ（怖c†肛γ5fi5）の純粋培養を行い，アオコには毒性の種が存在することを  

証明した。すなわち，九Lれれ抽は有毒，〟．αgmgi彿05αには有毒株と無毒株があり，〃．  

仙矧那加昭府はすべて無毒であった。  

（2）〃∴油壷仇の大量培養技術を確立し，その毒性の強さ，毒性物質の抽出・同定を行った。  

丑山わdiぶの毒の強さは，アオコ乾重量に換算すると腹脛内投与でLD5。＝50mg／kg，経口投与  

でLD5。＝200mg／kgであった。また少なくとも3種類の毒性物質を含み，いずれも環状のポ  

リペプチドで，そのうち一つは7種類のアミノ酸からなり，LD5。＝50／‘g／kg（腹腔内投与）と  

著しく強い毒性を発現した。  

（3）霞ヶ浦では，1984年以降〟．涙雨通ゎが大発生している。特に1986年8月は，〃．〃i再dJぶ  

がアオコの100％を占め，その天然試料の毒性もLD5。＝約50”60mg／kg（腹胚内投与）と純粋  

培養株と同程度であった。  

（4）毒性を有する旅cwγ5fiざはタマミジンコに影響を及ぼすが，ワムシ，アブラミミズに  

は影響を及ぼさない。クマミジンコにワムシ，アブラミミズを共存させると，毒性を有する  

備cγ叩5fiざを投与しても生存したことから，ワムシとアブラミミズにはアオコの毒性を無毒化  

することが示唆された。  

〔発 表〕e－13  
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2．2．6 環 境 生 理 部   

〔研究概要〕環境汚染の生体影響研究の最終日標の一つは人間活動によってもたらされる環境  

変化がヒトを含む生物系に与える結果を予測すること，と同時にその影響を予防することにあ  

る。本研究では主として実験動物を用いて環境汚染の生体影響を解明し，ヒトに対する影響評  

価を行うための基礎資料を得ることを研究の目標にしている。部設立以来，大気汚染物質と重  

金属を対象として，これらの物質の生体影響について，生理学，病理学，生化学，毒性学，免  

疫学等の分野から基礎的研究を行い，構成人員の専門分野の多様性と用いる実験手法の違いを  

生かすため研究室の枠を越えた共同研究を積極的に推進してきた。   

大気汚染物質に関する研究では，特別研究「複合ガス状大気汚染物質の生体影響に関する実  

験的研究」を技術部との協力のもとに進めてきた。本年度行った経常研究の中には，将来特別  

研究に合流されるべき開発研究があり，その研究対象はNO2あるいは0。による呼吸循環生理  

学的及び行動生理学的影響，さらに免疫制御細胞への影響，がんの肺転移促進効果があげられ  

る。さらに基礎研究として，酵素レベルでの適応機構，肺の過酸化脂質抑制因子，胎仔毒性，  

新脂質の化学構造，細胞遺伝毒性の蓄積性などがあげられ，それぞれ所定の成果をあげている。   

大気環項部と共同して光化学二次反応生成物質の生体影響が研究され，生成物質の一つであ  

るホルムアルデヒドによる実験動物の呼吸循環器系及び神経系への影響，気管平滑筋への影響，  

細胞遺伝毒性などが検討された。また，二次生成物である硫酸ミストによる過酸化脂質防御能  

が検討された。これらの研究成果は以下のとおりである。  

研究課題l）呼吸循環機能に関する測定及び解析方法に関する研究  

〔担当者）鈴木 明・局 博一・河田明治  

〔期 間〕61～63年度  

〔内 容〕本年度においては，呼吸一循環機能の変化をよく表出するといわれている換気力学  

的指標，呼吸株式，呼気・吸気中及び動脈・静脈血中のガス分圧（酸素・炭酸ガス）等について，  

03あるいはNO2暴露動物を用いて検索を進めてきた。その結果，呼気■吸気中及び動脈・静  

脈血中の酸素分圧と炭酸ガス分圧の変化 さらにそれらの較差は，経気道的な環境汚染物質に  

よる呼吸機能検査にとって，有意義な指標になるものと考えられた。また，より高精度の呼気・  

吸気分離装置の自動化，高精度マイコン制御リニアライザー及びデーター処理プログラムの作  

成により，呼吸循環機能に関する測定方法及び解析方法の基礎的資料を得ることができた。  

〔発 表〕仁23，24  

研究課題 2）大気汚染物質の生体影軌こ関する行動生理学的研究  

〔担当者〕局 博一・鈴木 明・河田明治  

〔期 間〕60－64年度  

〔内 容〕これまでの研究で0。れ2”0′8ppm）をラットに連日暴露すると，暴露中の飲水行軌  

摂食行動量，運動量及び体重がいずれも濃度の増加に依存して低下することが示された。これ  

らの指標の変化は03が動物に対して強いストレスになり得ることを示している。今回は，03  

に対する反応性の回復が暴露の後どれ位の期間で生ずるかを0．4ppmの間欠暴露実験をもとに  

検討した。飲水行動は暴露前のレベルを100％とすると，第1回目の暴露（23時間）で22－42％  
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にまで低下したが，第2回目暴露を1日，3日，6日の間隔を置いて行うと，それぞれ暴露前の  

94，94及び83％を示し，第1回暴露に比べて飲水行動の減少はかなり抑制された。同様の傾向  

は摂取量の測定においても認められた。これらの成績は0．4ppmの03をいったん暴露すると  

その影響が暴露後一週間を経てもなお，強く残存することを示し，03に対する反応性が完全  

にリセットされるまでには相当長い期間を要するものと予想された。  

〔発 表〕F－11，f－24   

研究課題 3）フクル醸エステル類のテトラヒメナの脂質代謝に及ぼす影琶に関する研究  

〔担当者）彼谷邦光・野原恵子  

〔期 間〕59－61年度  

〔内 容〕テトラヒメタナを用いてジー竹一オクチルブタレートの毒性を調べた。ジー≠オクチ  

ルフタレートは脂肪酸の不飽和化酵素であるStearoyl－CoA－desaturaseを阻害することを見い  

だした。また，不飽和脂肪酸であるオレイン酸投与によって毒性が消失することを確認した。   

本研究中に脂溶性物質の細胞内取り込みに関連すると思われる脂質を見いだし，この脂質を  

taurolipidと命名した。taurOlipidは細胞内器管であるリソソームに局在していることを明らか  

にした。  

〔発 表〕F－1，2，r－3  

研究課題 5）環境化学物質の胎仔毒性に関する基礎的研究  

（担当者〕米元純三・河越昭子  

〔期 間〕60－62年度  

〔内 容〕フタル酸エステルの一つであるDimethoxyethylPhthalate（DMEP）のproximaltoxin  

と考えられるMethoxyAceticAcid（MAA）の胎仔毒性をinvitn胎仔培養系を用いて検討した。  

MAAの作用点としてYolkSac（卵黄のう）に注月し，電顕組織学的検索を行った。その結果，  

MAA処置では対照に比べ，Yo比Sacの上皮細胞が圧縮されたような像を呈し，空胞の増加が  

認められた。  

研究課題 6）環境変異原物質の微量反復暴露によるラットヘの細胞遺伝毒性の蓄栢性に関す  

る研究  

〔担当者）白石不二雄・村上正孝  

〔期 間〕61－62年度‘  

〔内 容〕代表的な環境変異物質であるベンゾピレン（Bap）によるラット末梢血リンパ球での  

細胞遺伝毒性の蓄積性を姉妹染色分体交換（SCE）頻度を指標にして検討した。まず，Bapの1  

回投与（腹腔内）が投与後の経過時間により，末梢血リンパ球SCE頻度にどのように影響する  

かを検討した。BaP4mg／kg体重の投与では，基底SCE頻度は3日目まで軽微に増加したが，  

7日目には対照群と同程度までに減少した。一方，BaP2mg／kgではSCE頻度の有意な増加は  

みられず，ユOmgノkgは4mg／kgでの経時的変化を強調したようなSCE頻度の変動を示した。  

そして，いずれの1回投与量とも7日冒以降では細胞遺伝毒性の蓄積は認められなかった。現  

在，BaPの0．4，2及び10mg／kgの4回，あるいは8回（週1回）の反復投与後14日目の末梢血  

リンパ球のSCE頻度について解析中である。  
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研究課題 7）大気汚染物質の免疫制御細胞に及ぼす影菅に関する研究  

〔担当者〕持立克身・国本 学・三浦 卓  

〔期 間〕6ユー62年度  

〔内 容〕大気汚染物質の実験動物の免疫能に及ぼす影響については，現象面で報告が多くな  

されている。しかしながら，免疫系を制御している細胞種に対する影響についてはほとんど研  

究がなされていない。そこで，本年度は免疫系を活性化する細胞と抑制する細胞を検出する方  

法を確立し，これらの細胞に対するオゾン暴露の影響を検討した。リンパ球は，各細胞種に特  

異的な抗原マーカーを持ち，それぞれの抗原マーカーと反応するモノクローナル抗体を作用さ  

せると細胞は溶解する。このことを利用して，0．2～0，8ppmオゾンを暴露したマウスの末梢血  

中リンパ球数を測定した。Tリンパ球数は，オゾン暴露1日目から減少し，7日間の暴露期間  

を通して減少し続けた。Tリンパ球の中でもヘルパーT細胞の減少が顕著に持続した。一方，  

サプレッサーT細胞は有意な変化を示さなかった。このことは，オゾン暴露により抗体産生能  

が低下する可能性を示している。  

〔発 表〕f－35  

研究課題 8）環境汚染物質に対する酵素レベルでの適応礫瀾に関する研究  

〔担当者〕三浦 卓・高橋勇二  

〔期 間〕61－63年度  

〔内 容〕環境中に人工化学物質が漏出し蓄積して〈ると，生物が正常な状態を維持するため  

には，その物質に対して適応することが必要である。塩素化炭化水素に対する適応能を生物種  

との関連で検討するために，広い生物種に存在する異物代謝系の誘導能を指標として，初年度  

は下等な真核生物である酵母について検討した。仇，叙出れ∫αCCんα明Cgざ各2株を用いた。典  

型的な異物代謝系誘導剤である7ユノパルビタールとメチルコランスレンによりS∝C加γ明仁gぶ  

は生育が促進され，チトクロムP－450の誘導が起こった。また，エタンの三及び四塩化物を  

炭素源として増殖し，チトクロムP－450の誘導が起こった。一方，エタンの→及び二塩化物，  

ビフェニル及び安息香酸の一塩化物には反応しなかった。C加血流はいずれの炭化水素にも反  

応しなかった。これらの結果は，炭化水素の資化能とチトクロムP－450の誘導能が密接に関  

連している可能性を示している。  

研究課題 9）肺組織における過酸化脂質抑制田子に関する薬理学的研究  

〔担当者〕嵯峨井勝・市瀬孝道・佐野友春  

〔期 間〕59～61年度  

〔内 容〕最近，肝臓中にタンパク質性の過酸化脂質抑制国子が報告されてきた。我々はこの  

因子が肺にも存在することを明らかにし，さらに3－メチルコランスレンヤフユノパルビター  

ルなどの酵素誘導薬物投与によって活性が増加し，熱に不安定であり，グルタチオンペルオキ  

シダーゼとも異なることを明らかにしてきた。今年度は，この因子とグルタチオンS一トラン  

スフエラーゼとの異同を検討し，両者の阻害剤としての過酸化脂質，過酸化水素及びスーパオ  

キシドに対する安定性の遠いを比べたところ，前者はこれらに安定であるのに対し，後者は不  

安定で特にスーパーオキシドに対して不安定であることが判明した。  

〔発 表〕f－1，20，21  
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研究課題10）大気汚染物質暴露と痛の鹿移転に関する研究  

〔担当者〕′ト林隆弘・山根一祐  

【内 容〕大気汚染物質の暴露によりがん細胞の肺への転移にどのような影響が出るかを検討  

する目的でがん細胞の実験的肺転移モデルを作成し，静注がん細胞の数と肺への転移数及び静  

注してからの目数と転移数の関係などの基礎実験をこれまでに行ってきた。本年度はオゾン暴  

露日数と肺転移数との関係の検討並びに生体防御機能を低下させたときの転移数への影響の検  

討を行った。0．8ppmオゾン暴露を1，3，5，7，14日間行い，暴露日数と肺転移数との関係を  

検討した。オゾン暴露群では，いずれも肺転移がしやすくなることが明らかになった。また，  

1日暴露群で最大の転移数の増加がみられた。また，低温ストレス下におき生体防御機能を低  

下させると，転移数の増加が観察された。  

〔発 表）F－4，6，ト11，12，15  

研究課題 ‖）光化学二次汚染物質の生体影響に関する実験的研究  

〔担当者〕村上正孝・鈴木 明・局 博一・白石不二雄・嵯峨井 勝・小林隆弘・市瀬孝道・  

山根一祐・佐野友春・橋本 訓＊・坂東 博＊・井上 元＊・秋元 肇＊・清水  

明＊＊・高橋 弘■＊（＊大気環境部，＊＊技術部）  

〔内 容〕大気中の光化学反応によって生じる光化学第二次汚染物質の中には脹刺激物質，神  

経刺激物質等の他に発ガン性物質又は変異原性物質をはじめ，生体にとって有害な物質が数多  

く存在する可能性が指摘されてきている。本研究は，これら有害物質を経気道的に暴露し，そ  

の生体影響の評価に資する資料を得ることを目的に開始された。   

本実験ゐ遂行に当たり，まず長光路フーリエ変換赤外分光（FTほ）セルを組み込んだフロー  

タイプチャンバーを作製し，更に定量的測定のための吸光係数較正のためのガス混合系及びソ  

フトウェアの開発を行った。   

また，実験動物を用いた生体影響については，ラットを用いて心拍数と呼吸数の変化が観察  

されており，この変化を単一ガス暴露の場合と比較するとホルムアルデヒドの場合の変化様式  

と最も似ていた。また，ホルムアルデヒドの眼刺激作用についても眼周辺に分布する神経放電  

から証明し得た。また，モルモットの摘出気管筋を用いた実験では，ホルムアルデヒドは気管  

を収縮する作用をもつこと，この収縮作用はシクロオキシゲナーゼ，リポキシゲナーゼ，アセ  

チルコリン受容体の阻害剤により抑制されないこと，α遮断剤により抑制されることが判明し  

た。   

このホルムアルデヒドは近年になって発ガン性があると報告されているので，末梢血リンパ  

球の姉妹染色分体交換（SCE）頻度測定による変異原性を調べたが，5ppmホルムアルデヒドを  

3時間／dで5日間ラットに暴露では変異原性は認められなかった。   

また，一般大気中の光化学反応では硫酸を主成分とするミストが発生することも良く知られ  

ている。この硫酸ミストについても，ラットとモルモットを用いて過酸化脂質生成と抗酸化性  

生体防御能の変化を調べたが，10mg／m3濃度ではラットの肺の過酸化脂質の若干の低下と  

SOD活性の20％増加以外にはみるべき変化はなかった。モルモットも各々似たような変化で  

あったが，感染抵抗性の一指標である肺胞マクロファージのスーパーオキシド産生能はモル  

モットでは対照群の60％に低下し，硫酸ミストに対してもモルモットは敏感な動物であること  

が確認された。  

〔発 表〕f－13，14，17，22  
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2．2．7 環 境 保 健 部   

〔研究概要〕環境保健部は医学，保健学を基盤とし，疫学及び実験の手法を用いて，環境と人  

間のかかわりを研究し，人類の種としての保存並びに人間の健康的生活を維持，増進するため  

の施策を得ることを目標としている。   

環境汚染による人への健康影響を，疫学的手法を用いて解明する研究としては，基礎となる  

健康指標の開発，疫学方法論，理論疫学，実験疫学などに関する研究を行っている。研究対象  

の汚染物質は，経気道的に体内に入るNO。などのガス状物質及び粉じん等や，経口的に体内  

に入るカドミウムなどの重金属，さらに農薬や有機化学物質である。また，健康影響の指標と  

しては，死亡，疾病，自覚症状や生体の機能，さらに血液，尿，頭髪，臓器などの生体試料中  

の汚染量金属や生体必須元素又は有害有機化合物の分析並びに臨床検査によって得られるデー  

タを用いている。同時に，新しい特異的な指標の検索についても，その機構を含めて検討して  

いろ。   

質問表による健康調査や調査地域における呼吸機能検軋 あるいは調査地域の環境指標の測  

定，さらにヒトの肺組織，胎盤，血液，尿を採取し，その分析結果に基づいて，環境汚染によ  

る人体影響の把握を行うといったアプローチを実施している。一方，実験室的研究としては，  

ヒトの試料で得られた指標を機構も含めて明らかにするための動物実験や，新たな指標の開発  

を目指した動物実験を行っている。   

本年度の成果として，塩素化有機化合物の経胎盤移行の選択性鉛の胎児移行と関門機能，  

エネルギー代謝の指標化，環境中の発がん物質の生体内代謝と尿中発がん物質の相臥気道収  

縮の経時変化 火山噴出物の健康影響，農薬暴露量の推定法，硫酸ミスト濃度の制御軋重金  

属による肝障害の指標，生体中の微量元素の指標化，騒音のヒトヘの影響を客観化するための  

指標の開発などに関して，以下に示すような知見が得られた。  

研究課題1）安定同位体利用による環境中有害物質の生体影軌こ関する研究  

〔担当者〕太田庸起子・松本 理  

〔期 間〕56～63年度  

〔内 容〕13c標識炭素粒子の動物暴露への基礎的検討のために無標識炭素粒子の試験的暴露  

実験を行った。また，安定同位体15N標識NO2も同時に暴露できるように準備した。炭素粒  

子存在下の15NO2の体内移行について，肺内蓄積の程度及び血中への移行の程度を15Nの濃  

度から求めることにし，炭素粒子が存在しない時との比較のための検討を行った。  

〔発 表〕g－13   

研究課題 2）人肺組織より得られた科学的知見と大気及び生活環境中の有専物質との関連に  

ついての研究  

〔担当者〕太田庸起子・松本 理・中野篤浩・相馬悠子＊（＊計測技術部）  

〔期 間〕57～62年度  

〔内 容〕肺沈着物のみを分解するため，アルカリ性溶液にて組織溶解の処理をしているが，そ  

の過程において，副産物としてのステアリン酸カルシウムの生成をみている。できるだけその量  

を減少させるため，アルカリ処理前にFoIch法により脱脂し，その後に0．2N，0．5N，  
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2N，5N KOHにより溶解させ，高速・超遠心分離法にて，最終的に黒色粉体として回収した。  

その試料について赤外分光法にてステアリン酸カルシウムの含有量を求めて処理法の遠いによ  

る差を比較した。0、2Nと0．5Nの差はあまりなく，2Nとの差は大きかった。脱脂処理につい  

ても差が出ない試料もあり，結局，従来の方法にて組織を0．2NKOHで溶解させる方法でよい  

ことが確認できた。  

〔発 表〕G－5，7，9，g－10，11，  

研究課題 3）農薬等環境中有横化合物の胎仔・新生仔への移行とその影響に関する研究  

〔担当者〕安藤 滞・高橋 弘＊・伊藤勇三＊（＊技術部）  

t期 間〕61－64年庭  

〔内 容）経胎盤移行による母体から胎児への環境汚染物質の移行の機構を解明するために母  

体胎盤中と新生児臍帯血中に残留するヘキサクロルベンゼン及びポリ塩化ビフェニールを測定  

した。その結果，臍帯血中のヘキサクロルベンゼン濃度は母体胎盤中の濃度に比例して増加す  

るため，次世代への影響を考えた場合，環境中濃度を減らし，当該化合物への母親の暴露量を  

減らしていく必要があることが判明した。他方ポリ塩化ビフェニールはヘキサクロルベンゼン  

と異なり，どの塩素化体についても，その臍帯血中濃度は母体胎盤中の濃度に比例しない。こ  

のためポリ塩化ビフェニールについては胎盤通過に対する選択性が働くことが分かった。人の  

経胎盤移行による母体から胎児への環境汚染物質の移行の機構を研究してい〈ことは，当該物  

質の次世代影響を考慮していく上で必須な研究である。胎盤通過に対するこのような化学物質  

による差を妊娠動物を用いたモデル実験によって解明し，母体より胎仔への移行に作用する要  

因について検討してゆく。  

〔発 表】G－4  

研究課題 4）生体内における元素聞の相互作用に関する研究  

【担当者〕中野薦浩・太田庸起子  

〔期 間〕55－61年皮  

〔内 容〕ヒトにおける鉛の胎児移行を明らかにすることを目的として，出産時における母体  

血と臍帯血の血球と血祭及び胎盤の鉛濃度を測定し相互の関係を検討した。母体血と臍帯血の  

鉛濃度の比較において，母体血が有意に高く胎盤の関門機能が示唆された。しかしながら，胎  

盤の鉛濃度は両血液のそれより低く，蓄積性は弱かった。  

〔発 表〕g9，   

研究課題 5）生体のNMR測定法に関する研究  

〔担当者〕三森文行  

〔期 間〕59～64年度  

〔内 容】（1）虚血が脳のエネルギー代謝に及ぼす影響を明らかにするために，ラットのi”  

血0脳で31p一，1H－NMRを測定した。この結果，軽度の虚血ではクレアチンリン酸のみが減  

少し，ATPは保持されること，虚血が進行するとATPも減少を始め，同時に乳酸の蓄積，脳  

内pHの酸性化が起こることを明らかにした。この結果は，ATPの減少と脳の回復不能の損傷  

との相関を示唆する。  

（2）一方，解糖，酸化的リン酸化光リン酸化と三種のエネルギー獲得系を有するクロレ  
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ラ細胞において，様々な環境下でのATP生成速度を，Saturationtransfer法を用いて詳細に測  

定した。この結果，細胞内のコンパートメントにより，相異なる二種のATP生成速度を得た。  

これが上記のATP獲得系と対応づけられるかどうか検討を進めている。  

〔発 表〕G－35，g－34－38   

研究課題 6）環境中発がん物質の生体内代謝に関する研究  

〔担当者〕松本 理・安藤 満・太田庸起子  

〔期 間）58－63年度  

〔内 容〕環境中の発がん物質の生体内における代謝活性化及び無毒化の過程の観察や，生体  

の発がん物質への暴露状況の招撞のための一つの方法として，排泄物中の変異原性の測定が考  

えられる。最も一般的な変異原性試験系であるAmestestによりベンゾ（α）ビレン，1ニトロ  

ビレンなどの発がん物質を投与した動物の尿中変異原性の分析を行った結果，尿中変異原性は  

投与量を反映すること，薬物代謝酵素誘導剤の投与などによる薬物代謝能の変動により大きく  

影響を受けることが確かめられた。また薬物代謝能，尿中の発がん物質量の測走を行い，尿中  

変異原性との関連についても検討を行った。  

研究課題 7）気道収縮の経時変化に関する研究  

（担当者〕小野雅司・平野靖史郎  

〔期 間〕57－62年度  

〔内 容〕昭和59年度より3年間にわたって，茨城県高萩市内の小学校児童とその両親を対象  

として質問票を用いた健康調査と呼吸機能検査を実施し，データの収集を行った。併せて関連  

資料の収集を行った。高萩地区においては，第一期の現地調査を終了した。これらの調査結果  

に基づき，呼吸器症状並びに呼吸機能からみた気遣収縮の経時変化に関する検討を行った。  

研究課題 8）火山噴出物の健康影召に関する研究  

〔担当者〕小野雅司・平野靖史郎  

〔期 間〕59～62年度  

〔内 容〕過去3年間は主として鹿児島県下桜島島内及び近接する地域の小学生とその両親を  

対象として呼吸器症状に関する健康調査を実施し，データの収集につとめてきた。現在までの  

ところ火山噴出物の健康影響を十分に評価するまでには至っていない。しかし，健康調査実施  

の過程において，呼吸器系の健康影響調査法に関する様々な問題点を見いだした。引き続き対  

象地域及び対象家庭内における環境（硫黄酸化物，窒素酸化物，浮遊粒子状物質）測定を予定し  

ている。  

研究課題 9）高暴露集団を対象とした疫学的調査方法論の開発に関する研究  

〔担当者〕田村憲治・安藤 満  

〔期 間〕60～62年度  

〔内 容〕生活環境の異なる住民の継続的健康診断データと農薬等の暴露量の推定により，農  

業化学物質による慢性的健康影響の評価法を検討する。   

61年度は，60年度に引続き関連機関とデータ収集に関する調整を行うと共に，農薬散布時及  

び日常の農作業中の農薬吸入量を測定して，年間暴露量推定の基礎資料の収集を行った。浮遊  
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粒子を10〃m，2／∠mで分けられる新しい個人サンプラーを用いた調査の結果，農薬散布後の  

作業に伴う再飛散粒子は10〃m以上の粒子が多く，農薬成分もこの部分に多かった。10〝m  

以上の粒子は，マスクの使用やうがいによって除去できるため，農薬暴露量の推定においては，  

作業量と共に防護習慣等についての情報の収集が必要なことが確認された。  

〔発 表〕g－5，26  

研究課題10）浮遊粒子状物質が気道刺激に及ぼす影響lこ関する研究  

〔担当者〕平野婚史郎・清水 明＊・高橋 弘＊（＊技術部）  

〔期 間〕58－62年度  

〔内 容〕硫酸ミストなどの吸湿性粒子状物質を小動物へ暴露するための方法を改良した。硫  

酸ミスト濃度をPIDコントローラーを用いて自動制御することにより粒径を変化させること  

なく暴露濃度を任意に設定することが可能となった。  

〔発 表〕g－31  

研究課題11）重金属による肝障害の指標としての分泌性タンパク掛こ関する研究  

〔担当者〕三種裕子・青木康展・鈴木和夫  

〔期 間〕60－61年度  

〔内 容〕cdによる肝障害の鋭敏な指標として，正常な肝臓が合成し，血液中に分泌してい  

るタンパク質であるコリンエステラーゼヤアルプミンが用いうることを示してきた。これら分  

泌性タンパク質が分泌阻害を受ける機構を明らかにするため，実験動物を用いてCd，Cuと  

Znによる分泌阻害を比較した。CdはCuやZnとは異なった機構で作用していることが分かっ  

た。Cdがタンパク質の合成から分泌に至るどの過程を阻害しているか調べるため，肝実質細  

胞の初代培養系を用いた実験を行った。Cdによるタンパク質分泌の阻害は，合成阻害による  

ものではなく，租面小胞体→ゴルジ体→細胞膜への移行速度が低下させるためにもたらされる  

と結論した。  

〔発 表〕g－22，32  

研究課題12）代謝異常動物における微量元素の動感に関する研究  

〔担当者】杉平直子・遠山千春・青木廉展・三種裕子・鈴木和夫  

〔期 間〕60－61年度  

〔内 容〕微量元素の生体内代謝における血渠中のアルブミンの役割を明らかにする目的で，  

血華中にアルブミンを全く含んでいない無アルブミンラット（NAR）を用いて，銅投与後短時  

間における銅の生体内輸送を検討した。NARでは，銅の血中からの消失速度が速く，高速液  

体クロマトグラフィー一発光分光法でこのときの鋼の血渠中存在状態を調べた結果，銅はグロ  

ブリン分画に結合していた。NARでは，アルブミンがなく，銅をグロブリン分画のタンパク  

質が弱く結合しているため，銅を血中に長〈保持できないことが示唆された。  

〔発 表〕G－18，g－19  

研究課題13）骨に蓄積した微量元素の溶出とその生体影軌こ関する研究  

〔担当者〕杉平直子・鈴木和夫・中野篤漕  

〔期 間〕60～62年度  
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【内 容〕実験動物を用いて，生理的変化（老化カルシウム欠乏）に伴う骨吸収によって血祭，  

臓器及び尿中のカルシウム，ストロンチウム等の元素がどのように変動するか追跡した。すな  

わち，ラットを同一ロットの圃型飼料で最高50過令まで飼育した場合，また幼若ラットを低カ  

ルシウム食で飼育した場合の各々について，経時的に生体試料を採取し，元素測定を行った。  

現在データを分析中である。  

研究課魔14）騒音の人体に及ぼす影響とその客観的評価法の研究  

〔担当者〕東郷正美・相本篤子・田村正行＊（＊捻合解析部）  

〔期 間〕58－61年度  

〔内 容〕騒音の人に対する影響の評価尺度を生理的反応に求めることを目的として，実験的  

検討を行った。ピンクノイズ（60105dB（A））暴露下での呼吸様式の変化をインダクタンス法  

を用いて測定した結果，被験者を呼吸数促進反応群と抑制反応群とに分けることが可能であっ  

た。騒音影響の個人差を決定づける要因には，音に対する感受性，心理的因子などが考えられ  

るが，それらの因子の影響を検討する上で，呼吸器系の反応の有用性が示唆された。  

〔発 表〕g－39  
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2．2．8 生 物 環 境 部   

〔研究概要〕生理生化学研究室及び陸生生物生態研究室が担当する特別研究「バイオテクノロ  
ジーによる大気環境指標植物の開発に関する研究」が本年度より5年の期間で新たに発足した。  

一方，水生生物生態研究室及び生物環境管理研究室が担当する特別研究「水界生態系に及ぼす  

有害汚染物質の影響評価に関する研究」が2年目を迎え，精力的に研究が遂行された。   

本年度の経常研究では，特別経常研究として「遺伝子資源としての環境生物の確保と実験生  

物化に関する研究」が本年度より発足した。通常の研究課題では，10課題が終了し，このうち  

7課題が内容を発展させて再発足した。これに加えて新課題2題が発足した。   

生理生化学研究室では，気孔開閉運動の機作の解明のほか，細胞壁代謝，中性脂資代謝，細  

胞エネルギー代謝及び酵素間あるいは酵素と膜の間のタンパク質相互作用に及ぼす環境要因の  
影響について引き続き研究を行うと共に，新たに遺伝子発現に及ぼす環境因子の影響に関して  

も研究を行った。   

水生生物生態研究室では，底生動物の環境指標性及び水生生物による毒性試験法に関して引  

き続き研究を行うと共に，動物プランクトン群集とミクロキスティスとの関係を調べ，ミジン  

コに対するミクロキスティスの毒性に関して新しい知見を得た。また，湖沼の生態系構造決定  

において，ワカサギの作用する影響について，実験プールで検討を行った。   

陸生生物生態研究室では，新たな内容で6課題が発足し，相生の都市環境改善機能の評価，  

光合成及びその産物の転流，分配に及ぼす環境要因の影響，辞苔類の増殖の制御要臥環境ス  

トレスに対する各種植物の適応と生長パターンの変化について研究が行われた。   
生物環境管理研究室では，富栄養瀾として霞ヶ浦と手賀沼の他に諏訪湖も対象に加え，これ  

らの湖沼の環境管理に係る生物生産量の変動について，主にユスリカを中心に調査を行った。  

一方，河川の生物による挿イヒ機能に関する研究を，引き続き霞ヶ浦流入河川である恋馴卜支流  

の川又川について行うと共に，新たに環境変動に伴う植物及び′ト動物の大発生韓構とその制御  

に関する研究を発足させた。   

研究課題1）緑葉の中性脂質代謝に及ぼす環境要田の影響に関する研究  

【担当者〕榊 剛  
〔期 間〕60－62年度  

〔内 容〕前年度までに，03ガス接触によって，葉緑体膜を構成する糖脂質（モノガラクトリ  

ピド）が中性脂質（主にいノグリセリド）に代謝されることを明らかにした。この代謝系は未知  

のものなので，本年度は両脂質の分子構造を解析し比較検討することにより，この代謝経路を  

推定した。0。接触薫から精製した糖脂質とトリグリセリドをリパーゼで部分分解し，これら  

の脂質に結合する脂肪酸の位置特異性を調べた。その結果，トリグリセリドは糖脂質分子中の  

脂肪酸の位置特異性を保持しており，糖脂質から糖がはずれたジグリセリドからトリグリセリ  

ドが合成されていることが示唆された。更に硝酸銀薄層クロマトグラフィーによりトリグリセ  

リドの分子種を分けたところ，糖脂質の主要な分子種からなるトリグリセリドが多量に増加し  

ており，糖脂質からトリグリセリドが合成されていることが更に裏付けられた。  

－ユ03－   



研究課題 2）高等植物細胞のエネルギ丁代謝系に及ぼす現場要因の影軌こ関する研究  

〔担当者〕島崎研一郎  

〔期 間〕60－63年度  

〔内 容〕気孔孔辺細胞は青色光パルスに反応してH＋を放出する。この時，エネルギー源と  

してATPが作用していると思われるが，そのATPの供給源について調べた。その結果，青  

色光パルス依存のH＋放出は光合成の光リン酸化を飽和する赤色光下で測定されるが，赤色光  

の存在しない条件でも有るときの90％以上のH＋放出が起こること，このH＋放出は酸化的リ  

ン酸化の阻害剤KCNにより70％以上阻害されるが，光リン酸化の阻害剤DCMVでは20％以下  

の阻害であることから，青色光に依存した孔辺細胞のH十放出は，主に酸化的リン酸化に依存  

していると思われる。  

研究課題 3）環境要田変動時の気孔運動と孔辺細胞の代謝との関係に関する研究  

〔担当者〕近藤矩朗  

〔期 間〕59～61年度  

〔内 容〕最近，アブサイシン酸（ABA）によるツエクサの気孔閉鎖が，Ca2＋の孔辺細胞内へ  

の取り込み促進によるとする報告がなされた。そこで，ソラマメ葉の表皮を用いて，ABAと  

Ca2＋の気孔閉鎖作用及び孔辺細胞の体積調節を行っているイオンの移動に対する影響等を比  

較した。その結果，ABAとCa2＋はそれぞれ独立に気孔閉鎖を引き起こすこと，ABAはK＋，  

Cl，リンゴ酸の孔辺細胞からの放出を促進するのに対し，Ca2＋はK＋，CIJの放出を促進し，  

リンゴ酸放出には顕著な影響を与えないことを明らかにした。以上の結果は，ソラマメでは  

ABAの気孔閉鎖作用はCa2＋の取り込みに依存しないことを示している。したがって，環境  

要因変動による気孔閉鎖の仕組みには，ABA依存のものとCaZ＋依存のものの少なくともZ  

種類が考えられる。  

〔発 表〕H－11，12，h－11  

研究課題 4）葉緑体におけるタンパク質一夕ンバク乳 タンパク賃一膜相互作用に関する研究  

〔担当者〕田中 浄  

〔期 間〕59～61年度  

〔内 容〕葉緑体の炭酸固定系酵素は従来，水溶性タンパク質であると言われてきたが，最近，  

酵素タンパク質問，タンパク質とチラコイド膜間で弱い相互作用があるという説が出てきた。  

ホウレンソウから単離した葉緑体を低張処理した時，光によって活性化を受ける酵素が特に高  

い結合性を示した。この結合は光によって解かれたが次の暗処理で再結合することはなかった。  

光活性化は明暗で可逆的に起るので光活性化とチラコイド膜からの光による遊離とは必ずしも  

因果関係のないことが明らかになった。  

研究課題 5）細胞壁の生合成に対する礪場要因の影響に関する研究  

〔担当者〕竹内裕一  

〔期 間〕61～65年度  

〔内 容〕植物ホルモンの一つであるアブサイシン酸（ABA）は，植物の葉の孔辺細胞に働き，  

気孔を閉じさせる効果をもつ。ABAは孔辺細胞の細胞壁合成を阻害することから，気孔閉鎖  

におけるABAの作用点の一つとして，孔辺細胞の細胞壁が考えられる。この細胞壁の役割を  
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より明らかにする目的で，細胞壁を構成する多糖類の基質となる14cグルコースを用いたパ  

ルス→チェイス実験を行った。ソラマメのはく離表皮切片に14c一グルコースを一定時間与え  

た後，アイソトープを含まない緩衡液中でインキエペイトし，チェイスを行った。チェイス期  

間中の細胞壁画分の放射能の経時変化を検討したところ，顕著な放射能の減少は見られず，ま  

たABAの影響も認められなかった。これらのことより，ABAは孔辺細胞の細胞壁代謝系のう  

ち，主に合成系に作用し，分解系に対する顕著な作用は示さないことが明らかになった。  

〔発 表〕h－11  

研究課題 6）現場要因が植物の過伝子発現に及ぼす影響に関する研究  

〔担当者〕佐治 光  

〔期 間〕61－65年度  

〔内 容〕植物に影響を及ぼし得る環境要因のなかで大気汚染ガスによる遺伝子発現制御につ  

いての研究はまだほとんどなされていない。一方，植物には酸化酵素の一つであるパーオキシ  

ダーゼのアイソザイムが数多〈存在し，これらが環境の変化に敏感に反応することがわかって  
いる。そこで，アサガオ，ハッカダイコン，ダイズの実生をオゾンと接触させ，等電点電気泳  

動と活性染色により，それらの植物葉中のパーオキシダーゼ・アイソザイムの変化について調  

べた。その結果，ハッカダイコンとダイズでさまあまり変化が見られなかったのに対し，アサガ  

オではオゾンと接することにより，最も酸性側及び塩基性側のアイソザイム群の活性が著しく  

増大することが分かった。  

研究課題 7）動物プランクトン群集と水の華形成藻類の関係  

〔担当者〕花里孝幸・高村典子・安野正之  

〔期 間〕60－64年度  

〔内 容〕霞ヶ浦より単離培養された皿血町血の3種類の株を餌としてタマミジンコ  

（肋iα刑αCW坤α）を飼育し，成長と産仔を調べた。一つの株はマウスに対する毒性を持ち他の  

二つの株には毒性がない。マウスに対して毒性のある株はミジンコに対しても強い毒性を示し  

た。一方，マウスに対して毒性のない株にはミジンコに対して毒性のある株とない株があり，  

マウスとミジンコに対する毒性は必ずしも一致しないことが示唆された。   

これまでの研究で，九九c†ひり，ぶfiぶは動物プランクトンの餌としては適さないが分解が進むと比  

較的良い餌となることが分かってきた。そこで分解〟血鱒叩ぬの中で何が餌として重要かをラ  

ジオアイソトープ（14c，3H）を用いて調べた。その結果，浮遊及び付着バクテリアが動物プラ  

ンクトンの重要な餌となっていることが分かった。  

〔発 表〕H16，17，21～23，ト16，17，23  

研究課題 8）底生動物の環境指標性の研究  

〔担当者〕安野正之・畠山成久・佐竹 潔・岩熊敏夫・菅谷芳雄＊（＊技術部）  

〔期 間〕60～63年度  

〔内 容〕北海道東部の湖沼を対象に底生動物，特にユスリカ相の調査を行った。支筋湖，洞  

爺湖については水深の異なる地点で採集を行ったが，生息密度は極めて低かった。春の羽化期  

の後であったことも原因しているかもしれないが，貧栄養としての両湖の底生動物生物量は期  

待したよりも少なかった。種類は約4種であった。ウトナイ湖は浅い富栄養湖で生物畳も多かっ  
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たが，種類は約10種程度であった。酸性湖のユスリカの生物学的データを得る目的で飼育をは  

じめた。  

〔発 表〕K－54，臣20，h－30   

研究課題 9）湖沼の生態系構造決定における魚類の役割  

〔担当者】春日清一・高村典子・花里孝幸・安野正之  
〔期 間〕60～64年度  

〔内 容〕浅い湖沼で魚類を管理することにより水質改善を図るための手法の開発を目的と  
し，30×10m，水深3mのコンクリートプール2個の一方にイサザアミを導入し，他方は特に  

手を加えず，この両プールの生物相及び水質の変化を1984年より観察した。イサザアミの導入  

されたプールでは植物プランクトン量は多く，動物プランクトン量が少なく，底生動物も極め  

て少なかった。1986年にイサザアミのいるプールにワカサギを導入した結果このプールにはイ  

サザアミが減少し小型動物プランクトンが優占し，植物プランクトンもかなり多かった。また  

イサザアミのいなかったプールにイサザアミを導入したところ前年の結果と同様動物プランク  

トンは減少し，植物プランクトンは増加した。   

これらの結果はワカサギーイサザアミー動物プランクトンー植物プランクトンといった食物  
連鎖構造がワカサギにより大きな影響を受けていることを明らかにした。   

研究課題10）水生生物による毒性試験法の検討  

〔担当者〕宮下 衛・畠山成久・安野正之  
〔期 間〕60－62年度  

〔内 容〕グッピーの稚魚の生後1週間以内の日令の違いと，農薬・重金属に対する感受性の  

変化を急性毒性試験法により検討した。   

生後1，4，7日呂（無給餌）に試験を始めた時の24時間LC50値で比較してみると，目齢によ  

り感受性が著しく高くなる物質と低下する物質のあることが認められた。前者の代表としては  

有機リン系殺虫剤のマラソンがあげられる。一方，後者の代表としては合成ビレスロイド系殺  

虫剤のベルメスリンがあげられる。本剤の生後1日目と7日目に試験を始めたときの24時間  

LC50値の差は約150倍。   

この結果は，試験を行う物質が日令の違いにより感受性の差を示す場合には，試験時のグッ  

ピー稚魚の日令を決めて行う必要性のあることを示唆している。   

研究課題 ‖）人為影響下における自然環境保全に関する生態学的研究  

〔担当者〕可知直毅・山口武則＊（＊技術部）  

〔期 間〕59－62年度  

【内 容〕埋立，宅地造成，踏みつけなどの人為的かく乱を受けている植生を保全するために  

有用な知見を得ることを目的として，海岸砂防林，海岸埋立地，放棄畑跡地などに生育してい  

る二年生植物（オオマツヨイグサ，コマツヨイグサ，アレチマツヨイグサ）について，繁殖特性  

と生殖生長過程を調査した。生殖生長期間は，コマツヨイグサ＞アレナマツヨイグサ＞オオマ  

ツヨイグサの順となり，かく乱を受ける頻度の高い環境に生育する種ほど生殖期間が長いこと  

が示された。個体当たりの種子生産量は，アレチマツヨイグサ＞コマツヨイグサ＞オオマツヨ  

イグサの順となり，放棄畑跡地など富栄養な環境ではアレチマツヨイグサが他種を陵駕して繁  
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殖することが示唆された。   

別団地ほ場植生回復観察地において，植生破壊後9年目の植生の回復状況を調査した結果，  

ヌルデなどの陽樹の優占度が引き続き増加し，全体としてかん木林の相観を示す植生に回復し  

たことが示された。  

【発 表〕K－88，H－7～9，h－8  

研究課題12）植生の都市環境改善横能の評価に関する基磯的研究  

〔担当者〕古川昭雄・岡野邦夫・名取俊樹・可知直毅・清水英幸・竹中明夫・藤沼康実  

〔期 間〕61－62年度  

〔内 容】一般に，緑地や街路樹並木は大気中の各種大気汚染物質を体内に吸収し，大気を浄  

化する能力を持ち，これらの機能が光合成・蒸散という植物の基本的生理機能に依存している。  

そこで，都市緑地を構成している街路樹種の光合成・蒸散速度と大気汚染質吸収速度を測定し，  

緑地や街路樹並木の大気浄化機能を評価することを試み，以下の成果を得た。  

（1）一般に．落葉樹の方が常緑樹よりも大気汚染質吸収速度が高いことが判明した。  

（2）樹種による気孔コンダクタンスと気孔密度との間には何らの相関関係も見られず，気  

孔コンダクタンスは気孔密度の大小にはよらないことが明らかになった。  

（3）街路樹による大気汚染質吸収能は気孔開度によっており，植物の種類，環境条件が異  

なっても，その時の気孔コンダクタンスがどの程度であるかによって決まっていることが明ら  

かになった。  

研究課題13）植物の光合成に対する環境変動要因の解明  

〔担当者〕古川昭雄・可知直毅・竹中明夫・藤沼康実・町田 孝＊・11」口武則＊（＊技術部）  

〔期 間〕6卜65年度  

〔内 容〕茨城県北部の照葉樹林の林床に生育するカシ類の椎樹を材料として，変動する光の  

効率的な利用を行う上で葉の気孔が果たしている役割を検討するため，同化箱法による気孔開  

度の連続測定及びポロメーターによる多数個体の気孔閑度の測定を行った。その結果，林床の  

椎樹は，生育場所の光環境に応じて異なった光合成特性を持つ棄を作ることが明らかとなった。  

林床の光環晩の詳しい解析の結果，この光合成特性の変化は，その場の光環境を効率よく利用  

して物質生産を行うという点で適応的なものであることが示された。また，林床に生育するカ  

シ類の椎樹の気孔は，時折射し込む太陽からの直射光も十分に利用して光合成を行えるような  

開度を常に保っていることが明らかとなった。   

静岡県浜岡町子菓県大原吼茨城県東梅村及び鹿島町の海岸に自生している植物を研究室  

に持ち帰り，光合成，蒸散連夜，気孔数，菓の形態的特性等を測定し，海岸植物には光合成活  

性が高く，耐乾燥性の高いC。植物の分布頻度が高いことが分かった。また，これまでに発表  

されていないC4植物を発見した。   

研究課題14）光合成産物の転流，分配に対する環境ストレスの影響  

〔担当者〕岡野邦夫・清水 明＊（＊技術部）  

〔期 間〕61－63年度  

〔内 容〕弱光下の植物あるいは03に暴露された植物では，光合成速度の低下と共に，根や  

茎の生長を抑制し，新薬の生長を促進する方向へと光合成産物の分配パターンが変化する。こ  
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の現象は同化産物の不足に対する適応的反応と考えられている。しかし，根への光合成産物の  

供給低下は根の生長や機能低下を引き起こし，いずれは地上部の生長にも悪影響を及ぼすと予  

想される。そこでイネを材料とし，以下の検討を行った。  

（1）7日間の0．2ppmO3暴露により，新根の生長が著しく抑制された。また，古根の呼吸  

活性の低下，及びすべての根の窒素吸収活性が低下した。  

（2）0・15ppmO。の連続暴露により，物質分配様式は変化した。分配変化の指標としては，  

地上部／地下部垂比より同化器官／非同化器官比の方が有効であった。同化器官／非同化器官比  

は03暴露開始後数日で急速に増大したが，予想とは異なり，以後ほぼ一定の値を保った。  

〔発 表】h－5  

研究課題15）蔭苫類植物の増殖の制御要因に関する研究  

〔担当者〕清水英幸・竹内裕一  
〔期 間〕61－65年度  

〔内 容〕辞苔類が再生していく過程において，形態がどのように変化するかを明らかにする  

ために，連続観察法について検討した。透過型顕微鏡にビデオカメラを取り付け，タイムラブ  

スビデオで録画するためのシステムを作った。このシステムを用いて，モデル実験系としての  

原糸体の生長について連続観察を行った。分光光度計用プラスチックセルに試料を0．5％寒天  

で固定し，細胞の生長や形態変化を調べた。その結果，シャーレ上で培養した場合と著しく異  

なり，細胞は異常に伸長した。そこで試料の回りの培養液を通気したところ，通常の伸長生長  

を示した。間欠通気によっても同様の効果が認められた。  

〔発 表〕h13，14   

研究課題16）喝境ストレスに対する各種植物の適応と生長バターンの変化  

〔担当者〕名取俊樹  

〔期 間〕61－65年度  

〔内 容〕Alストレスに対するイタドリの適応能力を菓，茎，根の乾重比の変化から予軌  

評価するための生長パターンモデル式を完成するためには，イタドリ育成期間中の培養液の  

pHを制御しながら水溶性Al濃度を変化させて育成実験を行う必要がある。本年度はpHの変  

動幅を±0．1に制御しながらイタドリを育成できる水耕装置を作った。さらに，この装置を用  

いてイタドリの乾物生長に対するAlの影響を調べている。  

研究課題17）植生改変に伴う地表面土砂流出量の変化  

〔担当者】可知直毅・山口武則＊・戸塚 績‖（♯技術部，和束京農工大）  

〔期 間〕61年度  

（内 容〕生態系における環境管理手法の開発に必要な基礎資料を収集することをH的に，地  

表面に生育する植物の種類の変化と地表面土砂流出量との関係について，裸地傾斜畑地におけ  

る地表面土砂流出量と降雨の関係を調査した。鎮圧区の土砂流出量は，非鎮圧区のそれに比べ  

て高い値を示した。また，降雨量と土砂流出量の間に相関が認められたが，降雨強度との間に  

は相関が認められなかった。しかしながら，同じ降雨量の問で降雨強度の違いを比較すると，  

降雨強度の大きい方が土砂流出量が多い傾向を示した。  

〔発 表〕卜25  
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研究課題18）官栄雲湖沼の環頓管理に係る生物生産の変動に関する研究  

〔担当者〕岩熊敏夫・高村健二・野原精一・上野隆平・安野正之・高村典子・花里孝幸・菅谷  

芳雄＊（＊技術部）  

〔期 間〕59－62年度  

〔内 容〕ユスリカ幼虫と羽化成虫の採集調査の結果，手賀沼の底泥にはカユスリカの一種  

乃恍血山元＝九肌肌が深さ20cmまでに分布し，この種が秋期に発生するユスリカ成虫の大部分  

を占めていることが明らかにされた。   

霞ヶ浦よりは水質の改善された諏訪湖で底生動物の現存量とユスリカ羽化量の調査を行っ  

た。秋の羽化量は，オオユスリカ510個体m2（1．5gm‾2），アカムシュスリカ690個体m‾2（2．Og  

m‾2）であった。霞ヶ浦高浜入と幼虫現存量を比較すると，アカムシュスリカではほぼ同じで  

あったが，オオユスリカは諏訪湖の方が高〈，特に夏世代でその傾向が顕著であった。  

〔発 表〕H－1，h－4，15  

研究課題19）河川の生物による浄化機能に関する研究  

〔担当者〕岩熊敏夫・高村健二・野原精一・上野隆平・佐竹 潔  

〔期 間〕59”62年度  

〔内 容〕恋瀬川支流の川又川で，夏期に水質・生物相の調査・分析を行った。全リンは梅雨  

期には河床から流出し410mgPm‾2d▲1の負荷となるが，梅雨期以後は河床に一部が沈降し，  

75mgPmr2d‾1が水中から除去されていた。一方，クロロフィル量で示される有機物量は常  

に流出し，梅雨期に24mgm‾2d1，梅雨期以降に5mgm▲2d1となり，内部生産が高いこと  

が示された。底生動物は世代時間の短いCγ1COJゆ↓ざわfc血c′渥∫等の小型のユスリカが優占するこ  

とが明らかにされた。これらのユスリカの羽化による有機物除去量は4か月で1．6－1．8g乾重  

m－2と推定された。   

また，夏期の台風後に洗い流された付着藻類と底生動物の現存量回復過程を調べた。回復初  

期には底生動物の密度が低く摂食庄が低いため，付着藻類増殖速度は約0．3d‾1と高かった。  

〔発 表〕h－3  

研究課題 20）環境変動に伴う植物及び小動物の大発生機構とその制御に関する研究  

〔担当者〕岩熊敏夫・高村健二・野原精一・上野隆平  

〔期 間〕61－64年度  

〔内 容〕霞ヶ浦小野川河口域で，野生ハスの現存量調査及び水質調査を行った。その結果，  

水位変動がハスの分布を制御する重要な因子であることが示された。霞ヶ浦湖岸23箇所のヨシ  

現存量とヨシ付着藻類量を5，8，11．3月に調査した。ヨシの太さには地点によって，付着藻  

類量には地点と季節によって差が認められ，湖沼のヨシ群落の代表性については欄内の地域差  

を考慮する必要が認められた。   

霞ヶ浦の主要な底生動物であるユスリカ2種のうち，年1化のアカムシュスリカは2年ごと  

に大発生し，その変動は桂の生活様式によるものであることが明らかにされた。一方，年3化  

のオオユスリカは2〝4世代ごとに密度が高くなる傾向が認められた。また霞ヶ浦湖岸でライ  

トトラップ・粘着トラップ等を用いて，各種ユスリカ成虫の発生時期とその発生量の地域分布  

を明らかにした。その結果，発生量のピークは4－5月（オオユスリカ）と11月（アカムシュス  

リカ）にあり，共に高浜入りで大量の発生があった。これらの2種が短期間出現するのに対し，  
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細水植物植物帯がある沿岸部では，小型のユスリカが比較的長期にわたり（1種で敷か月）発生  

し続けた。伴せて湖内のユスリカ幼虫分布との比較も行った。  

〔発 表〕H－2  

研究課題 21）遺伝子資源としての環境生物の確保と実験生物化に関する研究  

〔担当者〕菅原 淳・安野正之・畠山成久・春日清一・宮下 衛・高村典子・花里孝平・近藤矩  

朗・島崎研一郎・竹内裕一・清水英幸・須藤隆一一＊・矢木修身＊・稲森悠平＊・冨岡典  

子＊・内山裕夫＊・渡辺 信＊・服部浩之＊・広木幹也＊・御許守弘＊・三浦 卓”・  

彼谷邦光…・藤沼靡実＝＊・菅谷芳雄＊＊＊・笠井文絵＊＊＊・高橋 弘＊＊＊  

高橋憤司＊‖（＊水質土壌環境部，＊＊環境生理執 ＊＊＊技術部）  

〔期 間〕61－65年度  

〔内 容〕（1）環境浄化に有用な生物として，テトラクロロエチレン分解菌，半従属栄養藻  

類P加c眈ざを分離・培養することができた。また，銅感受性の高いアオコ，03感受性の高い蘇  

苔類が確保された。  

（2）pcB分解菌から分解に関与するplasmidを単離できたこと，及びPCB分解菌，E．coli．  

凸削仁少雨加でのP。5。依存性難分解性化合物の分解能を検索した。テトラヒメナや光合成細菌  

では，生理生イヒ学的特性や収量性について検討が加えられた。水質汚染評価に有用であると評  

価されているヌカエビ，アマゾンモーリー，メダカ等の繁殖技術又は大量飼育技術を確立した。  

ホウライシダによる03影響評価のための基礎的データを得た。ニホンウズラ，ボブホワイト，  

シリアンハムスターで各々32世代，25世代，15世代まで遺伝的純化を進め，ニホンウズラが他  

の実験動物と比べて，NO2に高い感受性を示すことを明らかにした。  

（3）環境にかかわる微細藻類について無菌培養の確立と安定した保存条件の検討を行った。  

特に微細藻類114株について凍結保存が可能であることを明らかにした。  

〔発 表）E－8，34，74，75，ト2，e－12，92，f－3，h－14  
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2．2．9 技 術 部  

〔研究概要〕技術部は，生物系・理工系の各種大型研究施設，エネルギーセンター，廃棄物処  

理施設，霞ヶ浦臨湖実験施設及びその他共通施設に係る運転管理，設備保守等を行うほか，工  

作室の管理と特殊実験機器の製作等を行っている。同時に，それらの技術業務の合理化を進め  

るほか，省エネルギー対策∴各種施設の経年変化に伴う老朽化対策を講じるなどの技術的検討  

を行っている。また，新たな研究施設や大型装置の計測・制御システム等の改良・開発のため  

に必要な計画立案，技術調査及び装置工学的研究を行うと共に，生物系各施設で供試される実  

験植物の栽培，実験動物・水生生物の飼育，環境微生物の系統保存，新しい系統等の開発及び  

各種実験生物に関する基礎的研究を行っている。さらに，各種の特別研究の実施に当たっては，  

関連する大型研究施設に対応した研究に参画している。   

経常研究として，技術室では，廃棄物処施設におけるエネルギー効率化の技術的検討を行い，  

加圧浮上法における加圧水量と処理効率との関係について究明した。動物施設管理室では，実  

験動物の異常検索手法について検討すると共に，環境汚染物質の生体影響研究用実験動物とし  

てウズラ及びハムスターの育種・改良を進めている。生物施設管理室では，プラスチック材料  

から放出される微量揮発性可塑剤が植物生育に及ぼす影響，畑地ほ場の土壌生成過程，系統保  

存微細藻類の形態変異についての基礎実験を行った。理工施設管理室では，マイクロコンピュー  

ターによる風洞データ収録処理装置を試作すると共に，大型実験装置内の光化学反応生成物質  

の分析法，簡易型レーザーレーダー装置における測定技術などについて検討を加えた。  

研究課題1）水処理におけるエネルギー効率の解析  

〔担当者〕松垂一夫・藤田利伸・佐藤三郎・田井慎吾＊（＊水質土壌環境部）  

〔期 間〕61年度  

〔内 容〕水処理におけるエネルギーの多くは水の移送と空気の圧縮に使用される。臨湖実験  

施設の廃水処理システムでは加圧浮上装置を用いているが，この装置の原理は水中の懸濁物質  

を空気の気泡の浮力によって水から分離するものである。そのため，水中に微細な気泡を均質  

に発生させることができるかが処理のポイントである。気泡の発生は加圧によって水中に空気  

を溶解させその加圧水を大気圧に戻すことによって発生させるが，この装置では処理水にコン  

プレッサーで5kg／cm2に圧縮した空気をエジュクターを用いて水中に混合し溶解させている。  

処理装置の効率を良くするにはできるだけ少ない加圧水で安定した良好な処理水が得られるか  

である。この装置は処理流量を20m3／hで運転を行っているが加圧水量を3．5m3／h・5m3／hお  

よび5．6m3／hで検討した結果5m3／h以上であれば良好な処理水が得られることが分かり今後  

この加圧水量で運転を行うこととした。  

研究課題 2）プラスチック可塑剤の植物影響評価法に関する研究  

〔担当者〕藤沼康実・【l．1ロ武則・町田 孝・相賀⊥郎  

〔期 間〕61～63年度  

〔内 容〕人工素材中に含まれる化学物質の植物に対する毒性を評価する方法が確立されてい  

ない。このために，本研究ではプラスチック可塑剤七して用いられているDBP（di－n－butyl  

phthalate）を例に人工素材中に含まれる化学物質の植物毒性を調査し，その評価方法を検討し  
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た。   

DBPの植物に及ぼす影響程度は種間差が大きく，ハッカダイコンが掛こ感受性の高い植物  

であることが分かった。その症教は展開菓ではクロロシス，未展開菓では白菜化するものであ  

り，フタール酸エステル類特有のものであり，他の大気汚染物質による障害とは明確に区別で  

きるものであった。   

また，大気中に存在する微量のDBPの植物影響を評価する装置を検討したが，既存のグロー  

スキャビネットでは壁面などの内装にDBPが付着し，評価装置として利用できないことがわ  

かり，新たに装置を開発する必要性が生じた。  

〔発 表〕i14  

研究課題 3）畑地は頓における土壌形成過程に関する研究  

〔担当者〕山口武則・藤沼康実・相賀一郎  

〔期 間〕60～65年皮  

〔内 容〕開墾地の畑地ほ場において植物の栽培様式の相違によって土壌形成がどのように経  

時的に変化するか長期的展望に立って調査し，ほ場の管理方法の指針を作ることにある。本年  

度は，前年度の研究を継続すると共に，降水の質的変化と土壌生態系への物質負嵐 植物影響  

を把握するための調査を実施した。  

〔発 表〕i－26，27  

研究課題 4）環境汚染にかかわる微細藻類の系統保存に関する研究  

〔担当者〕笠井文絵・相賀一郎・渡辺 信＊（＊水質土壌環境部）  

〔期 間〕58～61年度  

〔内 宮）緑藻α血血刑誠御伽如の，微生物系耗保存様に保存されている株及び各地より  

分離した株を用いて形態変異の検討を行い，次の結果を得た。  

（1）同一形態種とされているが生殖的に隔離している3グループは，それぞれ固有の形態  

変異を示した。  

（2）同一地域に分布する2グループの形態には大きさと形の上で明らかな差違が認められ  

たが，異なった地域に分布する1グループは，大きさの上では両方の中間，形の上では片方と  

似た形態を示した。  

〔発 表〕卜10  

研究課題 5）環境科学研究用に開発した実験動物の有用性に関する研究  

〔担当者〕高橋憤司・高橋 弘  

〔期 間〕61－65年度  

〔内 容〕動物実験施設では，環境汚染物質の生体影響研究用実験動物としてウズラ及びハム  

スターを用いて開発してきたが，本年度はそれらの有用性について検討し，以下の成果を得る  

ことができた。  

（1）ニューカッスル病ウイルス不活化ワクチンに対する抗体産生能（NDV・Hl抗体産生能と  

略）の高及び低系ウズラの選抜を28世代から32世代へと進め，両系ウズラを遺伝的に純化する  

と共に，NDV・HI抗体産生能の系統間差をより明確にすることができた。   

また，ハムスターでは兄妹交配による近交化を行い，これまでに5家系を最大16世代まで継  
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代することができ，近交系の作出が有望となった。  

（2）NO2と0。の複合ガスを，ウズラ・ハムスター・マウス・ラットに急性暴露した結果，  

ウズラでは複合暴露により生存期間及び生存率がNO2（20ppm）単一暴露より有意に増加した。  

すなわち，ウズラでは他の動物と異なりNO2と03ガスの“相殺効果”が認められたので，今  

後さらに検討する。  

（3）ウズラを用いた残留化合物（TBTO）に対する毒性試験を行い，毒性試験用動物として  

のウズラが有用であることを確認した。  

〔発 表〕i－12  

研究課題 6）実験動物の異常検索手法に関する研究  

〔担当者〕伊藤勇三・高橋 弘  

〔期 間〕60～64年度  

〔内 容〕今年度は，本課題として以下の事項について検索し，所期の成果を得た。  

（1）動物実験施設で行われた長期実験の動物体重，実験期間中の死亡（と殺）動物数，死亡（と  

殺）時期及び死亡（と殺）動物の肉眼的解剖所見等について観察を行ない，検討を加えた。その  

結果 これらの動物の致死主因の分類とそれらの出現傾向及び発症時期等についての基礎資料  

を得ることができた。  

（2）動物実験施設で行われた長期実験の実験供試動物と実験期関内死亡（と殺）動物の体重  

を比較検討を行った。その結果，体重から異常動物（死亡，と殺）の出現を事前に約60％の確率  
で予測できた。この点に関しては引続き検討を行い，異常動物早期発見法の一つとして実用化  

できるようにしたい。  

（3）当施設に導入される動物の微生物検査として導入時動物検査及び当施設飼育室で飼育  

中動物のモニター動物検査について検討を行った。その結果，現在導入されてくる動物の微生  

物学的清浄度の再確認と，現在飼育中の動物の微生物学的レベルの評価がより明らかとなった。  

また，本検査は，継続して行うことにより施設の清浄度確保と実験精度の向上・維持に有益な  

資料・情報となる。  

〔発 表〕i－1，2   

研究課題 7）大気拡散風洞の最適運転並びに温度差のある流れにおける風洞実験技術に関す  

る研究  

【担当者〕上原 清・竹下俊二・植田洋匡■（＊大気環境部）  

〔期 間〕55－65年度  

【内 容〕加熱・冷却床パネルや気流温度の制御装置を備え，測定部における気流の安定度を  

コントロールするような風洞実験施設は世界的にも例が少ない。本研究では当該施設の安定か  

つ効率的な運転方法，並びに温度成層化した流れの性状を明らかにするための計測技術や可視  

化技術について検討した。   

本年度はマイクロコンピュータによる汎用のデータ収録処理装置を試作し，応用範囲を広げ  

た。  

研究課題 8）大型実験装置内における光化学反応生成物の分析に関する研究  

〔担当者〕高木博夫・水落元之・土井妙子・竹下俊二・秋元 皐＊・福山 力＊（＊大気環境部）  
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〔期 間〕58－62年度  

〔内 容〕（1）サーマルカーボンアナライザー（TCA）と熟天秤を組み合わせる有機エアロゾ  

ルの分析手法の検討を行い，有機エアロゾルの熟特性が明らかとなった。  

（2）チャンバー内に生成するPAN分析のためのスタンダードの安定発生に関する検討を  

行い，20ppb程度の低濃度での発生が可能になった。  

（3）蛍光Ⅹ線分析法によるエアロゾル中の金属成分の測定手法について検討し，多元薫同  

時分析が可能になった。  

〔発 表〕ト11，14  

研究課題 9）混合層高度モニター用レーザーレーダーの特性に関する研究  

〔担当者〕松井一郎・竹下俊二・笹野泰弘＊・清水 浩＊・竹内延夫＊（♯大気環境部）  

〔期 間〕58－62年度  

〔内 容〕大型レーザーレけダーによる広域の大気汚染現象及び風系に関する測定に際して，  

混合層高度の時間変化を同時に把握することが重要である。本研究は，混合層高度連続測定用  

簡易型レーザーレーダーを用いて大型レーザーレけダーのサポートデータを得ることを目的と  

している。58年度より，東京大手町に装置を移動し，都市域における混合層高度の日変化の観  

測を行っている。  
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2．3 環境保全総合調査研究促進調整熱こよる研究  

2．3．1窒素酸化物に係る沿道局地大気汚染対策の  

有効性予測に閑する調査研究   

〔担当者〕総合解析部：内藤正明・西岡秀三・安岡善文・田村正行t仁科克己・原沢英夫  

大気環境部：金谷 健  

〔期 間〕61年皮  

【概 要）大都市圏における窒素酸化物による大気汚染は，交通量の増大傾向からみて引き続  

き今後も残されるとみられ，沿道汚染激甚地区への具体的対応策の検討が迫られている。本研  

究は，局地的高濃度汚染がみられる地区における沿道対策の効果を，精密シミュレーションに  

より把握する手法の開発を目的とするものであり，またその解析結果をコミュニケーションす  

るための表示技法の開発を行うものである。   

本研究の課題と主な成果は次のとおりである。  

（1）沿道窒素酸化物削減対策技術調査：道路構造の改良 汚染物質の吸引処理，沿道整備  

など汚染防止対策の技術調査を行った。  

（2）2次元・3次元拡散シミュレーション手法の開発：沿道における汚染物質拡散の精密  

シミュレーションのため拡散方程式を適用した2次元・3次元シミュレーションプログラムを  

作成し，実測データとの較正を行った。  

（3）沿道対策の有効性検討：沿道汚染状況を判定する指標を定め，各種沿道対策の効果を  

拡散シミュレーションによって確認した。  

（4）沿道対策効果の画像表示システム作成：拡散計算結果を画像表示し，大型スクリーン  

に投影して多人数の検討に供するシステムを作成し，研究集会において専門家による意見集約  

を行った。  

（5）広域交通公害対策評価検討用対話型表示システムの作成：東京都を例にとって広域交  

通状況を把握し，対策効果を評価するための画像表示システムを作成した。  

（6）沿道対策効果関連影響の検討：沿道対策を行うことによって生じる副次的効果の検討  

として，騒音影響・景観変化のシミュレーション，土地利用の観点からみた対策の費用効果分  

析を行った。  

－115一   



2．4 国立機関原子力試験研究費（科学技術庁）による研究  

2．4．1水界生態系における環境汚染物質の動態に関する研究   

〔担当者〕生物環境部：菅原 淳・花里孝幸・高村典子・安野正之  

環境保健部：青木康展t遠山千春・三種裕子・鈴木和夫  

（期 間〕58～62年度  

〔概 要〕これまでの研究で，ミクロキスティスは分解すると動物プランクトンの良い餌とな  

ることが示された。そこで3Hと14cをトレーサーとして用い，詳しく検討した。   

ミクロキスティスを14cでラベルした後分解させ，さらに実験の直前にその中のバクテリア  

を3Hでラベルした後，動物プランクトンに摂食させた。その結果，動物プランクトンは分解  

したミクロキスティス中に浮遊あるいは付着しているバクテリアを最もよく摂食し同化してい  

ることが分かり，生態系におけるバクテリアの重要性が示唆された。   

一方，重金属の水界生態系へ及ぼす影響を評価するために，水生昆虫であるコカゲロウにカ  

ドミウム（109cd）を暴露し，どのような生体成分に109cdが結合しているのかを，ウエスタン  

プロッティング法を用いて調べた。この結果，分子量約10，000のカドミウム結合タンパク質  

（Cd－BP）が誘導されることが明らかにされた。本法の利点は，10匹程度の少量の幼虫で，十分  

にCdLBPを検出し得ることにある。  

〔発 表〕G－2，h26，27  

2．4．2 環境汚染物実の生物影響の作用機構に関する研究   

（1）植物影響関係  

〔担当者〕生物環境部：菅原 淳・近藤矩朗・田中 浄・島崎研一郎・竹内裕一・榊 剛・  

久保明弘  

〔期 間〕59－63年度  

〔内 容〕03，SO2の菓脂質組成への影響，近紫外光（UVB）の植物の生長への影響等に関す  

る研究に加え，03のmRNAに及ぼす影響についても検討し，次のような結果を得た。  

（1）03によって誘導される葉緑体の糖脂質減少とそれに伴う中性脂質増加の機構を  

tl－14c］オレイン酸，［卜14c］リノレン酸をトレーサーとして調べた。得られた結果と，昨  

年までの結果を合わせ，03によって葉緑体の糖脂質から糖がはずれ，脂肪酸が結合してトリ  

グリセリドが合成されることが明らかになっ．た。  

（2）波長290320nmの近紫外光（UVB）の照射によりキュウリの子葉の生長が阻害され，  

タンパク質，糖，有機酸含有量が低下したが，DNA，RNAは有意な変化を示さなかった。  

（3）0。暴露したホウレンソウからRNAを抽出し，35s－メチオニンを含む加祓わ翻訳系に  

おいてタンパク質を合成させたところ，03暴露により新たなタンパク質合成の誘導が起こる  

ことが示された。  

〔発 表〕h－12，19  
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（2）動物影響関係  

〔担当者〕環境生理部：三浦 卓・持立克身・囲本 学・高橋勇二・彼谷邦光・小林隆弘・  

山根一祐  

環境保健部：青木康展  

〔期 間〕59－63年度  

〔内 容〕代表的な大気汚染ガスである二酸化窒素（NO2）を動物に吸入暴露すると，肺及び血  

管内皮の生理活性物質の合成活性が低下することをこれまでに明らかにしてきた。本年度は，  

免疫機能に影響を及ぼす可能性が示唆されているオゾン（0。）をラットに暴露し，脾臓の生理  

活性物質の合成能に及ぼす影響を検討した。14cァラキドン酸を用い代謝を検討した結果，脾  

臓のプロスタグランジンD2（PGD2）合成活性の克進することが観察された。また，ConAによ  

る．）ンパ球の幼若化を3HLチミジンのDNAへの取り込みで観察すると．PGD2はリンパ球の  

幼若化を抑えることが見いだされた。03暴露による免疫監視機構の変化にアラキドン酸代謝  

物が関与している可能性が示唆された。また，NO2，03暴露により肺の肺胞マクロファージ  

は増殖性の反応を示すことを明らかにしてきたが，0。暴露した動物の肺洗礁液中には肺胞細  

胞のDNAへの14c一チミジンの取り込みを増加させる因子が存在していた。   

NO2の血清脂質の恒常性維持への影響を明らかにするためにNO言がレシチンーコレステロ‾  

ルアシルトランスフエラーゼ（LCAT）に及ぼす影響を調べ0．1Mで活性が低下することを明ら  

かにした。この低下は，NO言のカオトロピックイオンとしての作用によっていたが，その影  

響は軽微であり，血清脂質代謝に影響しないと考えられる。   

カドミウム（Cd）とNO2は，赤血球の老化を促進することを明らかにしてきた。複合影響検  

討のため8ppmNO2或は0．8ppmO。に暴露したラットにCd（1mg／kg）を投与した。   

ヘマトクリッ＝乱 脾臓重量の変化は，対照ラットにCdを投与した場合と差がなかった。  

またNO2あるいは0。暴露したラットの赤血球を用いCdの影響を検討したが，Cdの取り込  

み，膜タンパク質への109cd結合とも対照ラットと差がなかった。  

〔発 表〕F－3，仁7－9，36  

2．4．3 湖沼・河川生態系の酸性化に伴う物質代謝の変化機構  

に関する研究  

〔担当者〕計測技術部：佐竹研一・植弘崇嗣・柴田恵子  

水質土塊環境部：高松武次郎  

生物環境部：清水英幸  

環境保健部：三森文行  

技  術  部：土井妙子  

〔期 間〕60－64年度  

〔内 容】（1）酸性湖沼や河川において主要な植物である水生車苔類の光合成活性及びリン  

の取り込みと転流を測定するため，14c及び33pを用いたミクロオートラジオグラフイ法を検  

討し，測定法を確立した。  

（2）上記のミクロオートラジオグラフイ法を用いて酸性湖沼や河川に広く分布する水生蘇  

苔類ウカミカマゴケDrepanocladosfluitansによる14c－CO2，33pLPO4の取り込み及び組織を  
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構成する細胞間の活性の差を比較した。  

（3）酸性ヰ性河川に分布する水生苔類についてPO4の取り込み速度及び取込又はPO‘lの  

細胞内分布と化学形態に関する検討を行った。  

（4）水生辞苔類分解バクテリアについて検討し，酸性湖沼や河川に多いチャツボミゴケ  

JungermamniavulcanicolaやムラサキヒシャクゴケScapaniaundulataの分解バクテリアの発見  

に引き続き，ウカミカマゴケDrepaTIOCladosfluvitarlSの細胞壁を分解するバクテT）アを発見し  

た。  

〔発 表〕c－11～13，C－18～20，22  
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2．5 科学技術振興調整費（科学技術庁）による研究  

2．5．1ネットワーク共用による化合物情報等の  

利用高度化に関する研究   

（1）化合物現場データベースシステムの開発に関する研究  

〔担当者〕計測技術部：溝口次夫・安原昭夫・伊藤裕康  

環境情報部：新藤純子  

〔期 間】56～61年皮  

〔内 容〕本研究は化合物情報の総合データベースシステムの開発に関するプロジェクト研究  

のサブテーマの一つとして実施してきたものである。これまでに，環境中に存在する有害な化  

合物に関する情報を収録した環境化学物質データベースシステム及びガスクロマトグラフ質量  

分析計で測定された未知の質量スペクトルから物質を同定するためのGC／MSスペクトルデー  

タベースシステムの開発，研究を行ってきた。   

本年度は本プロジェクト研究の最終年度であるため，プロジェクトの最終目標であるネット  

ワーク共用システムでの適用を可能にするために，両データベースシステムともこれまでの研  

究成果をとりまとめ，その内容を検討した結果，更に必要な次のシステム設計などを実施した。  

【†rrAC M260汀  

急性帽 
ル  

図2．1システムの概念図  
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1）両データベースシステム共に，これまで活用してきたパイロットシステムの修正及び変  

更   

2）共通コマンド，ローカルコマンド利用のためのソフトウェアの設計   

3）データフ7イル構成の効率化   

また，昭和62年2月18，19日の両日，日本科学技術情報センターにおいて，本プロジェクト  

研究でそれぞれの化合物データベースシステムを構築してきた仝研究機関が参加してネット  

ワてク共用によるオンラインシステムのデモンストレーションが行われた。共通コマンド及び  

ローカルコマンドによる各データベース間の渡り検索を担当し，迅速，的確な検索を実行して，  

好評を得た。   

本プロジェクト研究で開発された化合物捻合データベースネットワークシステムの概念は図  

のとおりである。  

〔発 表〕c－46，48  

（2）化合物ネットワーク共用システムの開発に関する研究  

【担当者〕環境情報部：中條悦造・常盤昇次・古川満信・鈴木輝夫  

〔期 間〕56～61年度  

〔内 容〕本研究は化合物情報等の分散型データベースを構築するためのサブテーマとして，  

異機種コンピュータ間の共用ネットワーク実験システムの開発研究を行うものである。本年度  

は，本研究における最終年度であり，62年2月18，19日の両日にわたって行われた公開テスト  

に向けて化合物ネットワークシステムで各種プログラムの稔合的なテストが行われた。  

（1）プログラムの結合試験   

依頼側機能（データベース利用側），被依頼側機能（データベース提供側）ごとにデバックツー  

ルを使用した結合試験及び依頼側機能と被依頼側機能とを自センター内で折り返した結合試験  

の二段階に分けて実施し，問題のないことを確認した。  

（Z）プロトコル検証試験   

自センターとNTT（日本電信電話会社）試験センターをネットワークにより接続し，検証試  

験手順書に基づき遠隔制御端末を用いて実施した。   

国立公害研究所が実施した試験項目数は324項目であったが，通信規約（プロトコル）どおり  

であることを確認した。なお，各センター聞における試験環境づくりに約1か月と予想外の時  

間を要した。  

（3）ネットワーク接続試験   

依頼側機能は，本センターから他の5センター（工業技術院，農林水産省，日本科学技術情  

報センター，国立国会図書館，特許庁）へ，また被依頼側機能は3センター（国立国会図書館，  

特許庁，国立公害研究所）からの検索操作により実施した結果，検索操作が問題なく実施でき  

ることを確認した。   

なお本試験に当たっては，国立公害研究所センターが主として調整に当たったが，比較的順  

調であった。  

（4）総合評価試験   

ネットワークを介して相手センターと現実の運用を想定した総合評価実験を行い，開発した  

各種応用ソフトウェアの操作性，効率等に関して評価を行い，十分実用に耐えることを確認し  

た。  
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（5）その他   

本システムの応用ソフトウェアの開発は，主として，データ通信設備を提供しているNTT  

とシステム標準プログラムを提供している日立製作所が分担して行った。  

2．5．2 アセアン諸国とのリモートセンシンク技術の高度化  

とその応用に関する共同研究   

（1）リモートセンシンク技術の高度化に関する研究   

共通基盤的情報抽出・処理手法に関する研究（ii）植生環境調査  

〔担当者〕環境情報部：宮崎忠図  

絵合解析部：安岡善文  

〔期 間〕61”63年度  

〔内 容〕本研究はタイ科学技術エネルギー省国家研究評議会（NRCT）及び環境庁（NEB）との  

共同で，人工衛星ランドサット等を利用したリモートセンシングによるタイの植生環境調査手  

法を開発することを目的とする。このため，特にリモートセンシングに及ぼす大気効果の評鳳  

除去手法及び植生分類手法を開発することを目的とした。   
本年度は，タイ東北部KhonKaen（コンケン）及び南部Phuketlsland（プケ島）において，人  

工衛星（ランドサット）の上空通過に同期して，グランドトルースデータの収集を行った。コン  

ケンでは昭和62年2月9日にランドサット4号に同期して，植生，土壌，軋 人工物の分光反  

射スペクいレの測定を行い，プケ島では2月15日にランドサット5号に同期して，植生，土壌，  

人工物の分光反射スペクトルの測定を行うと共に，沿岸域の水面及びマングローブ林のスペク  

トル測定を行い，更に水質調査を行った。   

測定された分光反射スペクトルデータにより温帯（日本）と熱帯（タイ）の植生，土壌等の反射  

スペクトルの遠いを調査した。また，熱帯地域の土地被覆分類や植生分類のための基礎スペク  

トルデータとして，測定された分光反射スペクトルデータのデータベースの作成を行った。   

コンケン及びプケ島の植生変化状況を調査するために過去のランドサットデータ（コンケン：  

昭和60年，61年，プケ：昭和6】年）の収集を行い，画像の重ね合わせ，土地被覆分類，及びそ  

の変化抽出を行い，土地被覆分類図，土地被覆変化図の作成を行った。   

人工衛星を利用したリモートセンシングにおいて，植生分類手法，植生変化の抽出，大気補  

正手法等を開発するためには可視域から中間赤外のスペクトル情報が重要である。このため可  

視域から中間赤外域（0．4－2．5〝5皿）をカバーするスペクトロメータの開発を行った。本装置は  

分光部にグレーティングを，光検知部にアレイセンサーを用いたフィールド実験用小型スペク  

トロメータで，マイクロコンピュータにより測定，測定値の補正，記録が自動的にコントロー  

ルされる。本装置はリモートセンシング技術を用いた土地被覆分類，植生分類，大気補正等の  

手法の開発に貴重なデータを提供すると期待される。  
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2．5．3 重点基礎研究   

（l）環境ストレッサーに対する恒常性維持様構に関する基礎的研究  

〔担当者〕環境生理部：鈴木 明・局 博一・彼谷邦光・米元純三・三浦 卓・挿立克身・  

高橋勇二・小林隆弘・山根一祐  
〔期 間〕61年度  

〔内 容〕（1）動物の行動生理：環境ストレッサーとして温熱とオゾンを選び，動物を用い  

て行動生理学的検討を行った。温熱に対し，動物の飲水行動量，運動量は低下した。再び外気  

温に戻すと，行動量は回復した。この間，血中水分含量はほぼ一定に保持されたので，恒常性  

維持機構が働いていると考えられた。オゾンを付加すると，顕著な飲水行動量の低下を示し，  

その程度は，単一の場合よりも強く，血中水分含量の低下も認められた。このことはストレッ  

サーの重合は，個体の健康維持にとって，重大な影響（恒常性維持の破たん）をもつ可能性を示  

唆した。  

（2）生体防御機能：化学的ストレッサーであるオゾンの免疫系への顕著な影響は，血液中  

のTリンパ球の減少であった。それと同時に胸腺重量が低下し，その後，オゾン存在下でも胸  

腺重量が回復し次いで血液中のTリンパ球数は正常レベルに戻った。胸腺は，Tリンパ球が増  

殖，分化を行う場であり，オゾンによるストレスに対し血液中のTリンパ球数を恒常域に維持  

するのに重要な役割を果たしている可能性が示唆された。   

オゾンは，肺の感染抵抗性に重要な役割を果している肺胞マクロファージに対しても，代謝  

活性の低下と細胞数の減少をもたらした。その後，オゾン存在下でも，代謝的に活性化され細  

胞数も増加した。細胞数の増加は細胞分裂の促進に因って起こる可能性が示された。したがっ  

て，ストレスに対し肺胞マクロファージは，細胞分裂を促進し細胞数を恒常域に維持している  
可能性が示唆された。  

（3）脂質代謝機能：培養動物細胞は温度ストレッサーによって，その脂質代謝が変化する。  

細胞を低温で培養すると，細胞膜の主要構成成分であるリン脂質の不飽和脂肪酸が増加し，高  

温で培養すると不飽和脂肪酸が減少した。一方，これらの温度変化によって，細胞膜の流動性  

はほとんど変化しなかった。脂肪酸分子種の変化は細胞膜機能維持に必要な流動性保持のため  
であると考えられる。  

〔発 表〕F－11，f24，35，36  

（2）大気汚染物質及び重金属類の植物に及ぼす影響の解明に関する研究  

〔担当者〕生物環境部：菅原 淳・近藤矩朗・久保明弘・名取俊樹  

技 術 部：藤沼虚実  

〔期 間〕61年度  

〔内 容〕植物の生長，生理機能，遺伝子発現に対する大気汚染及び重金属の影響を総合的に  

解明するために，以下の研究が実施された。  

（1）10ppmAlを添加した区と，最高濃度0．08ppmの03に2．5時間暴露した区においてソ  

バを12日間育成し，乾物生長とタンパク質の組成を調べた。0。＋Al区で最も良い乾物生長を  

示したが，危険率1％では他区との間に有意差は認められなかった。一九Alと0。の単一処  

理及びこれらの混合処理によっても分子量62，000の可溶性タンパク質の増加が認められた。  
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このタンパク質の機能，遺伝子発現との関連性などは今後の研究課題である。  

（2）ホウレンソウを用いて，遺伝子発現に及ぼす03の影響を調べたところ，新たに数種  

の遺伝子が発現されることを示唆する結果が得られた。また，CuあるいはCdを水耕液に与  

えると，ホウレンソウの生育阻害や生長異常が認められた。重金属の影響の機構や遺伝子レベ  

ルにおける作用は今後の検討課題として残されている。  

〔発 表〕h－12  
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3．情 報 業 務＊   

環境情報部は，公害・環境関連情報に対する広範な需要に応じるため，昭和48年度の研究所  

設立以来，数値情報（大気質・水質），文献情報，情報源情報等の収集に努め，それらの情報に  

基づ〈環境データベースの構築とその効果的運用を図ってきた。また，昭和50年に指定された  

国連環境計画（UNEP）の国際環境情報源照会システム（INFOTERRA）のナショナルフォーカル  

ポイントとしての業務を整備してきた。   

本年度は，各種文献情報等に係る商用データベースの進展に合わせて，国内，国外の多数の  

データベースに含まれる多種類のファイルを総合的に利用するネットワーク型処理体制の整備  

を図ると共に，引き続き国及び地方公共団体等の環境調査報告書などの資料に関する検索シス  

テムの検討を行った。   

また，新聞情報を含む社会情報の外部システムの利用の一環として，NEEDS－IR柑本経済  

新開）及びHINET（平和情報センター）に加えて，ASSISTの利用による主要新聞雑誌等の記事  

検索体制を強化した。   

さらに，図書業務に閲し，雑誌等逐次刊行物及び単行本等の電算機入力を進め，漢字データ  

ベースを利用した参考業務と管理体制を整備するほか，筑波研究学園都市内各研究機関等の所  

蔵図書の相互利用の手続き等に係る体制の確立を図った。   

数値情報に関しては，大気環境，水質環境に閲し，引き続きデータファイルを作成すると共  

に，これらのデータファイルの利用を図るため，貸出規定に基づく貸出業務を行う他，対話型  

データ解析用プログラムのマニュアルを刊行することにより利用体制の整備を進めてきた。特  

に大気環境データのうち大気常時監視測定の集計結果については，61年度より自治体からの報  

告を電算処理する新システムを環境庁と協同で運用することとなり，月間値・年間値データ  

ファイルはこの過程で作成された。水質環境データのうち，全国公共用水域水質測定結果につ  

いては，収集－データベースヘの収録一解析・集計の一貫したシステムを環境庁水質保全局と  

の協力で，より充実し運用した。解析・集計結果は，水質保全局の発表した「昭和60年度全国  

公共用水域水質測定結果について」の基礎資料として用いられた。また，環境データに特有な  

情報処理手法の開発と環境デけ夕の適切な有効利用を図るために，前年度開催した「第1匝l環  

境データ処理研究会」の報告書を刊行すると共に，続いて「第2回環境データ処理研究会」を  

開催した。   

現在，環境情報部が整備中の環境データベースの構成は図3．1に示した。   

環境データベースを効果的に運用するためにも，また増大する研究技術計算需要に対応する  

ためにも，電子計算機システムの機能充実は不可欠である。60年度は電子計算機システムの更  

新を行い性能向上を図ると共に，自動運転の整備，構内オンラインの強化を進め，効率的連用  

及び省力運転を一層促進した。また，行政情報整備に寄与するため，環境庁に実験システムを  

配置した。  

INFOTERRAについては，主として大学の医学・農学分野などの環境関連部門を国内情報源  

として追加登録した。また，当システムについての広報活動を広範囲に行い，国内外からの照  

会に対し，関連情報源を検索し，回答した。  

＊〔発表〕に記載された記号は第5章 成果発表一覧の記号に対応する。  
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測定局属性情報ファイル  
時間備データファイル  
月間値・年間債データファイル  
水質マスタファイル  
水質データファイル  
流土マスタファイル  
流土データファイル  
オキシダント緊急時発令状況ファイル  
光化学スモッグ被害ファイル  
緊急時のための低層気象ファイル  
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関連統計T  人口統計  
工業統計（通産省との情報交換）  

CDA（環境データ解析用対話型プログラム）  

／くッチ型データ検索プログラム  

対話型公共用水域水貿側定点地図作成プログラム  

NIES－EPA   

NIES－MF   

NIES－SC   

NIES－BOOK  

JICSTファイル等〔外部システムJOIS利用〕  

ENVIROLINE等〔外部システムDIÅLOG利別  

NIES－NEWS  

NIKKEI等〔外部システムNEEDS－1R利用〕  

TECNOSRC等〔外部システムHINET利用〕  

WHO等〔外部システムASSIST利用〕  

lNFOTERRA（UNEP）  

CLEARING（国内）〔外部システムJOIS利用〕  

SSIE（米国）（外部システムJOIS及びDIALOG利用〕  

利用ソフト  

社会情報  

‾1  
情報源情報一機関情報  

［ 

等 

］  

図3．1環境データベースの構成  
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3．1環境数値データファイルの作成と利用  

3．1．1データファイルの作成  

環境行政及び環境科学研究において必要とされる環境数値情報を広く収集し，これを利用に  
便利な形で電子計算機に蓄積することは，環境情報部の主要な任務の一つである。昭和61年度  

においては，前年度に引き続き大気環境データ及び水質環境データを収集して磁気テープに収  

録すると共に，蓄積されたデータの検索，解析手法の開発を進めた。  

（1）大気環境データファイル   

大気環境データファイルは，①大気環境時間倍データファイル，②大気環境月間値・年間  

値データファイル，③大気測定局属性情報ファイルの三つで構成されている。これらのファ  

イルに，60年慶データを入力した。  

（D大気環境時間偉データファイル   

大気環境時間値データファイルは，自治体がテレメータにより収集した各測定局の1時間ご  

との測定値を記録した磁気テープを，各自治体から提供を受け，作成しているものである。磁  

気テープの仕様や測定項目の配列順序は自治体ごとに異なるので，これらのデータを統一的に  

利用するために，当所で定めた「標準磁気テープフォーマット」に変換・編集して蓄積してい  

る。昭和61年皮事業として収録した対象測定局数は，表3．1に示すとおりで全部で971局であ  

る（移動測定車による測定局は除外）。収集対象項目は前年度と同様，各自治体で測定，記録の  

対象としている項目としたが，気象項目のうち特殊なものは除外した。  

（∋大気環境月間値・年間値データファイル   

大気環境月間値・年間値データファイルは，環境庁大気保全局が発行した「昭和60年定一般  

環境大気測定局測定結果報告」及び「昭和60年度自動車排出ガス測定局測定結果報告」に記載  

されている降下ばいじんを除くデータに対応するもので，現在，全国的，かつ経年的に我が国  

の大気汚染状況を評価することができる唯一のデータフ7イルである。このデータフ7イルは  

従来，自治体からの測定結果報告（調票）をまとめた上述の二つの報告書をもとに作成されてい  

たが，本年度より，磁気ファイルを報告書に先行させるシステムに変更した。このため，自治  

体からの報告様式が，磁気テープ，電算入力用シート，従来の調票のいずれかになったため，  

磁気テープ以外の報告データの人丸データチェック，編集システムを開発し，これによりデー  

タを作成した。環境庁において，これらを再編集して，月間億，年間値ファイル，及び上記報  

告書を作成した。また，経年変化データも本年度よりファイル化を開始した。本年度収録した  

項耶11の測定局数は表3．2のとおりで，前年度とほぼ同様である。   

③大気測定局属性情報ファイル   
大気測定局属性情報ファイルには，一般環境大気測定嵐 自動車排出ガス測定局の名称，住  

所，測定局コード，地図情報，周辺状況，測定項目，測定機の型式，及び保守管理状況等が記  

録してある。本年度は，環境庁大気保全局が調査した，昭和61年3月31日現在のデー■タを磁気  

テープに収録した。本ファイルに収録されている局は，現在廃止された局も含めて5，272局で  

ある。  
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表3．1大気環境時間値収録対象局数（昭和60年度データ）  

一般局  自 排局  その他   備  考   

茨城県  34  ロ  
栃木県  17  0  

群馬県  19  0  

埼玉県  38  3  

千乗県  0  

東京都  35   4   

神奈川県  18  3  

横浜市  16  0  

川崎市  8  0  

横須賀市  5  0  

相模原市  3  0  

愛知県  66 5 ロ   
名古屋市  15  ロ  

≡重県  15  0  

京都府  18  0  

京都市  10 7 2   

大阪府  48  ロ  
〔堺市，豊中市，吹田市，高槻市，枚方市，高石市．東大阪市．  

岬町を含む〕  
大阪市  14   ロ   

兵 庫 県   36  21   0  〔姫路市，尼崎市，明石市，西宮市を含む〕   

神戸市  13  2  

奈良県  7  0  

和歌山県  28 O ロ   
岡 山 県   57  10   4  その他の中の1局は立体局（1測定点）   

広島県  49  0  

山口県  34  0  

福岡県  9  0  

北九州市  18 5 ロ   

計   747  199（5）■  25   総  計  971局   

■（）内は，一般局で自排局を兼ねたもの   

第2回環境データ処理研究会の開催   

大気，水質，騒音等のいろいろな環境データの処理手法の開発と環境データの有効利用の促  

進のため，従来の「大気環境データ処理システム研究会」を発展させた「環境データ処理研究  

会」を昨年度より開始した。本年度は大気経由の環境汚染現象をテーマとして，昭和62年3月  

25，26日に第2回研究会を開催した。大気汚染が水，土壌などの環境の場，及びそこに生息す  

る生物に及ぼし得る影響に関して，これらの現象に関する専門家から研究の現状についての紹  

介を受けた。更に，データ解析の立場から，これらの現象における因果関係の立証，評価の可  

能性，及びその手法に関して討論を行った。  

ー128一   



表3．2 大気環境月間値・年間値データファイルに  

収録した項目別局数（昭和60年度データ）  

測 定 項 目   一般環境大気測定局   自動車排出ガス測定局   

二酸化硫黄   1，638   52   

窒素酸化物   1，329   292   

一酸化窒素   1，329   292   

二酸化窒素   1，329   29Z   

一酸化炭素   199   314   

オキシダント   1，024   46   

浮遊粉じん   767   47   

浮遊粒子状物質   784   72   

仝炭化水素   325   149   

非メタン炭化水素   322   141   

メタン   321   139   

（2）水質環墳データファイル   

水質汚濁防止法に基づき，全国公共用水域水質調査が，昭和46年度から実施されている。こ  

の調査結果をデータファイルに収録する作業は昭和51年度より開始し，収録項目を逐次増加し  

てきた。昭和61年度は，前年度と同様，水質環境データフィイル作成事業と「水質測定結果資  

料解析費」による事業とを統一的に実行した。   

水質環境データファイルは，①水質マスタファイル，②水質データファイル，③流量マ  

スタフ7イル及び，④流量データフィイルにより構成されており，その内容は以下のとおり  

である。   

①水質マスタファイル   

水質マスタファイルは公共用水域の水質測定点にかかわる情報を収録したファイルであり，  

データの検索や基準適否の判定などのために基礎となる情報を持っている。本年度は，前年度  

に引き続き，変更地点等の調査結果に基づいて，測定点を5万分の1地形図に記入すると共に，  

地点統一番号，地点名称，指定類型，達成期間の他，緯度，経度を測定して，マスタファイル  

に収録した。また，本マスタファイル更新の基礎となる測定点情報調査表は電算機による出力  

を用いた。  

（∋水質データファイル   

本年度は昭和60年度測定に係る全国公共用水城の仝測定点（8，424地点，延べ118，234測定）に  

ついて，水質測定結果資料解析に必要な生活環境項目のpH，BOD（河）［［），COD（湖沼，海域），  

SS，大腸菌群数，n－ヘキサン抽出物乳 及び健康項目のカドミウム，シアン，有機リン，鉛，  

クロム（6価），ヒ素，給水銀，アルキル水乱 PCBを収録した。窒素，リン酸関係項目につ  

いても，技術的検討のため試験的収録を行った。なお，本ファイルの原資料となる都道府県か  

らの測定結果の報告形態は，33都道府県が磁気テープによっている。  

（卦流量マスタファイル   

建設省作成の昭和59年流量年表に記載されている流量測定点について，前年度と同様に，属  

性情報（位置，名称，流域面積，河口からの距離等）と年集計値（最大流量，平均流量，年給流  

量等）を収録した。  
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④流量データファイル   

上記流量年表の測定点ごとに，日平均流量，月合計，月平均流量，年合計年平均流量等を  
収録した。   

以上のファイルのうち，①，②については，環境庁水質保全局の行う公共用水域水質測定結  

果調査と密接な関係にあり，同調査によって得られた内容に閲し収録・集計等の作業を環境庁  

水質保全局と協力して行う過程で作成されたものである。環境庁水質保全局が昭和61年12月に  

発表した「昭和60年度公共用水域水質測定結果について」及び同局監修の「水質年鑑」の内容  

は，この作業結果を基礎としている。  

3．1．2 利用プログラムの整備  

数値データファイルを有効に利用するためには，データの検索機能，作表，作図等の出力機  

能と検索したデータの解析機能が優れた利用プログラムの整備が必要である。環境データベー  

ス利用ソフトウエアの整備のため，会話形式でデータの検索，解析が可能で，必要な情報のみ  

を即時に出力するための会話型プログラムの開発並びにマニュアルの出版を行った。  

（1）環境データ解析用対話型プログラムの利用体制の整備   

既に，環境データのバッチ処理用の多変量解析プログラムの整備を終了した。しかし，環境  

データは，エ場における品質管理や実験計画の場合のような，統計的に管理された条件下で得  

られることはまれであるため，データの吟味から始まり，分布のモデルを探索しながら，適当  

な変換等を試行錯誤的に試みるというような処理が必要である。このような処理を対話的に  

TSSで遂行するために対話型プログラム（CDA，ConversationalProgramforEnvironmental  

DataAnalysis）を開発し，研究所内での利用を可能とした。また，本年度は，CDAの利用マニュ  

アルを出版した。  

（2）対話型公共用水域水質測定点地図作成プログラムの整備   

水質環境データファイル（マスタファイル）の作成において，水質測定点の位置をはじめとす  

る各種情報を整備しているが，特に地点の位置については毎年，調査・更新した情報をもとに，  

基本となる地図に手作業で記入するなど多大の労力を費やしていた。これら作業の効率化と水  

質測定点地図の基礎資料の作成のため，当該プログラムを作成・整備し，研究・行政分野での  

利用を可能とした。  

3．1．3 数億データファイルの利用  

環境数個データベースのもつ環境質の測定結果を，広〈環境研究や環境行政の利用に供する  

体制を検討している。数値データファイルを利用者に提供するに当たって，1件当たりのデー  

タが膨大であるため現状では必然的に磁気テープによらざるを得ない現状にかんがみ，「環境  

データベース磁気テープ貸出規程」による貸し出し方式が昭和55年2月に確立し，この規程に  

従って，本年度も環境データベースの利用が進められた。  
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3．2 研究情報の整備  

主として，文献情報の収集とそのデータベース化及び国外国内の外部作成ファイルの活用に  

ついて改善を進めて，環境データベースの一環としての機能の充実を図った。昭和61年度の特  

色は，1）内部作成ファイルの充実に合わせた原典即時利用体制の強化 2）逐次刊行物用の  

ファイルNIES－SCの整備に加えて，単行本フ7イルNIES－BOOKの収録件数の増加，及び2）  

内部システムと外部システムの体系的利用体制の拡充である。また，従来の専用端末方式をパー  

ソナルコンピュータ端末に切り換えて，プリント方法とディスプレイによる対話検索の改善を  

進めた。   

表3．3にシステムの概要を示すが，各ファイル等の内容は次のようになっている。  

表3．3 国立公害研究所のオンライン検索システム  

システム又はファイル名（内容）  利用対象者   端末操作者   備   考   

収録件数（61年鹿末）  

内部  57．880（6，549増）  

NIES－MF  （同  上）  11，026  

環境庁職員   1，698（毎年更新）  

システム   7，072（58年度購入   

分より）  

NIES－NEWS（新聞記事）  6，593（659増）   

国立公害研究所職員  環境情報部担当者  
外部  

NEEDS－IR（新聞・雑誌記事等）  同  上   同  上  
HINET  （同  上）   同  上   同  上  

システム   （同  上）   同   上   同  上  

DIALOG  （文 献 等）   同   上   同  上  

NIES－EPA 米国政府関連技術報告昏をデータベース化したNTISBibliographicDataFileの  

中から，米国環境保護庁EPA関係を抽出したものであったが，1980年のものから他の省庁の  

環境公害分野も含めた拡張型に改善した。制限された若干のものを除いて，大部分の対応原典  

がマイクロフィッシュ版→リーダプリンタの方式によって即時利用できる。所蔵文献の検索  

データを全部取り入れて，原ファイルの1／10以下の容量に圧縮し，電算機の利用効率を高めた  

のが特色である。   

N忙S－MF 上記ファイルに対応しない原典マイクロフィッシュについて，当所で書誌事項  

を人力して原テープを作成しているものである。   

NほS－SC 収集した逐次刊行物の管理を目的としたもので，入手形態・所蔵場所・所蔵年  

次などの管理記録の省力化と，利用者全員が座右で常時利用できる逐次刊行物リストの年度当  

捌こおける更新を，正確かつ容易にするなどの図書室サービスを強化する手段になっている0  
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NIES－800K 収集した単行本を対象としたもので，58年度から入力を開始したものである。  

このファイルの利用によって，各研究部等に分散所蔵された単行本の集中管理と有効利用が進  

められる。  

JOIS El本科学技術情報センターOICST）のオンライン文献検索システムであり，漢字出力  

と原報コピー提供が特色である。JICST理工学ファイルには国内環境公害関連研究報告を含め  

て毎年数万件が入力されている。   

DIALOG 米国ロッキード・ミサイルズ・アンド・スペース社の検索システムであるが，利  

用できるファイルの数の多いのが特色であり，このシステムに含まれるデータベースは約250  

種，収録件数は1佐を超す世界最大級のものである。   

以上のオンライン検索に加えて，SDI（SelectiveDisseminationoflnformation：選択的情報提  

供）を利用した，オフラインの専門分野情報の定期的入手等も昨年同様に実施し，稔合的な文  

献情報の利用体制を整備した。また，所外文献の原典コピー入手については，JICST，国会図  

書館の利用に加えて，DIALOG代理店による海外情報サービスの利用等を取り入れた。   

前述のように，多数のデータベースを利用する方法に並行して，日独科学技術協力協定に基  

づく情報交換等，国際協力による研究情報の整備を進めた。   

なお，地方公共団体において作成された研究報告等のデータベース化の一つとして，JOIS  

に登録する作業を側面から支援したが，全国公害研協議会加盟の63機関69誌については昭和56  

－61年度の5年間で，4，598件が登録された。これら研究報告については，JOISに登録された  

国立公害研究所の出版物と同じように日本全国どこからでも原報利用が可能である。  

3．3 社会情報の整備  

電算機の漠字入出力装置の整備によって，代表的社会情報の一つである新聞データベースの  

作成と利用が可能になったので，環境公害に関する新開記事を原情報とするデータベースとし  

て，ファイルN】ES－NEWSを作成している。61年度は58年度に収集した記事の切り抜き約  

7，000件のうち6，593件を入力し，所内だけでなく東京の環境庁の端末からも検索できるように  

した。   

収録の対象は，朝日，毎日，読売，日本経隠 サンケイ，日本工業，いはらき，常陽の8紙  

について，48年1月－52年9月までであるが，6，593件のカテゴリー別件数は表3．4のように  

なった。   

NIES－NEWS 環境公害に関する新聞の記事について，昭和57年度より開発に着手し，61年  

定までに6，593件を入力した。   

N亡EDS一旧（株）日本経済新聞社のオンライン検索システムであり，日程及び日軽産業など  

の新聞並びに雑誌等1，000桂以上の記事の検索に利用している。   

HINET（株）平和情報センターのオンライン検索システムであり，日刊工業新聞などから  

の産業技術情報に含まれた環境公害事項の検索に利用している。   

ASSIST（株）日外アソシエーツのオンライン検索システムであり，人物情報，企業動向情  

報，マスコミ記事情報，図書内容情報等の検索に利用している。  
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表3．4 NIESLNEWSの分野（カテゴリー）別件数  

件数   分  野  件数   

01  国立公害研究所   30  21  自然環境保全   510   

02  地方公共団体の環境公告研究所   136  22  鳥獣保護   58   

03  環境庁   1474  23  廃棄物   1901   

04  中央公害対策審議会   348  24  環境監視   1114   

05  公害防止対策   4402  Z5  環境管理   2516   
06  公害訴訟   376  26  環境影響評価（アセスメント）   446   

07  大気汚染   2369  27  環境容量   126   

08  光化学スモッグ   335  28  環境基準   1238   

09  酸性雨   7  Z9  都市計画   399   

10  水質汚濁   2281  30  アメニティー   189   

田  富栄養化   160  31  環境権   167   

12  赤潮   99  32  公害病   755   

13  水質基準   343  33  水俣病   251   

14  土塊汚染   372  34  イタイイタイ病   91   

15  騒音   740  35  公害の計測   1124   

16  交通公害   977  36  公害   507   

田  振動   3Z6  37  排出基斐   899   

18  地盤沈下   120  38  環境指標   948   

19  悪臭   273  39  環境情報   559   

20  地球的規模の環境聞損   156  40  その他環境一般   146  

3．4 情報源情報の整備と提供  

くl）lNFOTERRA業務   

国連環境計画（UNEP）の運営する国際環境情報源照会システム（INFOTERRA）は，1987年1  

月現屯参加国数127，登録情報源数約5，600であるが，当部は，INFOTERRAにおける我が国  

の代表機関（ナショナル・フォーカノウポイント）として，以下に述べるような業務を行っている。   

①情報源の登録と更新   
本年度は，主として各大学の医学・農学部門などの環境に関連のある研究が行われている学  

科・教室・附属施設など，計73情報源を新しく登録した。この結果，園内の登録情報源数は，  

合計361となった。   

②情報源の検索照会   

国内外からの依頼に対して，情報源照会回答業務を行った。本年度は，78件（国内から47件，  

国外から31件）の照会があった。なお，国外からの照会のうち5件に対して，我が国における  

環境基準などの一次情報の提供を行った。  
（∋広報活動   

情報源及び利用者への広報資料として，「INFOTERRA国内情報源台帳（第7版補冊）」を作  

成した。また．情報源の登録を容易にするために，「インフォテラ環境用語シソーラス 」の改  
訂版を作成し，関係機関に配布した。   

さらに，利用の拡大を図るため，次の各学会・シンポジウム等において，lNFOTERRAに関  
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する発表あるいはパネル展示及びTSS端末を用いた検索を実施して，利用者に対する広報活  

動を行った。   

国立公害研究所研究発表会（61年6月，筑波）   

第37回筑波研究情報セミナー（61年11月，筑波）   

文部省「環境科学」第1回環境科学シンポジウム（61年11月，東京）   

文部省「環境科学」61年度環境動態領域研究発表会（62年1月，筑波）  

〔発 表〕K－92，芸r12  

（2）研究課題等情報源検索業務   

文献検索のオンラインシステムとして利用しているJOIS及びDIALOGによって，ユ0数種類  

の研究情報源情報が得られる。主なデータベースとして，日本国内公共試験研究機関約600機  

関の研究テーマを内容とするrJICST科学技術研究情報ファイル：CLEARING」と，米国内約  

1，300機関の研究テーマを内容とする「SSIE研究情報ファイル」などがある。  

3．5 電子計算轢業務  

環境情報システムは，各実験施設や野外測定のデータ解析，環境問題のシミュレーション及  

びそれらの画像・図形処理に利用されると共に，各種データベースや図書業務，賃金職員の給  

与計算，共済貸し付け業務，及び重要物品検索業務等の漢字利用システムで使用された。   

また，利用者の要望とシステムの効率的連用に対応するために61年4月からは，平日のシス  

テム運転終了時間を自動運転により従来の19時から22時まで延長し，60年12月よりH汀AC  

M－280Hに変わったシステムは順調に稼動している。61年度のシステム利用登録者は345名，  

各回凍ごとの端末機数は，300ポー回線22台，1200ポー回線25台，9600ポー回線31乱 チャネ  

ル直結15台であった。1年間のシステム利用状況を月ごとの1日当たりの平均値で示すと図  

3．2のとおりである。この図にも示されているように，システムの利用が集中する時期があり，  

その際磁気ディスクの容量不足から種々の弊害が生じていたが，一部容量の増大を図ると共に，  

ラインプリンター1台及び“ビデオデータターミナルT560／20タイプ1”10台を，“ワーク  

ステーション2020”8台と交換し，システム全体の機能向上を図った。ワークステーション  

2020は，オンライン及びオフラインの両方で使用でき，チャネル直結端末として，T560／20  

タイプ1にはなかった機能を有する。例えば，各々独立に固定ディスク及びフロッピーディス  

ク装置を有し，ホストコンピュータと端末間でファイル転送を行うことができるのみならず，  

日本語処理やカラーの図形表示も可能である。   

一方，これらの周辺機器の増強を図ると共に，その機器を十分に活用し，システムの効果的  

な利用のために，ソフトウエアの充実にも努めた。現在，漢字プリンター（ノンインパクトプ  

リンター）は，日本語や帳票出九作図・作画プログラムの出力機器として容易な使用を可能  

としたことによって，大いに活用されている。さらに，日本語のメニュー画面で，リレーショ  

ナルデータベースの作成，検索，更新，グラフ表示等の多機能な操作が簡単にできる‘ACE3－や，  

使用しているTSS端末の画面にプログラムから作図・作画を行うことのできる‘KGRAF，，  

・BGRAF，等のソフトウェアを整備することにより，日本語処理及びグラフィック表示の機能  

を持つ端末の有効な利用と，新たな分野からのシステムの利用に対処している。なお，これら  
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のソフトウェアの実務での使用例やワークステーション2020のTSS端末としての使用方法等  

について，環境情報部情報調査室の協力を得て62年2月に環境庁で説明会を設け，多数の参加  

者を得た。   

また，ソフトウェアの整備が年ごとに進み，さらに昨年度システム更改が行われたことによ  

り，電算機管理室で刊行している「利用の手引」の内容が古く，硯システムと一致しない部分  

があるため，全面的に改訂することとし，分かりやすい手引き書を目指して執筆編集を行い，  

環境情報システム「利用の手引」（第二版）を発行した。  

〈
U
 
n
）
 
 
 
（
U
 
n
】
 
 

8
 
 
 
6
 
 
 
▲
「
 
 
 
2
 
 

（
し
P
U
作
用
率
 
 

－こ‥】…－－こ‾‾亨「I  
9
 
 

8
 
 

7
 
 

6
 
 

5
 
 

10 1l   

（
U
 
n
V
 
 

O
 
O
 
 

3
 
 
 
 
2
 
」
∩
）
R
－
未
熟
 
 

6  7  8  9 10 1112 1 2  

∩
）
 
∩
｝
 
0
 
0
 
▲
U
 
n
U
 
O
 
O
 
 

8
 
7
 
6
 
5
 
d
・
t
J
 
2
 
1
 
 

R
U
N
タ
イ
ム
 
 

－135一   



3．6 図書及び編集業務  

現在，研究所には官制上の図書館はなく，環境情報部業務室が環境情報の収集・整理及び提  

供に関連する業務の飢部として図書館業務を行っている。所内ロビー等を暫定的に整備して，  

閲覧室（電動書架を含む）〔423m2〕を設け，閲覧座席数32席を用意しているほか，書庫（棚数  

1，25暇）〔ユ95∫m2〕，情報資料室（暗室，半暗室を含む）〔176m2〕及び複写室〔33m2〕を別に  

設けて，利用者の便を図っている。表3．5に61年3月現在の蔵書数等を示す。   

なお，図書等の整理検索等に電算処理を導入する体制をさらに改善して，漢字入出力装置の  

整備に合わせて，環境データベースの一環としての実用化を進めた。   

61年度は，59年度に改善した雑誌管理用フ7イルNIES－SCによる逐次刊行物所蔵1）スト  

（1987）（国立公害研究所環境情報部資料第14号）を発行した。同じく，58年劇こシステム開発と  

検索実用テストを完了した単行本ファイルNIES－BOOKは，58年4月以降収集の図書を入力し  

61年度末で7，072件を入力した。   

61年度における研究報告書等の編集業務については，国公研年報（1件），国公研研究報告（10  

件），国公研研究資料（2件），国公研こユース（7件），環境情報部資料（3件）及びその他の刊  

行物（5件）を刊行した（成果発表一覧参照）。また，刊行物は，刊行物の種類によって，それぞ  

れ国立国会図書館，公害関係研究機関及び各省庁・地方公共団体公害担当部局等に寄贈交換誌  

として配布した。  

〔発 表〕Ⅹ93  
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表3．5 蔵書数等  

資料形態   内  容   60年度末  61年度末  増加数等   

単行本   20，676冊   Z2，467冊  1，791冊  

外国資料類   1，50Z冊   1，522冊   20冊  

冊子本                    国内資料類   10，532冊   11，828冊  1，296冊  

洋雑誌   794種   833種   39種  

和雑誌   762種   792種  30種  

（寄贈交換）   （474種）   （490種）  （16種）   

航空写真（モノクローム・リアルカラー・   1．498枚  1，498枚  

写 真  赤外カラー）  

衛星写真（l，ANDSAT）  （整理中）  （整理中）  

地勢凶（国土地理院，20万分の1）   129枚   129枚   

地形図（国土地理院，5万分の1）   1，242枚   ◆143枚       1，242枚  

地形図（国土地理院，2万5千分の1）   4，343枚   4，343枚  ●697枚  

地 図                           地形図（国土地理院，1万分の1）   55枚   84枚   29枚  

湖沼図（国土地理院，1万分の1）   105枚   105枚  

土地利用国（国土地理院，2万5千分の1）   1，269枚   1，269枚  

その他の図案（地質図等）   731枚   751枚   20枚  

JICST環境公害編（日本科学技術情報セン  1975－78年度  

ター）  

EnvironmentalAbstracts（EIC．USA）  1974－78年  

磁気テープ              NIESMF  個立公害研究所環境情報部）  1983年度版   

＼  NIES－EPA （  ）  1977－86年  

NIES－SC  （  ）  1986年度版  

NIES－NEWS（  ）  1986年度版  

NtESBOOK（  ）  1986年度版   

マイクロ  EPA  及びその他のNTISフィッシュ   50，099件   54．389件  4．290件   

フィッシュ  EICフィッシュ   5，507件   g，507件   

そ の 他  新開切り抜き   20，889件  Z3，371件   2，482件   

◆さしかえ枚数  
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4．研究施設・設備  

4．1大型研究施設  

4．1．1大気化学実験棟（スモッグチャンバー）  

本施設は工場・自動車等の発生源から大気中に排出された窒素酸化物・炭化水素等の一次汚  

染物質が太陽により光化学的に二次汚染物質に変質するメカニズムを実験室的に研究すること  

を主目的とした施設である。  

（1）利用試験研究  

・大気環境部における研究計画に従って表4．1に示すように，主として特別研究「光化学汚染  

大気中における有機エアロゾルに関する研究」の研究課題が，大気化学研究室を中心に行われ  

た。特に本年度は，オゾンーオレフィンーSO2系における硫酸ミストの生成機構，ダイオードレー  

ザーを用いた過酸化水素生成反応の研究が重点的に行われた。  

表4．1昭和61年度 光化学スモッグチャンバー利用研究  
（大気環境部：大気化学研究室）  

研  究  課   題   研  究  項  目   

〔特別研究〕  
光化学汚染大気中における有機エアロゾ  ・オゾンーシクロペンテン，へプテン系における有機エアロゾル   

ルに関する研究   生成機構の研究   
バイオテクノロジーによる大気環境指標  ・ダイオードレーザーを用いた過酸化水素生成反応の研究   
植物の開発に関する研究   ・PANの安定供給とその制御法  

4．1．2 大気拡散実験棟（風洞）  

大型拡散風洞は，工場や自動車等から排出される大気汚染の移軋拡散現象をできるだけ現  

実に即してシミュレートするための施設である。   

本施設は従来の流体力学用風洞の仕様条件に加えて，温度，速度成層装置，加熱冷却床パネ  

ルを備えている点に特徴がある。これら三者の組み合わせにより種々の気象条件が再現でき，  

移流，拡散に最も重要なパラメータである大気の安定度を調節して自然大気と相似の条件で大  

気汚染をシミュレートすることができる。  

（1）利用試験研究   

特別研究「広域における大気汚染物質の輸送・混合・沈着過程に関する研究」及び大気環境  

部・技術部における経常研究の計画に従って，表4．2に示すような研究が行われた。  
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表4．2 昭和61年慶 大気拡散風洞利用研究  
（大気環境部：大気環境計画研究室）  

（技 術 部：理工施設管理室）  

研   究   課   題  研  究  項  目  

〔特別研究〕  
雲物理過程を伴う列島規模大気汚染に関   
する研究  
〔経常研究〕  
温度成層化した乱流の構造と拡散梓橋に   
関する研究  

大気拡散風洞の最適運転並びに温度差の   
ある流れにおける風洞実験技術に関す   
る研究  

・複雑地形上の大気現象に関する研究  
・風洞予測手法の開発  

・安定・不安定成層中の横方向拡散・壁近傍での挙動  

・温度成層化した流れの可視化法・流れ場の測定技術の開発  

4．1．3 大気汚染質実験棟（エアロドーム）  

エアロドームは，環境大気の遠隔測定並びに粒子状大気汚染質の大気中の挙動を研究する施  

設である。最上部（7・8階）に設置されているレーザーレーダーは大気汚染質の空間分布を短  

時間に広範囲にわたって観測するための装置で，コンピュータによって操作，データ処理を行  

う。3，4階には，エアロゾルチャンバーをはじめ粒子状汚染質の生成，拡散，消滅の諸過程  

を研究する装置と，エアロゾル粒子の関与する大気汚染現象（粉じん飛散，酸性雨，雨洗など）  

を解明するエアロゾル風洞が設置されている。  

レーザーレーダー  

（1）利用試験研究   

特別研究「遠隔計測による環境動態の評価手法の開発に関する研究」及び大気環境部におけ  

る経常研究の計画に従って表4．3に示すような研究が行われた。  

エアロゾルチャンバー  

（1）利用試験研究   

特別研究「光化学汚染大気中における有機エアロゾルに関する研究」に従って表4．4に示す  

ような研究が行われた。  

エアロゾル風洞  

（1）利用試験研究   

特別研究「広域における大気汚染物質の輸送・混合・沈着過程に関する研究」及び，大気環  

境部・技術部における経常研究の計画に従って表4．5に示すような研究が行われた。  
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表4．3 昭和61年度 大型レーザーレーダー利用研究  

（大気環境部：大気物理研究室）  

（技 術 部二理コニ施設管理室）  

研  究  項  研  究  課  題  

〔特別研究）  

遠隔計測による環境動態の評価手法の   
開発に関する研究  

エアロゾルの光学的性質とその時間・空間変動特性に関する研究  
エアロゾル濃度の測定  
データ解析手法の開発  
エアロゾル濃度の時間・空間変動特性の測定  

エアロゾルによる光減衰の総合的把握と環境条件との関連の研究  
エアロゾルの光学的厚さの測定  
粒径分布に関するデータの収集  

成風凱こ存在するエアロゾルの分布状態に関する研究  
レーザーレーダーを用いて定量的に測定するための手法の開  
発  
実際の分布状態の測定  

〔軽骨研究〕  
エアロゾルによる大気の光学的厚さの   
季節変動に関する研究  

レーザーレーダーによる成層圏   
エアロゾルの分布状態の観測  

表4．4 昭和61年度 エアロゾルチャンバー利用研究  

（大気環境部ニュアロゾル研究室）  

（技 術 部：理工施設管理室）  

研  究  課  題   研  究  項  目   

一時別研究〕  
光化学汚染大気中における右横エアロ  ・有機エアロゾルの同定と生成機構に関する研究   
ゾルに関する研究   ・炭化水素のエアロゾル生成能に関する研究   

表4．5 昭和61年度 エアロゾル風洞利用研究  

（大気環境部：エアロゾル研究室，大気環境計画研究室）  

（技 術 部：理工施設管理室）  

研  究  課  題   研  究  項  目   

〔特別研究〕  
書物理過程を伴う列島規模大気汚染に  
関する研究  
〔経常研究〕  
粉じん飛散現象に関する基礎的研究   

－141－   



4．1．4 大気共同実験棟（大気フリースペース）  

本施設は，室内実験，フィールド調査などに使用される各種計測器の校正試験及び大気化学  

実験棟，大気拡散実験棟，大気汚染質実験様など既設の各施設では対応できない大気関係の特  

別研究，経常研究その他のため，その必要性に応じ一定期間の使用に供することを目的とした  

施設である。  

（1）利用試験研究   

本年度は，表4．6に示すような特別研究が行われた。  

表4．6 昭和61年度 大気共同実験棟利用研究  
（大気環境部：大気物理研究室，大気化学研究室，大気  

環境計画研究室，エアロゾル研究室）  

（技 術 部：理工施設研究室）  

研   究   課   題   研  究  項  目   

〔特別研究〕  
光化学汚染大気中における有機エアロ  ・レーザー蛍光法によるラジカルの検出   
ゾルに関する研究  ・反応中間体の物性．反応性の検討  

・エアロゾル粒子表面における変質機構の解明  
雲物理過程を伴う列島規模大気汚染に        ・シミュレーション実験による地形性気流（斜面風等）の力学的構造   

関する研究   の解明   
遠隔計測による環境動態の評価手法の  ・高分解能レーザーレーダーの開発   
開発に関する研究   ・混合層高度の観測  

4．1．5 大気モニター模  

本施設は環境大気中の汚染物質及び地上気象要素を測定する施設で，風向・風速・気温・湿  

度等の気象要素と亜硫酸ガス・窒素酸化物・オキシダント等の大気汚染物質を測定している。   

また，これら大気汚染物質自動測定器の比較実験，各計測器の精度，安定性，妨害物質等の  

実験研究にも利用されている。  

（1）利用試験研究（表4．7）   

本年度は表4．7に示すような経常研究が行われた。  
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表4．7 昭和61年度 大気モニター棟利用研究注）  
（計測技術部：分析室）  

（技 術 部：理工施設管理室）  

研  究  課   題   研  究  項  目   

〔経常研究〕  
大気中のガス状汚染物質の測定法に関  
する研究  

大気中の浮遊粉じんの測定法に関する  
研究   

注）この他に，環境情報部，計測技術部，大気環境部，環境生理弧生物環境部の研究に測定データが利用  

されている。  

4．1．6 ラジオアイソトープ実験棟（Rl棟）   

本施設は放射性同位元素を利用することにより，汚染物質の挙動を解明するためのものであ  

り，登録されている核種はα放射体を除き36核種である。  

（1）利用試験研究   

表4，8に示すように，原子力利用研究特別研究，特別研究及び経常研究が行われた。  

4．1．7 水生生物実験棟（アクアトロン）  

本施設は陸水域における水質汚濁機構の解明と防止対策の検札及び環境汚染物質の水界生  

態系への影響について研究するための施設である。  

（1）利用試験研究   

61年度に本施設を利用して実施された研究課題・利用部室を表4．9に示した。4部6室が直  

接本施設を利用して，特別研究4課題，経常研究11課題を実施した。本年度から海水マイクロ  

コズムを利用して水質土壌環境部による新規特別研究「富栄養化による内湾生態系への環境評  

価に関する研究」が開始され，一連の実験が実施された。また表に示した研究課題とは別に外  

国人共同研究者2名がそれぞれ6か月間本施設を利用し研究を行った。  

一143－   



表4．8 昭和61年度 RI棟利用研究  

研   究   課   題   利  用  部  室   

〔原子力利用研究特別研究〕  
環境汚染物質の生物影響の作用機構に関する研究  

1）植物影響関係   生物環境部生理生化学研究室   
2）動物影響関係   環境生理部急性影響研究室・環境生理研究室t   

慢性影響研究室・環境保健部人間生態研究室  
湖沼，河ノIl生態系の酸性化に伴う物質代謝の変化機     計測技術部生体化学計測研究室・水質土填環境   
構に関する研究  部土壌環境研究室・生物環境部陸生生物生態研  

究室・技術部理工施設管理室  
水界生態系における環境汚染物実の動態に関する研        生物環境部水生生物生態研究室・環境保健部人   
究   間生態研究室   

〔特別研究〕  
複合ガス状大気汚染物質の生体影響に関する実験的  
究   

水界生態系に及ぼす有害汚染物質の影響評価に閲す  
る研究  

バイオテクノロジーによる大気環境相標植物の開発  
に関する研究   

〔経常研究〕  
生体中に含まれる元素の化学形態に関する研究   計測技術部生体化学計測研究室   
底質，土壌中の元素の状態分析に関する研究   計測技術部底質土壌計測研究室   
大気中の浮遊粉じんの測定法に関する研究   技術部理工施設管理室   
塩素化多環芳香族化合物の生成機構及び生物影響等  
に関する基礎的研究  

環境化学物質の胎仔毒性に関する基礎的研究   環境生理部環境病理研究室   
大気汚染物質の免疫制御用胞に及ぼす影響に関する  
研究  

重金属による肝傷害の指標としての分泌性蛋白質に  
関する研究  

緑葉の中性脂質代謝に及ぼす環境要因の影響に閲す  
る研究  

高等植物細胞のエネルギー代謝系に及ぼす環境要因  
の影響に関する研究  

細胞壁の生合成に対する環境要因の影響に関する研  
究  

環境要周が植物の遺伝子発現に及ぼす影響に関する  
研究  

動物プランクトン群集と水の華形成藻類の関係   生物環境部水生生物生態研究室  

4．1．8 水理実験棟  

本施設は湖沼・河川・沿岸海域の水理現象と水質に関与する物質の輸送と混合・拡散現象を  

実験的に解明することを目的とした施設である。  

（1）利用試験研究   

61年鹿本施設を利用して表4．10に示したとおり，経常研究1課題，特別研究2課題が行わ  

れた。  
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表4．9 昭和61年度水生生物実験棟利用研究  

研   究   課   題   利 用 部室   使用施設   供試生物，備考   

〔経常研究〕  
湖沼の水質管理に関する基礎的研究   マイクロコズム      水質土壌環境部   
バイオテクノロジーを活用した汚水及び汚泥処  陸水環境研究室  恒温室   
理に関する研究  培養室   

陸水域に及ぼす合成洗剤の影響に関する研究  無菌室   
陸水城における難分解性化合物の生分解に閲す  技術部   低温実験室   
る研究   理工施設管理室  水質分析室   

陸水域に及ばす埋立て処分地浸出液の影響に関  検鏡室   
する研究   

培養微生物の陸水環境における挙動に関する研  
究   

毒性物質を生産する藻類の発生と別御に関する  
研究   
〔特別研究〕  
自然削ヒ機能による水質改善に関する総合研究   
土壌及び地下水圏における有害化学物質の挙動  
に関する研究   

〔特別研究〕   水質土壌環境部  海水マイクロコ  
富栄養化による内湾生態系への影響評価に閲す  
る研究   

〔経常研究〕  
動物プランクトン群集と水の華形成藻類の関係  生物環境部   毒性試験装置  ギンブナ・グッピー  
底生動物の環境指標性の研究   水生生物生態研  人：L環境室   モツゴ・イトミミズ   
水生生物による毒性試験法の検討   究室   自然光墓   オオミジンコ   
遺伝子資源としての環境生物の確保と実験生物  技術部   屋外水槽   タマミジンコ   
化に関する研究   生物施設管理室  機器分析室   淡水産ワムシ   
〔特別研究〕   環境保健部  ヌカエビ   
水界生態系に及ばす有害汚染物質の影響評価に  人間生態研究室  ヤモンユスリカ   
関する研究  セスジュスリカ   

表4．10 昭和6ユ年度 水理実験棟利用研究  
（水質土壌環境部：水質環境計画研究室）  

研  究  課  題   使 用 施 設   備  考   

〔軽骨研究〕  
水域の水質特性に及ぼす水理学的挙動に関する研究  モデル湖   中禅寺湖模型  
〔特別研究〕  吹送流水理模型，他  

自然浄化機能による水質改善に関する稔合研究  
土境及び地下水圏における有害化学物質の挙動に閑   円筒カラム   クロロフォルム  
する研究   模型井   トリクロルエチレン   
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4．1こ9 土壌環境実験棟（ペドトロン）  

本施設は，土壌・底質環境の保全並びに汚染土壌の浄化等に関する研究を行うことを目的と  

している。現在，有害化学物質による土壌・底質環境の汚染のメカニズム，及び，各穐の無機，  

有機廃棄物の土壌生態系に及ぼす影響を動的に解析する研究が行われている。   

（1）利用試験研究   

昭和61年度に本施設で実施された試験研究は，表4．11に示すように，4部6研究室によって，  

特別研究2課題及び経常研究5課題が行われた。  

表4．11昭和61年度 土壌環境実験棟利用研究  

研  究  課   題   利 用 部 室   主な使用設備   供試土壌   

〔特別研究〕  
土壌及び地下水圏における有害化学物質  水質土塊環境部   大型ライシメーター  灰色低地土   
の挙動に関する研究  土壌環境研究室   小型ライシメーター  淡色黒ポク土  

陸水環境研究室   グロースキャビネット  黒ポク土  
水質環境計画研究室  降雨発生装置   砂丘地土  

技術部  培養室  褐色森林士  
生物施設管理室  

自然浄化機能による水質改善に関する絵                         水質土壌環境部  地温制御チャンバー  
合研究  陸水環境研究室  

〔経常研究〕  
材料提供温室  灰色低地土  

する研究   解析部   グロースキャビネット  黒ポク士   
土壌中における無機汚染物質の挙動に関  土壌環境研究室，第  農薬チャンパー   淡色黒ポク土   
する研究  一グループ  土壌環境制御室  黄色土  

土壌の物質代謝機能に関する研究  
土塊歪分の物質循環に関する研究  
環境主題図の作成に関する研究  環境情報部  土壌環境制御室  

情報調査室  

4．1．10 動物実験棟（ズートロン）  

本施設は環境汚染物質が生体に及ぼす影響について，BiomediealScienceの立場から試験研  

究することを目的とした施設である。  

（1）利用試験研究   

61年皮内に本施設を使用して実施された試験研究を表4．12に示した。本年度は環境生理部4  

研究室，環境保健部3研究室，生物環境部1研究室，水質土壌環境部1研究室及び技術部1圭  
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表4．12 昭和61年度 動物実験棟利用研究  

使用 部室   研  究  課  題  

環境生理部   〔特別研究〕 複合ガス状大気汚染物質の生体影響に関する実験  ロ  ラット   
技術部   的研究   

環境生理部   ・NO2及び03の複合暴露がラット肺のグルタチオン合成系酵素活  ロ  ラット   
環境生理研究室  性に及ぼす影響  ウサギ  

・NOz，03暴露がラットの呼吸生理に及ぼす影響（他）   4  

・NO2，0。暴露がラットのドリコール代謝に及ぼす影響（他）   
・ラット，ウサギでの鼻粘膜刺激実験（他）   2  

環境病理研究室  ・NOz，03暴露によるラットの病理形態変化と細胞遺伝毒性   ラット  
tフクル酸エステルの培養胎児への影響検索（他）   15  
・環境変異原物質のラット抹消血リンパ球SCEに及ぼす影響  9  

（他）  

・0。暴露による肺の酵素活性変動の組純化学的検出  
慢性影響研究室・NO2，03暴露による肺コラーゲン代謝関連因子の変化（他）  18  ラット   

・03暴露がマウスの免疫機能に及ばす影響（他）  30  マウス   
・モルモットでの喘息モデルの作製（他）  9  ハムスター   
・NO2暴露による肺細胞遺伝子の傷害及び細胞増殖の変化  モルモット   

急性影響研究室・大気汚染ガスの免疫制御細胞に及ぼす影響（他）  12  ラット   

・肺胞マクロファージ活性の加齢による変化（他）  3  マウス   
・ウサギでのスペクトリンに対する抗体の作製  ロ  ウサギ   
・マウスでのチトクロームP。5。に対する抗体の作製  9  

環境保健部  ・粉じん，ガス暴露実験のための予備実験  ラット   
環境保健研究室・リスザルでの多環芳香族化合物投与実験（他）  4  モルモット   

・ラット肝臓でのS－9の調整  サル   
環境疫学研究室・アスベストの肺に及ばす影響（他）  14  ラット  

マウス  
人間生態研究室・生体内における金属の挙動の解明と血祭中の金属蛋白質同定  ラット  

（他）   

・重金属暴露．肝部分切除等がMT誘執こ与える影響（他）  マウス  
・Cdの肺に対する影響（他）   9  ウサギ  
・Cd投与後の蛋白質分泌機能への影響（他）   17  
・無7）レブミンラットにおけるCdの輸送に関する研究（他）   5   

生物環境部   ・ウサギでの植物グルタチオン還元酵素に対する抗体の作製   マウス   
生理生化学研究室  ・植物細胞壁蛋白質に対する単クローン性抗体の作製（他）   田  ウサギ   

水質土塊環境部  6  マウス   

海洋環境研究室   

技術部   ・近交系動物の系統維持と自家生産による供給（他）   5  ラット   
動物施設管理室  ・環境科学研究に適した実験動物の開発（他）   2  マウス  

・導入時動物検査（他）   12  ハムスター  
ウズラ  
サル，イヌ   

計 5部10室  2Z8   8種   

の5部10室が使用し，大気汚染物質，重金属，残留化合物，毒性藻類，塩素系多環芳香族物質  

等の生体影響研窄などに関する動物実験が合計228課題（61年度分；181と継続分；47）が実施さ  

れた。なお，本年度は特別研究による第2回複合ガス低濃度長期暴露実験（長期暴露実験とし  

ては4回目，60年5月－62年3月の22か月間暴露）を，予定通り実行することができた。  

－147－   



61年度中に施設に導入された動物（施設内で自家生産された動物及び卵を含む）を表4．13に示  

した0また・各動物種別に各月の1日平均飼育管理匹数を図4．1に示した。本年度も近交系マ  
ウス及び無アルブミンラットなど特殊動物を含めた自家生産動物には前年度と同様に高い需要  
があった。   

次に，当施設では研究者の実験依頼書に基づき，以下の各種実験に対応した。（イ）代謝ケー  

ジ使用実験；13件，（ロ）動物移軌48件，レう機器類の持ち込み；21件J⇒特殊飼料給与；5件，  
㈹滅菌・消毒作業依軌4件，N自家生産動物供給；12件及びその他；12件の計115件に対  
応し，前年度同様に活発な施設対応を行った。動物実験においては，飼育管理も実験の一部に  
なっている場合が多く，また研究内容の高度化に伴い，施設職員及び飼育委託管理者が一体と  

なって対応する必要性がますます高まってきている。   

なお・61年度中に発見・対応した異常動物数は報告件数計491件で，動物数別にはラット  
486匹，マウス：19匹・モルモット；4匹，ウサギ；3羽の4種計512個体であった。この内の  
約20％（108匹）については，施設で解剖検査又は微生物検査を行っている。  

表4．13 昭和61年度における実験動物の導入数及び自家生産数（卵供給を含む）  

年月   61年  62年   

動物種   計    4月 5月 6月 7月 8月 9月10月11月12月 1月 2月 3月   

223  37  84 482 327  21 778  97  21 41 10 120  2241  
マウス．生産                       0  67  62  8  0  87 11 46  4  53  0  51  389   

ラット 701 316 276 106 303 291 434 416 395 320  98 477  4133  
生産                   22  31 93  31  0  24  46  30  0  38  61 40  416   

ハムスト 0  0  0   0  0  0  0  0  0  0  0  0   0  

生産                              42 13  66   0  0  0  88  0  53  21  0  23  306   

モルモγト 導入   39  0  70  0  25  ZO  O  54  40  66  85  92  491   

ウサギ 導入   0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  6  5   

産  262 205  0 302 161  0 284 251  0 345  0 Z87  2100  
ウズラ羞芸誌                      474 474 474 474 474 474 474 474 474 474 474 482  （5696）   

イヌ  導入   2－  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0   2   

サル  導入   7－  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0   

計  10096  

（15792）   

事 前年度からの継撮飼育  
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（2）施設の安全管理・開発研究等   

本施設では施設の安全管理上，下記項目の検査を定期的に行い，対処している。  

（1）導入時動物検査  

（2）モニター動物検査  

（3）異常動物検査  

（4）施設微生物学的清浄度検査  

（5）施設使用の水質検査  

（6）その他必要に応じた検査   

また，開発研究として，本年度は小動物用呼気吸気分離採集装置を開発し，特許国公研第一  

号として認定された。  

′
 
 

／
 
．
 

Y
′
ト
 
 

モ
 
 

モ
 
 

■
一
－
－
1
・
■
－
－
・
1
－
1
1
●
 
 

′
∨
 
 

＼
、
 
 
 

ヽ
1
、
 
 

／
 
 

′
－
－
－
－
－
－
－
－
1
一
 
 

＼
 
 

＿．．＿．．＿．ニ：二ゝ．＿．＿■．．  

4  5  6 7  8 91し 1112 1 2 3 月  4  5 6 7 8 9 10】】  
62  年  61  

図4．1昭和61年皮 月別1日平均動物飼育管理匹数  
（昭和61年4月－62年3月）  

∵   
月
年
 
 

．．
  
 

－149一  



表4．14 昭和61年度 植物実験棟利用研究  

研  究  課  題   利 用 部 室  主な使用設備  供訊植物等   

〔特別研究〕  
バイオテクノロジーによる大気環境指標植物の開  
発に関する研究  
1）光化学二次汚染物質に対する植物反応の指標  生物環境部   人工光キャビ  ソラマメ，   

性に関する研究  （6課題）  生理生化学研究室  ネット   ホウレンソウ   
2）バイオテクノロジーによる指標植物の作出法  タバコ，イネ  

に関する研究 （9課題）  

3）指標植物の探索と選抜に関する研究（7課題）  人コ：光キャビ  ペチュニア，ソ  

生物施設管理室   ネット  ラマメ，ハツカ  

4）指標植物の系統保存に関する研究（4課題）  無菌室，自然  

光室，植物材  

5）植物診断法の開発に関する研究（3課題）   料栽培室  

6）環境調節装置の制御法に関する研究（2課題）  ケヤキ，ヒマワ  

ユレ一夕  リ  
7）指標植物による大気環境評価装置に関する研  ハッカダイコン，  

究  （3課歯）  ネット   ペチュニア   

〔経常研究〕  
遺伝子資源としての環境生物の確保と実験生物化  生物環境部   人工光室，無  藷苔類，ソラマ   
に関する研究  生理生化学研究室  メ．ポプラ  

陸生生物生態研究室  
技術部  
生物施設管理室  

緑葉の中性脂質代謝に及ぼす環境要因の影響に関      生物環境部   人工光キャビ   ホウレンソウ   
する研究   生理生化学研究室  

高等植物細胞のエネルギー代謝系に及ぼす環境要  同 上   ソラマメ   
因の影響に関する研究  

現墳要因変動時の気孔運動と孔辺細胞の代謝との  同上  ソラ‾7メ  

関係に関する研究  
葉緑体における蛋白質一蛋白質，蛋白質一膜相互  同上  ホウレンソウ  
作用に関する研究  

細胞壁の生合成に対する環境要因の影響に関する  人工光室  カボチャ  
研究  

環境要因が植物の遺伝子発現に及ぼす影響に閲す  無菌室  タバコ  
る研究  

生物環境部   人コニ光キャビ      樹木類  
究   陸生生物生態研究室  

植物の光合成に対する環境要因変動の解明  人工光室   シカラシ  
CAM植物  

光合成産物の転流，分配に対する環境ストレスの  イソゲンマメ  
影響  ネット   

辞苔類植物の増殖の制御要因に関する研究  無菌室   辞苔類  
環境ストレスに対する各種植物の適応と成長パタ  自然光キャビ  イタドリ  
ーンの変化  ネット   

大気中ガス状有機物貿の測定法に関する研究  計測技術部   アカマツ  
大気計測研究室   ネット   シラカシ  

毒性物質を生産する藻類の発生と制御に関する研  材料提供温室  
究   海洋環境研究室   

プラスチック可塑剤の植物影響評価法に関する研  技術部   人工光室   ハッカダイコン  
究   生物施設管理室   
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4．1．11植物実験棟（ファイトトロン）  

本施設は植物及び陸上生態系に及ぼす大気汚染などの環境の人為的改変の影響を植物生理生  

化学，生態学及び農業気象学的立場から，制御された環境下で試験研究することを目的にして  

おり，種々な型式・性能の植物実験用環境調節装置が2研究施設に設置されている。   

昭和61年度に本施設で実施された試験研究は，4部5研究室によって，特別研究1課題，経  

常研究15課題が行われた（表4．14）。特に，生物環境部・技術部による特別研究「バイオテクノ  

ロジーによる大気環境指標植物の開発に関する研究」が本年度より開始された。研究内容は従  

来から行われてきた細胞レベルから植物群落レベルまでの広範囲な大気汚染物質の植物影響や  

植物の大気浄化機能に関するものに加えて，最新のバイオテクノロジーを用いて，大気汚染環  

境に対して指標性や大気浄化能力の高い植物を作出することが開始された。本年度に供試され  

た実験植物は，ソラマメ・ホウレンソウり、ツカグイコン等を中心に40毯に及び，年間供給個  

体数は約15千個体に達した（表4．15）。  

表4．15 昭和61年渡 英験植物の栽培実績と主な用途  
（単位：個体）  

栽 培 個 体 数  
上半期   下半期  実 験 植 物  主  な  用  途  

プロトプラストの柚札気孔開閉機構の解析  
汚染ガスの光合成電子伝達系への影響解析  
汚染ガスの生長影響調査  
紫外線の影響調査  
汚染ガス吸収量に対する他の要因の影響解析  
汚染ガスの抵抗性の品種間差調査  
汚染ガスの抵抗性，無毒化機構の解析  
同  上   

シミュレータ実験用植物群落の作成  
汚染ガス吸収能の種問差調査  
生活型の異なる植物の汚染ガスの抵抗性調査  
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ソラマメ  
ホウレンソウ  
ハッカダイコン  
キュウリ  
ヒマワリ  
ペチュニア  
タバコ  
インゲンマメ  
その他草本頸（7種）  

ケヤキ  
その他樹木類（ユ8種）  

CAM植物（7種）  

820  

800  

710  

250  

20  

290  

300  

240  

140  

14560／年（35種）  計  7520  7060  

荏）他に，カボチャ等の箱植えの助苗（590箱）がある。（植物実験棟ユ，打の合計，ユ0僻体以下は切捨て）  

4．1．12 微生物系統保存模  

本施設は微生物が関与する環境汚染・環境浄化の研究を推進させるために必要な環境微生物  

培養株を収集，確保して系統的に保存すること及び研究者の要請に応じて保存株を株データと  

共に提供することを目的とした施設である。   

昭和61年度の保有株の分譲は，赤潮・水の華形成藻類，汚染指梗藻類，AGP供試藻類を始  

めとして多種にわたった。本施設関連の試験研究を表4．16に示した。  
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なお保存株の種名，履歴（産地，採集者，分離者，採集月日等），株の状態（無菌，単藻等），  

培地，培養条件等をパーソナルコンピュータで整理し，保存林リスト及び追補版として発行し  

た。   

以下に微生物系統保存株評価委員会の監修のもとに発行されたリストを示す。  

昭和60年2月 国立公害研究所微生物系統保存施設 保存株リスト 第1版 微細藻類  

9月 NIESCollectionLISTOFSTRAINSFirstEdition1985Microalgae   

61年2月 SupplementtoNIES・ColleetionLISTOFSTRAINSFirstEdition1985Micr。algae   
62年2月 SecondSupplementtoNIESCollectionLISTOFSTRAINSFirstEdition1985Microalgae  

表4．16 昭和61年 度微生物系統保存株利用研究  

研  究  課  題   利 用 部 室   

〔特別研究〕   
水界生態系に及ばす有害汚染物質の影響評価に関する研究   生物環境部 水生生物生態研究象  
・有害汚染物質の水界生態系に及ぼす毒性発生機構に関する研究   生理生化学研究室   
t有害汚染物質に対する指標生物の検束に関する研究   水質土壌環境部海洋環境研究室  

技術部生物施設管理室  
富栄養化による内湾生態系への影響評価に関する研究   水質土壌環境部海洋環境研究室，   

陸水環境研究室  
自然削ヒ機能による水質改善に関する総合研究   水質土壌環境部水質計画研究室  

〔経常研究〕   
遺伝子資源としての環境生物の実験生物化に関する研究  水質土壌環境部海洋環境研究室，   

陸水環境研究室  
技術部生物施設管理室  

毒性物質を生産する藻類の発生と制御に関する研究  水質土壌環境部海洋環境研究室，   
陸水環境研究室  

技術部動物施設管理室  
海域の汚染と植物プランクトン群集の種の多様性に関する研究   水質土壌環境部海洋環境管理室  
環境汚染にかかわる微細藻類の系統保存に関する研究   技術部生物施設管理室  

水質土壌環境部海洋環境研究室  
霞ヶ浦（西潮）の長期モニタリング  計測技術部水質計測研究室  

4．1．13 騒音・保健研究棟  

本施設は，環境中有害物等の人体への影響に関して，人を直接の対象として研究することを  

目的とした施設である。  

（1）利用試験研究   

61年度に本施設を利用して実施された試験研究を表4．17に示した。環境保健部，総合解析  

部の2部4室で，特別研究2課題，原子力利用研究特別研究2課題，特別経常研究1課題，経  

常研究4課題が実施された。  
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衷4．17 昭和61年度 騒音・保健研究棟利用研究  

課  研  究  題  

〔特別研究〕  
・呼吸器系保健影響に係る長期潜在リスクの評価手法に関する研究  
・水界生態系に及ぼす有害汚染物貸の影響評価に関する研究  
〔原子力利用研究特別研究〕  
・環境汚染物質の生体影響の作用機構に関する研究  
・水界生態系における環境汚染物質の動態に関する研究  

〔特別経常研究〕  
・塩素化多環芳香族化合物の生成機構及び生物影響等に関する基礎的研究  

〔経常研究〕  
・重金属による肝傷害の指標としての分泌性蛋白質に関する研究  
・代謝異常動物における微量元素の動態に関する研究  
・骨に蓄積した微量元素の溶出とその生体影響に関する研究  
・騒音の人体に及ぼす影響とその客観的評価法の研究  

4．1．14 実験ほ場  

本施設は，植物及び土壌生態系の環境保全機能に関する野外実験や所内の各生物環境調節施  

設で得られた研究成果の野外条件下での応用試験並びに系統維持，供給を行うことを目的とし  

た生物系野外実験施設である。   

昭和61年度に本施設で実施された研究課題は表4．18のとおりであり，水質土壌環境部土壌  

環境研究室，生物環境部陸生生物生態研究室，生物環境部生理生化学研究室，環境情報部情報  

調査室，総合解析部第一グループ，技術部生物施設管理室によって特別研究及び経常研究がそ  

れぞれの利用施設の特色を生かして実施された。また，ほ場施設では樹木を主体とした実験植  

物を系統維持しており，植物実験棟及び土壌環境実験棟に供給された。  

4．1．15 胃ケ満臨湖実験施設  

本施設は陸水域の富栄養化機構の解明とその防止策にかかわる基礎的，応用的研究を行うこ  

とを目的として霞ヶ浦（西浦）湖岸の7haの敷地に昭和59年2月未完成した。  

（1）利用試験研究   

本施設においては，我が国における代表的な富栄養湖である霞ヶ浦の水質，水理，生物ある  

いは底泥などを連続的に観測する調査研究及び霞ヶ浦湖水，地下水を連続取水し，これを用い  

て富栄養化に及ぼす汚濁物質の影響，水草や魚類等の水生生物を用いた水質回復あるいは各種  

処理法による湖水や排水の浄化等の実験研究が行われている。   

表4．19に施設利用研究テーマを示した。  
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表4．18 昭和61年反 英験ほ場利用研究  

研究課題及び業務内容   利 用 部 室   使 用 施 設   供 試 植 物   

〔特別研究〕  
・土壌及び地下水圏における有害  水質土壌環境部   本構内畑地ほ場   裸地   

物質の挙動に関する研究  土壌環境研究室   有底枠試験地   裸地  
技術部  温室  土壌観察箱  
生物施設管理室  

・バイオテクノロジーによる大気           生物環境部  温室グロスチャンバー   苔，雑木類等  
環境指標植物の開発に関する研  陸生生物生態研究室  植生回復観察地   
究  生理生化学研究室  テッポウユリ  

技術部  
生物施設管理室  

・環境指標を用いた郡市及び自然環     縁合解析部   有底枠ほ場   イネ  
墳等の変動予測測定手法に閲す  
す総合解析研究   

〔経常研究〕  
・人為影響下における自然環境保全  生物環境部   有底枠試験地   シバ   

に関する生態学的影響   陸生生物生態研究室  植生回復観察地   経木類   
・植生の都市環境改善機能の評価に  生物環境部   高木街路樹  

関する基礎的研究   本構内ほ場  
・鮮苔類植物の増殖の制限要因に関  生物環境部   グロスチャンバー  田  

する研究   陸生生物生態研究室   
・環境ストレスに対する各種植物の  生物環境部   温室  ススキ，イタドリ等  

適応と生長′〈ターンの変化   陸生生物生態研究室   
・植生改革に伴う地表面土砂流出量  生物環境部   別田地ほ場  アカマツ，クヌギ  

の変化  陸生生物生態研究室  
技術部  
生物施設管理室  

・土壌養分の物質循環に関する研究  別団地ほ場  ソルガム，コムギ  

土壌環境研究室  
総合解析部  
第一グループ  

・土壌の物質代謝桟能に関する研究  本構内ほ場  裸地  
土壌環境研究室  

環境情報部  本構内・別団地ほ場  
情報調査室  

技術部  
生物施設管理室  

総合解析部   有底枠ほ場  イネ  
法に関する研究   第四グループ   

・プラスチック可塑剤の影響評価手  技術部   グロスチャンバー  ハッカダイコン  
法の開発   生物施設管理室   

・畑地ほ場における土壌形成過程に  技術部   別団地ほ場   ソルガム，コムギ  

関する研究   生物施設管理室   

〔業務〕  
・実験植物の系統維持   技術部   別団地ほ場   ポプラ，アサガオ   

・実験植物の供給   生物施設管理室   採取水田   イネ   
・畑地環境の作出  温室  サンゴシュ，観葉植  

別団地畑地ほ場  物，カンショ   
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衷4．19 昭和61年度 霞ヶ浦臨湖実験施設利用試験研究  

利 用 施 設  研  究  テ   ー  マ  

多目的実験地  湖沼及び池沼の自然浄化機能に関する研究  
水の酸性化に伴うCO2．02の代謝への影響に関する計測法  
光合成・呼吸にかかわるDIC．DO変動の自動連続計測法  
浅い湖沼の生態系管理による水質改善に関する研究  
土壌の自然化機構の解明とその維持管理に関する研究   

沿岸地下水の長期モニター  
地下水汚染機構の解明の研究  
自然エネルギーによる水質浄化システムの構築  
水軍の栄養塩吸収及び枯死分解が水質に及ぼす影響の研究  
湖岸常における魚類，テナガエビ等の栄養供給機構に関する研究  
霞ヶ浦魚類，テナガエビ等の成長解析  
湖沼におけるC，N及びPの循環に関する基礎的研究  
水草成長過程の熱力学的解析  
限外ろ過法による湖水の浄化に関する研究  
気象量の水理，水質特性に及ぼす影響  
藻類種組成に及ぼすエネルギー量の影響に関する研究  
酸化還元電位測定電極の機能に関する基礎的研究  
水質の自動連続測定法に関する基礎的研究  
水革帯の分布とその変動に関する研究  
江戸崎入の水質調査  
底泥からのリンの溶出機構に関する研究  
霞ヶ浦の魚類現存量調査  
湖岸帯における魚類の行動調査  
霞ヶ浦の長期モニタリング  
微生物の基質代謝過程の熱測定  
走査型電子顕徴掛こよる霞ヶ浦の生物研究  
炭素．窒素安定同位体同時測定の改良とその応用の研究  
生物膜法による湖水浄化に関する研究  
加圧浮上装置の適正操作条件の検討  
霞ヶ浦の貴重動・植物の保存  
沈水植物の成長解析  

61／462／3  
61／4－6Z／3  

61／4－62／3  

59ノ465／3  
61／4－6Z／3  

59／4一永続  

59／9－65／3  

59／4－6Z／3  

59／4－62／3  

59／4－62／3  

60／4－62／3  

60／4－62／3  

59／9－65／3  

61／4－62／3  

60／4－63／3  

59／862／3  
61／4－63／3  

58／4永続  
61／4一永続  

59／462／3  
58／4－62／3  

59／4－62／3  

59／4－62／3  

59／4一永続  

59／965／3  
60／4－62／3  

60／464／3  
60／4－62／3  

60／4－62／3  

60／4永続  
60／4－62／3  

土壌浸透実験施設  

観測井  

フリースペース  

パイロットプラント  
収水塔   

実験管理棟  

用廃水処理棟   

水生生物実験地  

4．1．16 研究本館Ⅰ（共同利用棟及び共同研究棟）   

（1）人間環境評価実験施設（ELMES：Evaluation Laboratory of Man－Environment   
Sy紬ms）及び環境総合評価のための情＃システム（SAP桔NS：Sy或emさAnalysisandPlan－   

nhgonlntelLigentEnvlronmentallNformationSystem）   
ELMESは環境評価にかかる人間集団の反応計測や，意思決定プロセスにおける情報伝達効  

果の有効性の確認等，環境と人間行動に関する実験を行うための施設であり，中会議室と兼用  

の一集団実験室，ゲーミングシミュレーションのための多集団実験室及び情報伝達のための  

オーディオ・ヴィジュアル装置及び実験制御装置等から構成されている。   

SAPIENSは，ELMESでの環境情報提示や，地域環境情報システムの開発研究を進めるため  
のコンピュータ及び画像表示システムと環境データベースからなる（表4．20）。  
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衷4．20 昭和61年度の主な利用研究  

研  究  課  題  利  用  状  況  

環境指標を用いた都市及び自然環境等の変動   
予測  

手法開発に関する総合解析研究  

・専門家対話型環境予測モデル構築実験  
（構造同定モデル・シナリオタイプ・   

システムダイナミックスタイプ）  

・世界及び国内環境データベースの構築  
・都市景観予測シミュレーション結果の表示検討  
・専門家による沿道大気汚染拡散モデルの対話型  
検討会議  
・広域交通公害評価システムの作成  
・知識ペース及びエキスパートシステムの開発  

窒素酸化物に係る沿道局地大気汚染対策の有   
効生  

予測に関する調査研究  
システム分析支援のための環境情報システム   
の確立に関する研究  

（2）試料庫（SBS：SpecimenBankingSystem）   

試料庫は，環境試料の長期保存及び保存性に関する研究のために設置されたものであり，低  

温重，ディープフリーザー重，恒温室，試料準備象記録室から成り立っている。低温室は－  

200cの3低温重からなり，大量の試料の保存が可能である。ディープフリーザー主には，2  

基の超低温槽と3台の液体窒素ジャーを設置し，超低温保存（－800c，・－1100c，－1960c）の  

必要な少量の試料の保存が可能である。＋50c，＋200cの二つの恒温室は，それぞれ凍結しな  

い保存法による保存に用いる。保存上の前処理は試料準備室において行う。記録室内には各室  

の温度が表示，記録され，また設置したマイクロコンピュータにより保存試料の在庫管理を行っ  

ている。  

（1）利用試験研究   

試料庫は，環境試料の長期保存にかかわる研究（表4．21）及びパイロットバンキング（表4．Z2）  

に用いられている。  

（3）内湾密度流実験装置   

本施設は内湾における密度流現象を解析する目的で設置され，内湾及び外洋を模擬した水路  

部と，その上部に位置する風洞部からなる。  

（1）利用試験研究   

昭和61年度に行われた試験研究は以下のとおりである。  

i）河口模擬装置の作製・試験 河口部における流動条件をより定量的に救うために，負荷  

淡水を多孔壁を通すことにより水路幅方向の水頭差を減じ，しかも水路を上下に絞りこむこと  

によって，河口模擬部から出た淡水が，ほほ内部フルード数が1の整流化された噴流となるよ  

うなメカニズムを考案した。  

ii）現場メゾコズムの海域における耐流試験 現場メゾコズムの1／30模型に，水位の変動・  

水平流速を与え，メゾコズム本体及び支持素の変形・たるみをチェックした。  
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（2）施設の管理   

水質土壌環境部海洋環境研究室の研究員，業務委託貞が研究計画に沿って名実験装置の管  

理・運転に当たった。  

表4．21昭和61年度 試料庫利用試験研究  

研  究  題  目   利 用 部 室   保存温度（℃）   

・大気粉じん中の汚染物質の保存性に関する研究   計測技術部  十20，一20   

大気計測研究室  

・水試料の保存   計測技術部  －20   

水質計測研究室  

・生体中の汚染物質の保存性に関する研究   計測技術部   ZO，80，－110，   
・環境標準試料の作成と評価に関する研究   生体化学計測研究室  －196，＋20   

・底質，土壌試料の保存   計測技術部  －20，－80，－110   

底質土壌計測研究室  

・底質試料の保存   水質土塊環境部  －20   

土壌環境研究室  

・疫学関係式科の保存   環境保健部  －20   

人間生態研究室  

表4．22 昭和61年度 保存試料  

試料の種類   試  料  名   試料数   

大気試料   大気粉じん，雨水   約100   

水質試料   湖水   約150   

底質試料   湖底質   約80   

生物試料   植物，魚，鳥，月 毛髪   約700   
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4．2 共 通 施 設  

4．2．1エネルギー供給施設  

エネルギーに対する，生物系の安定した供給要請と，理工系の間欠的な変動の大きい要請に  

応じるために，研究室との密接な連絡と運転保守とにより，これを村処し，省エネルギーにつ  

とめた。   

61年度末におけるエネルギーセンター施設の概要は次のとおりである。  

（1）規 模   

特高受変電施設1，212m2，共通施設棟（エネルギーセンター）RC－2造2，700m2，共通施設棟  

（ポンプ棟）RC－1造400m2  

（2）主な設備  
i）受変電設備  

1次変電所（特高）1か所，2次変電所18か所  

ii）非常用自家発電設備  

名  称   形  式   容  量   数 量   

自家発電機  内燃ディーゼル機関式  1，000 KVA   3   

回転石並界型  

iii）温熱源設備  

iv）冷熱源設備  

名  称  形    式  容   量  数 量  冷凍機 〃 ク  ターボ式 ク ク 蒸気吸収式  400USRT 200USRTX2 500USRTX2 1．000USRT  ロ ロ ロ ロ   
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4．2．2 廃棄物処理施設  

廃棄物処理施設は，各処理施設と共に順調に稼動した。   

61年度における廃棄物処理施設の概要は次のとおりである。  

（1）規 模  

Ⅰ期処理施設 約6，000m2，Ⅱ期処理施設 約3，000m2   

（2）主な処理施設  

1）一般実験廃水処理設備（処理能力 500m3／d）   

2）特殊実験廃水処理設備（処理能力100m3／d）   

3）個別実験廃液処理設備   

4）再利用処理設備   

5）一般固体廃棄物処理設備（処理能力100kg／h）   

6）特殊固体廃棄物処理施設（処理能力100kg／d）   

（3）排水処理．   

今年度に如ナる処理水について，表4．23に本構内の汚水排除基準と霞ヶ浦臨湖実験施設の  

排水基準，及び各々の最高値を示す。  

表4．23 汚水排除基準  

項  目   汚水排除基準   排水基準  
（本燐内最高級）   （霞ヶ浦臨湖実験施設最高値）   

温硬   45度未満（9－30℃）   45鹿未満（828℃）   
水菜イオン浪度   水素指数5を越え9末梢（6．6－7．9）  5．88．6（6．8－7．2）   
生物化学的酸素要求且   5〔】間に600mg／J末浦（1．5）  

化学的酸素要求量  15mg／J以下（2．2）   

浮遊物首足  600mgノJ以下仁L以下）  】5mgノL以下rl以下）  

ノルマルヘキサン抽出物含有立  
ア）鉱油類含有量  5mg／一以下   3mg／一以下   

イ）動植物油脂類含有宜   30mg／∴以下（1以下）   5mg／‖J下（1以下）   

よっ鷺沼費立   220mg／L以下（6．4）  

カドミウム含有盈   0．01mg／ト以下（0．0051ユ下）   0．Olmgノ‖以下仙005以下）   

シアン含有塁   不検出 用）   不検出（0）   

有隈燐含有宜   不検出（0）   不検出（0）   

鉛含有宜   0．1mg／＝以下（0．005以下）   0．lmg／J以下（0．005以下）   

クロム（六価）含有立   0．05mgハ以下（0．02以下）   0．05mg／J以下（0．02以下）   

ひ素含有量   0．05mg／l以下（0．的2以下）   0．05mg／l以下（0．002以下）   

線水銀含有置   不検出（0）   不検出（0）   

アルキル水銀含有量   不横山（0）   イこ検出 ＝＝   

PCB含有定   不検出（0）   不検dl（0）   

フェノール類含有量   0．5mg／L以下（0．025以下）   0．】mgノ＝以下（0．0251ユ下）   

銅含有量   3mg／l以‾F（0．OZ）   1mg／一以下（0．01以‾F）   

亜鉛含有置   5mg／一以下（0．15）   1mgノ～以下（0．OZ）   

鉄憧解性）含有最   10mg／∴以下（0．22）   1mg／L以下（0．09）   

マンガン（溶解性）含市立   1mg／l以下肌03）   】mg／一以下仲．別以下）   

クロム含有立   1mgハ以下（0．02以下）   lmg／仁以下（0．02Jユ下）   

フ7薫含有量   8mg／J以下（1．4）   0．8mg／上以下（0．5以下）   

窒素  25mg／l以下（1．5）   

りん  4mg／J以下（0．03以下〉   
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4．2．3 工 作 室  

研究活動の活発化に伴い，ガラス工作室，金工邑材料工作室，木工室，溶接室，エレクト  

ロニクス重の利用が増し，これに伴い各種機器を導入して工作室の充実を図り，研究部門の要  

請に対処している。   

61年度における工作室の概要は次のとおりである。  

（1）ガラス工作室  

1）規 模：RC造110m2   

2）主な設備：大型ガラス加工旋盤1台，ダイヤモンド平擢機1台，焼鈍用電気炉2台，小型  

ガラス加工旋盤1缶切断機1台，平擢機1台，歪検査器1台，ウオーターウエー  

ルダー1台，セルソルザ1台，細線バット溶接機1台，平擢加工機1台  

（2）金工室  

1）規 模：RC造139m2   

2）主な設備：旋盤2台，立型スライス1台，割出盤1台，卓上ボール盤1台，グラインダー  

1台，強力油圧式パンチ1台，空気圧縮機1台，精密平面研削盤1台等  

（3）木工室  

1）規 模：RC造 61m2   

2）主な設備：万能木工機1台，バンドソー1台，パネルソー1台，グラインダー1台，卓  

上ポール盤1台，空気圧縮機1台，産業用集じん機2台，プラスチック切削  

機1台，刃物研摩機1台等  

（4）エレクトロニクス茎  

1）規 模：RC造 30m2   

2）主な測定機器：ストレージ・スコープ1台，スペクトラム・アナライザー1台，GP－IB  

アナライザー1台，ロジック・アナライザー1台，ファンクション・ジェネ  

レーター2台，オーディオ・アナライザー1乱 ディジタル・LCRメーター  

1台，ディジタル・マルチメーター1台，周波数カウンター1台，ROMラ  

イター1台，ⅩYレコーダー1台，メッキ装置1台，オシロ画面撮影用ポラ  

ロイドカメラ1良 プログラマブル直流電圧電流ジェネレーター1台，ディ  

ジタルエレクトロメーター1台，システムマルチメーター1台等  
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5．成果発表一覧  

5．1研究所出版物   

国立公害研究所研究報告 卸00号，（1986）バックグラウンド地域における環境汚染物質の長期  

モニタリング手法の研究一時走汚染物質の選択的検出法及び高感度分析技術の開発一 昭和58－60  

年度 特別研究報告 不破敬一郎（編）  

番 号   発  表  者   題  目   ／ヾ －  一／   

K－1  不破敬一郎・大槻 晃   本研究の意弟と目的   ト2   

K－2  大気圧動作型マイクロ波議場ヘリウムプラズマ発光分析法による天  319  
放水中の水銀の超微量分析  

K－3  2ト29  

鉛の高感度分析  
K－4   セレン分析法の開発   31－54  

K－5  表面電離型検出器のガスクロマトグラフィー；トリメチルアミン等  55－67  

の高感度・商選択な測定法として  
Ⅹ一6   69－94  

国立公害研究所研究朝告 第101号，（1986）複合ガス状大気汚染物質の生体影響に関する実験的  

研究 昭和57－60年皮 特別研究報告 村上正孝・河田明治・小林隆弘（編著）  

番 号   発  表  者   週  日   ペ ー ジ   

K－7   Abstrac【   

久保田憲太郎  研究の概要及び今後の展望   3－16   

K9  二酸化窒素及びオゾン暴露による自律神経系機能変化に関する影響  17－28  
評価の試み  

K10  

雄・本多芳男■・清水不二雄●  
（一東京慈恵会医大）  

K－11  35－41  

雄・本多芳男■・村上正孝  
（▼東京慈恵会医大）  

K－12  オゾン及び二酸化窒素による細胞性免疫応答に及ぼす影響  4349  
足州毎夫■・村上正孝一′  

（◆東京慈恵会医大）  

K－13，  5ト60  

森本兼畏●りト泉 明●（一束京大）  ンパ球の姉妹染色分体交換額皮への影響  

K14  61－69  
クノールアミンホスホグリセライドヘのアラキドン酸取り込み速度  
の違い  

Ⅹ一15   7ト80  

三浦阜（■日本女子大）  

高橋勇二・三浦卓・持立克身・   
河田明儀・国本 学   響  

K－17  91－97  

K－18  高橋勇二・≡浦 卓・持立克身・  ラット臓器のミクロソーム異物代謝系に及ばす二酸化褒薫とオゾン  99－106  

河田明治・国本 学   の複合間欠暴露の影響   
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番 号   発  表  者   題  目   ペ ー ジ   
K－19  三浦 卓・高橋勇二・持立克身・  ラット臓器のミクロソーム電子伝達系に及ぼす二酸化窒素とオゾン  107－116  

彼谷邦光・国本 学   の複合間欠暴直の影響   
K－20  持立克身′高橋勇二・竹中参＝・  117－127   

三浦卓・河田明治・国本学   
K－21  野原恵子・彼谷邦光・高橋勇ニ・  129134   

三浦卓・河田明治   
K2Z  荒川健司－・市瀬孝道・嵯峨井勝  二酸化窒素とオゾンの混合ガス暴露による肺の脂質過酸化とその動  135－175  

（●筑波大）   物種差についで   
K23  市瀬孝遺・嵯峨井勝・久保田燈太  二酸化窒素暴賓によるラットの帆血清及び尿中のコラーゲン代謝  177－195  

郎   関連因子の変化   
Ⅹ－24  小林隆弘   二酸化窒素暴露がラット肺胞洗浄液中のプロスタグランジン類及び  197ZO4  

トロンポキサンB2含丘に及ぼす影響   

K－25  河田明治・高橋崩二・三浦 貞  グルタチオン合成系酵素活性測定法の開発．並びにラットの各種願  205－215  

器における合成酵素活性に及ぼす二酸化窒素又はオゾン暴露の影響   
K－26  河田明治・高橋勇二・三浦 卓  ＝酸化窒素またはオゾンの亜急性暴露がラット肺のグルタチオン合  

成系酵素活性に及ほす影響   

国立公害研餞所研究報告 第102号，（1986）地球規模大気質変動に関する予備的研究  

番 号   発  表  者   題  目  ペー ジ   
R27  Abstratt  l   

K28   概要  2   

大喜多敏一                                   K－29  研究の意義と概要  3－15   

A．大気中の物質循環  
Ⅸ－30  秋元 肇  地球規模の対流雁大気化学¶メタン，CO問題を例として  1730   

K－3l  酒巻史眺   地球規模環増大気中における炭化水素の動態  3l42   

K32  沢田信一●・戸塚績  地球上におけるエチレンの放出と吸収について  43－58   
（－弘前大）  

K－33  大喜多敏一   大気圏における窒素化合物の循環  59－77   

K－34  溝口次夫   グローバルスケールにおける対流圏オゾンの動態  799Z   

K－35  戸坂 執   地球規模の慌黄サイクルにおける生物の役割  93－107   

K－36  向井人史   大気環境中の有機金属化合物  109－120   

B．エアロゾル  

K37  村野健太郎  大気中の無機エアロゾル（NO。▲．so42）  121－132   

K－38  泉 克幸   対流圏の有機エアロゾル  133－148   

K－39  水落元之   環境大気中の黒色炭素粒子について  149160   

K－40  中根英昭・笹野泰弘   砂漠起源エアロゾルの輸送と放射特僧  16ト169   

K－41  林田佐智子   エルナチョン火山噴火が成層圏エアロゾル層に及ぼした影響  171－187   

Ⅹ42  金谷 健   地表面からの粒子の飛散  189－195   

K43  極地域の雪氷中の徴丑元素濃射こついて  197－213  

C．大気中の物質変換  
K－44   硫黄化合物の放出と大気中での酸化反応  215－231   

K－45  鷲田仲明   簡単な分子の光化学初期過程の研究  233－248   

K－46  坂東 博   成層圏における硫黄化合物の化学反応  Z49－270   

Ⅹ－47  内山政弘   書の化学  271－281   

K－48  書物理過程と降水への物質の取り込み機構  283－295  

D．大気物質の計測  
K49   大気中のラジカル計測  297－317   

K－50  清水 浩   レーザーレーダーによる地球規模環境の観測  319－334   

K－51  杉本伸夫   対流圏NO∫の化学と計測法  335一別7   

K－52  竹内延夫   衛星搭載型センサーによる大気温度及び成分の測定  封9－361   

→162－   



国立公専研究所研究報告 第103号，（1987）  

国立公亭研究所研究報告 第104号，（1987）  

番 号   発  表  者   題  目   ペ ー  ジ   

K－54  安野正之・菅谷芳雄・佐々 学事・  Studies（）nChironomidmidgesoflakesintheAkanNa【iomalPark，  61p．  

上村 清●   Hokkaido  

（■富山医科薬科大学）   （北海道阿寒国立公園の湖におけるユスリカ相の研究）   

国立公領研究所研究報告 第105号，（1987）  

国立公専研究所研究報告 第106号，（1987）  

国立公害研究所研究蘭告 第107号，（1987）遠隔計測による環境動態の評価手法の開発に関する  

研究 昭和59－60年度 特別研究報告 大書多敏一（編）  

番 号   発  表  者   題  目   ペ ー  ジ   

K57  大昔多敏一・清水 浩・安岡着丈  研究の意義と概要   1－8   

K58  高分解能レーザーレーダーによる消散係数と気温の遠隔測定の理論  9－29  

（■千葉工大）   的検討  
Ⅹ一59  

清水 浩・竹内廷夫   レーダーの製作  
Ⅹ－60   

清水 浩・竹内延夫   誤差について   
Ⅹ－61  

Syedlsmail雷■  差  
（－NASALangleyRes．Cenし  
●◆sACSTechrL（）1．Ine．）  

X62  
北村新三●  値シミュレーション  

（事神戸大）  

K63   85－101  

溝口次夫  
官本定明㌧大井紘  一般化されたエントロピー評価基準によるレーザーレーダー画像の  103－115  

（●筑波大）   強調  
K－65  多重開催によるMSSデータの探索的な分類法   11713Z  

K－66  袴田共之・横田達也・廣崎昭太  ランドサットMSSデータによる植生相観の対話型分類法   133－153   

K－67  中根英昭・荘野泰弘   大型レーザーレーダーによる海風前線の構造の観測   155－165   

K68  新藤純子・大井 紘   大気汚染物質浪度の時間空間変動特性の経年変化に基づく観測系構  167－184  

成の考え方   
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国立公専研究所研究報告 掛08号，（1987）植物の大気環境浄イヒ機能に関する研究 昭和57”60  

年慶 特別研究籍合報告 菅原 淳・相賀一郎（編）  

番 号   発  表  者   霞  目   ′く 一  二／   

K－69  菅原 淳   1．研究の目的と成果の概要   3－18   

ロ．植生の大気汚染栗吸収能に関する研究   
K70  戸壕 耕  植物の生産力に基づく各種植物群落のガス吸収長の評価   19－24  

K71  古川昭雄   大気浄化能力の稽物検問差   2532   

K－72  藤沼康実   広葉例の大気浄†ヒ能力の評価   33－40   

K－73  青木正敏－・戸塚績・鈴木義則●・  415l   
森岡進■事（事山口大，■■大願市）   

K－74  底面芳信■・大枚謙次  大気と植物のガス交換   53－72   
（★大阪府立大）  

K－75  土壌による汚染大気中のエチレン除去能力   73－87  
（事弘前大）  

Ⅲ．植生の大気浄化能の評価法に関する研究  
K－76   15N希釈法による植物のNO2吸収能の評価   89101  

芳一77  清水英幸   辟古顔による大気環境評価法の検討   1（】3－1Zl   

K－78  大政謙次   大気浄化植物の計測と診断   123－141   

K79  藤沼康実   大気環境評価のための高等植物の有用性   143－153   

Ⅳ．植物による大気汚染質の解毒機能に関する研究   
K－80  島崎研一郎  NOzの植物毒性と亜硝酸代謝について   155－165  

Ⅹ－81  竹内裕一   二酸化窒素の解奪代謝過程の調節機構   167－178   

K－82  田中 浄   大気汚染ガスによる活性醍莱防禦系酵素の誘導   179－186   

Ⅴ・植物の大気汚染質に対する抵抗性とガス吸収能力に関する研究   
K－83  近藤矩朗  大気汚染ガスによる植物の蒸散変化と植物ホルモン   187－197  

K84  耕 副   大気汚染ガスによる緑葉の膜脂質変動と植物の大気汚染ガス抵抗性  199209   

K85  古川昭雄   大気汚染に対する感受性の植物種間差   21トZ23   

K－g6  岡野邦夫   大気汚染物質に対する植物の適応的成長反応   225－23ア   

Ⅹ－87  名取俊樹   SO2，NO2，03の複合汚染と植物の葉面拡散コンダクタンス   239－244   

Ⅵ．植生の成立過程に関する研究   
K－88  可知直毅  都市域における植生の成立過程のモデル化   245－254  

国立公舎研究所研究報告 射09号，（1987）  

国立公害研究所研究資料 第30号，（1986）  

番 号   発  表  者   題  目   ペ ー  ジ   

K－90  領崎昭太・新藤組子・芳賀敏郎■  環境データ解析のための対話型データ解析プログラム   158p．  
（■東京理大）  、C上）A利用マニュアルー   

国立公専研究所研究費料 第31号，（1987）  

番 号   発  表  者   題  目   ペ ー ジ   
K91  村上正孝（編）   ReviewonorgarLOChorinecompoundsinhumantissuesandftlJids  103p．  

arldassociatedhealthdlects  

（有機塩素化合物の人体組織中濃歴と健康影執二関する文献調査）   
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その他の刊行物  

番 号   発  表  者   題  目   ペ ー ジ   

X－92  国立公害研究所環境情報部   INFOTERRA国内情報源台帳 第7版 補冊   175p．   

K－93  国立公害研究所環境情報部   国立公害研究所逐次刊行物所蔵リスト1987年   263p，   

K－94  海老瀬潜－   抑l【水質変化と調査データ   117   

第1回 環境データ処理研究会報告書  

箕輪猥澄事  
（－国立公衆衛生院）  

柴田義貞■  
（事国立水俣病研究セ）  

河野 仁●・上田玄雄●・中野  

博支●一膝本 明◆  
（■大阪市）  

新藤純子・松本幸雄・廣崎昭太  
伊藤政志●・青木一幸●・  

朝来野国彦■  
（■東京都環境科学研）  

国立公害研究所  

疫学研究における理論とデータの関係一一叢腸がんの病因解明を例と  
して  
疫学研究における因果関係同定の統計学的意義  

大気拡散モデルに対する調査データの使われ方とモデルの精度  

大気質の時間空間変動の特徴と測定  

SECOND SUPPLEMENT TO NIESLCoLlectioI】LIST OF STRAINS  
Firstedition1985Mi亡rOalgae  

個立公害研究所微生物系統保有施設 保存株リスト 追補第2版   
微細藻類）  

第2国全回公害研究所シンポジウムー水質計測現状と将来  

2511 

国立公害研究所  47p．  

第3回 自然浄化シンポジウムー自然浄化機能による水質改善－  

1．流出・漁連  
河口域における物質動態  

筑波山森林試験流域の渓流水質  
農耕地河川からの汚濁負荷流出一流域状況の異なる水田からの汚濁  
負荷流出  
Ⅲ．水路  
接触材を充てんした水路における排水の浄イヒ  
流段内浄化工による河川水質の改善  

植物を用いた家庭雄排水の処理  

Ⅲ．土壌  
土壌による水質の浄化  

生活系排水の土壌処理  

福島武彦・相崎守弘・  
海老瀬啓一・大槻 晃  
平田健正  
国松孝男■・岡本 智◆  

（■滋賀県短大）  

須藤隆T・稲森悠平  

森田弘昭■  
（■建設省土木研）  

松井俵賓■・松沢克典事  
（■長野県衛生公害研）  

矢木修身・稲垣典子・稲森悠平・  
松真一夫・田井慎吾・須藤隆一  
鈴木富雄●・山浦源太郎一●  
（■長野県衛生公害研，…長野県  

生活環境部）  

中杉修身・原沢英夫  
田丼慎吾・栓塞一夫・伊藤隆雄●  

（■筑波大）  

茅取一之－・岡田光正●、・  

川島博之●■－  

（●明治大．■■東京農工大．   

…東京大生産技術研）  

Ⅳ．処理システム  

自然削ヒ機能を活用した水環境管f引こついて  

富栄養化湖水の生物学的浄化  

富栄養化防止を目的とした集水域と受水域の対話型システムモデル  

－165－   



番 号   発  表  者   題  目   ペ ー  ジ   
Ⅴ．池沼・水草   

K－112  霞ヶ浦江戸崎入水革帯における一次生産と水質について  ユ27－135  

岩熊敏夫・高村典子・相崎守弘・  
花里孝幸・上野隆平・河合崇欣  

（■東京都立大）  

K－113   水界生態系における有機物代謝とバクテリア   137146  

K114  中島拓男●（－滋賀県重吉琶瀾研）  砂浜・岩石湖岸の生物化学的機能   147－155   

第1回土敷地下水特研シンポジウム土壌及び地下水臥こおける有害科学物質の動態・分析一  

合田 陸  Ⅰ．土壌及び地下水圏における有害化学物質の挙軌こ関する研究の  
目的，並びに基本的事項についての考察  

Ⅲ．地域地下水汚染とその特性  
有機ハロゲン化合物による地下水汚染の類型的整理と対策の動向  
水中および多孔体における物質浸透実験と地域汚染シミュレーショ  
ン  
地域地下水汚染の特性とその数値解析  
Ⅲ．右横塩素化合物の吸着・分解  
有機塩素化合物の吸着・分解  
Ⅳ．有機塩素化合物の分析  
電子捕獲型検出器付ガスクロマトグラフを用いた有機塩素化合物の  
分析に関する基礎的検討  
水質・底質中のフェノール類の分析  
Ⅴ．重金属の存在形腰と植物吸収  
元素の土壌中存在形態の分析浮遊選鉱法の応用，その基礎検討  

土壌中「可給懸」Cdの植物による評価  

土塊中カドミウム尊重金属の分画と水稲による吸収  

K116   

Ⅹ117  

K－118  

K－119  

K－120  

K121  

K－1Z2   

K－123   

K－124  

中杉修身  
相同浩爾・平田健正・福島武彦  

古市 徹■（■国立公衆衛生院）  

向井 哲  

森田昌敏・安原昭夫  

白根義治◆（■広島県環境セ）  

高松武次郎  
久保井徹  
浅見輝男●・久保田正亜■・  

折畳清人●（－茨城大）  

5－16   

1730  

3141  

45－61  

65－73  

75－84  

89102   

103－108   

109－118  

霞ヶ浦臨湖実験施設研究発表会 講演報告集－1－  

柏崎守弘・大槻 晃・河合崇欣・  
花里孝幸  
河合崇欣  
稲垣典子・矢木修身  
平田健正・村岡浩相  
田井慎吾・松重一夫  

土谷岳令■・岩熊敏夫・木村 充■  
（◆東京都立大）  

酒井光夫－・春日清一・田中昌一●  

（■東京大）  

田井慎吾・松重一夫  
松重一夫・田井慎吾・岡田光正■  

（■東京農工大）  

春日清一  
野原精一・土谷岳令■・岩熊敏夫  

（■東京都立大）  

田井慎吾・松垂一夫・伊藤睦雄●  

（事筑波大）  

田井慎吾・松義一夫  
田井慎吾  
河合崇欣  

屋外実験池におけるリンの挙動に関する研究（多目的実験地）  

水質自動連続測定法に関する基礎的研究（多目的実験池）  

土壌による水質浄化に関する研究（土塊浸透実験施設）  

霞ヶ浦沿岸地下水の水位変動（観測井）  

富栄養化湖水の生物学的浄化に関する研究（水処理パイロットプラ  
ント）  

浮葉植物の生長様式の特性（フリースペース）  

霞ヶ浦におけるテナガエビ資源に関する研究（フリースペース）  

風力エネルギーを利用Lた廃水処理システム（フリースペース）  

生物膜法による湖水浄化に関する研究（用廃水処理棟）  

霞ヶ浦湖岸域の水温変動とフナの産卵回遊及び排卵（実験管理棟）  

霞ヶ浦江戸崎入水革帯における水生大型植物の生産（実験管理棟）  

活性汚泥法プロセスのエクセルギー解析（実験管理棟）  

実験用湖水の水質と植物プランクトン  
湖岸の風向．風速  

臨調実験施設気象・水質等モニター年報  
資料  
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3943  

45－50   

51－53  

5562   

6368  

6974   
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5．2 国立公害研究所研究発表会   

発表年月 昭和61年6月6日  

発  表  者   宝  ：   番 号                      ペ ー ジ   
k－1  植田洋匡（大気環境部）   沿岸域から内陸域への大気汚染物質の長距離韓送   1－8   

k－2  中根英昭（大気環境部）   レーザーレーダーによる大気環境動態の研究   9－16   

k－3  戸塚 横（生物環塊郡）   植物の大気環境浄化機能に関する研究   17－25   

k－4  太田庸桂子（環境保健部）   肺沈着物の分析からみた都市大気汚染應の検討   273月   

k－5  小林隆弘（環境生理郡）   大気汚染物質が呼吸器系におよぼす影響一気道の過敏状態に閲し  3947  
て一   

k－6  西岡秀三（総合解析部）   ナショナル・トラスト逓動参加者の意識と行動一住民の力は締り  49－59  
になるのか   

k－7  生活の場をひとびとはどう見ているか一連想法によるアンケ【ト  6ト68  

調査  
k－8   環境試料中微量成分の定量に関する非破壊分析装置の試作   6977  

k－9  安野正之（生物環境部）   モデル生態系による汚染物質影響試験   79－85   

k－10  森田昌敏（計測技術部）   海の生物とヒ素   87－96   

k－11  渡辺正孝（水質土壌環境部）   海域における赤潮発生のモデル化に関する研究   97－107   

k－1Z  原沢英夫（総合解析部）   自然浄化機能を活用した水現境管理について   107－117   
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5．3 誌 上 発 表  

A．環境情報部  

記 号  発  表  者   題  目   掲  載  誌  巻（号）  ′ヾ－－ン  刊 年   

A1  32  
0．Abe■．A．X8tSUy∂■■．  

K．Nakayama事  throughwordasso亡iaLion  
（◆univ．Tsukuba．  methods  
◆●KyoLoSamgyo  
Univ．）  

A2  38  
大井紘■池辺八洲彦■  

（■筑波大）  調  
A3  Least5quaremelhod†or  ICASSP86Pro（・，  2   

S，Miyamoto●．K．Oi．  
Y一Ikebe◆  imagesbasedonpleCeWise  

（◆univ．Tsukuba）  1inearけansformationsofgray  
s（・a】es  

A－4  4053  
阿部泊－・勝夫淳雄－－・  究報告集B295－R40－7  
中山和彦■  「環境概念構造解明の  

（■東涯九  ための連想法による詞  
…京都産業大）  査とデータ解析」  

A5  55－73  

阿部治霊・勝失淳雄蝉・  究報告集B295R40イ  
中山和彦事  「環境概念構造解明の  

（●筑波大♪  ための連想法による調  
●事京都産業大）  査とデータ解析」  

A－6  74－90  
阿部治●・勝夫浮雄榊・  の連想法による解析   究報告集B295－R407  
須賀仲介・中山和彦■  

（●筑波九  ための連想法による調  
…京都産業大）  査とデ丁夕解析」  

A－7  91117  
阿部治●・勝失渾雄一・  の自由連想法による多角的解明  究報告集B295－R40－7  

須賀仲介・中山和彦●  
（●筑波大，  ための連想法による調  
■■京都産業大）  査とデータ解析」  

A－8  137－141  
和田証－・大井紘・  ビュー調査  究報告集B295－R40－7  
勝央淳雄■■ヰ山和彦●  「環境概念構造解明の  

（●筑波九  ための連想法による調  
●■京都産業大）  査とデータ解析J  

A－9  143154  
阿部泊■・勝夫淳雄‾・  スター分析一システムズ・7  究報告集B295R40－7  

中山和彦●  ブローチの試み－  「環境概念構造解明の  
（■筑波大，  ための連想法による調  
…京都産業大）  査とデ」タ解析」  

A－10  155－165  
阿部治卜勝央淳雄‾・  データのクラスター分析のため  究報告集B295－R40－7  

中山和彦■  の近傍法  「環境概念構造解明の  
（●筑波大，  ための連想法による調  
●●京都産業大）  査とデータ解析」  

A11   文部省「環境科学」研  175－188   
阿部治■・勝夫淳雄一・  究報告集BZ95－R407  
中山和彦●  「環境概念構造解明の  

（■筑波九  ための連想法による調  
●◆京都産業大）  査とデータ解析」   
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記 号  発  表  者   題  目   掲  載  誌  巻（号）  ページ  刊 年   

A12  1柑－136  

大井紘・阿部治■・  査データの近傍法による解析  
勝央淳雄一仲山和彦事  「環境概念構造解明の  

（●筑波九  ための連想法による調  
■■京都産業大）  査とデータ解析」  

A－13  189－201  
宮本走明●・大井絃・  データベドス化とデータベース   究報告集B295－R40－7  
勝央淳雄♯・中11」和彦●  「環境概念構造解明の  

（■筑波大，  ための連想法による調  
…京都産業大）  査とデータ解析」  

A－14  202－206  

宮本宝明－・大井紘・  自由連想法のデータに対する  究報告集B295R40－7  

勝夫淳雄叫・中山和彦●  「環境概念構造解明の  
（－筑波大，  ための連想法による調  
■■京都産業大）  査とデータ解析」  

A－15  15－17  

報の蓄積と解析  究解析成果論文集（そ  

の1）（宇宙開発事業  
団地球観測センター）  

Å－16  衛星データ等による多量の環境情  25Z6  

報の蓄積と解析  究解析成果論文集（そ  
の2）（宇宙開発事業  
団地球紋測センター）  

Å－17   環場文献データベースの格集と運用  4（l）  

A－18  土屋巌   国立公害研究所データベース・シ  143－150  1987   

ステムのNIESシリーズの作成   

A19  4（1）  
上田修一●●  くデータベースの比較  

（■計測技術部，  

■■慶応大）  

A－20   724731   
（■千葉県水質保全研）   

A－21  3841  
廣崎昭太・朝来野国彦■・  間分布構造の把握   究報告集B308－R501  
青木一幸◆・伊藤政志事  東京西部地域における＝酸化  「環境情報領域合同研  

（■東京都環境科学研）  窒素の例一   究討論会報告集」  
皿  

（事縁合解析部）  手法の開発に関する研究  究解析成果論文集（そ  

の1）（宇宙開発尊集  
同地確執測センター）  

（2）  

（●縁合解析部）  手法の開発に関する研究  究解析成果論文集（そ  

のZ）（宇宙開発事業  
団地球観測センター）  

AZ4  15（1）  

分布に基づいた欠測値の推定と  
その平均値への影響の評価  

22  

（－東京大）   推定モデル   集   
AZ6  横田達也・藤村貞夫●・  熱赤外3バンド画像による大気中  計測自動軌御学会論文  22  1087－1093  1986  

豊田弘道●  の放射吸収物質の空間分布推定  集   
（－東京大）  
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B．総合解析部  

記 号  発  表  者   題  目   掲  載  誌  巻（号）  ／く－・こ／  刊 年   

B－1  青木隆二   景観識別に用いられる言語の分析  環境情報科学   15（4）  5ト54  1986   

B－2  青木隠二   同時在閲者数による混雑感の分析  造園雑誌   勤（2）  108－11l  1986   

B－3  

（●住友銀行）  関する研究  都市計画学会学術研究  
論文集  

B－4   7（1）   

（事東京都）  

青柳みどり  都市近郊農家の営農意識一泉南  （150）  19－Zl  1986   
地域と紀北地域の比較から一  

B－6  Modeli】】gねrestimaLi】】g  EcoLModelli叩  32  
Ⅹ．AJh8ハ0  repre5～月t8倉jyewa上er亡Ondjtjo刀5  

（事univ．Tokyo）  inariverbasin  

環境統計整備の為の大気汚染空間   28－3l  

斉藤幸一事  分布構造の把握Part乙鹿島  
（●筑波大）  の例－  

B8  105－106  

清水浩■坤根英昭●・  （第6回）報告集  
杉本伸夫事・林田佐智子◆・  
松井一郎ヤ・竹内延夫◆  

（◆大気環境部．  

●－技術部）  

B19  
清水浩◆  レーダ測定データの歪みの補正  

（●大気環境部）  

B－10  21  
内藤正明・村上重信■●・  

西条達也－●  いて  
（事筑波大，  

■†茨城県公害技術セ）  

B－11  
清水浩■  な位置決め  集  

（■大気環境部）  

B12  
清水活－  レーザーレーダ信号のキャリプ  

（●大気環境部）  レーションと測定誤差の評価  
B13  375／Ⅲ6  

田中勝●・内藤正明  道化  
（●国立公衆衛生院）  

B－14   廃水処理プロセス最適構成のため  15   
膚沢英夫・内藤正明  

B－15  甲斐沼美紀子   エキスパート・システムによる現  15（4）  25－31  1986   
境診断   

B－16  後藤典弘   ユトレヒトにおける弟1回市街地  （61）  92－98  1986   
土壌汚染国際会議について   

B17  後藤典弘   廃棄物処理と土壌汚染との関係  月刊廃棄物   12（136）  89－91  1986   

B】8  後藤典粛   各種散乱ごみ対策の評価と総合化  月刊廃棄物   】2り37）  ユ0ユーユ05  ユ98β   

B19  後藤典弘   第三回MER国際シンポジウムに  】2（138）  80－83  1986   
ついて   

B－20  後藤典弘   ごみ資源化の体系的評価の必要性  月刊廃棄物   t2（139）  8688  1986   

B－21  後藤典弘   管理主体と収集日を明示したごみ  t2（140）  93－95  1986   
箱の設置   

B－22  後藤典弘   流動床塑ごみ焼却炉の台頭   月刊廃棄物   12（141）  62－64  1986   

一170－   



記 号  発  表  者   題  目   硝  載  誌  巻（号）  ペーン  刊 年   

B23  4－2Re亡yCljngandresource  Soild Wanfe 173  

reぐOVeryO†soi】dwastes  MaI】ag且mentand  
Night・SOilTreatment（Ⅲ）  

Upn．Int、Coop．  
Agency，Gov．Jpn．，  
1300p，）  

B－24  8．ZThegroupwork  SoIidWaste  ト6  1986  

MaIlagementand  
Night・SOilTrea【ment（Ⅲ）  

Op【し1nL．Coop．  

Agency．Gov．Jpn．．  
1300p．）  

良一Z5  Reeovery（〉rmerCt】ryan（】0（her              RecycliれgJn亡erJほ亡i¢nal   】2】1ユ2ユ5  

S．Gotoh，   melals【romuseddrybaLtery  Vo】．2（K．J．Thome－  
T，Yajima…   cells－TheCJCdemonstratio】1  KozmiellSkyed．EF  

（■TokyoMet－Op．  plantinHokkaido，ユapan  
Univ．．■◆cleanJpn．  Energie－und  

Cent．）  Umwe）ttechnikGmbH．  

2033p．）  

8－Z6  Avoidanceandrecyel山gofused  】221－1226  

drybatterycells  Vol．2（K．J．Thome・  
Kozmienskyed．EF  
VerlaB fur 
Energie－und  
Umwl■l11亡CllIlikGl【1bll．  

2033p．）  

B－Z7   年間ごみ処理費用一兆円の重み   13（ユ）      128－ユ30   

B－28  S．Gotoh   Wastemanagemerltandrecyclirtg  14  15－28  1987   

trerldsinJapaIl  

B－29  田村正行  計降級発生信号による音波の可視化   42  614－6ZO  1986   

B－30  内藤正明   水成環境保全・管理のシステム解析  沿岸海洋研究ノート  24（1）  1－8  1986   

B－31  内藤正明   自治随想「茨城弁が陳準語になる日」  （220）  3－4   1986   

「茨城県のアイデンティティー」  
環境給食解析情報システム  季刊環境研究   （58）  

－SAPIENS－   

B－33  （内藤正明ら著，  1986  

西岡秀三・原科幸彦●・  作成方法－  
安岡善文・森田恒幸・  
甲斐沼美應子・森保丈  

（■東京工大）  

B－34  1■●●●ll・l■・  31  
T．Goda－●．M．Naito  

（■KyotoUniY．．  

■事watersoil  

Environ．Div．）  

B－35   「環境変動長期予測」プロジュク  12（2）   

トの中間報告   
B－36  中杉修身   有機塩素化合物による地下水汚染  8（4）  3－12  1986   

とその対策   
B－37  中杉修身   廃棄物処理における級長有畜物質  22  737－745  1986   

汚染の動向とその対策   
B38  中杉修身   右横塩素化合物による地下水汚染  2（7）  65ノ70  1986   

の形態とその対策の現状  
微温環境汚染対策の議課亀   環境研究   （57）  40－51  1986   

（■環境庁）  

一171－   
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声▲40  2．地下水汚染の現状  地下水質保全対策調査  2－64  
3．地下水汚染の類型整理  ー地下水汚染実態調査  

データ解析一（佐谷戸  

安好ら著，日本水質汚  
濁研究協  
会，179p．）  

8－4J  地下水汚染対策の現状  地下水質保全対策調査  3－21  

一地下水汚染対策事例  
調査一（眞柄泰基ら著，  

日本水質汚濁研究協会，  

201p．）  

B42  1－26  
杉浦桂■事事・千頭聡十・  と課題  測手法開発調査検討委  
中杉修身せ田喜久雄十十・  月会第一分科会報告番  
渡辺孝男＋＋十  柑本項塊協会，26p．）  

（●東京九  

●事東京都環囁科学研，  

…学習院大，  
＋システム科学研，  

＋＋三菱安全科学軌  
＋＋十東北大）  

B－43  化学物質環境運命予測  1－109  
（●東京都環境科学研）  手法の現状と課題（不  

破敬一郎ら著，日本現  
項協会，56Zp．）  

B－44  統計的手法による運命予測モデル  327－354  

手法の現状と課題（不  

破敬一郎ら著．8本項  
墳協会，56Zp．）  

B45  地下水汚染の実態とその類型的整  1－18  

理  究報告集B293－RIZ－14  

「合成有様化合物によ  
る地下水汚染楔構の解  
明に関する基碇的研究」  
112p．  

B－46  有機塩素化合物の環境への侵入形  19－27  
態  究報告集Bか3－R12－14  

「合成有様化合物によ  
る地下水汚染横構の解  
明に関する基礎的研究」  
112p．  

B47  地下水汚染対策の既要  文部省「環境科学」研  29－37  
究報告集B293一尺12－14  

「合成有株化合物によ  
る地下水汚染機構の解  
明に関する基隆的研究」  
112p．  

B▼48  11ト118  
への対応に関する考察  金．エネルギー特別研  

究「エネルギーシステ  
ムとその評価に関する  
研究」昭和60年度研究  
成果報告昏  

B－49   環境保全の面からみた都市構造と  （60）           6375   

物流の動向  
B－50  西岡秀三・森保文・  15（3）  41－50  19β6   

森口祐一   と環境への影響   
B－51  西岡秀三・原料宰彦－・  

安岡善文  加による街並みづくり手腕の攫  
（◆東京工大）   案画像処理による栗駒予測と  

評価   

一」72－   
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B52  現場情報システムの効果的利用に  121－127  
むけて  ム開発調査結果（横浜  

市公害対策局，177p．）  

B－53  （63）  

甲斐沼美紀子・  ント化枚策決定の効率化に  
原沢英夫  むけて一  

B－54  COz問題への対応策に関する研究  132－141  
状況DOEのプロジェクト研  
究を中心として  究「エネルギーシステ  

ムとその評価に関する  
研究」昭和61年度研究  
成果報告書  

B55  相模原市における環境の維持・向  197207  
上と土地利用制度の研究  究報告集B313R4001  
Ⅸ．環境の維持・向上と土地利  

恥こ関する経済的考察  環境の桂持・向上と土  
地利用別度の研究」，近  

郊都市衛星妓報告  
B－56  55（3）  

河村正純■・川村任別事  
（●京都大）  水臭気の発生に関する研究2）  

B－57  55（4）  

河村正純■・西村洋一■  
（●京都大）  る上水臭気の発生に関する研究  

（3）  

B58   23  113   
（事京都大）  の確率予測について   

B59  環垣間題トピックスシリーズ（㌘）環  16（1）  

増分野におけるパソコンによる  
数値シミュレーションーパソコ  
ンシミュレータMCSPの応用－  

B－60   環増利用ガイド事業における環境  （58）   

情報の利用   
B－61  森口祐一   欧州における環境監視システムと  23（1）  22－26  1987   

国際的モニタリング協力   
B－62  

分析一束京と北九州を対象にし  
て－  

B－63  103108  
（◆環境情報部）  の分布計測  研究「自然災害」遠隔  

計測による都市防災環  
境の評価に関する基礎  
研究，昭和61年鹿報告  
書  

B－64  文部省科学研究費特別  125－135  
（●環境情報部）  研究「自然災害」遠隔  

計測による都市防災環  
境の評価に関する基礎  
研究．昭和61年度報告  
書  

B－65   画像処理による都市景観の予測と  149154   
評価  研究「自然災害」遠隔  

計測による都市防災環  
墳の評価に関する基礎  
研究，昭和61年皮報告  

啓   

－173－   



C．計測技術部  

記 号  発  表  者   題  目   掲  載  誌  巻（号）  ページ  刊 年   

C1  安部喜也・西川雅高  上越地方および最上川流域におけ  16（1）  

る除雪中の化学成分の分布  
BaI】kingoratmospheric  Pr（Keedingsofthe  569575  

par血u】atemattersamplesf〔〉r  
10ngtermmOnitor】ngOfair  

po1111tion  （H．F．Hartmaned．，  
CleanAirSDC．Aust．  

N乙592p．）  

C－3  TemporalYariatiorLOftrace  A［mos，Environ．  28  

M．Nishikawa  e】ement（OnCentrationsin  
selected rainfall events at 
T5ukuba．Japan  

C4  VariationoIce‖ularphosphorl】S  93  
A．Ha［tori■．  COmPOSitionofS如JgI【晰汎d  
A．Otsuki  亡05ねJ虹mand〟gfgγ郎ig桝α  

（●univ．Tokyo）  dとα5hiMgrOWninchemostats  

C－5  StudiesoI】disso】ved  Bl】1】．Chem，So亡，Jpn．  59  
S．軋1Shimoto■事．  metalloenzymesin】akewater．  

Ⅲ．Sea50Ⅰ】alvariationsin  
K．Fujiwara●事．  phosphalasea亡tivllyinLake  
K．Fuwa＋＋  Kasumlgal】ra  
H．1Iaragu⊂hi■事  

（■univ．Maryland．  

…univ．Tokyo，  
＋AgencySci．  
Techno】．．  

＋＋DeputyDir．）  

C6  環境標準試料の調整法と分析法の  2－6  

問題点国立公害研究所の標  
準試料を中心として  

C7   第2回「生物標準試料に関する国  （61）   

際シンポジウム」に参加して  
C－8  岡本研作  環境分析用標準試料一水質ほか   （10）  737－738  1986   

C－9  （62）  

について一茶葉標準試料の調  
整．分析および保証債－  

C10  微量ガス成分の分析法一環境およ  1986．6  
び半導体産業におけるガス状化  
学物質の微量分析について－  

C－11   水銀を食べるコケを発見   科学朝日  （12月）   

C－12  佐竹研一・大八木昭■  
（■青森県田名部高）   

C－13  g  

OfanaquaLicbryophy【e  
駄ゆ抑厄肌血血bL，）Dum－in  
bo［hacidi亡and】1earneutral  
⊂0Ⅰ】ditiorlS  

C－14  5l  

J．S．Edmonds●  arsenic－COI】tai】1i】lg  

（●west．Aust．Mar．  
Res．Lab一）  brownseaweed．L冊心肝血  

両脚1i亡d（〟A〟0〃β∽  

C15   質量分析法における測定法の最近  
の進歩   コピー  

－174一   
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C－16  34  
S【udyollheeffectofheatlngOn  

moIltmOril】onitecontainl】1g  
SOdiumandpotassiumcati8nS  

C－17   
RelatedPhenomeI】a  

C－18  55  
rocksamp】esstudiedbyXray  
photoelectrorLSpeCtrOSCOPy  

C－19  95106  

Ⅰ．Harada■  aromaいcmolecl】1esinthe  Hydorol．  
（●TohokuUniv．）  i】1terlayerofmDntmOri1loI】iしes  

SLudiedbyresonan亡eRaman  
SpeCtrOS⊂Opy  

C－20  
原田一読■  化合物の反応一共偏ラマンスペ  

（一束北大）  クトルによる研究－  

C－21  CorrelatiorLbetweenYibration且】  15  

Y．Furukawa事．  SpeCtraandelectrical  
Ⅵ．Takeuchi●．  COI】ductiv】tyOfpo】yLhiophe】1e  

Ⅰ．Harada■，Y．S）ma．  

M．Soma  
（●TohokuUniv．）  

CZ2   179－185   

溝口次夫  による分別分析法の検討  
松本光弘■・西川喜孝●・  21（Z）  

西川雅高・溝口次夫  
（●奈良県衛生研）  

M．Nishikawa，  ConcentrationsoftraceeLements   
Y．Ambe．  insllrfacesn（〉Winthearea  
S．Chubachi◆  n飽rSyowaStation．Antarctica  

（●Meteor（〉1．Res一  

Inst，）  

C－25  水質分析の進射1）   劫（3）   

C－Z6  34  

藤井故障・土屋正彦■■・  
竜弘道十・岸浩十＋  ウ薫の検出  

（●愛媛大．●■東京大，  

十工業開発研，  の選定法に関する理論的な考察  
十＋′ト山高専）  

C－27  355  

（●shimadzuCorp，）  
forgaschro【れatOgraphy  

C－28  Ⅰ爪t．J．MassSpectrom．    71  
（■MeiseiUniv．）  Spe亡trOlneい一yOforganic  lon ProcenEen 

C【〉mpOutlds．Ⅰ．  

Nitrogen・⊂Ontainingaliphatic  

Organi亡亡OmPOunds  

C29  90  

（－s亡i．Univ．Tokyo）  

dissociationenergyortheR－H  
chemical bond of organic 
mDlecules  

C－30   マルチチャンネル両横出器の原子  （6）   

スペクトル分析への応用  

－175一   
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C－31  Spa【ialemissiondi5けibu【ion（〉†  4tB  
YO．YI．YI．andYⅢ  Part，B  
radiationimaninduc［Ⅳe】y  
eoupledp】asmafor山e  
elucidatiomofexciLation  
mechanisms  

C32   大気エアロゾル中の炭素成分－そ  15   676   
の重要性と分析法   

C33  坂本和彦■■溝口次夫  15  6997】Z  19g6   
（◆埼玉大）   法とその標準化に向けて   

C－34  Atmos．Environ．  20  
acid－】ikebrownsubstarLCein  
airborneparticulatematterand  
tent且tiveide】1ti†icatior10fiしS  

Origin  

C35  Nattlre  324  
T．Muku－，  methylarseniccompoundsi】l  
Ⅹ．Takeshita■．  airborne particulate matter 
T．Fukuma■  

（◆saigoHビュIth  

Cent一）  

C－36  21（1）  

COmpOundsorlg】natl】】grrOm  
pesticideiI】airbo「neparticulate  
matter5ampledinan  
agricul【uralareai】りapan  

C－37  1985  
橋本喬史－  つかの環境汚染物質について  

（●帝京大）  昭和59年度研究業績  
集，稲葉午朗編  

C38   悪臭の分析   ぷんせき   381－386   

C39  Vo－atilecompoundsinmachine  50  
Y．Yamanaka●．  Cu山ngrl山demulsion  
T．Ogawa■  

（■Kyodo・YushiCo．）  

C－40  Ide】1titica【ionoIvo】atile  J．Chromatogr．  387  
eompoundsinpollltrymamre  
bygaschroma〔ographymass  
SpeCtrOmetry  

C41   20   
in airborne partievlate matter 

Automatedanalys】SOfCユC13  2  571575  1986   
T．Maeda雷  hydro亡arbonsinとheatmosphere  

（■DKKCD．Ltd．）  bycap111arygas  

Chromatographywitha  
CryOgenicpreco】1eentratiol】   

D．大気環境部  

記 号  発  表  者   題  目   掲  載  誌  巷（号）  ページ  刊 年   

Dl  秋元肇   光化学反応による大気汚染（1）  15  569－578  1986   
その解析と予測   

D－2  秋元蛮   光化学反応による大気汚染（2）  15  657－665  1986   

－その解析と予測   

D－3  秋元蛮   光化学反応による大気汚染（3）  15  818－8Z6  1986   

－その解析と予測   

ー176－   
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D－4  
（■Eng，Div．）  Surfacereactionofnitrogem  

dioxideaI】dmethanol．2．  
Photoenhancement  

D－5  27  
thereactionof110radi⊂alswitIl  

K．Mtlran◇．Y．Ozaki，  

T．Fl】kuyama  
（－Eng．Div．）  

Dへ6  84  
HCCO（DCCO〉radicaHormedin  
0＋C2I】2（Cヱpg）reactjo刀  

D－7   大気環境における伝難問題   伝熟研究   25（97）   

D－8  21（3）  

票H秀賓■・植田洋匡  
（■長野県南公研）  

D－9   ‡ⅩⅤⅦ（1  

植田洋匡（●千葉大）   

D－10  40－43  
（事長野県衛公研）  質の長距離輸送一輪送，変質過  

桂  ウム講演報告集  
D－11  Atmos．Environ．  20  

（■NaganDReB．InsL．  

〃ea血Po削り  grad血【winds  

D－12  Atmos．Enviro】1．  20  
K．Fl】kui■  latera】diIfllSionoIs（：a】ar  

（■HimejiInsし  quantitiesinthestratified  
Techno】，）  Sllrfacelayer  

D－13  Aninves〔1ga【io爪Oftheformation  20   
C．RCa川j亡hae】■．  Ofa爪bjenとN〃4NO38erOSOl  
H．Ku血a■■．H．Ueda  

（●umiv．Iowa．  

…NaganoRes．Inst．  
HealthPollut．）  

D－14  22－29  
（●長野県衛公研）  気汚染  究報告昏B－280－  

Rlト2  

D－15  汚染物質の気相エアロゾル相間    文部省「鞭打苧」研  160－167  
G．R．Carmicbae】●  の平衡  究報告啓B－：効こトRll2  

栗田秀賓●事・  
佐々木一致●■・  

植田洋匡  
（■univ．Iow礼  

●●長野県衛公研）  

D－16   20ト211   

（●長野県南公研）   汚染物質の挙動   究報告書B－2謀トRll－2   

D－17  栗田秀賛◆・植田洋匡  沿岸地域から内陸の山岳地域への  文部省「環境科学」研  212－219  19と；6  
（●長野県衛公研）   大気汚染物質の輸送過程   究報告書B一斑トRlト2   

D－18  ZZローZZ7  

（◆長野県衛公研）  染物質の長距離輸送をもたらす  
稔観規模の気象条件  

D19  Z50254  

栗田秀賓－  徴   究報告啓B：効こトRllZ  

（■長野県衛公研）  

D－20   ゼオライト，酸性白土，Al203  8ト朗   

粒子上での二酸化硫黄の酸化   
「降水滴及びエアロゾ  
ル中の張砲艶亜硝酸  
の酸化隋構」   

－177   
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D21  Sourcediscriminationof  Environ．Sci．Tethnol．  
Ⅰ．U】10．S．Wakamatsu  

（●univ．Il】inois）  measured aloft 

D－22  Ⅰ，都市スケールにおける拡散現  27－64  
象の研究  究報告書B一誹R15l  

Ⅰ－3都市域の気象特性  「都市域大気中の高浪  
度汚染に及ばす拡散の  
メカニズムに関する研  
究」最終報告専．xBp．  

D－23  7886  
象の研究  究報告啓B一瓢－R151  

1－4，3都市域での汚染賓の垂  
直拡散磯構  度汚染に及ぼす拡散の  

メカニズムに関する研  
究」最終報告書，ⅩBp．  

D－24   クラスターのIk原子による散乱  39   

D－25  
K－Murano．  thee】ectroIトimpactio山zation  
T．Fukl】yama  

D26   微粒子の再飛散   化学と工菓   40  338   

D27  レーザーレーダー散乱解析の手法  8590  
集B287R5Z－3，「レー  
ザーセンサーによる大  
気環境情報の斬計測技  
術に関する研究皿」，  

220p．  

D28  ミ一散乱ライダーを用いた大気研  封（2）  

究一昭和61年度月本気象学会山  
本質受賞記念講演－  

D－29  26  
databyaniterativeadjustment  
Ofthet）Oundaryconditiozlterm  
intht｝1idersoll】tion  

D－30   6   

一大朱環境の観測  グ学会誌  
ShorttiⅡlefore亡aStingofsnowlall  25  

N．SuglmOtO，  by lider 
Y．Sasano，  
凡丁血山亡bj，N．Ta刀乃0…，  

N．Sai【oh●■，  

K．Yokola…  
（■Eng，Div．．  

－■YamagataUniv．）  

D－32  AtmOEpherie temperature App】．Opt．  25  
measurememtbyahighs匹Ctral  

（■chibaIms【一  reso）utionlidar  
Technol．．  

●■c（1lo一旦doStak  

Univ．）  

D33   Ultraligh（Weighlrerlee（orEDrlider  25   
app】l亡a亡iDnS   

D34  大気中の微塁成分の測定を目的と  詭（3）  

したアデマール変換長光路吸収  
分光計の検討  

D－35   15   

笹野泰弘・清水浩・  レーザーレーダーの設計と制作   
竹内延夫  

（●技術部）  

－178－   



記 号  発 表 者  題  目  掲 載 誌巷（号）ページ  刊 年   

D－36  AtmosphericenYironment  Appl．Opt．  26  763－764  
monitoriI】gSySte爪basedonan  
eartトto・Satel】i【eHadamard  
lran5わr爪】8Ser】叩g・pa！ム  

absorptio】1SpeCtrOI¶eter：a  
proposal  

D－37  波長可変レーザーダイオードを用 計測技術▼86．2  AO3－09A102110  
いた赤外線式ガス分析計④一波  
長可変レーザー光源－  

D38  8－14  
（●環境情報部）  ランダム変調CWライダーの 集B2即R5Z－3，「レー  

試作と動作特性  ザーセンサーによる大  
気環境情報の新計測技  
術に関する研究Ⅲ」．  

220p．  

D－39  高感度分光計測技術  「環境科学」研究報告  102－105  
集BZ87R52－3，「レー  
ザーセンサーによる大  
気環境情報の新計測技  
術に関する研究Ⅱ」．  

220p．  

D40   衛星搭載センサーによる大気温度 日本リモートセンシン  6  99】軸  

および成分の測定  グ学会誌   
D－41  竹内延天  国際会議報告  日本リモートセンシン  6  439441  1986  

グ学会誌   
D－42  2S   6367  1986  

K．Sakurai－．  cw】idar  
T．Ueno●●  

（■univ、TokyD，  

■■chibaUmiv．）  

D－43   Ljd8r8Ctjyj【yi工りap袖  Opt．News  1986  

D－44  中根英昭・笹野泰弘 砂漠起糠エアロゾルの輸送と放射 日本リモートセンシン  6 119－124  1986  

特性  グ学会誌   
D▼45  北村新三■・浦慶●・ 多波長レーザーレーダーによるエ「環境科学」研究報告  54－62  1986  

中根英昭・笹野泰弘  アロゾルの粒径分布測定に閲す 集B287－R523，「レー  

（●神戸大）  る基薩的検討  ザーセンサーによる大  
気環境情報の新計測技   
術に関する研究n」．  
220p．  

D一月6  ユ986  

revealedbysean】1ingLidar  
observatioI】  

D－47  Mechanism†orthereactionof  】．Phys．Cbem．  1986  
Ⅵ・Kobayashi■，  CI1200withSO2  
Z．Lin●■，  

H－Takagi●事雷  

n．Akimt〉b  

（●Envirom．Po＝uし  

Contr【）1Ce軋Co．  

Ltd．，  

Ltd. chin．Res一入亡ad、  

Environ．S亡i．．  

…Eng．DiY．）  

D－48  Reactionsofchlorinenitratewith Geophys，Res，Lett．   1986  
M・TrLeu＊  HCland＝20  

（事caLiforTlialnst．  

Technol．）   

一ユ79【   
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＝   掲 載 誌  巻（号）  ページ  刊 年   

D－49  MechanismfDr【heformatior10f  
肌Ohno■，  gaSeOUS and particulate 
J．Wemg●■．  prDduetS from 
H．Takagi…  OZOne・CyCloalkenereactio【1Sin  
打，Akimo10  

（■EⅣ再r（肌Pollut．  

CorLtr（】】Cent．Co．  

Ltd．．■●chin．Res．  

Acad．EI】VirDn．Sci．．  
雷●● Emg．Div．）  

D－50   エルナチョン火山噴火が成層圏エ   
アロゾル層に及ぼした影響  グ学会誌   

D－51  1986  
栗田秀賓●  2）   究報告書B瓢－Rll2  

（●長野県衛公研）  

D－5Z  AxisymmetricproblemoLvortex  1986  
Kambe■  SOundwith501idsurraces  

（●univ．Tokyo）  

D－53  N・SOliしOnSQnaぐurYedYOrteX  1986  
T．Miyazaki  filament  

（●univ．Tokyo）  

D－54   イオンタロマトグラフ法による大  1986  
気試料の分析   

D55  イオンクロマトグラフィー  現代化学 （1糾）  

相野健太郎  
（事新潟薬大）  

D56  21（3）  

村野徒太：郎・水落元之｝・  

植田祥匡  
（■長野県衛公研．  

…技術部）  

D－57  180－184  
尾崎裕・泉克幸・  化学組成  究報告B－謝）Rll－2「内  
福山力・植田洋匡・  陸域における大気汚染  
大書多敏一・寺田信之－・  の劾艶」  
佐々木一散●…・  

栗田秀賓…●  

（●技術部，  

…電力中央研，  

…長野県衛公研）  

D－58  2764  
中村昭■   象の研究   究報告昏B－2舗一R15－1  

（事北海道大）  ト2フィールド観測の槻要  

度汚染に及ぼす拡散の  
メカニズムに関する研  
究」最終報告書，冴5p．  

D－59  6570  
象の研究   究報告昏B－2％－R15－1  

ト4．1都市域における大気汚  「都市域大気中の高波  
染渡鹿の動態  度汚染に及ぼす拡散の  

メカニズムに関する研  
究」最終報告書，2肪p．  

D－60   87－97   
象の研究   究報告昏B一瓢一R151  
ト4，4 トレーサー実験による  「都市域大気中の高波  

都市域の拡散現象   度汚染に及ぼす拡散の  
メカニズムに関する研  
究」最終報告昏，a方p．   

【180－   
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D－61  Pho【oionizationorwa【erc】usterat  84  

N．Nishi■．N．Washida  
（■Inst．Mo】．Sd．）  unproton3tedcLusterions  

（H20）n＋（2≦n≦10）  

D6Z   Vacuumultravioletabsorpt10rL  85   

Y．Toyoshima●，  crosssectionsofSiH4．GeH4．  
軋Om止i●，  SizH6，andSi3H邑   

N．Washida．  
T．Ibuki…  

（●Elettr｛〉tモCb．Lab．．  

◆－KyotoUniv．）  

E．水質土壌環境部  

記 号  発  表  者   題  目   掲  載  誌  巻（号）  ページ  刊 年   

E1  TrophiestatusandlVaterquaLity  14Z（；  

ofhigha】titude】akesimML．  
Ånnapur】laregion  AdaptaliDnaれd  

Evalution of 

MicrODrganiSmS in 
NepalHima】ayas  

E－2  20  

T，Xawai●  】oadingandpl】ytOplar】kton  

（事Chem．Phys．Div．）  

experime【ltaLpoI】dswith  

eoI】tiI】uO11Sflowsystems  

E－3  三治  
Y．Matsl】nO●，  川）witbseveralβ－dlketones  
T．Sekine●  i】laqueOuSPerCh】orate  

（●sci．Univ．Tokyo）  

e貫traCtioI】rnethod  

E－4  Ratemeasuremen［sofcomplex  
C．Yagisawa●，  iormationoIiron澗）withβ  
K．Inaba．  しdiketorleSiI】4－methy  

T．Kurihara事  卜2－pen【anOnebysolvent  
（●sci．Univ，Tokyo）  

E5  2  

T．Morlmoto▲  β－dikeヒOneSandtl】eir  

（●s亡i．Umiv．Tokyo）  

iron（Ⅲ）in  

4－meLhy卜2‾PeI】tar10爪e▼aqueOuS  

per亡Horateso11由¢nSySlems  

Bく脱）  

果  
（●東邦大）  

E7  刀（訪7）  

須藤隆一  の制御  
E8  特殊環境の微生物  微生物生暦学Ⅰ⊥殿生  1誠1労  

物固体辞の変動と相互  
作用－（須藤隆「隠  
共立出版．a蔦p．）  

E9   遜（1）  

須藤偉T  リノ除去対報  
E－10  t8  

T．Goda  ananaerobicbiofi】terwiLhan  

aerobicbiofi】ter  

E－11  

E－6  
塾（1）   

とその浄化特性   

－181－   
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E－12  封（11）  

桑原文夫●  に伴う地盤沈下とその解析  
（●日本工大）  

E－13   363／ロー4   

する実願的研究  
ResllSPenSionratefu】1Ctミonfor  

cohesivesedimerLtSinstream   

E15  大坪国順・村岡浩爾  流れによる底泥の飛び出し寧  土木学会論文集   3乃／Ⅲ6  43－52  1986   

E－16  環境庁国立公害研究所における汚  9（35）  

泥の土壌還元とその環境影響に  
関する研究  

E一ユ7  Pねn亡Soil  92  
J．Yazaki…  accl】mula【ioncharacteris【icsin  

（●utsunomiyaUniv．，  
●■NihonUniv．）  

E18  ト363  

S．1keda■●．   “SeopearLdLimitinthe   EIsevierSぐi－Publ．B，  

M．Wabnabe  ApplicationofE亡O10gical  V．，AlnS亡erdam．363p．）  
（事sysしAna】一Plan爪．  MOdelE to EnYirOnmental 

DiY．，  Management”  
●’univ．Tsukuba）  

E－19  27  
K．Fuiii－  Sludge applied to cropland Stl】d．  

（■Nat．Inst．  

Agro－Environ．Sci．）  

EZO  l∞  
M．Watanabe  paltern of diel vertical 

migratiqnofHeteroslgma  
Aねぎ九it00（Hada）  

（Raphidophy亡eae）iIla  
laborat（）ryCulturetamk  

E－21   バイテクの活用に思う  水道公論   2（7）   

EZZ  須藤隆→   新しい小規模処理技術の動向と選択  PPM   17（8）  62－70  1減   

E－23  須藤隆→・稲森悠平  湖沼水質保全のための生活雑排水対  防－㌍5  1郵   

策  
下水処理lこ関与する微生物の分＃と  か（8）  

稲森悠平  保存   
E－2；  難酬ヒ  最新微生物ハンドプッ  411－4Z4  

ク（岡見吾郎ら楓サ  
イエンスフォーラム，  

張わ．）  

Ea；  活性汚泥法の処理プロセス  新しい活性汚泥法（棟  ト4）  

本奨・御隆一－・編著．  

産業用水調査会．  

か1p．）  

E－Z7  漁業からみた閉鎖性海  瓜一95  

（－摂南大）  城の窒素・リン規制（柑  
上杉男扁，恒星社厚生  

閤，155p．）  

E一次  73－77  
究報告昏B乃1－RIZ1  

「河口・沿岸域・水田  
生態系における環境捜  
能の評価と制御に閲す  
る研究」  

E－ニか   9   

須藤陸上  レ一夕の開発  
（■筑波大，  

●■東京農工大）  

－182－   



記 号  発  表  者   題  目   掲  載 誌  巷（号）  ページ  刊 年   

E30  須藤隆一・国安祐子・  23（267）  87－94  19郎   

稲森悠平   と保存   
E－31  柑  

（●TokyoUniY．  rea亡t〔汀aetiYatedslud酢  
Agric．Eng．）  Pr（〉亡eSSeSforsimu】tanepus  

remova】ofnitrogen，phosphorus  

andBODasappliedtosmall  
comml】nitysewagetreatlne】】t  

E－32   水処理微生物バンクの設置を期待す  16（1）   1野7   

る   
E－33  水処理のためのバイオテクノロジ  29  

一基隆講座第1回序論一本講  
座を始めるにあたって  

E－34  水処理のためのバイオテクノロ  29■  

ジー基礎講座第2回微生物の  

種類  
E－35  27  

T－Goda■●  iI】WaSlewさter  S【ud．  

（◆Eng－Div，．  
●－ seし訓nanUniY．）  

E－36  右横塩素化合物の土壌への吸着特  55－56  
性について  究報告集Bか3RIZ▼14  

「合成有機化合物によ  
る地下水汚染機構の瞬  
明に関する基礎的研究」  
112p．  

E37   エコテクノロジー型湖沼環境保全  か（4）   

策  
E－38  陶野郁雄   地質学論集      液状化現象からみた砂質堆積物の  （27）  15ノ42  1986   

物理的・堆積学的特徴  
E－39  陶野郡杜・社本康広事  地形・地質分娩に基づく液状化危  日本地震工学シンポジ  （7）  103－108  1986  

（■清水建設）   険鹿の子湘   ウム論文集   
E－40  

桑原文夫●・  圧縮性状  論文集  
杜本康弘…  

（■日本工大  
叫清水建設）  

E41  4，2．Z地盤災害地域の表層地質．   1983年日本海中部地震  198－19Z，   

4，2，3 液状化地点の分布．   集客調査報告℡（土木  192215，  

4．3．1徴地形と地盤災害   学会編．土木学会，  227－232，  

付録 液状化地区   934p．）  付録1－72  

E－42  佐賀平野における揚水に伴う地盤  封（11）  

飯盛喜代春■・坂井具■・  
陶野郁雄  

（●佐賀大）  

E43  7（2）  

（■chimiヱUConstr，  during the 1983 
Co．Ltd．）  Nihonkai・ChubuUapa爪Sea）  

earthquakeinAkitaPrefecture．  
T（】hol（u．Japan  

E－44  8くl）  
（●shimizuConstr．  during【he1983  
Co．Ltd．）  NihonkaiChubu（hpanSea）  

ear止quakeinAomori  

Prefe⊂ture．Tqhku．1apan  

E－45   （55）   

の肥料的評価に関する研究   

－183－   
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E－46  InteractivesoftwaretooIs．BGS一山  32  

S、hirosaki●．  andBGS－Ⅲ．fore亡0】ogical  
Y．Sekine◆●  Simu【ation  

Y．Suzuki■－，S．Kato■■  

（●Environ．Inf．Div一．  
… Inst．UnionJpn．  

Sci．Co．）  

E－47  Evaluationofthe亡0Ⅰ】tribl】tionof  
eatいeやⅩCretatOpaStllre  
fertili［yⅦ．Effectofaggregated  
distrib山ionofexcretaon  

herbage yield 

E－48  32  
insoilasaffectedbytheir  
organicmattercomposition  

E49  Laboratoryexperimentsonthe   1（Cll）  
M．Watanabe  Eteady gravitational circulafion 4  

excitedbycoolingo∫lhewater  
surface  

E－50  1986  
鉛直浸透について  究報告集Bか3R12－14  

「合成右横化合物によ  
る地下水汚染機構の解  
明に関する基礎的研究」  
112p．  

E－51   1987  

雨流出特性について（2）  満会論文集  
E52  9  

村岡浩画  1．湖沼流域の諸特性と湖水栄  
垂塩濃度との閉係  

E53  g  

村岡浩酎  2．湖水栄養塩濃度と内部生産  
COD，クロロフィルaとの関係  

E－54  ReviewofthepreYiousstudieson   4（Z）  
H．Tsuruya●■．  Windstressappliedonalake  
G．Tomidokoro■事  SUrfaぐe  

T．Fllkushima，  
M．Tanaka●  
（■Tokyol爪St．Technol．，  

一事Minist．Tr且nSp，，  

一事雷shinshuUniv．）  

E55   2：I   

海老願滞一  性と底泥組成との関係  
細見正明・岡田光正・  （96）  

須藤隆一  
M－Hosomi．M．Okada．  3062  

R．Sudo  bDftDm sediments SedimentsContai】li爪g  
TD：ti亡Sl】bsla爪CeS  

Pr（托eedingsoflhe  
10LhU．SノJapan  
Exper【sMeeting，（T．R一  

Patined．．USArmy  
CorpざOfE刀由乃eer5．  

414p．）  

E－58  27   

totalnitrogenandしOtal  
Phosphorusi】1freshwater  
SamPlesl】S】ngPerSuけate  
digestion  

ーユ84－   
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E59  186191  
rt】】easefrom】akesedimemts  

Technol．  

E－60   23   15－29   
関する研究   

E－61  村岡浩爾・平田健正・  

大坪図版・福島武彦   
E6Z  （57）  

…．≦≡  保全政策  
（■北京師範大  

●■天津市）  

E－63   第2章第5節一水質調査   河川工学（室田明編．  62－72   

技報堂，313p．）  

E64  57－63  
勤について  究報告集B罰3－R12－14  

「合成有隈化合物によ  
る地下水汚染機構の解  
明に関する基礎的研究」  
ユユ2p．  

E－65  7ト77  

汚染のシミュレーション  究報告集白か3－R12－14  

「合成有機化合物によ  
る地下水汚染機構の解  
明に関する基髄的研究」  

E－66   OrLtheboxTnOde）forpredictioI】Of  31   
T．Fukushima   Waしerqtlal】ty】neutrOphic】ak（】S   

E－67  28  
稲森悠平・広木幹也・  
須藤隆一  

（●東邦大）  

E68  47（3）  

矢木修身・須藤隆一  
（■筑波大）  互関係  

E－69  47（3）  

高尾悦子●・入江美加●・  

矢木修身  検討  
（●筑波大）  

E－70  9  

須藤隆一  潜在能力  
（■茨城県）  

E－71  日本水処理生物学会誌  
須藤隆一  

（■茨城県）  

E－72  77－86  
月．Sl」do  Pl）OrJ押jdjumfe月UeLa上e  

（●1barakiPrefect．）  

E－73  ロー151－   

徴化速度定数に関する研究  究報告集B303R30  Ⅲ156  

E－74  t（2）  

保存施設（略称NIES－Cou印tlOn）  
の発足  

E－75  1（2）  

（■技術部）  その原理と基碇（渡  
辺信・笠井文絵著．環境  

科学研究協議会1恥．）  

E－76   trLteraetiorLbetweerLnOtile  Ecoi，Mode11ing  31   
A．Harashima   phytOplanltfan and Langmuir 

cirく：ulation   

ー185－   



記 号  発  表  者   題  目   掲  載  誌  巻（号）  ページ  刊 年   

E－77  S，Fujita■，  Transiti（〉mfromperiodicto  Physi亡aD   20  435－443  1986   
M．Watanabe  non・Periodicosci】1ation  

（■osakaPrefecし）  observedirlamathematic且l  
modelo‖）ioconveぐti（）nby  
motilemicr（】Org且nisms  

F．環境生理部  

記 号  発  表  者   題  目   掲  載  誌  巻（号）  ページ  刊 年   

F－1  K．Kaya．X．N．Uchida  DistributiorLOEtallrOlipidirL  Bioehim．Biophys．Acta  878  Z81－283  1986   
7一飯l加佃CeJIs  

Effectsoftaurolipidson  Biochim．Biophys．A亡ta  
1ysosomalenzymesin  

（■G汗uUniv．Sch一  T～Jm如岨  
Med．）  

DensitylnCre爪e】1tandde亡reaSed  39  
Sl汀ViYa10fratredb】（めdcel】s  
indu亡edbycadmium  

F4   NK活性と易転移性  Med一Imml】nO】，   12（2）   

F－5  Effe⊂lsofni【rogeIldioxide  Proslaglandins  469－475  
expo51】reOI】thecl）ntentSOf  
PrOSしaglandirlSal】d  

止romboxaneB2inbroncho  
alYeOlPr lavage 

F－6  Enhancemen【ofpu】monary  J．Toxicol．Environ，   20  
T．Todoroki■．  metastasisofmurine  Health  
H．Sato■●  †ibrosarcomaNR－FSbyozone  
（－uniY．Tsukuba．  eXpOSure  

●■TohoUniv．）  

F－7  弟9車環虜因子と過酸化脂質  257－277  

十嵐惰ら編，E本栄養  
・食程学会，光生館．  

284p．）  

F8  Lipids  21  

（■univ．Tsukuba）  peroxideleve】si爪】u】lgtissue  
and investigation of their 
deferming faefors 

F－9  Subacut（・effectsofnitroge爪  EnYiron．Res．  刑（1）  

K．Mo⊂hitatt＞，T．Miura  
COnStitしIe爪tSOf】ut】g．1iver．and  

kidneyofra［s  

F－10  Characteristicsofvagalaffererlt  92  
aclivity】nratS二Threet）7peSDf  
pulmonary recepfors responding 
to亡011apse．innatiDn，and  
def】ationof【helllng  

F－11   42（1）  

N．ShimoJO，  drinking behavior of rats 

H．Tsub8ne．  
丸X．S〃guki，Ⅹ．机血血．  

A．Shimizu叫  
（■univ．Tsukuba，  

事－Eng．Div，）  

－186－   



記 号  発  表  者   祖  ‖   掲  載  誌  巻（号）  ページ  刊 年   

F－1Z  的  
S，Takenaka．  inmほe】nJeCtedwithflyash  
M．Murakami．  
N．Watatlabe■■  

（事Environ．Health  
Sci．Div，．  

■りikeiUniv．Sれ  

Med．）  

F－13  Distribu【ionofぐadIⅥiumalteroral   74  
M，P．Waa】kes暮．  administrationo【  Pharmacol．  
C．D．Klaassen■  cadmiumthioneintomice  

（●univ．Kansas）  

F－14  33（10）  

西岡秀三◆  要因一棟準化受診率よりみた茨  
（●総合解析部）  城県国保加入者の例－  

F－15   公害防止に果たす産業医の役割  28  339   

F16  NO2生産暴露の影響評価（動物  158160  
実験）に1賢して加齢因子をどう  
考えるべきか  告集（小町喜男絹．  

18Zp．）  

F17  Jpn．J．Hyg．  引  
Y．Okada■■  109cd▲1abe】ledαfragme血且nd  
K．Tanaka…．  hexapeptideolmetaLlothionein  
K．T．Suzuki■■●  i】】rena】proxima】tubules  

（◆univ．Tsukuba．  

◆●Kobe・Gakuin  

Univ．．  

＝■Environ．Hea】th  

Sci．Div，）  

F－18   Activa【ionaI】dincreme此Of   J．ToxiぐOl．Environ．  17   

Y．Tさkahashi．  alveo】armacrophagesinduced  
T．Ohsumi●，  bynit「ogendioxide   

T．Miura  
（●Jpn．WomenUniv．）  

G．環境保健部  

■記 号  発  表  者   遠  目   掲  載  誌  巻（号）  ′く－こ／  刊 年   

Gl  青木康展・鈴木和夫  メタロチオネイン遺伝子の発現調  32（2）  70－84  1986   

節と重金属代謝   
G2  157  

Y．Shiba［a■■，  niLrocel】u】osemembra】1euSing  
K．T．Suヱuki  westernblottingtechniqueand  
（■BasjcMed．Sci．Div，．  
■■chem．Phys．Div．）  

G3  有機過酸化物によるミクロゾーム  41  

酵素の障害作用とチトクローム  
P450のペルオキシダーゼ活  

性  
G－4  引  1422  

Ⅰ．Wakisaka■■  spectrometricanalysISOf  

（●NagasakiUniY．．  polychlorinated biphenylr in 
…KagoshimaUniv．）  

G－5   7thITtternatiorLa】ConfererLCe（Hl  （388）   

Moder】】TrendsinA亡［ivatio】】  

Analysis什に出席して   

ー187一   
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C－6  肺内カルシウム濃度に関する知見  3  

中野篤浩・松本理  一とくに肺葉色沈着物について  
C－7  

（■東京大）  る研究  共同利用研究成果報告  73－75  

集（1985）  

G8  
Y．Tabata●，M．Imui■◆  analysISO‖luman】ungdeposiしS  208－215  

（●univ．Tokyo，  

■◆ TokyoMetrop・  

Med．Exa軋Off．）  

G－9  2  

M．Iioshi◆．   hl】manhairfromdiIferent   ConL．Mod．Trends  
M．Matsumoto   individua］si】1diELeTent   Act．Anal．．  

（●Environ，Anal一   countries．by76se（n，γ）77znse  Copenhage11．1986Jun．  
Ce軋）   reac亡jon   2327）  

G－10  106112  
n．Shiraishi■■   evaluatedbyanalysisofbuman  todayand亡DmOrrOW．  
M．Matsumoto  1u】】gdeposits  Pr（〉CeediI】騨Of17th  

（■TokyoMetrop．  lnしernationalCon訂eSS  

Med．Exam．Off．．  oflnしernalMedici】】e  

ー●univ．Tokyo）  （T－Odaeta】．．1986  
Elrevier Science 
Pl】blishers）  

G11   （金剛出版，21Zp．）   1987  

（■滋賀医大）  

斎藤寛・中野尾括・  49  

遠山千春・三種裕子・  
杉平直子・脇阪一郎  
杉平直子・斎藤寛－  41  

（－長崎大）  Nアセナルーβ－D－グルコサミ  

ニダーゼとβ2－マイクログロプ  

リンの尿中排泄  
N．Suglhira．  SigniLicanceoLir［CreaSeinurirLary  41  19  
C．Tohyama，  metallothioI】einofrats  
M．Murakami■．  repモatedlyexposed【ocadmium  
H．Saito■■  

（●且∋5jどMed．立j，Dれ  
■● NagasakiUniv一）  

鈴木和夫  生体による金属イオンの識別と代  61（6）   

謝  
G－16  Acuterena＝1ys【uI】CtiDnby  Arch．Toxicol．  58  

A．Walahiki…  eadmiuminjectedwithcysteine  
Ⅹ．T－Sl】Zuki  inrelationtorerlalcritical  

（●Nat】．Imst．Hyg．  conceI】tratioI】Ofcadmium  
Sci．．  
Sci. Ki【asatひUniv，）  

Amphibia】】mt】tallotbi◇neirl．   Comp．Bi（〉Chem，  83C（2）  
Ⅹ．Ob亡a●．打．S山刀8ga  

（■TohoUniv．）  ノd押l血．凡打igr抑l抑b山and  
即仙頑血mは就舶相浦  

G－18  84C（1）  
H．Sunaga…．  eopper inlected into an Phy5iol．  
N．S11glhira  a】bumin・dericient  

（－TohoUniv．．  （ana】buminemic）rat  
●－univ．Tsukuba）  

G－19   拓（1）   

鈴木和夫  内各組織器官別無機元素の分布  
（●京都工繊大，  宜  
●■京都市立堀ノIl高）  

－188－   
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G20  訪（1）  

松原藤好■■  の蚕体内各組眉・器官別無倹元  
（●京都市立軌Il乱  

■◆京都工繊大）  

G－21  lnductjonmetal】othioI】eina－しer   83  

A．Watahiki■■  1eadadministrationbythree  
K．T．Suヱuki  1nJeCtionroutesinmite  

（■Natl．1nsl．Hyg．  

Sci．．  

●■Ki［asa［oUniv．）  

G22  Tolalsulfurcon（：en仁ratioI】in  AI】al．Le【t．  19  

E．Kobayasbi，  tissuesor（・ontrola】】d  

H．Sunaga■．  Cadmium・eXpOSedra［sby  
N．Shimojo－  indl】⊂tivelycoupledp】as汀Ia  

（●univ．Tsukuba）  atomicemissionspectr（）metrl′  

G23  ESSential metal contenls and Toxi亡Ology  40  ト12  

K．T．Suzuki  meLa1loulionein1ikeiI】【estesOf  
（■Nati．1nst．Hyg．  miceaftercadmil】m  
Scり  admi【lisしratiQn  

G－24  Toxicology  11  

K．T．Suzuki．  clustersasameasureof  
A．M．Roelofsen■．  morphologlCa】nonloxic  
W．H．Roel一之ema事．  cadmiumaccumu】aLiDI】inthe  
J，H．J．Copius．  rat liver 
PeereboomStegeman●  

（■univ．Ams【erdatn）  

CZ5  損fectofcadmil】mOIleSSential  42  

Ⅹ．T．Suzl】ki  metatconcentrationsin【estis．  
（●Nat】．Inst．Hyg，  liverandkidneyorfiveinbred  
Sd．）  strai】lSOrmice  

G－26  Mercaptalbl】rEliI】aSaSelective   86  

軋Sunaga■．  Cadmiumbindingproteini爪raL  
E．Kobayashi．  Serum  

N．Shimojo●  
（●univ．Tsukuba）  

C－27  Distributionof亡admiuminrat  10  S－11  

E．Kobayashi，  b100dserumandidel】tiIi亡alion  
N．Shimojo■．  Ofselec【ivecadmium・bjnding  
K．T．Suzuki  proteiI】  

（●univ．Tsukuba）  

G－28  Strairldi〃erencesinchangesof  10  S－12  

K．T．Slほuki  essentialmeLa11evelsしestesand  
（－Natl．Imst．Hyg．  otherorgansofmiceafter  

S亡i，）  cadmium  

G－29  TransieT（〉icadTniⅦmionin5tilled  1‡  

K－T．Suzul（i  intratracheallyratsandits  
efre亡tOnlu】1geSSenLia】elemenLs  

G－30  Seques亡raいDnOfenvironmentral  33  P－Z7  

K．T－SllZuki  andirLjectedcadmiumbytw（〕  
（●univ－Tsukuba）  maJOrisoformsofbasa】copper．  

Zinc・me亡a】lothioneiningibel  
1iYer  

G－31   51   

中略克行蜘・小平司●●・  

池井暢浩■－  

（●長崎大，  

事事大壕アッセイ研）  

一189－   



記 号  発  表  者   題  目   掲  載  誌  巻（号）  ページ  刊 年   

G32  Urinarya】▼microglobulinasan  6（3）  
E．Kobayashi．  indicaLDrPrOteinofrenal  
H．Saiし0●．N・Sugihira，  

A．Nakano．Y．Mitane  

（■NagasakiUniv．）  eXpOSure  

G－33  Thereh血nshipoitheincreased   12  
S．Himeno◆．  leve10fmetallothionei】】With  
C．Watanabe◆●  heavymetalleve】sinthetissue  
T．Suzuki◆●  Oftheharborsea】（P九Ⅳα  
M．Morita…◆  1血心拍硯）  

（－KitasaloUniv．．  

…univ▲Tokyo．  
…chem．Phy5′Div′）  

G－34   42（2）   

線グラフ  付録18  

G35  K．Okamura●．  PhDtOphosphDryLati（】rLand  J．Bacterio】．   168   
0ⅩidativephosphorylatiDnin  11421146   

K．Takamiya－．  infact cells and chromatophores 
M．Nishimura●  OfanaerobicphotosyTlthetie  

（◆KyusyuU山v．．  bacterium，Erytムrobac仁ersp．  
strainOChl14   

H．生物環境部  

記 号  発  表  者   題  目   掲  載  誌  巷（号）  ページ  刊 年   

H－1  岩熊敏夫   霞ヶ浦の生物生産   水質汚濁研究   9  406－411  1986   

H－2  岩熊敏ま   ユスリカの発生と霞ヶ浦の環境悪  （145）  4450  1986   

化   
ロー3  陸水における二次生産，特に底生  36  

動物の生産と富栄養化の関係に  
ついて  

．H4   大気汚染物質による光合成産物の  35   65   1986   

転流阻害と分配変化  
Absorptiomofnitrogemdioメideby  102  

Sunflowerplantsgrownat  
variouslevelsofnitrate  

EffectsofNO2andO3eXpO5ure  
T．Totsuka■●  a】oneori】l亡Ombinationo】】  

（■Natl．Inst．  kidneybeanp】ants：Aminoacid  
⊂Onしen【andcomposition  

事事TokyoUniv．  
Agric．Technol．）  

打7   二年生草本の生活史の進fと   日本生唐草会誌  36   
H8  32  

T．Totsuka■■．  reYege【ationfol10WiI】grOreSt  
K．Sl】Zuki…◆  Cuttin許Anapplicationof  

（事syst．Anal．Plann．  

Div．，  

事－TokyoUniv，  

A如C－Te亡わnoJ．．  

…AsiaUniv．）  

H－9   Oeco10gia（Bモrli】l）  68   
（■univ．Tokyo）   historyevo山tionofOのl¢一九gm  

gJ血抑ねナ泌Miche】i   

－190－   
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H－10  15  
T，Nishioka■  cont】gUOuSDNAsegmentsof  

（■TokyoMeけOP．  P】a5爪jdR64erea【e55eγe刀  
Univ．）  different open reading frames 

‖l＝   ABAによる気孔開閉の調節   植物の化学調節  21（1）   

H－12  2も  

（■univ．Tsukuba）  ClosureirLViciaEabaepiderrnal  
StripsExeretionofso】utesfrom  
即ardce11sandincreasein  
e】as【icmodulusolguardce11  
wa11  

Il－13   植物の花井形成誘導と光   生物教育  26   

洋14  佐治光・内宮博文◆  40（12）  154－159  1986   
（●筑波大）  導入  

K，Takamura，  EffectsofpesLi亡ideappl】亡ationon  21  
M，Yasuno  chiromomidlarvaeamd  

ostracodsinricelields  

N．Takamur礼  Photosy】1thesisoEsizerEractionated  1㈹（2）  

T．1wakuma．  phytopLanktonpopu）ationirL  
M．Yasuno  hyperけOphicLake  

Ⅹasllmigaura，Japan  

N．Takaml】ra．  UptakeoE13cand15N  J．Plank亡onRes，  9（1）  
T．Jwaたu爪1a．  （amInOnfum川i【rateand11rea）  
M．Yasl】nO  by〟i亡ー町γ5－iginLake  

Kasumlgal】ra  

A．Take爪al（a  ComparativeecophysiologγOftwo  129－140  
representative¢llゼγCu∫SpeCies  
appearingiI】dirferentstageso†  

安野正之  非標的生物への農薬の影響実験  8ト92  

的研究  ジウム報告集  
M．Yasuno．   Biologicalmonitor】ng†oraquati亡   57－66  
且A．Wll汗k肌■  poI】utjon  of上わe5と8te（フfとhe  

（事univ．Durham．  Environment：  
U．K．）  Bioindicators  

0．sa】ankied一．1RL  

Press．73p．）  

H21  水の奉の発生機構とその制御一発  4758  

生状況とその環境  の制御（生鴨功儒．束  
海大学出版会，183p．）  

Ⅵ22  水の華の発生澱構とその制御一生  9ト96  

態系内の生物相互作用  の制御（生嶋功編，東  
海大学出版会．183p．）  

H－23  水の華の発生機栴とその制御一水  121－139   

の華発生時の生態系の特徴  
海大学出版会，1S3p．）   

－191－   



l．技術部  

記 号  発  表  者   題  目   掲  載  誌  巻（号）  ページ   刊 年   
ト1  植物診断のための画像計測  地域活性化と生物生産  

システムシンポジウム  
報告集  

1－2  79－101  
J．Ko【ldo事   responsesofattachedleaves亡0  mi】1．1nstrum．Res．  

（－DirectDr）   erlVironmenLalstimllli   Physiol．Ecol．  

卜3  Imageinstrumentationfor  Proc．Symp．Light  Zl22  
evaluatlngp】antresponseand  
gasexぐhatlge  Plants  

l－4   植物生理計測とデータ処理  CELSS研究ワークシ  109－112   
ヨッブ報告集   

Ⅰ－5  大政謙次   湿度センサとトレーサビリテイ  農業気象  42（2）  

ト6  環境汚染害  農業気象・環境学（長  131134  
野敏美ら著，朝倉書店，  

191p．）  

卜7   3   

報告集  
卜8  大政謙次   植物の反応をみる  計測と制御  25   1151  1986   

1－9  
HY兄mada●  systemandsoi）watereontent  

（－univ．Tokyo）  

卜10  22  
（■univ．Tokyo）  血ree亡lostゝ1y「e】a［edmatlng  

訂OupSO†CJ〃ざIβわル肌g九間加好一f  

menegbini（Chlorophy［a）  

卜11  FormationoLmethylrLitriteinthe  
S．Hatakeya皿a■，  Surface reacfion of nitrogen 
H．Akimoto事  dioxideandmetha】1Dl．1．Dark  

（事Atmos．Environ．  reaction  
Div．）  

l－12  「ディーゼル排気物質の毒性」国  も  
際シンポジウム特集‘■動揺の時’’  
に大きな一石  

Ⅰ－13   放射性核種測定用遮蔽体の開発   50   

l14  36  
功刀正行■・溝口次夫■  

（■計測技術部）  

卜15  

清水浩■・竹内廷夫■  
（■大気環境部）  

卜16  粒子状炭素成分の挙動  文部省「環境科学」研  174－179  
究報告集B280－RllZ  
「内陸域における大気  
汚染の動態」  

卜17   海洋上のエアロゾル中の脂質の程  39   

源   
Ⅰ－18  山口武則   クロムー植物系における研究の現  5ZO  1986   

状と展望について－   料「質的に新しい環境  
影℡元素の生体機能，  
活性に及ばす影響と生  
物濃縮の実態」（農業  
環境技術研究所）  
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5．4 口 頭 発 表  

a．環境情報部  

記 号  発 表 者  題  目  学 会 尊 名 称 開催都市名 年 月   
a－1  合成開口レrダ（SAR5帥）データの解析 SAR－580航空機実験  東京  61，9  

山口武則●  および評価一億に土塊成分の測定に閲す 成果報告会  
（■技術瓢）  る研究－  

a－2  熱赤外リモートセンシングによる土壌水分l第12回リモ‾トセンシ  東京   61．10  
山口武別●  判定  ングシンポジウム  

（事技術部）  

a－3  
官本定明媚・阿部泊－・ 想法による解析  研究会第8回シンポジ  

須賀伸介仲山和彦＝  ウム  
（◆京都産大．  

…筑波大）  

a－4  
阿部治●■勝夫淳姪■■・  査とデータ解析  ユ回環境科学シンポジ  
須賀伸介・中山和彦■  ウム  

（■筑波大，  

‥京都産大）  

a－5  
宮本克明■◆・阿部泊＝・ 識構造の特性の解析  術計寅会  
須賀仲介ヰ山和彦＝  

（●京都産大，  

‥筑波大）  

a6   Des嗜nprOCedt］reSOEamonitoringrLetWOrk WorldCongr．nl  Tokyo  61▲9   

‘d  
basedo】1arLalysISOEayeartO▲year  Chem．ErLg．  
亡hangeofspa［ia卜しempora【variationor  
airpollutioneoneentration  

a－7  

大井紘・阿部治■・   近傍法  満会  
勝夫浄雄◆●中山和彦■  

（－筑波九  

‥京都産大）  

a－8  

大井紘・阿部治●  近傍法による解析  ジウム  
勝夫淳雄＝・中山和彦■  

（●筑波火，  

‥京都産大）  

a9  国立公害研究所データベース・システムの 第23回情報科学技術研  東京   61．10  
NIESシリーズの作成  究集会   

a－10  土屋巌  鳥海山月形′小水河とその周辺環境の推移． 日本雪氷学会  秋田   6l．10  

】972－85   

ユー11  土屋巌  ランドサットTMによる北日本山地の白  日本リモートセンシン  東京   61，12  

然環境の解析  グ学会第6匝】学術講演  

a－1Z     春山暁美  現場の情掛瞭データハトース■‘インフォテデ 第37回筑波研究情報七  筑波   61．11  
ミナー   

a－13  

廣崎昭太  年会  
（●東京理大）  

a14  京都  61・11  
新藤純子・間島枚紀－・  る耗計モデル  

渡辺加代子－  

（事日本科学技術研修所）  

a－15   

統計長の評価川）  全学術講演会   
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記 号  発  表  者   題  目   学 会 筆 名 称  開催都市名  年 月   
a－16  横田達也   リモートセンシング赤外3バンド画像によ  第1Z回リモートセンシ  東京  61．10  

る海表面温度推定   ングシンポジウム   
a17  横田達也・松本幸雄・  リモートセンシングによる植生相観の対話  分類の理論と応用に関  東京  61，1Z  

袴田共之■   型分類一第1報・多重間借（いきち）を  する研究会 第3回研  
（■水質土壌環境部）  用いた探索的な分類法－   究報告会   

b．総合解析部  

記 号  発  表  者   題  目   学 会 等 名 称  開催都市名  年 月   
b1  

中杉修身・細見正明－・  

須藤隆一●  

（－水質土壌環塊部）  

b－2  帯21回水質汚濁学会  
稲葉一穂■・細見正明●  

（●水質土壌環境部）  

b－3  強羅   
（●Atmos．EnYiron．  thestoratospherebytheslan〔path   SensingEtlViron．Sci．  （神奈川）  
Div．）   me仙od  

b－4  61．9  
林田佐智子1・清水浩●  （ライダー）シンポジ  

（■大気環境部）  ウム  
b－5  

安岡善文  による大気効果の評価   ングシンポジウム  
（一大気環境部）  

b－6  61．7  
河村清史■・田中勝●  研究会第S匡シンポジ  

（■国立公衆衛生院）  ウム  
b－7  

松藤康司－・乙間末広・  に関する研究（1ト廃棄物の遠いによる  術講演会  
松岡信明■●・  移動現象について  
岡村正妃●■  

（事福岡九  

…九州環境管理協会）  

b－8  62，3  
中杉修身・原沢英夫・  
内藤正明   

b－9   析江省環境科学学会  61．12  
再利用   （中国）  

b10  Process】ngamddisposa】【echno】ogyfor   1986ShamghaiInt．  Shanghai  61．12  
mllniぐIpa】solidwasle‾Arevieworits  Conf．Muni亡．EI】ViroIl．  （China）  
deveIop皿eI】tSimJapanando【hermatiol】S－  

Marlage．  

b11   61．7         東京     計算機発生信号による音場のバターン計測   

b－12  田村正行   騒音場のバターン計測   日本音容学会昭和61年  
度秋季研究発表会  
京都大学環境衛生工学   

大井紋日牒胸懐基軸  研究会第8匝シンポジ  

（●水資源開発公団  ウム  
…環境情報部．  

…国立公衆衛生院）  

b－14   毒性有機物・現状七対策  大津   
ポジウム   

b15  中杉修身   統計モデルを用いた捷先化学物質選択手法  土木学会第14回環境間  
臨シンポジウム   
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記 号  発  表  者   題  目   学 会 等 名 称  開脚市年月   
廃棄物処理における微量有害物質汚染の動  第14回公害防止推進九  北九州  61．10  

向とその対策   州地方大会  
プラスチック廃棄物の埋立に及ばす影取こ  廃棄物処理対策全国協  京都61．11  

ついて（2）一自治体アンケート調査－  

東京61，11  
環境保全対策策定手法－  1回現場科学シンポジ  

ウム  

東京62．2  
究発表会   

化学物質の運命予測について   第4回環境科学セミナ  東京   62．2   

プラスチック廃棄物の埋立に及ほす影響  
表会  

●一束京都環境科学吼  

環境汚染対策としての化学物質適正哲理の   
課題   満会   

Enviro】lmentalillhrmatiDl】SCierlCePlaヱa  Prep，InLSymp．Reg．  Honoll】1u  61．7  
centerfor亡reatingaffluentliving   ttlf．Syst．1986（1RIS  （USA）  

environmenし一AcasestudyofKIT’s  
Techn81．）   inte＝】gelltplaza‾  

b24  

黒川洗事●  関する研究  1回環境科学シンポジ  

（事北海道大，  ウム  
事事筑波大）  

b－25   現場管理と環境情報システム  浦和61．11  

b－26  K．Nishina   Anuルequilibrium巾OdelofenYirommen〔al  1986TokyoConf．   Tokyo   61，8  

pr（lblems   WorldUmiv．   

b－27  仁科克己   リスク管理手法の経済的既念モデルによる  土木学会第14回環境尚  東京   61．9  
考察   題シンポジウム   

b－28  規別の所得再分配的側面について  日本不動産学会昭和61  
年度秋季全国大会（学  

術講廟会）  

b－Z9  神奈川県の市街化調整区域の課題と対策  
別研究一都市並びに近  
郊における環境の維  
持・向上と国土利用制  
鹿」神奈川班中間研究  
報告会  

b30  発展途上国における開発と環境保全につい  
てr環境保全を考慮したプロジェクト  研究会第8回シンポジ  
管理アプローチ」に関する国際シンポジ  
ウムに参加してト  

b－31   

石橋長信■  成  
（事東北学院大）  

b－3Z    森保文  モデルを用いた水田地帯からの窒素負荷の  東京   61．5   

算定   
b－33  森傑丈   単位水田における窒素除去のモデル化  昭和6ユ年度農業土木学  

会大会講演会   
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記 号  発  表  者   題  目   学 会 尊 名 称  開催都市名  年 月   
b34  森田恒幸   環境に関する捨合指標   日本科学技術連盟多  

変最解析研究会   
b－35  

原利幸彦－・内藤正明  年度秋季全国大会（学  
（■東京工大）   術講領会）  

b－36  
内藤正明  1回環境科学シンポジ  

ウム  
b37   

b－38  

笹野泰弘事雷・  トリック性能評価に関する研究  験成果報告会  
中根英昭｝・清水浩叫  

（●環境情報弧  

●◆大気環境部）  

b39  京都  
中川喜明－・上田俊夫－・  

北岡腺巳■・安岡善文・  
戸塚続■■  

（●三重県環嘆科学セ，  

●◆東京農工大）  

b40   

（■三重県環境科学セ）  価について   グ学会第6国学補講演   

C．計測技術部  

記 号  発  表  者   題  目   学 会 等 名 称  開催都市名  年 月   
c－1  

SampLesEorlongtermmonitorlrLgOLair  （Ausり  

pollution   

ぐ－2  

K．Okamob  Samplesf（汀It）ngtermmOnit（汀IngOl   駄ateandPlanれIng   Point  
atmospheric pollution and related Environ．SpeeimerL   （USA）  

refere】1CematerialatNIES   Banking  

c－3  61．11  
植弘崇嗣・向井人史  1回環境杵学シンポジ  

ウム  
c－4   61．11  

西川雅高   量とその変動   
仁5  Hamilton  62．2  

T．Kawai  」A亡】osedvoIcani亡】akei】りapan   Asso（∴Lim】101．   （N．Z．）  

（●NihomUniv，）  

c－6   大気経由の水質汚染1（世界の状況）   62．3  
研究会   

c－7  
（●生物環境部）  UNESCO／SCOR法とメタノール抽出螢  

光検出逆相高速液体クロマトグラフ法の  
比較  

亡8  東京  
河合崇欣  1回環境利学シンポジ  

（事水質土壌環境部）  ウム  
c－9   Comparisonofchlorophy11a亡On亡entralions   Hami】ton   

N．Takamllra事   meast・redbyHPLCspeetrophotometric  Assoc．L血nol．   （N．Z．）  

（●Environ．Bio】．   meけ10dsinhighlyeu【rophicshal】ow  
Div．）   LakeKasumlgaura   
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記 号  発  表  者   題  目   学 会 尊 名 称  開催都市名  年 月   
c－10  BiologlCalre†erencematerialprogramat  2ndlnt，Symp．Biol▲  Neuherberg  61．4  

NatioIlalI爪StituteforE】lVironmental  （W－Ger）  

S【udies  

⊂－‖   

の調製と分析他  
大気汚染成分の鉛直分布測定（9）－オゾ   

金澤五寿雄●・  ンの鉛直分布－  田  
土器屋由連子■  

（●気象研）  

c－13  京都  
若狭秀一郎■●  

（－柴缶科学界械工業，  

◆義日本製鋼所）  

亡－14  京都  
′J、山博巳●■  ‖‖  

（－日本製鋼所．  

■－柴田科学器械工  

某）  

c－15  京都  
（事理学電操工業）   元繋分析への応用－  

c－16  第Z7回大気汚染学会  京都  
土器崖由起子●  

（事気象研）  

c－17  Int．Symp．NewSens．   
T．Mizogu⊂hi．   meleorologicalobservaしiontower（213可．Ⅰ  MethodsEnvir◇n．  
1．KanaヱaWa●．  SUPpPndPd partieleS and ganes Char且Ct．  

M．1kegami■．  

Y．Dokiya●  
（－Meteoro】．Res．  

tnst．）  

C18   詩苔類における重金属蓄積  大分   
大会   

亡一19  

森忠洋■事  ラー及びドレッジの試作  
（■むつ市田名部高，  

●●島侃大）  

c－20   

相馬光之   る重金属蓄積  
cZl  

立脇征弘事・小泉淳一●・  

佐竹研一  
（事島根大，  

●●荏原総研）  

仁一22   

（●筑波大）   合成測定  
c－23  柴田恵子・功刀正行・  SEMEDXによる大気エアロゾルの形態観  第27回大気汚染学会エ  京都  61．1l  

溝口次夫   察と成分分析   アロゾル分科会   
c－24  PuriEicatiotlandidentiricationofarsenie  ⅥthUOEIiInLSymp一  Kitakyushu  

J．S．Edmonds－．   亡OmpOUndsfromedib】eseaweeds．   ＆ⅦrdCOMTOX  
M－Mori〔a  MAKOMliUandHIZlI（1  Bio-and To.licatineticn 
（●west．Aus【．Mar．  Met．  
Res．Lab．）  

c－25   

薫化合物の同定  
c－26  白石発明  GC／MSモニタリングの現状と今後の方向       第4回環境科学セミ   所沢  62．2  

について   ナー   
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記 号  発  表  者  題  目   学 会 等 名 称  開催都市名  年 月   
c－27  

原田一誠■  の特性  
（■東北大）  

c－28  
K．Satake   byXraypho（oeleetronspectroscopy  MeLhodsEnviroI】．  

Chara（・し  

c－Z9   

の吸着と反応   界面化学討論会   
C－30  名古屋  

でのピロール及びピロールとアルデヒド  
の反応  

c－31   

作製   
c－32  

M．Ikegami●．   meteoro10glぐa】observation仁ower（213Ⅰ叶Ⅲ  MeしhodsEnviroI】．  
M．Nishikawa．  ‾ToLalandwetdeposition  Charact．  

M．Kunl】gi，  

T．Mizoguchi．Y．Ambe  
（■Meteorol．Res．  

Inst．）  

亡33  

酉川雅高・伊佐恵理子◆・  ポジウム  
渡辺興亜事■・長町和雄“・  
西尾文彦…  

（●名古屋大，  

■■極地研）  

c－34  

大槻晃  の分別定量  
（■東京大）  

c35  

（●東京理大）   磯化合物の解離エネルギー（RH）測定  
法  

c－36   

（事明星大）   薫を含む脂肪族有横化合物   合討論会   
c－37  古田直紀   1CPの分析化学的特性の空間分布（第3報）  

一助起機構の考察－   

c－38  1CP発光分析法におけるマルチチャンネル  日本分光学会環境科学  東京  

検出器の応用  部会・光源部会合同シ  
ンポジウム  

亡一39  京都  
西川雅高・池田修●－・  
寺田毅●事●・梅原茂伸■・  

栗田秀賃＋・古谷長蔵＋＋  

（事大気環境乱  

…環境庁，  

●事■青森県公害セ，  

＋長野県衛公研，  

＋＋山口県公害セ）  

c－40  京都  
寺田毅事・原子昭■・  
溝口次夫  

（■青森県公舎セ）  

c－41   京都   
c－42  

森田昌敏  WatchlI有機塩素系農薬及びPCB  会年会  
（■新潟県衛公研）  

亡43   神戸   
た1CP発光分析法   
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記 号  発  表  者   題  目   学 会 等 名 称  開催都市名  年 月   
ぐ－44  

木村彰■・下村滋攣  学童毛髪中の挙動  会  
（事徳島大）  

c45  KoI】a   

inhtlmar”rinebyHPLCwithICPAES  

dete亡tion  

仁一46   61．5  
の分析   カル・フォーラム   

c－47  安原昭夫   環境分析におけるGC／MSの利用と試料の  第6匝北陸質量分析談  富山  61．9  
処理法   話会   

c－48  安原昭夫   GC／MSによる低級脂肪酸の分析   日本分析化学会第35年  
会   

仁一49  日本化学会第53秋季年  

山中康夫●  

（●協同油脂）  

c50   
リーGC／MS分析   

c－51  
前田恒昭■  中級量有様物質の連続・自動分析法   

（事電気化学計器）  

c－5Z   テルペン類の大気化学的挙動   第Z7回大気汚染学会  京都   
c－53  横内陽子・安部書也  自動低温浪崩／キャビラリーガスグロマト  京都  61．11   

グラフイ一によも環境大気中炭化水潔の  
連続測定   

d．大気環境部  

記 号  発  表  者   題  目   学 会 等 名 称  開催都市名  年 月   
d－1  

J．Davidson■・  系の反応中間体・反応横様の研究  
C．Camtrell■  

（事NCAR）  

d－2   171hInformalConf．   
S．HashimoLo   ぐhargeけanSferbamdsinso】idoxygen  Photocheln．   （USA）   

d3  

（一枝術郡）   亜硝酸生成に対する光触媒効果   1回環境科学シンポジ  
ウム  

d－4  京都  
香族炭化水素－NO∬系からのエアロゾル  

生成  
d－5  名古屋  

香族炭化水菜－NO∫系からのエアロゾル  

生成  
d－6  炭化水菜からの有機エアロゾル生成（7）芳  京都  

香族炭化水素－NO∫系からのエアロゾル  

生成  
d－7  

井上元  能性  
（■スペイン．ロカソ  

ラノ物理化学研）  

d－8   豊中   
菊地俊之●・  解の研究  
井上元・蟻川達男●  

（●東京農工大）  

ー199一   



記 号   発  表  者   霞  目   学 会 等 名 称  開催都市名  年 月   
d－9  日米大気汚染気象討論  東京  

H．Kllrita■  dl山ngnighL・Limesmogepisode5  
（■NaganoRes．Inst．  

Hea】thPollut．）  

d－10  
K．Fllkui●   verticald汗h扇onofscalarquantiLiesin  Sci．Appl．AirQual．  

（●HimejiInst．  thes亡ratiliedsurfacelayer  
Techn01．）  

d11  Seoul  
（事NaganoRes．InsL．  

Healthpo】1ut．）  

d－12  AI】investigatioTtOftheLormationof   1stInt．Coロー．Atmos，  Seoul  
G．R．Carmichael事．  ambie】1tNH4NO3aerOSOl  Sei．App】．AirQual．  
H，Ueda  

（◆univ．Iowa）  

d13  9［hU．S．・Jpn．Mee［．  Tokyo  
n．Kllrita事  during11ighLtimesmogepisode  A行Po11山一・Relaし  

（●NaganoRes．Ins［．  Me［eorol．  

Hea】thPollut．）  

d－14  
（●長野県術公研）   物質の輸送および変質過程   季大会  

d－15  WorldCongr．Ⅲ  Tokyo  
T．Kitada■  internalbol】nda「ylayer  Chem．EIlg．  

（事ToyDh且ShiUniv．  

Sci．Tech．）  

d－16  
栗田秀賛●   大気汚染長距牡輸送の流動機構一重力  1回環境科学シンポジ  

（■長野県南公研）   流－   ウム  
d17  

（●長野県衛公研）   離輸送輪送，変質過程   1国環境科学シンポジ  
ウム  

d－18  第Z7回大気汚染学会  京都  
福井啓介■事  

（◆九州大．  

●◆姫路工大）  

d－19  京都  
栗田秀賛●・薩摩林光事  

（◆長野県南公研）  

d－20  京都  
（●長野県街公研）  維輸送一流跡線上での汚染物質の変質過  

程－  

d21  京都  
（●長野県街公研）   離輸送一オゾン濃度と気温の立体分布－  

d22  第27回大気汚染学会  京都  
栗田秀賓■◆・植田洋匡  

（一長野県衛公研）  

d－23  京都  
安達隆史■・植田洋匡・  
小森悟  

（■気象協会）  

d－Z4   ASCOTSymp．  bsAlamos  
bal】onsys【eminbrush亡reek   （USA）   

d－Z5  

植田洋匡・高橋春夫●・  事大会  
中村見事  

（●北海道大）  

d－2（；   

H．Ueda   bundary】ayer   Co】lgr．   （Aust．）   

一200－   



記 号  発  表  者   題  目   学 会 等 名 称  開催都市名  年 月   
d27  第27回大気汚染学会  京都  

植田洋匡・中村盈●  
（事北海道大）  

d－28  京都  
若松伸司  

（●北海道大）  

d－29  東京払L、部における各期夜間の乱流と汚染  京都  
鵜野伊津志・若松伸司・  

（事計量計画研）  

d30  第27回大気汚染学会  京都  
植田洋匡・中村鬼●・  
大原利兵■暮  

（■北海道九  

●■計量計画研）  

計画研）  

d－31   
村野健太郎・福山力  換反応  

d－32  尾崎裕   クラスターの生成および原子分子との衝突  日本化学会第53秋季年  名古屋  61．10   

d－33  
村野健太郎・福山力  る二成分クラスターの生成  

d－34  WorldConger．□  Tokyo  
R．Sawano●   burstingeYerltSinthewal】regionoI  Chem．Eng．  

（◆FujiElectr．Corp．  

Res．Dev．Ltd．）   

d－35  

る光化学オゾン生成の計算機シミュレー  
ション  

d－36   京都   
生成ポテンシャル   

d－37  高村民雄■・笹野泰弘  下層大気中でのエアロゾルの散乱パラメー  日本気象学会1986年春  東京  61．5  

（■防衛大）   タの推定   季大会   
d38  Wavelengthdependenceofaerosol   13thInt．LaserRader  Toronto  61．8  

E，V，Browe】l■   ba（kscattercoefficie】ltSObtai】1edby   Conf．  （Canada）  

（■Lang】eyRes、  m山Iiplewavelen虞hlidarmeasurements  
Cent．）  

d－39  

中根英昭   砂粒子の空間分布観測   （ライダー）シンポジ  
ウム  

d－40  

解析に関する最近の展開   1回現場科学シンポジ  
ウム  

d41   大気汚染研究におけるレーザーレーダー技  61．11  
術の最近の進歩  

多波長レーザーレーダー観測によるエアロ   
清水浩・中根英昭  ゾルタイプの識別（1）   季大会  

（■技術部）  

d43  

杉本伸夫・松井一郎■  岸戚から内陸域にいた  
（●技術部）  る広域大気汚染に閲す  

る研免一研究会  
d－44   ライダーによる大気境界層の研究  東京   

ウム  
d－45  笹野泰弘   大気境界層ワークショ  

ップ  

－201－   



記 号  発  安  着   題  目   学 会 尊 名 称  開催都市名  年 月   
d－46  

杉本伸夫・笹野泰弘・  物理学関係連合会  
竹内睦夫・丹野直弘－●・  

斎藤興産＝・  
横戸健一●●  

（●技術乱●雷山形大）  

d47  Toron【0   

K，Asai●■  亡OmPOneI】tS  Conf．  （Canada）  

（●Eng．Div．，  
●事 Tohokulnst．  

Teぐhno】．）  

d－48  

杉本伸夫  レーザーレーダー観測の可能性  （ライダー）シンポジ  

（■技術部）  ウム  
d49   6】．4  

吸収分光計の基礎実験   物理学関係連合会   
d－50  杉本伸夫   大気微量成分測定用アダマール変換長光路  札幌  61．9   

吸収分光計の基礎実験Ⅱ   
d51  

笹野奉弘・清水浩・  ステムの削作Ⅱ  （ライダー）シンポジ  

竹内延夫  ウム  
（●技術部）  

d－52   東京   
マール変換レーザ長光路吸収法の提案  連合講演会   

d－53  鈴木陸・井上元   SiF2のLIF   日本化学会第52春季大  京都  61．4   

d54  

大野正夫－・竹内延夫  物理学関係連合会  
上野敏行■●  

（■東京大，  

事事千葉工大）  

d－55  
馬場浩司■●・  TRANSMISSOMETER観測との比較  
桜井捷海■■・  
上野敏行＋・  

石河直樹十＋  

（■東京理九  

■●東京大．  

十干菓大，  

十十明星電気）  

d－56  Toront   
K．Sakurai■．   Diode・Lasertiandom－Modu】ationCW  C（〉nf．  （Can且da）  

T．Ueno●■．  1idar  

N．Ishikawa●■●  

（●univ．T◇kyo，  
… chibaUniv．，  
… MeiseiE】e亡tr．Co．  

Ltd．）  

d－57  

馬場浩司■■・  イダーによる夜間フィールド観測  （ライダー）シンポジ  
桜井捷海■■・  ウム  
上野敏行十・  
石河直樹十十  

（－東京理大，  

－●東京九  

十干菜大，  

十＋明星電気）  

d－58   61．9  

（●東京理大）   レーダーの幾何学的効率の検討   

－202－   



記 号   発  表  者   項  目   学 会 尊 名 称  開催都市名  年 月   
d－59  

桜井抜海■事・  フィールド計測への応用  l回環境科学シンポジ  
鴇場浩司■◆  ウム  
上野敏行－◆◆  

（■環境情報弧  

■■東京大，  

…千葉大）  

d－60   可搬型擬似、ランダム変調CWライダーに  京都   
よる視程観測  

d－61  半導体レーザーを光源とする大気湿度の測  文部省「光波利用セン  東京  
定について一ÅFGL大気光学モデルによ  

る検討－   

d－62  
上原喜代治義  計測への応用   連合恥寅会  

（●慶応大）  

d63  

石河直樹■●・  CWライダー  連合講演会  
藤山照男…・  
上野敏行－●義・  

桜井捷海■  
（■声京大，  

■■明星電気  
■■●千葉大）  

d－64  東京  
馬場浩司●竹内延夫・  おける波長安定化分散票子への波長ロッ  70周年記念総合全国大  

椿稚博◆●・  ク  
佐藤家郷■■  

（●東京大．  

■●明星電気）  

d－65   

の観測   季大会   
d66  

（ライダー）シンポジ  

ウム  
d67  

線の鉛直構造  1回環境科学シンポジ  

ウム  
d－68  

中根英昭・清水浩・  イランドの立体構造の観測  1回環境科学シンポジ  

松井一郎｝・杉本伸夫・  ウム  
笹野泰弘・林田佐智子・  
竹内延夫  

（●筑波大，  

ー●技術部）  

d－69  京都  
中根英昭・竹内廷夫  

（■筑波大）  

d70  
するレーザ」レーダー観測   事大会  

d7l  Colorad（〉  

H．Akim（止0、   maLrixisola［ionFTIRtechniqueand  Radicals  
S．N且gaSe■，  Abinitio亡alculatioI】  
（事YokohamaNatl．  
Univ．）  

d－72   京都   
ン煩のCT励ま引こよる光化学反応   会   
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記 号  発  表  者   題  目   学 会 等 名 称  開催前市名  平 月   
d－73  ContactCharge、tranSferphotochemistryof  T5ukubaPreConf．   Tsul【uba  

H．Akimoto  01efinicandaromatichydrocarbonsin  EightTUPACConE．  
l■l■l■■■l：■・■  

Aspe（tSintムe  
ChemistryorReactive  

Intermediates－  

d－74   名古屋   
換ケテンの場合   

d－75  橋本訓・秋元肇   低温酸素マトリックス中のオレフィン類光  大阪  61，11   

酸化反応におけるCO2の生成機構  

GasphasereactionsofHO2NO2and   17thlnformalCollr．  Bol】】der  61．6  

（■caliIorniaIns【．  CION02 with HCI Phot（〉Chem．   （USA）  

Technol．）  

dノ77  6】．β  

H．Kbbayashi●，  SO2  Pho［0⊂he什1．  （USA）  

Z・Lin…，H，Takagi■■■  

H．Akimoto  
（－Envirom．Pollut．  

Co】1trDICent．．  

暮●cl】in．Res．Acad．  

E】1Viron．Sci．，  

■■事Eng．DiY．）  

d－78  ReactionsbetweenreservoirspecleS  61．6  

M．T．Leu雷  Chem．  （USA）  

（■californialnst．  

Technol．）  

d－79  

翁建華”・高木博夫■榊  けるガス状・粒子状生成物の収率と反応   
秋元輩  経路の分岐比  

（事日本公害防止技術セ，  

●■中国環境科学院．  

■■●技術部）  

d一色0  61，11  
翁建華■■・   ゾン反応一反応機構とエアロゾル生成収  
高木博夫●●－・秋元肇  

（■日本公告防止技術七  

◆－中国環境科学院．  

●”技術部）  

d8l  HeterOgeneDuE reactiann related to 61．12  
M、T．ku■  antarcticQZQ【lehole  ポジウム  

（●californiaInst．  

Technol．）  

d－8Z  Sa】1  61，1Z  

M．T．Leu■  H20  Francisco  

（事ca】ifornialnst，  （USA）  

Technol．）  

d－83   6】，9  

（事東京大）  の分科会  
d－8l  花崎秀史   球をすぎる成層流   第18回流体力学講演会  筑波  61，10   

d－85  花椿秀史   球をすぎる密度成層流   日本物理学会第42回年  名古屋  62．3   

d86  林田佐智子・   国立公舎研究所大型レーザーレーダーによ  日本気象学会1986年春  東京  61．5  
飯倉善和●・  る成筍圏エアロゾル層の観測（l）  季大会   

清水浩・笹野泰弘・  
杉本伸夫・中根英昭・  
松井一郎…・  
桜井二三男■事●・  

竹内延夫  
（■総合解析部．  

●■技術瓢  

…東京電気特許）  
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記 号  発  表  者   色  目   学 会 尊 名 称  開催都市名  年 月   
d－87  Vo】cani⊂erup【10nSand【hein亡reaSeSinthe  13thIrLしLaserRader  Toro】1t  61．8  

Y一Iikura●．   StratOSpherieaerosoLconterLt－Lider  Conf．  （Canada）  

H．Shimizu，Y．SasaI】0．  
H．Naka】1e，  

N．SuglmOtO．  
l．Matsui●●  

N．Take11亡hi  

（●syst，Anal，P】ann．  

Div．．  

●■Eng．Div．）  

d88  

笹野泰弘・清水活・   た成層圏エアロゾル層の最近の擾乱と火  （ライダー）シンポジ  
松井一郎”・  山噴火との対応  ウム  
杉本伸夫・  
中根英昭・竹内延夫  

（●結合隈析邪  

ー■技術部）  

d－89  
秋元磁   ーザーシステムを用いた大気微量成分の   

（り支術部）   測定－  

d90  61．11  

秋元輩  学チャンパー内大気徽定成分の測定  
（■技術部）  

d91   光化学エアロゾルの生成反応   61．10  

界面化学討論会  
d9Z  福山力   第27回大気汚染学会  京都  61．11   

よる分級  
沿岸域から内陸地域にかけての汚染物栗輸       d－93  

栗田秀貰事・薩摩林光■  送過程一海風前線の進行と汚染物賀濃度  事大会  
（事長野県衛公研）   分布の変化－  

d－94  
栗田秀賓●・薩摩林光事  送過程一海風前線の進行と汚染物質濃度  季大会  

（■長野県衛公研）   分布の変化－  

d－95  京都  
栗田秀質雷－・  
内田英夫事－  

連続測定  

（■計測技術部．  

事雷長野県衛公研）  

d－96   京都   
（●東京大）  ム  

d－97  福本廉秀●・宮葛武  日本物理学会1986年秋  

（●東京大）  の分科会  
宮葛武   BtJrgerS乱流中のPa5SiveSea）arn  日本物理学会1986年秋  

の分科会   
d－99  日本化学会第52春季年  

岡田幸治…・  
佐々木一故事●■・  

泉克孝・尾崎裕・福山力・  
氏家渾雄●  

（●群馬県衛公研  

●●安部商事．  

●●●長野県衛公研）  

d－100  大気エアロゾル霧中イオン成分の分布につ   第3回イオンクロマト   
いて一一時に航空横調査から－   グラフイーフォーラム  

d－101   
佐々木一敗■●・  成   1回環境科学シンポジ  

尾崎裕・福山力・  ウム   
氏家淳雄■  

（■群馬県南公研，  

■●長野県南公研）  
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記 号  発  表  者   題  目   学 会 等 名 称  開催都市名  年 月   
d－102  京都  

佐々木一敏■●・  （Ⅵ）  

尾崎裕・福山力・  
氏家淳雄－  

（●群馬県衛公研，  

■●岡谷保健所）  

d－103  第27回大気汚染学会  京都  
相野健太郎・福山力  

（●奈良県衝研）  

d－104  Astlldyuslngathree・dimensional  9thU．S．－Jpn．Meet．  Tokyo  
K．L．Schere■．   photochemi亡a】smogformation】mOde】－  AirPo】1ut．RelaL．  
J．H．Shre川er■．Ⅰ．Uno  AppLicationoftheSAIurbanairshed  MeteDrO】．  

（事u．s．EPA）   mode】totheTokyometropolitanarea  

d－105  Astudyusingathreedimension且】  Sydny   
K－L．Sぐhere●．   Photochemica】smogrormationmode】  CoI】gr．  （Aust．）  

J．H．Shrerf】er●．Ⅰ．Uno  

（●u．s．EPA）  

d106  61．11  
中村晃■  1回環境科学シンポジ  

（●北海道大）  ウム  
d－107  第Z7回大気汚染学会  61．11  

中村晃●・斎藤進…・  

秦野克美…  
（●北海道大．  

●●札幌市役所）  

d－108  61．11  
K．L．Schere●   京首都圏地域の光化学大気汚染のシミュ  

（－u．s．EPA）   レーション  
d－109  61．1l  

鵜野伊津志・植田洋匡  
（●長野県衛公研）  

d－110  61．4  

バ、貫英雄事・鷲田仲明・  

伊吹紀男”  
（●電総研，事事京都大）  

d111   61．10  
応   

d－112  
城九春夫●・木村克美●  会  

（■分子研）  

d－113  豊中  
鷲別申明・西信之－  

（－分子研）  

d－114   大阪   
（●東京大）   スターの分子内イオン反応   

e．水質土壌環境部  

記 号  発  表  者   題  目   学 会 等 名 称  開催都市名  年 月   
e－1  

河合崇欣－・大槻晃■■・  食による植物プランクトン長変動と栄養   
（■生物環境部，  塩回帰について  
…計測技術部）  

e－2   清水   
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記 号  発  表  者   題  目   学 会 等 名 称  開催都市名  年 月   
e3  相崎守弘   走査型電子顕取掛こよる霞ヶ浦の微生物の  第2回日本微生物生態  府中  61，11  

観察   学会   
モー4  

河合崇欣●・花里孝幸■事・  1回環境科学シンポジ  
青山莞爾－■■  ウム  

（■計測技術弧  

●■生物環境乱  

●事●東邦大）  

e－5  Hamilton   

（●univ．Tsukuba）   periphytonbiomassinseveralsけeamsin  （N．Z．）  

Japan   

e－6  

関根達也◆  摘出  
（事東京理大）  

e7  
松沢克典■・岩佐克彦押  

（■長野県衛公研，  

●■東邦大）  

e8  ThirdGerノJpn．   61，9  

Y．Kuniyasu．R．Sudo  trea【ment   WorkShop Wantewater 

SludgeTreat．  

e－9  61．10  

須藤隆一・大内山高広■・  （福島）  

畠中寿一事－  

（■日本環境クリエイト，  

＝東邦大）  

e－10  

須藤隆一  す温度の影響   Z3匝l大会   （福島）  

（－東邦大）  

e11  

高橋智巳－  ろ床法による浄化特性   23匝l大会   （福島）  

（－東京大）  

e－12  62，3  

鈴木統久●  

（－東邦大）  

e－13  
松本太◆・戸張邦夫●  

（●東邦大）  

e14   

国安祐子  
e15  

林紀男●・畠中寿一●  
（●東邦大）  

e16  

井上隆信  （1）懸濁態栄養塩に着目して一   術講演会  
（●北海道大）  

e17  
河田睦■●・田中時夫…  年度大会  
（●三変化成総研，  

●●三菱化成生命科学研）  

e－18  東京  
永美容一‾・内山裕夫・  ウム  
河田睦●・斉藤真樹－  

（■≡菱化成生命科学研．  

＝三菱化成絵研）  

e▼19  筑波   
集水披からの汚濁負荷の発生と流出  和61年虔筑波大会）   
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記 号  発  表  者   題  目   学 会 等 名 称  開催都市名  年 月   
e－20  海老瀬清一   物質収支法による流下過程の水質変化の評  

価  
e21  K．Ohtsubo．  Rest］SpenSiorLOfcohesivesedimerLtSby   JacksDn  61．4  

K．Muraoka   CurreI】tS   RiverSediment．   （USA）   

e－22  大坪回収   底泥の再浮上機構   第5回水質予測研究会  大津  62．2   

e－23  大坪回顧・村岡浩爾  底泥の限界掃流力と飛び出し牢   第21風水質汚濁学会  小金井  62．3   

e－24  久保井徹・乙間末広■  汚泥運用ほ場における元素の挙動裸地区  日本土壌肥料学会（昭  筑波  61．4  
（●総合解析部）   データ（19純一1985）の解析－   和61年度筑波大会）   

eZ5  
（●総合解析部）   2）植栽の影響－   科学全開東支部大会  

モー26  

合田健＝  果から  科学全開東支部大会  
（■農環技研，  

…摂南大）  

e27   

合成色素の日岡変化   春季大会   
eZ8  バイオテクノロジー活用における微生物学  第23回下水道研究発表  仙台  

的謀議   会パネルデイスカッ  
ション  

e－29   中国の水質保全と排水処理   東京   
第4同課浪合   

e－30  アオコの正体  霞ヶ浦シンポジウム  土浦  
「豊かで清らかな水環  
墳を求めて」  

e－31   バイオテクノロジーと環境保全  第16回里マリア医学会  

研究会  
e3Z  須藤隆T   生活維排水対策   第2匝】手賀沼シンポジ  61．8   

ウム   
e－33  須藤隆一   私達の生活と水   日本水処理生物学会第  

23同大会   く梅島）   

e－34  須藤隆一   生活維新水について   第2回水環境間項対策  

推進協議会   （宮城）   

e－35  須藤隆一・国安祐子・  

稲森悠平   学会大会   
e－36  Yokol】ama  

H．Okajima●．A．Kasai●，  ExpertsMeet．Manage．  

K，Unakami雷■．s．1ida…  BottomSedimen【s  

んMiyamoto事■．  Conta】1i】lgToaxic．  

T．Ko亡ake●事■  Subst．  

R．Slldo．M．Okada  
（雷sci．Univ．Tokyo，  
ー■TsuchiuraCity．  

●●■NipponHaisui・  

GikenCo．）  

e37   バイオテクノロジーと水質保全  大阪   
ンポジウム   

e－38  
松本太●・戸張邦夫●  23回大会   （福島）  

（■東邦大）  

e－39   

稲森悠平・鈴木耗久●・  

畠中寿一■  
（■東邦大）   
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記 号  発  表  者   竃  目   学 会 筆 名 称  開催都市名  年 月   
e40  

国安祐子・大内山高広●・  

畠中寿一●  

（●日本環境クリエイト，  

■■東邦大）  

e－41  

視藤隆一  利用に関する実態  
（◆神奈川県公害セ，  

●◆東北学院大）  

e－42  

佐藤敦久■・須藤隆一・  
岡田光正－★  

（●東北大．  

…東京農工大）  

e－43  

伊藤隆雄事■  研究会第8回シンポジ  

（●技術部．■■筑波大）  ウム  
e－44  

≡清光通｝・片野明…・  研究会第8回シンポジ  

土井賢二郎事事  ウム  
（●技術部，  

◆●東京水処理管理）  

e45   

（■清水建設）   作成方法   61年皮シンポジウム   

e－46  
桑原徹●■・白石建雄＋・  術大会  
千葉達朗■・鈴木孝明■・  
社本康広＋十  

（■日本大，●◆名城大．  

＋秋田大，  

＋＋清水建設）  

e－47   新潟県六日町の地盤沈下と地質  山形   
術大会   

e－48  陶野郁雄・杜本康広●  堆積学・地形学的特性を考慮した広域液状  第Zl回土質工学研究発  札幌  61．6  
（●漕水建設）   化簡易判定法   衣会   

e－49  
中村裕昭●・加藤裕之■・  表会  
仙田峰生◆  

（●中央開発）  

e－50  

沢園佳稔事・陶野郁雄  表会  
（■長崎大）  

e－51  
陶野郁雄・遠藤邦彦事■・  表会  
千葉連朗事●  

（事中央開発．  

…日本大）  

e－5Z  

上杉臨＋・遠藤邦彦十＋・  大会  
陶野郁雄  

（■秋眉大，■事名城大，  

＋都留文科大．  

＋＋日本大）  

e－53   

千葉達朗－・社本康広■●・  大会   
中村裕昭－…  

（■日本大，  

■●清水建設，  

■■事中央開発）   
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記 号  発  表  者   題  目   学 会 等 名 称  開催都市名  年 月   
e－54  

白石建雄◆●・上杉陪十・  学術講演会  
桑原禰十＋  

（■日本犬，…秋田犬．  

十都留文科大．  

＋＋名城大）  

e－55   わが国の地盤沈下の現状  東京   

e－56  袴田共之   エネルギー需給からみた化学肥料使用量の  日本土壌肥料学会（昭  筑波  61，4  
検討   和61年度筑波大会）   

e－57  土壌の空間的・時間的変動に関する研究  昭利61年度目本土壊肥  宇都宮  
（第1報）フラクタルによる検討の可能  
性について   

e58  

（■環境情報部）  型分類一帯2報 多時期のランドサット  する研究会 第3回研  
衛星データによる分類－   究報告会  

e－59  

鹿千島力●■・袴田共之  テム・経済コンプ7レ  
（●東京大，  ンス  
”福井県短大）  

e60  

松本幸雄●  型分類   全開東地区大会  
（■環境情報部）  

e－61   宇都宮   
（第1報）cdの影響とその土壌間差  科学会関東支部大会   

e6Z  原島省・渡辺正孝  水面冷却による重力循環流の支配バラメー  1986年日本海洋学会春  東京  61．4  
タ   季大会   

e－63  原島省・渡辺正孝  鞭毛藻による生物対流（Z）   1986年日本海洋学会秋  

孝夫会   
e－64  平田健正・村岡浩爾  筑波山系の渓流水質について   日本陸水学会第51回大  清水  61，10   

e－65  平田健正・村岡浩爾  森林小流域の渓流水質（1）   土木学会第41回年次学  

術講演会   
e66  

について  1回現場科学シンポジ  

ウム  
e－67   

性について（2）   漬会   
e－68  T．Hirata，K．Muraolくa  SeparationofcomponentsbystreamsoLute  23rdCoI】gr．Int．   Hamiltorl  62．Z  

insma】lmol】ntainouswa【ershed   Assoc．Limnol．   （N一乙）   

e－69  平田健正・村岡浩爾  多孔体におけるトリクロロエチレンの浸透  
と溶出について   

β70  広木幹也・久保井徹・  下水汚泥を8匝闇用したライシメーターに  日本土壌肥料学会（昭  筑波  61．4  
服部浩之   おける元素の垂直分布   和61年鹿筑波大会）   

e－71  
藤井囲博｝・松坂泰明●  （第1報）′ト型ライシメーターによる汚  和61年度筑波大会）  

（－日本犬．  泥成分の地下浸透  
■事農環技研）  

e－7Z   宇都宮   
カドミウム汚染地微生物格の地域間差  科学会関東支部大会   

e73  日本陸水学会第51回大  

海老瀬潜一・大槻晃－  
（－計測技術部）  

e－74   SimpLemodeLtopredictwaterquaLitiesin   23rdCol】gr．In【．   Hamilton   

K．Muraoka   90Japaneselakes   Asso（．Liml】Ol．   （N．Z．）   
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記 号  発  表  者   題  目  学 会 等 名 称 開催都市名  年 月   
e－75  Characteristicsofdepositedmatterandits14thlnt・Symp・  Melbourne  62．2  

M．Aiヱaki．   roLeinnutrierLtSCyC）eirLadeeplake  IrLteraCtionSedimerLtS  （Ausり  

K，M山raoka   Water  

e－76   61．3  

影響   
eイ7  郷見正明・須儲倭∵  揚ノ瀾における水収支および徴収支  日本陸水学会第5】回大  清水  6】．】D  

e－78  日本水処理生物学会第  猪苗代  61．10  

稲森悠平・靡沢英夫■・  Z3回大会 （相島）  

須藤隆一  
（■総合解析部）  

e－79   

fromlakesediments  Sci．Technol．   

e－80  細見正明・須藤隆一  手賀沼における栄養塩の動態  土木学会第41回年次学  福岡  61．11  
術講演会   

e81  12thU，S．／Jpn．Experts Yokohama  61．11  

R－Sl】do   euけ◇phicationusinganeco】og】亡almodel Meet・Mallage・BottoI¶  
（●TokyoUniv．   SedimentsCoI】taiI】ing  

Agric．Tecムmoり   T（】ズieS（1b5と．  

e－82   61．6  
研究発表会，特別講演   

e－83  村岡浩爾   湖沼の環境水理  土木学会第22回水工学  盛岡  61．7  
に関する夏期研修会   

e－8l  村岡浩爾 ・   有機塩素系化合物による地下水汚染の最近l水文学研究会昭和61年  熱海  61．1l  
の動向  庶政季大会   

e85  K．Muraolくa．T．Hirata  FieldobservatiorLOLwaterqua）ityinrt］t101E U．S．Jpn．Semin▲  Hor10lt］Lu  62．1  

processes  Hydrol・  （USA）   

e－86  矢木修身・頒藤隆「  活性汚泥中の化学物質の生分解速度定数  昭和61年度日本農芸化  京都  61．4  
学会大会   

e－87  昭和61年度日本農芸化  京都  6l．4  

須藤隆∵  学会大会  
（■茨城県）  

e－88  

矢木修身・須藤隆予  学会大会  
（●筑波大）  

e89  

e－90  61．11  
1国環境科学シンポジ  

ウム  
e－91  

山田晴美●・矢木修身  

（●茨城大）   

e－92  61．9  
の技術的・方策的課題～  生物の保存技術とスペ  

シャリストの育成・評  
価法」  

e－93   

須田彰一朗★■・  有す渦鞭毛漢の緻州債造と分類学的検討1会   
井上勲＋＋＋・沢口友宏糾・  

佐々勤十＋ヰ寂光蛛◆雷■・  

（一束北大  

■■日本NUS，  

＋＋＋筑波大．  

十十宮崎医大）  
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記 号  発  表  者   題  目   学 会 尊 名 称  開催都市名  年 月   
e－94  

高相典子事  耐性1銅イオンについて  

（★生物環境部）  

e－95  
功刀正行●   封融厨珊椚那＝Ⅶ血血冊のポリリン酸形成  春季大会  

（■計測技術部）   能力  
e96  

功刀正行●  周鉛直移動と体内リン蓄積過程   季大会  
（’計測技術部）  

e－97   SDme basic eansiderations on marine Riode   
M．Watanabe  disposa】ofwastewaterands（）ildwaste5  Pollut．Res．Control   Janeiro   

（■setsunanuniv．）  

t．環境生理部  

記 号   発  表  者   題  目   学 会 等 名 称  開催都市名  年 月   
卜l  

市瀬孝遣・嵯峨井勝  グルタチオンSトランス7エラーゼア  10回大会  

（－筑波大）   イソザイムの不活性化について  
lZ  京都  

佐野友香・村上正孝  
防御系の変化  

f3   名古屋   
研究会研究集会  
第27回大気汚染学会  京都  61．11  

村上正孝   ，肺の電顕形態計測   

f－5  二酸化窒素又はオゾン暴露がラット肺のグ  文部省「環境科学」弟  東京  
ルタチオン合成系酵素活性に及ぼす影響  

ウム  
f－6   京都   

高橋勇二・三浦卓   ー肺のグルタチオン代謝の変化▼   
f7  国本学・三浦卓   赤血球中に取りこまれたカドミウムの細胞  第59回日本生化学会大    61．9  

質から赤血球膜画分への移行   
r8  カドミウムによる溶血性貧血発症とそのメ  文部省「環境科学」第  東京  

カニズムの解析  1回環境科学シンポジ  

ウム  
r－9   東京   

骨格の解離作用の解析   相互作用シンポジウム   
ト10  

近藤一子■  ぴに細胞周期におよばす影響  
（◆東邦大）  

l11  
Ⅸ一Y且mane．S．Habu斗●   enhancementorpu】momarymeほStaSisof  
K．Okumura   murineribrosa「c（】maNRFSbyozone  
（－univ．Tsukuba．  eXPOSure  

■■TokaiUniv，．  

■■－JuntendoUniv．）  

ト12  

轟健●・垣生園子■■・  におよほす影響とNK細胞ならびに肺胞  

奥付廉■事－  マクロファージの細胞傷害活性  
（雷筑波大1叫東海大，  

■●■順天堂大）  

卜13   

ける気管の化学伝達物質に対する反応性  
及びβ－アドレナージック反応   
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記 号  発  表  者   題  目   学 会 等 名 称  開催都市名  年 月   

ト14  

ゾン）が呼吸器系のアラキドン酸カス  1回環境科学シンポジ  

ケードにおよぽす研究と気道の過敏状態  
に関して  

f－15  京都  
山根一祐・村上正孝  

（●筑波大）  

f16  東京  
小林隆弘  被覆物質の影響  

（事筑波大）  

卜17  京都  
佐野友春・村上正孝・  
平野靖史郎■  

（●環境保健部）  

f1呂  Tokyo  
T．lchinose   phospho）ipidsirL）u】】gSOffourspeciesof  

（－univ．Tsukuba）  animalsexposedtocombi】1edgasesof  
nitrogendioxideamdozDne  

ト19  Kyoto  
PerOXidizabilityindex（PI）inraしIu叩  
dllringaglng  

I20  
嵯峨井勝  て  

（一筑波大）  

f－21  
佐野友春・嵯峨井勝・  醒ラジカル（SOユ）の同定とその脂質週  10回大会  
小沢俊彦…  酸化誘起能について  

（事筑波大．  

事●放医研）  

f－22  第27同大気汚染学会  京都  
菊地智徳●・村上正孝  染色分体交換への影響 Ⅳ．NO2と03  

（●筑波大）   の交互暴露  
トZ3  仙台  

（事技術部）  的研究（3）マイコン削御リニアライ  
ザ一便用による換気長の測定  

卜24  京都  
局博一・清水明M㌧  学的研究 3．03反復暴露による飲水  
河田明治  行動量の変化  

（－筑波大事事技術部）  

f－25  京都  
清水明●・河田明治  

（事技術部）  

r－26   
ムP450イソ酵素の変動  

老齢ラットに及ばす二醗化窒素の影響川）  京都  61．1l   
一肺のミクロソーム成分の変化－   

ト28  RoleoIep－がOtlisonlheafreremtac【ivltyOf  37［hA爪nu．Fall．Mee【．  ewOrleans  61．10  
0．P．Mathew●，   thesuI光rior）aryngealnerve（SLN）inthe  Am．Physiol．Soc．  （USA）  

G．SamL■Ambr◇如－  rabbit  

（■univ．Texas）  

fZ9  71thA】】n．Meeし  6Z，3  
G．Sant■Ambrogio●．  trachealisml】SCleandtrachealstret（：h  FASEB  D．C．  

0．P．Mathew●．  re⊂ePtOrS  （USA）  

H．TsuboI】e  

（－univ．Texas）  

卜30   

ダーゼ阻沓作用   研究会研究集会   
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記 号  発  表  者   題  目   学 会 等 名 称  開催都市名  年 月   
f－31  

藤巻秀和・鈴木和夫…  マウスにおけるエンドトキシンによる肝  
（■国立衝試．  亜鉛，チオネイン誘導  
●●環境保健部）  

f－32  京都  
肝臓及び腎院のミクロソーム成分の変  

化－  

f－33   窪   61．3  
（●筑波大）   るL－システインの影響   

f－34  封入体と重金属の生体内化学形 とくに鉛  日本衛生学会第3回量  津  61．3  
を例にとって  金属ワークショップ  

「重金属の生体内化学  
形とその役割り」  

卜35   

オゾンの影響   
ト36  京都  

（n）一徹生物に対する食殺菌活性の変  

化－  

ト37  

≡浦卓   生化学的アプローチー   1国環境科学シンポジ  

ウム  
ト38   

おけるモルモット気管のβ－アドレナー  
ジック反応，およびヒスタミンに対する  

反応性   

g．環境保健部  

記 号  発  表  者   題  目   学 会 等 名 称  開催都市名  年 月   
g－1  第55回日本衛生学会  熊本  

東郷正美  
（■総合解析部）  

g－2  
Y．Shibata雷■  uslngWeSternb】ot【1叩【echnique  ＆ⅢrdCOMTOX  
K．T．Suzuki  Bio・andToxicokilleti亡S  
（事BasicMed．Sci．Dれ．  Met一  

’．chem．Phys．Div．）  

g－3   

質の精製   
g－4  天沼喜美子・鈴木和夫  カドミウムの肺表面リン脂質に及ぼす影響  第59回日本生化学会大  西宮  61．9   

g5  安藤満・田村憲治・  農村部，都市部の気中粒子状物質への個人  第56回目本衛生学会縁  津   61．3  

松本理   暴露塁調査  
g6  Inhibitiono‖nsecticideacephate（0，   4thInt．Congr一   Tokyo  

K．Wakamatsu●   S・d】methyl   Toxi亡Ol一  

（■FukuokaWomen’s  N・aCetylphosphoramido【hioate）on抽e  
Univ．）   actiYityoEcytochroETLeCoxidaseizl  

mito亡hondria  

g－7  広島  
A．ESaisho●・松本理  円  

（●筑波大）  

g－8   

松本理   肺黒色沈着物について一   会シンポジウム   
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記 号  発  表  者   趨  目   学 会 尊 名 称  開催都市名  年 月   
g－9  

M．Matsumoto．   hairfr（）mdiEEererltindivid11alsdifferent  TrendsAct．Anal．  （Den．）  

M．H（】Shi事  counLries．by76seれγ）77msereacしiDn  
（■EnYir8n．Amal．  

Cen［．）  

g】0  

H．Shiraishi●◆   andothersubstancesinhumanlungs．  ＆ⅢrdCOMTOX  
九Nakano   especia11yeva】ua［edtol】nfavourable  Bio▲andToxicokinetics  
（■TokyoMelrop．Med．  effectofhexavalentchromiumus】ngan  Meし  

Eよam．Off、，  autopsiedchromiumlactoryworker  
●●univ．Tokyo）  

g－11  61，8  

M．Matsumoto．  humanlungdeposi亡S  Congr．  （Ausり  

Y．Tabata●，M．Inui●－  
（■univ．Tokyo，  

■●TokyoMetrDP．Med．  
Exam．Off．）  

g－12   61，11  

g－13  安定同位体二酸化窒素の生体影響研究への  第27国夫気汚染学会分  京都  
応用  科全集会「二酸化窒素  

およぴオゾンの分子レ  
／ヾルにおける実験的研  

究」  
g－14  京都  

新田裕史■  子状物質の測定  
（事東京大）  

g15  
下条信弘●・鈴木和夫  含硫化合物の分離と分析Ⅰ．方法につ  

（●筑波大）   いて  
g－16  名古屋  

与耶嶺京子t・浜田宏●・  学会総会  
小林悦子・中野篤浩・  
鈴木和夫  

（■聖マリアンナ医大）  

g－17  
下條倍弘■・鈴木和夫  生体関連反応シンポジ  

（●筑波大）   ウム  
g18  

動と肺の必須元素への影響  そのトキシコロジーシ  
ンポジウム  

g19  61．3  
′ト林悦子・梅原裕美■・  
鈴木和夫  

（■北里大）  

g－20  
′卜休悦子   線化合物の分離と分析 Ⅲ．各撞臓器中  

（－筑波大）   の分布とカドミウムの影響  
g－Zl  

（●国立衛試）   須金屑レベル変化のマウス系統差   生体関連反応シンポジ  
ウム  

g－22   Kilakyushu   
H．Su乃8ga■，  抑d町油由博前座正中飾血川石Ⅶ抽血  ＆皿rdCO朋TOX  
E．Kobayashi，  Bioa】1dToxicokhe〔ics  
Y－Mitane  Meし   

（■univ．Tsukuba）  
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記 号  発  表  者   題  目   学 会 等 名 称  開催都市名  年 月   
g－Z3  HPLC－1CPprofilesoEcadmium．zirLC．Sulfur  23rdInt．Symp．Adv．  Chiba  

H．Sunaga事．   amdotherelementsi爪raLliver   Chromatogr．  
E．Kobayashi．  Sl】pernalantsafterぐadmiuml（】ading  
N．Suglhira  

（■uniY．Tsukuba）  

g－24  
（■筑波大）  チオネインによる環境中および饉射した  そのトキシコロジーシ  

カドミウムの捕捉－   ンポジウム  
g25  

小林悦子  カドミウム結合蛋白質の検出とその特徴  
（■筑波大）  ウム  

g－Z6  
田谷利光■  
（●土浦協同病院）  

g－Z7  
N．Sugihira．  nuidsinCd・i】】jectedrats  ＆ⅢrdCOMTOX  
K．T，Suzulくi  Bio・arldToxi⊂Okine［ics  

Met．  

g－28  UrinarymetaLlothiorLein（MT）asan  Kitakyushu  
Y．Mita】1e．   irtdicatorproteinolrenaldysEuncti（】rL  ＆ⅢrdCOMTOX  
N．，Sug】hira，   CauSedbyenviroI】me】1talぐadmium   BioLarldToxicokinetics  
E．Xobayashi，  eXPOSure  Met．  

A，Nakano．H．Saito●  
（■NagasakiUniv一）  

g29  Ki［alくy11Shu  

C．Tohyama，   t11bulardysfu】1Ctio】1S†i旺eeI】yearrO】low  ＆ⅢrdCOMTOX  
Y．Mitane，   upstudyomresidentsin   Bioa】1dToxi亡Okimetics  
N．Sugihira  亡admil】m・pOllutedareasinJapan   Met．  

（■NagasakiUniv．）  

g－30   京都   
タロシドライトの比較   

g－31  平野靖史郎・清水明■  第27回大気汚染学会   京都  61」1   

（事技術部）  

三種裕子・青木廉廉・   
鈴木和夫   対するカドミウムの影響   

g33  三種裕子・青木康展・  肝実質細胞を用いたカドミウムの蛋白質分  第59回日本生化学会大  西宮  61．9  

鈴木和夫   泌阻害機構の検討  
g－34  A31pandlHMI～Sstudyofsequen【ial  5け1A】1n．Meet．So（・，  MoIltreal  61．8  

B．Rajagopalan●．   ehangesduringcerebralischaemiain  Mag爪，Resonan亡eMed．  
F．Mitsumori，  hypergly亡aemicrats  
G．K．Radda事  

（●univ．0Ⅹford）  

g－35   61．9        12thInt．Conf．Mag】l．   
C仙服地用扉卯血Ⅷ11sunderi11umiI】ation  Resona】lCeBiol．Syst．  （WestGer．）   

g36  Thef）uxoEPitoATPiTtChlmlEatlu19a  東京  
ce11sunderi】11】minationmeasllredby  
P31NMRsaturalionlra】】Sfer  

g－37  3】p一．】H－NMR法によるラット虚血脳のエ   
N．M．Bolas◆．  ネルギ一代射の研究  学会大会  
B．Rajagopalan事．  

G．K．Radda－  
（●0ⅩfordUniv．）  

g－38   クロレラ細胞内におけるATP生成フラッ   日本植物生理学会  浦和   
クスが1pNMRによる解析   1987年辰年会   

g－39  望月篤子・田村正行■・  第54回日本衛生学会   鳥取  59，4   

東郷正美  
（■総合解析部）   
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h．生物環境部  

記 号  発  表  者   題  目   学 会 等 名 称  開催都市名  年 月   
b－1  

花里孝幸・高村健二・  ンが水生生物に及ぼす影響についての隔   
宮下衛・高村典子・  
上野隆平   

h2  
安田香●・林秀剛●■・  ペリヤジ（C‘耶g州混ざ血α柁仙5汎α和㈹）  
平林公男”・   投入実験，特にユスリカ羽化期における  

大前浩美■－■  ベリヤジの食性の変化について  
（●長野県短大，  

■●信州大．  

…長野県水産指導  
所）  

h－3   
野原精一   との関係について  

h4  実験地における捕食者フサカと動物プラン  日本陸水学会第51回大  清水  
青山莞爾■・岩熊敏夫  

（事東邦大）   

h5  

賢二郎●  の変化  
（●名古屋大）  

h6  

戸塚緯  法による評価   同位元素研究発表会  
（事技術部）  

h－7  第27匝Ⅰ大気汚染学会  京都  
戸塚頼朝  

（■技術乱  

■事東京農工大）  

h－8   

意義   
b－9  可知直紀・戸塚績●  成長曲線のあてはめによる鹿島臨海工業地  第27回大気汚染学会   京都  61．11  

（●東京農工大）   域におけるクロマツの樹高成長の解析   
hllO  

金秀且■◆・西岡秦三●事・  第9回日本分子生物学  
駒野照弥雷事  会合同年会  

（－本田技研．  

叫都立大）  

h11   鹿児島   

h12  16thYamadaConf，．  Okazaki  
A，Takimo【0■■   CircadiarLphythmwhichcorltrO】sthe  PhytDCrLrOmePLant  

（■univ．Tokyo．  r10Weringresponseinf≠m巾以来‖厄   … Photomorphogenesis  
KyotoUniv．）  

h－13   東京   
生長・光ム成と環境要因   九コ三  

h－14  清水英幸   蘇苔類による大気環境の評価－ツインチャ  
ンバーの検討  （大分）大ム   

h－15  第33回日本生暦学会大  
安野正之  

（●技術部）  

h－16  
柏崎守弘●・安野正之  物プランクトンと付着藻類の生産と窒素  
（●水質土壌環境部）  吸収  

h－17   
安野正之   収特性   

h－18  竹内裕一・秋月忠■・  日本植物生理学会1987  
近藤矩朗・菅原淳  年度年会   

（■東邦大）   

－217一   



記 号  発  表  者   題  目   学 会 尊 名 称  開催都市名  年 月   
ト19  

佐藤忍■・近藤矩朗  による阻害   年度年会  
（■筑波大）  

h－20  京都  
近藤矩朗   レンソウ葉の蛋白質及びmRNA組成の  

（■筑波大）   変化－  

h－21   

斯暴露の影響   
h22  

宮下衛・福島悟■  との関係について一環墳及び底生生物相   
（一機浜市公害研）  

h－23  
安野正之・福島憎－  指標性について  

（■横浜市公害研）  

h－24  
集に対するNAC（カーバメイト系殺虫  

剤）の影響  

h－25   清水   
加岬両頭心と放村雨耽り加加厄の競争   

h26  花里孝幸・安野正之   日本陸水学会第51回大  清水  61．10    霞ヶ浦における動物プランクトン群集の変  
動とイサザアミの消長   会   

h27  1mpactolpredationo＝晦仰1叩か血珊血沈  23rdCondr．Int．Assoc．  Hami】tom  62．2  
Y．Yasuno  onazoDpla爪ktomcommunityinLake  （N．Z．）  

Kasumigaura  

h28   
境下での常緑広葉樹の光合成   

h－29  安野正之・高村典子・  

花里孝幸   
h－30  lrldiぐa〔orsofheavymela】po】lutionin   1nt．Symp．Workshop  Cairo  61．11  

riversreceivir】gmineeffue】1t   Biol．MoIlit．State  （Egypt）  

E】1Viron．  

h－31   Effe亡tSOfpermethrinon弧enCIDSure   62．2               23rdCongr．1mt．As∽C，  Hamilton  

T－Hanazato．  e亡OSySteminapond   Limnol．   （N．Z．）   

T一Iwakuma，  

K－Takamur且．  

R－Ueno．N．Takamura  

i．技術部  

記 号  発  表  者   芭  日   学 会 等 名 称  開催都市名  年 月   
i1  長谷川倍俊■・青木進－・  モルモットの発注時指定体重と導入時体重  帯ZO回日本実験動物枝  大津  61．5  

伊藤勇三・高価弘  の比較   術者協力能会   
（■国公研委託）  

i－2  61．11  
高橋弘   ー臓器重畳，HI値等の変化及び死亡ラッ  

（事環境生理部）   トの解剖所見  
i－3  光合成機能診断のための画像計測   61．7  

i4  

相賀一郎・  像計測（Ⅲ）SO2の光合成機能への影℡  
W．Larcher■事  

（■生物環境部  

■■univ．Innsbruck）  

卜5   

大政謙次・中村武久●  第24回大会   

（－東京農大）   
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記 号  発  表  者   題  目   学 会 等 名 称  開催都市名  年 月   
i－6  

古川昭雄－・戸塚穎γ・  第24同大会  
矢吹万寿●  

（－大阪府大，  

●●生物環境部）  

i－7   大気汚染に植物影℡の画像診断（Ⅰ）  第27回大気汚染学会   京都   
i8  大政謙次   植物の画像計測と診断   応用植物電気研究会  筑波  6l．1Z   

1986年虔第2回例会  

i－9  笠井文絵・市村輝宜■  接合漢C蝕血ね抑圧加州毎甘 の人工2倍体  日本藻類学会篤10回大  筑波  61．3  

（●東京大）   の誘導と子孫の交配型の分離  
卜10  

（■東京大）   ミナヅキモC血廟血刑沌m血虜の類縁  

性  
上目  京都  

（●大気環境部）  の不均一反応による亜硝酸生成に対する  
光促進  

卜12   

種問比較   会総会   
i13  

高橋弘  の影響   術者協力縁会  
（◆国公研委託）  

i14   
相賀一郎   ー空調機冷媒に起因する生育異常一  第24回大会   

巨15  1986年春季弟33回応用  習志野  
松本伸夫●・笹野泰弘■・  物理学関係連合会  
竹内延夫■  

（●大気環境部）  

i－16  札幌  
杉本伸夫事  簡易型レーザーレーダーの試作川）  

（事大気環境部）  

i17  
杉本伸夫■・笹野泰弘●・  シンポジウム  
竹内延夫●  

（■大気環境部）  

卜18  

清水浩■  装隆   連合講演会  
（●大気環境部）  

i－19  
松孟一夫・須藤隆一伸一・  23回大会  （福島）  

（●環境プラント．  

事一乗京農工大．  

事■事水質土壌環境部）  

ト20  62．3  

須藤隆一●  

（●水質土壌環境部）  

卜21   

（●大気環境部）   おける挙動  
ト22  

尾崎裕…・内山政弘00・  学・技術研究討論会  
福山力…  

（◆日本科学工業，  

…大気環境部）  

卜23   

（●大気環境部）   斯の筑波における挙動   学・技術研究討論会   
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記 号  発  表  者   題  目   学 会 尊 名 称  開催都市名  年 月   
i24  

山口武則・袴田共之■事  
（■良和支研，  

■■水質土壌環境部）  

i25  
一条喜美雄●●・  地土壌の地表面土壌流出について  
戸塚額…  

（●生物環境部，  

…川上農場．  

…■東京農工大）  

i26  宇都宮  
一条喜美雄■＋  科学全開束支部大会  

（事農環技研．  

●■川上農場）  

i－27   久喜   
る測定結果¶   支部昭和61年度秋季例   
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2．組織及び定員（昭和61年度）  

所   長  

副 所 長  

主任研究  
企 画 官  

研   究 企 画 官  

環   境  
情 報 部  

捉   合  
解 析 部  計   測 技 術 部  大   気  

環 境 部  
水質土壌  
環 境 部  

環   境  
生 理 部  

環   視  
保 健 部  生   物 環 境 部  総 務 部  技 術 瓢  

第  一  
グループ  

大気計測  
研 究 室  大気物理 研 究 室  

陸水環境  
研 究 室  

環境生理  
研究室  環境保健 研究室  生理生化学 研 究 室  縁務課  業 務 室  技 術 室  

会計課  
情   報 システム茎  第  ニ  

グループ  
水質計測  
研 究 室  

大気化学  
研 究 室  

海洋環境  
研 究 室  

環境病理  
研究室  

環境疫学  
研究室  

動物施設  
管 理 室  

水生生物  
生態研究室  

情   報 調 査 室  第  三  
グJレープ  

生体化学  
計測研究室  大気環境 計画研究室  

土壌環境  
研 究 室  急性影響 研究室  人間生態 研究室  

陸生生物  
生態研究室  

生物施設  
管 理 室  

電 算 機  
管 理 室  

第  四  
グループ  

底質土壌   
計測研究室  

水質環境  
計画研究室  

エアロ、′ル  

研 究 室  
慢性影響  
研究室  

環境心理  
研究室  

生物環境  
管理研究室  

理工施設  
管 理 室  

管理部門  情報部門  研究部門  技術部門  計   
60年度東宝貝   35   23   162   29  249   

61年度増減月  2  3  

△2   △2   

計   

第  五  
グループ  

地盤沈下  
研 究 室  分 析 室  

△印は削減   



3．文部省科学研究費補助金等による研究一覧  

（1）文部省科学研究費補助金  

科研費種別  代表者所属  研究代表者  研究分担者   研  究  課  題   

自然災害（1）  水質土壌環境部  陶野 郁雄  な  し  液状化層の推積構遷に基づく液状化深度の推定に  
関する研究   

環境科挙り）  東 京 大 学  甘利 俊一  内藤正明  
校本幸雄   

東 京 大 学  山崎 弘郎  安岡 善文  多次元物理計測法による環境情報の収集・解析に  
晴水 治  
横田達也   

東 京 大 学  服部 明彦  内藤正明  
中杉修身   

東 京 大 学  鈴木 継美  森田 昌敏  人体汚染の長期的および広域的変動   

ク   東 京 大 学  安岡 正人  若松 伸司  都市域の居住密度と環境制御   

東 京 大 学  浅井 富男  植田 洋匡  沿岸域から内陸域にいたる広域大気汚染に関する  
光本 茂記  研究  

東 京 大 学  矢野 圭司  矢木 修身  含塩素有機化合物の生分解性   

ケ   福 井 大 学  小林 喬郎  大井  舷  レーザーセンサーによる大気環境情報の新計測技  
竹内延夫  
清水 浩   

滋賀県立短期  閉校 孝男  村岡 浩爾  河川による閉鎖性水域に対する汚濁負荷流出の評  
大学  海老瀕潜一  

安部喜也   

香川医科大学  中嶋 泰知  嵯峨井 勝  大気中粒子状物質の生体作用に関する実験的㊥「究   

ク   大気環境部  大喜多敏一  竹内 延夫  大気中における微量気体およびエアロゾルの増加  
相野健太郎  とその環境影響   

計測技術部  河合 崇欣  野尻 幸宏  酸性ストレスによる水質変化と化学的生物的躾衝  
作用   

大気環境部  秋元  蛮  な  し  亜硝酸・亜硝酸エステル類の大気中不均一反応に  
よる生成・分解過程に関する研究  

環境情報部  大井  紘  須賀 仲介  環境概念構造解明のため連想法による調査とデし  
夕解析   

計測技術部  佐竹 研一  高松武次郎  酸性湖沼及び河川の生物地球化学的研究   

エネルギー（1）  東 京 大 学  茅  陽一   西岡秀三  
清水 浩   

山 梨 大 学  吉澤  正  袴田 共之  生物生産システムのエネルギー分析   
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科研費種別  代表者所属  研究代表者  研究分担者   研  究  課  題   

特定研究（1）  岡崎国立共同研  

究機構   

東 京 大 学  平尾  収  西岡 秀三  交通法規と規制の効率性に関する研究   

名古屋大学  今閑 英雅  近藤 矩郎  機能物質の動態と作用性の解析  

名古屋大学  西城 八束  大磯  晃  ソメコスムによる水域生物相互作用系の実験的解  
安野正之  
岩熊敏夫   

総合研究A  東京工業大学  佐藤  伸  秋元  笹  分光学的および動力学的手法による化学反応遷移  
状態の研究  

千 葉 大 学  鈴木  伸  大喜多敏一  アジア地域における大気微量物質の長距稚輸送中  
の酸性物質への変換   

早稲 田大学  平田  彰  稲森 悠平  水環境保全のための処理技術に関する反応工学的  
総合評価   

総合研究B  京 都 大 学  佐々木正夫  江上 信雄  原子爆弾の新線量推定に基づく影響研究の推進  

大 阪 大 学  室m  明  村岡 浩爾  閉鎖性水域のサー∴tハイドロリスクー特にその  
地形効果について   

副  所  長  不破敬一郎  な  し  原子発光分析法による絶対分析システム開発の試  
み   

一般研究C  東 京 大 学  橋本 英典  言寄  武  流体中の微粒子の軌道とその安定性   

計測技術部  相馬 悠子  相馬 光之  粘土層間における芳香族化合物の酸化的重合反応  
軌1」春彦  
田中 致   

奨励研究A  大気環境部  杉本 伸夫  な  し  大気中微量成分測定用能動型アダマール変換吸収  
分光計の開発   

水質土壌環境部  大坪 固順  湖沼での底泥の沈降・再浮上に関する現地観測   

水質土壌環境部  細見 正明   ケ   湖沼底も剛二おける窒素・リン循環モデルに関する  
研究  

大気残‡境部  鵜野伊津志   都市境界層の形成メカニズムと汚染質の拡散機構  
に関する研究   

水質土壌環境部  福島 武彦  湖沼へ流入する懸濁態栄養塩の藻類増殖効果に関  
する基碇的研究  

環境保健部  杉平 直子  無アルブミンラットを用いた微量元素代謝の研究   

環境保健部  遠山 千春   重金属暴露及びストレス負荷による遺伝子・蛋白  
質レベルでのメタロチオネイン誘導   

環境生理部  白石不二男   ケ   環境変異原物質の微量反復暴露による細胞遺伝毒  
性の蓄積に関する英躾的研究  

環境保健部  青木 康展   40Kカドミウム結合タンパク質の精製とその性質  

に関する研究   

－224－   



科研費種別  代表者所属  研究代表者  研究分担者   研  究  課   題   

試験研究（1）  愛 媛 大 学  河野 博之  藤井 敏博  オブガス中微量ヨウ素に対するプロセスモニタリ  
ング法の開発   

ケ   北海道大学  土岐 祐介  陶野 郁雄  砂地盤の力学的挙動の評価と試験法に関する研究   

一般研究C  計測技術部  岡本 研作  な  し  生体試料中の微量元素の分析法の正確さに関する  
研究  

水質土壌環境部  相崎 守弘  河合 崇欣  屋外実験他における水質環境と一次生産および微  
花里 孝幸  生物変動に関する研究   

生物環境部  島崎研一▲郎  な  し  青色光によって誘導される孔辺細胞プロトプラス  
トのイオン輸送  

大気環境部  植田 洋匡  光本 茂記  温度成層流中でのアクティブ・スカラー（熱）とパ  
言寄  武  ッシプ・スカラーの乱流拡散機構の相違   

奨励研究A  大気環境部  笹野 泰弘  な  し  円錐走査型レーザーレーダーによる風向風速鉛直  
分布の遠隔計測手法の開発   

大気環境部  坂東  博  HSOラジかレの気相化学反応に関する速度論的  
研究   

水質土壌環境部  木幡 邦男   植物プランクトン中の光合成色素を指標とした海  
域の富栄養化評価に関する研究  

計測技術部  古田 直紀   レーザー励起非共鳴原子ケイ光法による鉛のフェ  
ムト・グラムの検出  

生物環境部  可知 直毅   二年生草本における繁殖臨界サイズの可塑性とそ  
の適応的意義に関する研究  

生物環境部  佐治  光   大気汚染ガスに対する植物の抵抗性の遺伝子レペ  
ルでの解析   

海外学術調査  京 都 大 学  州郡部浩栽  高村 健二  タンガニイカ湖・キプ湖の魚類を中心とする群集  
構造の研究   

（2）厚生省新築開発研究費  

代表者所属  研究代表者  研究分担者   研  究  課  題   

虎ノ 門病院  ′ト 坂 樹 徳  不 破 敬一郎  微生物産生クロム含有物質による脂質代謝改善薬の開  
発研究   
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（3）ヒューマンサイエンス振興財団の助成による研究  

代表者所属  研究代表者  共同研究者   研  究  課  題   

水質土壌環境部  須 藤 隆 一  矢 木 修 身  廃棄物埋立地浸水中の有害汚染物のバイオテクノロジ  
稲森悠平  
内山裕夫  
細見正明  
稲葉一穂  
稲垣典子  
渡辺信  
を重一夫  
笠井文絵   

環境保健部  鈴 木 和 夫  生体の元素識別機構を利用した生体機能ならびに防御  
機構の解明   
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4．外国人受け入れ状況  

国  名  氏  名   期 間   研   究   課   題   備   考   

6】．4．ユ  

－62．3．31   

メキシコ  ソニア・   61，4．4  霧水の野外採取と化学組成分析及び光化学有機エア  福山  力  
サラザール  －62，3．25  ロゾル生成に関する研究   

アメリカ  G・R・  61．6．1  植田 洋匡   
カーマイケル   －62．3．31   

ナイジェ  エジケ・   61．5．6  重金属，特に亜鉛の魚に対する影響と蓄積に関する  安野 正之   

リア   チヴュイテ  －62．3．31  研究   

中  国  朱 学 宝  61．6．4  
h61．12．31   

シンガポ  不破敬一郎   
ール   〝61．8．22   

カタール  アハマト・アブ  61．9．3  油及び汚染物質による海洋生態系への影響評価に関  渡辺 正孝  
ドルラーマン  〝61．11．22  する研究   

中  国  唐 踊 六  61．9．4  土壌環境保全のためのコンピュータ利用及び土壌中  西岡 秀三  
－61．9．6  重金属のバックグランド量，最近の重金属汚染の状  高松武次郎  

況に関する調査   他   

韓  国  リー・   61．9．21  
サン・タエ   －61．10．5   

中  国  張 倣 塩  6i．9．Z3  標準資料の作製と分析に関する研究   森田 昌敏  
－62．3．19  

謝  平  61，9．30  有害汚染物質の水界生態系に及ぼす影響解析に閲す  岩井罠 敏夫  
－62．3．31  る研究   

対策に関する  海老瀬潜一  

ザイール  バハネ・   関する研究  高村 健二   
ビュラキ   

中  国  劉 厚 田  61，12．15  大気汚染物質及び重金属類の植物に及ばす影響の解  菅原  淳  
～62．3．Z4  明に関する研究   

浦  慶  61．12．16  在野 泰弘   
－62．3．31   
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5．職員海外出張等  

部  室  名  職 名  氏 名   出張国名   用  務   期 間   

生 物 環 境 部  室 長  安野 正之  コートジポアール  世界保健機関オンコセンカ病対  61．4，4   
水生生物生態研究室  マリ 共和国  策会議出席   －61．4．20   

大 気 環 境 部  主 任  井上  元  ド  イ  ツ  レーザー蛍光法によるC20及び  61．4．23   
大気化学研究室  研究員  オ ラ ン ダ  HC20ラジカルの分光学的研究  

に関する共同研究   

総 合 解 析 部  研究員  森口 祐一  フ ラ ン ス  OECD環境局研究員として環  61．4，24   
第 四 グ ルー プ  境データ解析の研究   －62．6．Z8   

大 気 環 境 部  室 長  竹内 延夫  中  国  中国におけるレーダーリモート  61，4．30   
大気物理研究室  センシングの大気汚染への応用  

及び大気汚染監視方法の状況調  
査   

環 境 情 報 部  室 長  土屋  巌  カ  ナ  ダ  化学技術委月余の主催するワー  61．5．17   
業   務   室  クショップに出席   ～61．5．Z5   

生 物 環 境 部  室 長  安野 正之  インドネシア  インドネシア国北スマトラ地域  61．5．18   
水生生物生磨研究室  保健対策プロジュクトに係る計  

画打合せ   

生 物 環 境 部  研究室  高村 健二  ザ イ ー ル  水産生態増殖研究協会プロジェ  6l．5．27   
生物環境管理研究室  ブ ル ン ジ  クトに係る計画打合せ   ”61．臥10   

大 気 環 境 部  部 長  大書多敏一  イ タ リ ア  大気エアロゾルの生成，返還，  
沈着，影響に関する講演と討議   

水質土壌環境部  主 任  袴田 共之  西 ド イ ツ  環境保全のための土壌管理法に  61．7．30   
土壌環境研究室  研究員  関する動向の調査研究   －61．8．31   

計 測 技 術 部  室 長  大槻  晃  カ  ナ  ダ  沿岸海域における低次栄養段階  61．8．1   
水質計測研究室  の食物網に関する海洋微生物学  

的研究の日本，カナダの共同研  
究   

環 境 保 健 部  室 長  太田庸超子  オーストラリア  第7回世界活空会議出席及び肺  61．8．23   
環境保健研究室  沈着物の分析に関する講演と研  

究討議   

生 物 環 境 部  室 長  安野 正之  インドネシア  インドネシア国北スマトラ地域  61．9．5   
水生生物生患研究室  保健対策プロジェクトに係る巡  

回指導   

総 合 解 析 部  主 任  森田 恒幸  オーストラリア  オーストラリアの環境政策に関  61．6．30   
第三 グル ー プ  研究員  する研究   －62．9．Z9   

水質土壌環境部  主 任  久保井 徹  中  国  日本における土壌汚染の現状と  61，10．13   

土壌環境研究室  研究員  対策及び基準に関する討議と論  
議   

水質土壌環境部  研究員  広木 幹也  中  国  ライシメーターを用いた土壌環  61．10．13   

土壌環境研究室  墳の紹介と指導   －61．10．22   
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部  室  名  職 名  氏 名   出張国名   用  務   期 間   

生 物 環 境 部  室 長  安野 正之  エ ジ プ ト  国際生物科学連合生物指標ワー  6l．11，4   
水生生物生態研究  クショップ及び運営委員会出席  －61．11．13   

大 気 環 境 部  研究員  鈴木  睦  ア メ リ カ  燃焼化学分野における原子の反  61．11．17   
大気化学研究室  応速度論に関する研究   －62．8．16   

大 気 環 境 部  研究員  中根 英昭  西 ド イ ツ  レーザーレーダーを用いた成層  61．1Z．1   
大気物理研究室  圏オゾンの研究   －62．11．30   

統 合 解 析 部  主 任  後藤 典弘  中  国  上海国際廃棄物会議出席及び杭  61．12．9   
第 ニ グ ルー プ  研究員  州市で講演   ～61．12．19   

計 測 技 術 部  室 長  大槻  晃  フ ラ ン ス  西太平洋におけるリフト系の形  61，12．12   
水質計測研究室  成等に関する国際共同研究の調  

査打合せ   

結 合 解 析 部  主 任  安岡 善文  タ  イ  アセアン諸国とのり薫仁一トセン  62，2．1   
第 一 グ ルー プ  研究官  シング技術の高度化とその応用  

に関する共同研究   

生 物 環 境 部  研究室  花里 孝幸  ニュージーランド  第23回国際理論応用陸水学会議  62．2．6   
水生生物生態研究室  に出席   ん6Z．2，柑  

副所長  不破敬一郎  イ  ン  ド  保安，健康，環境についての国  
際会議において「科学物質と環  
境保全」について講演   

水質土壌環境部  研究員  福島 武彦  ニュージーランド  第23回国際理論応用陸水学会議  62．2．7   
水質環境計画研究室  オーストラリア  及び第4回底沼と水との閤の相  

瓦作用に関する国際シンポジウ  
ムに出席   

計 測 技 術 部  主 任  岡本 研作  フ ラ ン ス  ユネスコ国際海洋委員会が開催  62．2．7   
生態化学計測研究室  研究員  する「標準試料に関する専門家  

グループ」の第1回会議に出席   

生 態 環 境 部  主 任  岡野 邦夫  ア メ リ カ  「大気汚染による農作物の収量  62．2．16   
陸生生物生体研究室  研究員  低下の評価」に関する国際会議  

出席及び光化学オキシダントの  
植物影響の現地調査   

大 気 環 境 部  室 長  植田 洋匡  ア メ リ カ  「複雑地形上の大気科学研究」  62．3．8   
大気現場計画研究室  プロジェクトに関する研究打ち  

合わせ及び学術交流   

生 物 環 境 部  室 長  安野 正之  コートジポアール  世界保健機関オンコセカ症対策  62，3．20   
水生生物生態研究室  会議出席   h62．4．1   
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6．委員等委嘱  

現  職   氏 名   委  嘱  名   委  嘱  先   

所 長  評議員  岡崎国立共同研究機構  
基礎生物学研究所  

評議員会評議月  国立遺伝学研究所  
学術審議会委員   文部省  
日米科学協力事業委員会委員   日本学術振興会  
昭和61年匿「環境賞」審査委貝   （財）環境調査センター  

老化制御指標審査会委月   理化学研究所   

副 所 長   不破敬一郎  昭和61年硬化学物質調査検討会委員  環境庁  
日本ユネスコ国内委員会自然科学小委  
員全調査委員  
学術審議会専門委月   

環境情報郡長  唐崎昭太  
ト62．1．1）   

打合会委員  
昭和61年度悪臭規制基準強化対策検討  
全委員  
土壌汚染環境基準設定調査検討会委員  
水質環境情報高度利用システム開発検  
討会委月  
リモートセンシング推進会議委員   科学技術庁   

業務室長   土屋  巌  筑波研究情報セミナー運営委員会委員  日本科学技術情報センター筑波支部   

電算機管理室長  常盤 昇次  「ネットワrク共用による化合物情報  
等の利用高度化に関する研究」の研究  
推進委貞会ネットワーク共用分科会委  
具  
環境影響審査等支援システム検討会委  
貞  
水質環境情報高度利用システム開発技  
術検討会委月   

情報調査室長  松本 幸雄  昭和61年度総合研究推進会議幹事  環境庁  
昭和61年庭土壌汚染監視手法確立調査  
検討会委員  
環境影響審査等支援システム検討会委  
貞  
昭和61年度化学物質  
調査検討会委員  
水質環境情報高度利用システム開発技  
術検討会委員  
環境統計整備検討委貞全委員  （財）全国統計協会連合会  

地球的規模の環境保全に関する座長  環境庁   

情報システム重  春山 暁美  国際有害化学物質登録制度（IRPTC）  国立衛生試験所   
主任研究員  国内協力委月会委月  

情報システム室  宮崎 忠国  昭和61年鹿赤潮に関する調査（総合解  （杜）日本水質汚濁研究協会   
主任研究員  析）委員会委員   

情報調査室   宇都宮   水質環境情報高度利用システム開発技  環境庁   
主任研究員 ■   陽二朗  術検討会委月   
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現   職   氏 名   委  嘱  名   委  嘱  先   

電算機管理室  古Jll蒲信  水質環境情報高度利用システム開発技  環境庁   
システム設計  術検討会委員   
専門官  

情報調査室   横田 達也  遠隔計測による都市環境の快適性評価  東京大学  
研究員  手法に関する研究協力委員  

公害防止計画解析検討調査検討月   （財）日本環境衛生センター  

総合解析部長  内藤 正明  国際環境問題研究会委員  環境庁  
派生的環境影響検討会委員  
水質環境基準検討調査委員  （社）日本水質汚濁研究協会  

窒素酸化物対策検討会作東委員会委貝  
水質環境情報高便利用システム開発検  
討全委員  
環境行政情報基盤強化検討委員全委員  
リモートセンシング推進会議重点   科学技術庁  
環境統計整備検討委貝会委員   （財）全国統計協会連合会  

環境保健総合検討会委員   環境庁  
山形市環境問題研究会委員   山形市   

第一グループ  安岡 善文  遠隔計測による都市環境の快適性評価  東京大学  
主任研究官  手法に関する研究協力委員  

非常勤講師（情報工学特別講義）  山形大学  
昭和61年度赤潮に関する調査（総合解  
析）委員会委員  

リモートセンシング画像処理システム  
研究委貝全委員  
基盤技術分科会委員  
保谷市土地利用基本計画策走調査委貝  
会委員  
環境統計整備検討委貝会委員   （財）全国統計協会連合会  

都市における環境保全計画手法の開発  
に関する座長   

第ニグループ  後藤 典弘  非常勤講師（廃棄物処理システム論）  筑波大学   
主任研究官  再資源化貢献企業表彰審査委貞   （財）クリーン・ジャパン・センター  

新エネルギー技術導入委貝   （財）日本産業技術振興協会  

有害科学物質対策研究会委員  環境庁  
昭和61年度市街地土壌汚染環境影響検  
討全委員  
グリーン・ジャパン合理的資源化分別  
回収システム開発事業推進委貞会委員  
環境管理シンポジウム企画運営検討会  
委員  
開発援助環境保全検討会検討貝  
環境影響審査等支援システム検討会委  
貞  
国際現境技術協力検討会検討貝  
政策委員会委月  （財）クリーン・ジャパン・センター  

昭和61年度有害化学物質対策基礎情報  
調査委貝会委員  
環境管理計画懇話会委員   埼玉県  
ばい使低減技術需要調査委月全委員  環境庁  
実証プラント推進委貝全委員   （財）クリーン・ジャパン・センター   
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現  職   氏 名   委  嘱  名   委  嘱  先   

第四グループ  西岡 秀三  交通公害防止計画策左手法検討会委員  環境庁  
主任研究官  自然景観資源分科会検討委貝  

環境技術会議委員  
東京都  
ケ  

価分科会専門委貝  
（財）未来工学研究所  

キンググループ委員  
環境庁  

割分担に関する検討会委員  
滋賀県  

月  
季節大気汚染対策検討会委員   環境庁  

第五グループ  中杉 修身  昭和61年度総合研究推進会講幹事  環境庁  
主任研究官  ク  

編集委員会委員  （社）全国都市清掃会議  

有害化学物質対策研究会委員   環境庁  
研究企画委員会委員   （社）日本水質汚濁研究協会  

地下水質保全対策検討会委員   環境庁  
水質管理計画調査（地下水質保全対策  
調査）委員会委員  

昭和61年度化学物質環境運命予測手法  
適用検討調査委貞  
プライオリティリスト改訂作業委貞会  
委員  
昭和61年度有害化学物質対策基礎情報  
調査委貝会委員  
IC産業環項保全実態調査検討会廃棄  
物分科会委員  
IC産業環境保全実感調査検討会水質  
分科会委員  
洒沼水質保全調査検討委貞全委員   茨城県   

第四グループ  青木 陽二  環境二L学委員会（建築と水のレイアウ  （社）日本建築学会  
主任研究員  ト′ト委員会）委員  

環境庁      都市における環境保全計画手法の開発  
に関する組合プロジェクト検討会助言  
者   

第一グループ  環境庁   
研究員   

第ニグループ  （財）全国統計協会   

研究員   

第三グループ  厭沢 英夫  水質環境基準検討調査委貝   （社）日本水質汚濁研究協会   

研究員  水質環境情報高度利用システム開発技  
術検討会委員   

第五グループ  天野 排二  昭和61年度底質汚濁改善対策調査検討  （社）日本水質汚濁研究協会   
研究員  委員会委員   

計測技術部   安部 菩也  地球的規模の環境保全に関する総合プ  環境庁   
大気計測  ロジュクト検討会助言者   
研究室長  
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現  職   氏 名   委  嘱  名   委  嘱  先   

水質計測   大槻  晃  編集委員長   日本陸水学会   
研究室長  非常勤講師（総合科月B，水，地王乳人間）  

炭素・窒素安定同位体元素の利用によ  
る生産量の測定に関する研究協力委員  
水質分析方法検討会委員   環境庁  
昭和61年度水生植物による水質浄化突  
証試験委員会委員  
津水湾の環境湖化についての調査委貝  
全委員  
「太平洋におけるリフト系の形成過程  
等の解明に関する調査」の調査推進委  
貝会委員  
調査システムワーキング・グループ委員   
底質調査方法検討会委員   環境庁   

生体化学計測  森田 昌敏  非常勤講師（衛生学）   東京大学   
研究室長  昭和61年慶化学物質調査検討会委員  

農薬残留対策調査技術検討会委員  
農薬登録保留基準設定技術検討会委員  
有害化学物質対策研究会委員  
非常勤講師（物理分析Ⅲ）   徳島大学  
有害大気汚染物質測定技術検討会委員  環境庁   

底質土壌計測  
研究室長   

分析室長   溝口 次夫  昭和61年度総合研究推進会議幹事  環境庁  
測定機器維持管理要綱作成等に関する  
検討会委員  
環境大気調査検討会委員  
昭和61年度環境測定分析検討会統一精  
度管理調査部全車門委員  
昭和61年度総合研究推進会議計測技術  
の高度化に関するプロジェクト分科会  
委員  
ばい煙測定法検討会委員  
監視測定機器維持管理適正化検討委貞  
会委員  
エアロゾル中の炭素成分分析法に閲す  
る検討会検討員  
ばい煙簡易測定法調査検討会委員  環境庁  
環境汚染物質に係る計測技術の高度化  
に関する総合プロジェクト検討会助言  
者  
成層圏オゾン層保護に関する検討会委  
貝  

大気計測研究室  日本質量分析学会   
主任研究員   

生体化学計測  安原 昭夫  昭和61年度化学物質調査検討会委員  環境庁  
研究室  ク  
主任研究員  全委員  

環境影響分科会委貝   （財）石油産業活性化センター  

生体化学計測  岡本 研作  「分析化学」編集委員   （社）日本分析化学会   

研究室  ガリウムひ素半導体環境保全対策検討  環境庁   
主任研究員  全委員   
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現  職   氏 名   委  嘱  名   委  嘱  先   

生体化学計測  環境庁   
研究室  
主任研究員   

水質計測研究室  白石 克明  プライオリティスト改訂作業委月会委員  環境庁  
研究員  昭和61年度化学物質調査検討会委員   

分析室  功刀 正行  トピックス小委員会委員   （社）日本化学会   

第三係長  

大気環境部長  大喜多敏一  非常勤講師（地学）   桜美林大学  
浮遊粒子状物質対策検討会委員  環境庁  
液状廃PCB高温熱分解試験検討会委  
貝  
昭和61年度窒素酸化物対策検討会委員  
昭和61年度悪臭規制基準強化対策検討  
全委員  
昭和61年度総合研究推進会議計測技術  
の高度化に関するプロジェクト分科会  
委員  
昭和61年度酸性雨対策検討会委員  
2次粒子等汚染予測手法開発研究委貝  
会委員  
北海道石炭等導入地域環境影響調査委  
貝全委員  
昭和61年度委託事業における「酸性雨  
調査研究委員会」委員  
星空観察（スターウォッチング）技術  
手法検討会委員  
成層圏オゾン層保護に関する検討会委  
貞  

大気物理   竹内 延夫  調査委貞会委員   （財）奮源観測解析センター   
研究室長  海洋レーザー研究会委員   海洋科学技術センター  

環境汚染物質に係る計測技術の高度化  
に関する座長   

大気化学   秋元  蛮  非常勤講師（環境と化学）   筑波大学  
研究室長  ク（大気環境学］）  

東京都      東京都窒素酸化物削減対策検討会委員  
窒素酸化物対策検討会作業委月余委員  
光化学大気汚染対策検討会委員  
光化学大気汚染対策原因物質低減対策  
分科会委員  
沿道における二酸化窒素生成モデル策  
走調査検討会委員  
大気行政に係る懇談会委員  
窒素酸化物総量規制マニュアル改訂検  
討会委員  
季節大気汚染対策検討会委月  
成層圏オゾン層保護に関する検討会委  
月  
光化学オキシダント長期予測モデル研  
究余香貝   
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大気環境計画  植田 洋匡  非常勤講師（大気拡散論）   千葉大学   
．研究室長  昭和61年度総合研究推進会議幹事  環境庁  

昭和61年度悪臭規制基準強化対策検討  
全委員  
非常勤講師（環境化学工学）  京都大学  
植物調査委貝全委員   （財）道路環境研究所  

非常勤講l挿（移動現象工学特別講義1）  広島大学  
沿道における二酸化窒素生成モデル策  
走調査検討会蜜月  
学術修士学位論文審査専門委月余委員  

（副査）  

光化学オキシダント長期予測モデル研  
究会委員   

エアロゾル   福山  力  昭和61年度酸性雨対策検討会委員   環境げ  
研究室長  〃     大気複合汚染防止に関する総合研究プ  

ロジェクト検討会座長   

大気化学研究室  鷺田 仲明  非常勤講師（大気化学）   千葉大学   
主任研究員  光励起プロセス技術専門委員会委員  （祉）日本電子工業振興協会  

非常勤講師（量子化学□）   千葉大学   

大気環境計画  若松 伸司  昭和61年度委託事業における「酸性雨  環境庁  
研究室  量調査研究委貞会」委員   
主任研究員  （財）計量計画研究所          光化学オキシダント長期予測モデル研  

究会委員   

エアロゾル   村野健太郎  大気汚染物質測定法基準作成検討会委  環境庁   
研究室  貝   
主任研究員  

大気物理研究室  （祉）日本気象学会   

研究員   

大気化学研究室  酒巻 史郎  光化学オキシダント長期予測モデル研  （財）計量計画研究所   
研究月  究全委員   

大気環境計画  環境庁   
研究室  
研究員   

大気環境計画  千葉大学   
研究室  
研究員   

大気環境計画  鵜野伊津志  昭和61年産土壌汚染監視手法確立調査  環境庁   
研究室  検討会委員   
研究月  

水質土壌環境部長  村岡 浩爾  土壌環境保全基礎調査検討会委月  環境庁  
地下水賀保全対策検討会委員  
水質管理計画調査（地下水質保全対策  
調査）委月会委員  

技術委貝会委月  （社）日本下水道協会  

IC産業環境保全実態調査検討会水質  
分科会委員及び検討眉  
ウオーターリサーチ誌編集委員会委貝   
海域に係る空襲，燐等水質目標検討会  
委員   
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陸水環境   須藤 隆¶  昭和61年度総合研究推進会議幹事   環境庁   
研究室長  昭和61年度生活排水処眉システムの高  

度化に関する研究委月全委員  
農葵登録保留基準設定技術検討会委員   
水質環境基準検討調査委貝  （社）日本水質汚濁研究協会  

昭和61年度儀質汚濁改善対策調査検討  
委月全豪月  
大阪湾における富栄養化問題検討会委  
貞  
床鼠浄化槽性能評定委員会及び土塊小  
委員会委員  
昭和61年鹿微生物農薬安全性評価法検  
討会委員  
酵素・微生物バンク開発部全委員  （財）国土開発技術研究センター  

昭和61年度赤潮に関する調査（絞合解（社）日本水質汚濁研究協会  
析）委員会委員  

窒素・燐暫定基準適用業種指導マニュ環境庁  
アル策定検討会委貞  
し尿浄化槽窒素・りん排水基準調査委茨城県  
貝  
バイオテクノロジーを活用した新排水（財）リモート・センシング技術センター  
処理システムの開発浄化槽部会委員  
「皇居外苑濠導入水」（王ノり上水）水質環境庁  
検討会」検討月  
「′ト規模合併処理浄化槽構造基準原案（財）日本建築センター  

検討委員会」委員  
排水処理高度化に関する総合研究プロ環境庁  
ジュクト検討会座長  
学術修士学位論文審査専門委貝全委員筑波大学  

（副査）   

海洋環境   渡辺 正孝  昭和61年度総合研究推進会諌幹事   環境庁  
研究室長  〃  

ライン検討会委員  
昭和61年皮海洋汚染調査検討会委員  

ケ  
貞  

（社）日本水質汚濁研究協会  

析）委員会委貝  

未査定液体物質査藁審査会委員  環境庁  
ク  

ジュクト検討会座長  
海域に係る窒素，燐等水質目標検討会  
委員   

水質環境計画  海老瀬潜一  非特定汚染蘭による汚染防止対策調査  環項庁  
研究室長  検討会委貝  

（社）日本水質汚濁研究協会  

安貞  
環境庁  

村会委員   

土壌環境   高松武次郎  非常勤講師（環境分析化学）   筑波大学   
研究室長  土壌汚染環境基準設定調査検討会委員  

再利用資源土壌還元影響調査検討会委員  
昭和61年度土塊汚染監視手法確立検討  
会委月   
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土壌環境  昭和61年度市街地土壌汚染環境影響検  ク  
研究室長  討会委員  

鉄鋼鉱さい処分手法調査検討会委員  
筑波大学       学術修士学位論文審査専門委月余委員  

（副査）   

地盤沈下   陶野 郁雄  特殊庄密試験方法に関する研究委員会  （社）土質工学会  
研究室長  委員  

群馬県      群馬県地盤沈下調査研究委貝会委員  
地盤沈下対策検討委員全委員   新潟県  
昭和61年度地盤沈下防止のための目棟  
借設定手法調査検討会委員  
昭和61年度地盤沈下広域対策調査検討  
会（関東平野北部地域部会）委員  
環境行政情報基盤強化検討委月余委員   

陸水環境研究室  矢木 修身  農薬残留対策調査技術検討会委員   環境庁   
主任研究員  非常勤講師（環境アセスメント）   埼玉大学  

学術修士学位論文審査専門委員会委員  
（副査）   

陸水環境研究室  稲森 悠平  第3回日独排水及びスラッジ処理につ  （杜）日本水質汚濁研究協会  
主任研究員  いてのワークショップ委員  

（財）日本建築センター      床尿浄化槽性能評定委員会及び土壌小  

香合委員   

海洋環境研究室  渡辺  倍  「水質汚濁研究」誌編集企画委員会委  （社）日本水質汚濁研究協会   
主任研究員  員   

水質環境計画  筑波大学   
研究室  
主任研究員   

陸水環境研究室  細見 正明  昭和61年鹿底質汚濁改善対策調査検討  （杜）日本水質汚濁研究協会   
研究員  委員会委員   

水質環境計画  福島 武彦  水質環境基準検討調査委貞   （杜）日本水質汚濁研究協会   

研究室  昭和61年度底質汚濁改養対策調査検討   
研究員  委員会委員   

土壌環境計画  服部 浩之  国際シンポジウム実行委貝会幹事会幹  （社）日本下水道協会会長   
研究室  串   
研究貝  

環境生理部長  村上 正孝  非常勤講師（公衆衛生学）   東京大学  
昭和61年虔結合研究推進会議幹事   環境庁  
昭和61年度筑波大学老化特別プロジェ  
クト研究組織客員研究員  
非常勤誘l挿（人間集閉生物学n）  
環境保健総合検討会委員  環境庁  
環境汚染物質の影響評価に関する総合  
プロジェクト検討会助言者   

環境生理  河田 明治  衛生化学調査蜜月全開東部会委員   （社）日本薬学会衛生化学調査委貞会   

研究室長  

慢性影響   嵯峨井 勝  非常勤講師（環境科学）   筑波大学  
研究室長  ケ     学術修士学位論文審査専門委貝全委員  

（副査）   
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環境保健研究部  太田庸起子  非常勤講師（RI放射線応用）   東京理科大学   
環境保健  （環境生態学）   筑波大学   
研究室長  環境汚染物質の影響評価に関する座長  環境庁   

人間生態   鈴木 和夫  非常勤講師（有機化学1）   東京大学   
研究室長  衛生化学編集委員会委員   （社）日本薬学会  

学術修士学位論文審査専門委貝会委員  
（副査）   

環境心理  東郷 正美  昭和61年度総合研究推進会譲幹事   環境庁   
研究室長  

環境心理   兜  眞徳  非常勤講師（公衆衛生学）   長崎大学   
研究室長  騒音・振動の防止及び評価に関する座  

長   

環境疫学研究室  ′ト野 雅司  大気汚染健康影響調査事業   高萩市   
主任研究員  桜島火山ガス等健康影響監視事業班員  鹿児島県   

人間生態研究室  東京大学   
主任研究員   

環境疫学研究室  平野靖史郎  大気汚染健康影響調査事業   高萩市   
研究員  桜島火山ガス等健康影響監視事業班員  鹿児烏県   

生物環境部長  菅原  淳  昭和61年度化学物質調査検討会委員  
農薬生態影響評価検討会委月  
バイオテクノロジー研究会委員  
「生態影響評価試験に関する調査研  
究」事業のための委員   

生理生化学   近藤 宴巨朗  非常勤講師（環境保護学科植物生理学  東京農工大学  
研究室長  B）  

筑波大学      学術修士学位論文審査専門委貝会委員  
（副査）   

水生生物生態  安野 正之  昭和61年度化学物質調査検討会委員  環境庁   
研究室長  環境影響評価審議会専門委貝   東京都  

農薬生態影響評価検討会委員  環境庁   
水生生物による水質調査検討会委員  

陸生生物生態  
研究室長   

生物環境管理  岩熊 敏夫  自然環境の管理及び保全に関する基礎  環境庁   
研究室長  的技術開発のための総合プロジェクト  

検討会助言者   

主任研究官   百武  充  昭和61年度総合研究推進会議幹事  環境庁  
環境影響審査等支援システム検討会委員  

自然環境の管理及び保全に関する基礎  
的技術開発のための座長  

生理生化学   竹内 裕一  成層圏オゾン層保護に関する検討会委  環境庁   
研究室  貝   
研究員  
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技術部良   相賀 一郎  光バイオ研究調査委貝全委員   （社）照明学会   

動物施設   高橋  弘  IIERP研究会吸入実験分科会資料検  （財）日本自動車研究所   
管理室長  計委員   

理工施設  竹下 俊二  筑波地区化学工学懇話会幹事   化学工学協会   
管理室長  

生物施設管理室  藤沼 康英  「光化学大気汚染物質等による複合影  （財）日本公衆衛生協会   
植物専門官  響調査」研究班   

技術室共通施設  （社）水質汚濁研究協会   

第二係長   

理工施設管理室  水落 元之  エアロゾル中の炭素成分分析法に閲す  （社）大気汚染研究協会   
大気施設  る検討会検討貝   
第一係係員  

7．研究所日誌  

年 月 日   事  項   年 月 日   事  項   

61．4．10  タイ王国保護大臣一行視察   61．9．10  稲村環境庁長官視察   
4．14  東京都区議会公害対策委貝一行来所   9．30  世界化学工学会議貝田一行来所   
4．16  10．6  海江田環境政務次官視察  

公開   10．22  

4．25   所長来所   
5．20  公害等調整委貝会一行視察  10．23   

5．22  中国異能省調査団一行来所来所   10．27  ガーナ，ジョス大学副学長来所   
6．5  環境週間（6．2－8），施設一般公開   11，20  韓国公害研究所貝来所   

6．6  所外研究発表会   12．3  日本産業梓橋工業会一行来所   

6．10  中国科学院視察団一行来所   62．1．12  大蔵省主計局主査視察   
6．17  地方公害研全国会議（於：環境庁）   1．12  韓国浦項工科大学副学長来所   

6．25  人事院任用局企画課長来所   1．19  中国科学院環境センター所長来所   

6．26  タイ科学技術庁一行来所   1．20  参議院第二特別調査室調査視察   

7．1  中国斬農工大苧環填科学部長来所   1．26  

7．9  科学技術会議国立研究機関分科会一行  （1．26，27）  

来所  1．28   

7．11  ユネスコ生態学部長来所   2．2  地方公害研との交流シンポジウム   

7．17  鹿児島環境センターー行来所   2．14  大蔵省主計局総理府事務官来所   

7．24  国際専科学会誌貝一行来所   2．16  衆議院環境委員会調査室長視察   

7．25  環境庁大気保全局長視察   2．18  会計実地検査（2．18，19）   

8．1  北京工業大学教授来所   3．3  環境庁秘昏課長来所   

8．4  環境庁長官官房審議官視察   3，11  評議委員会（於：東京）   

8．19  総務庁行政管理局担当官来所   3．14  永年勤続者と所長との懇談   

臥29  環境庁水質保全局長視察   3．20  評議委員会専門委貝会（於二東京）   

9．3  大阪市公害対策特別委員会一行来所   3．27 動物慰霊祭   
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8．研究所構成員  

（1）職 員  
（6l．4．1－62，3．31）  

職  名   氏 名   備  考   職  名   氏 名   備  考   
所 長   江上 信臆  契約係長  
副所長   不破敬一郎  出向  
主任研究企画官  大竹 正美   61．7．16会計課出納決  

研究所へ出向  算係長から配置換  
片山徹  契約係員  

研究企画官  直  〃  根本洋二  
阿部垂侶  成島克子  
大橋敏行  調度係長  
折田義彦   長へ配置換  

へ出向l  桑田信男   
杉山健一郎  6】．】0．16環境庁から  

長から配置換  
転任  調度係員  

吉成信行  
総務部長  先崎武  から配置換  
総務課長  酒井昭三  
課長補佐  環境情報部長  泉崎 昭太  62．1．1辞職  

平山  博  ケ 事務取扱  不破敬一郎  62．1．1事務取扱  

龍崎惣一  （副所長）  

長から昇任  業務室長  土屋 巌  
総務係長  室長補佐    大鳥則夫  
総務係員  業務係長  

6ユ4ユ採用  照会係長   
厚生係長  編集係長  

長へ配置操  図書資料係  
小石元  長  

長から配置換  図苔資料係  
厚生係月   貞  

から配置換へ配置換  
情報システム  大井  紘   

〃   
人事係長  竹内 久智  
人事係員  室長  

係から配置換  主任研究員  
赤塚輝子  

から配置換  ＋ 研究月  61．4．1採用  
業務係長   情報調査室長   

主任研究員  
業務係員  皆川 和子  61．6．1縁務課人事係  研究員   新藤純子   から配置換  

会計課長  内田治  横田達也  
6】．6，30厚生省へ助  市川茂敏  

任  向  
課長補佐    開村式光   常盤 昇次   61．7，1厚生省から転  

62．3．16捻務課長補佐  任  
システム設計  

へ昇任62．3．16併任  専門官  
（庶務課長補佐）  

61．10．1会計課出納決  管理係長  鈴木輝夫  
算係から配置換  操作係員   塚田良一   

61．7．16会計課契約係  
猪爪 京子  

長  長へ配置操  縁合解析部長  
＋  6ユ．7．ユ6関東財務局か  

ら転任  主任研究官  
61．10．1総務課人事係   研究貞  乙関東広  

月  から配置裸  飯倉善和  
原沢英夫   
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旨  ■   氏 名   備  考   職   名 氏 名  備  考   
第ニグループ  研究員  笹野泰弘  
主任研究官  中根英昭  
研究員  田村正行  杉本伸夫  

甲斐沼美紀子  天野佐智子  
青柳みどり  大気化学研究  

第三グループ   
主任研究官  61．4．1併任（筑波大  鷲田仲明  

学助教授）62．3．3l  井上元  
併任期間了   坂東博  

森田恒幸  研究員  畠山史郎  
研究員  仁科克己  橋本訓  

西岡秀三  酒巻史郎  
主任研究官  鈴木睦  

青木陽二   植田洋匡   
研究貝  森口祐一  研究室長  

森 保文  主任研究員  若松 伸司   
第五グループ  研究員  光本茂記  
主任研究官  61．5．1九州大学へ出向  

研究員   天野耕二  官等武  
計測技術部長事  不破敬一郎  61，10，1解除（副所長）   

鵜野伊津志  

務取扱  
61．4．1採用  

エアロゾル研  究室長  
衆衛生院部長）  

大気計測研究  主任研究員  

室長  
研究員  泉克幸  

主任研究員  内山政弘  

研究貝  横内陽子  尾崎裕  

向井人史  金谷健  

水質計測研究   水質土壌環境部長  
里長  水質環境計画研究室長  
主任研究員  から昇任  

61．7．1計測技術部水  

質計測研究室研究員か  
ら昇任  主任研究員  

研究員  白石寛明  稲森悠平  
野尻幸宏  研究貝  内山裕夫  

生体化学計測  細見正明  
研究室長  稲集一稔  
主任研究員  稲垣典子  

岡本研作  海洋環境研究  
佐竹研一  室長  
植弘崇嗣  主任研究員  

研究員  柴田康行  研究員  木幡邦男  
底質土壌計測  原島省  
研究室長  中村泰男  
主任研究員   水質環境計画   
研究貝  瀬山春彦  研究室長  水質環境計画研究室主  

田中敦  任研究員から昇任  
分析室長  溝口次夫  柏崎守弘  
第一係長     伊藤裕康  平田健正  
ク係月  植弘 澄子  水質環境計画研究室研   

第二係長  究貞から昇任  
ケ係員  研究員  大坪固順  

第三係長   福島武彦  
大気環境部長  井上隆信  

大気物理研究  高松武功郎  
室長  室長  
主任研究月   袴田共之   
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職   名   氏 名   備  考   職  名   氏 名   備  考   
主任研究員  人間生態研究  

向井哲  
土壌環境研究室研究員   主任研究員  連山 千春  
から昇任   研究員  青木廉展  

研究員   服部浩之   三種裕子   
広木幹也  杉平直子  

地盤沈下研究   陶野郁雄  環境心理研究  
室長   室長  教授）62．1．1併任解除   
研究員  岩田  敏  兜  眞徳          62．1．1長崎大学から転任   

主任研究官  田井 憬吾  研究員                       相本 篤子  
環境生理部長  村上 正孝  61．4．1筑波大学から  生物環境部長  菅原  浮   

転任  生理生化学研  
環境生理研究  河田明治  究室長   
室長  田中浄      主任研究員   

彼谷邦光  島崎研一郎  
墳病理研究室長へ昇任  研究員  竹内裕一  

鈴木明  榊剛  
局博一  佐治光  

研究員  野原恵子  61，4．1採用  

村上正孝  
室長   部長）61，6，1併任解除  研究室長   

彼谷邦光  畠山成久  
生理研究室主任研究員  春日清一  
から昇任  研究員  宮下衛  

米元耗三  高村典子  
病理研究室研究員から  佐竹潔  
昇任   花里孝幸  

研究員  白石不二雄  61．4．1東京農工大学へ  

藤巻 秀和  研究室長  出向   
河趨 昭子  古川昭雄  

慢性影響研究  嵯峨井 勝  生物生態研究室主任研   
室長  究月から昇任  
主任研究員  小林 隆弘  岡野邦夫  
研究員  市瀬孝道  研究早  名取俊樹  

山根一祐  可知直毅  
佐野友香  清水英幸  

急性影響研究  61．4．1採用  
室長  生物環境管理  
研究貝   持立 克身  研究室長   

国本 学  研究員  高村健二  
高橋勇二  野原精一  

環境保健部長  上野隆平  
（併任）  61．4．1採用  
環境保健研究  国立公園管理事務所長  
室長  から配置換  
主任研究員  技術部長  相賀一郎  

中野篤活  佐藤三郎  
から保健研究室研究員  室長補佐  
昇任  管理係長  

研究員  三森文行  管理係貝  
松本理  生係より配置換  

環境疫学研究  欠  久米英行  
室長  共通施設第  
主任研究員  一係長  
研究員  金子弟  共通施設第  

田村憲治  一係月  
平野靖史郎   種瀬治良   
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職  名   氏 名   備  考   職  名   氏 名   備  考   
共通施設第  松重一夫  微生物専門  笠井 文絵   
二係長  設管理室水施設係長へ  官付  

配置換  61．4．1技術部生物施設  

土屋重和   長  管理室植物施設係長心  
配置楔  得から昇任  

工作係長  菅谷芳雄  
動物施設管理  設係長  
国   6171技術部生物施設  

動物専門官  高橋 憤司  管理室研究員から昇任   
61．4．1併任（技術部生  62．1．1ク室長へ  

物施設管理室ガス専門  昇任  
官）62．1．1併任解除  研究員  安保文彰  
佗．1．1技術部動物施設  

管理室動物施設係長か  
ら昇任  高木博夫  

動物施設係  欠  
一係長  

長  水落元之  
動物施設係  一係員  
員  大気施設第  欠   
検疫係長・   欠  二係長  
検疫係貝  伊藤 勇三  大気施設第  松井 一郎   

62，1．1併任解除（技術   二係員   
室長  部長）  6141採用  

大政謙次  水施設係   
管理室主任研究員から  長  共通施設第二係長へ配  
昇任  置換  

開場管理専   山口武別  栓塞一夫   
門官  から昇任  配置換   
植物専門官  特殊施設  
ガス専門官   係長  

管理室大気施設第二係  
長から昇任  
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（2）評議委員会構成員  

茅   誠 司  
内 田 俊 一  
香 月 秀 雄  
近 藤 次 郎  
佐 々   撃  
船 後 正 道  
逸 見 謙 三  
向 坊   陸  
井 口 洋 夫  
猪 瀬   博  
奥 野 忠 一  
長 田 奉 公  
小 野 勇 一  
久保田 憲太郎  
合 田   憲  
夫 石 冨太郎  
竹 内 綺 秀  
伸 光 佐 直  
橋 本 道 夫  
山 川 民 夫  
脇 坂 一 郎  

東京大学名誉教授  
東京工業大学名誉教授  
放送大学長  
日本学術全議会長  
富山医科薬科大学長  
（社）全国労働金庫協会理事長  

亜細亜大学教授  
原子力委月余委月  
岡崎国立共同研究機構分子科学研究所教授  
東京大学工学部長  
東京理科大学第一工業部長  
厚生省国立公衆衛生院長  
九州大学教授理学部  
前国立公害研究所環境生理部長  
摂南大学工学部部長  
大坂大学教授工学部  
日本気象協会相談役  
理化学研究所理事  
前筑波大学社会医学系教授  
（財）東京都臨床医学総合研究所長  

鹿児島大学教授医学部  

（3）客員研究員・共同研究員受入人数  

客貞研究員  278人  
共同研究員   91人  
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9．昭和61年度研究発表会，セミナー等活動記録  

（1）国立公害研究所セミナー  

No．  年月 日   題  目   発 表 者   所   属   

116回  61．5．20  塩素化多環芳香族の毒性学   吉村 英敏   九州大学薬学部   
117匝】  6l．5．11  トリチウムの生体影響   P．N．Srivastava  JawaharlalNehruUniv．   
118回  61．7．7  環境因子による呼吸疾患に関わる最近の話題  吉良 枝郎   順天堂大学医学部   
119回  6l．9．8  リモートセンシング画像の受信と処理   高木幹雄  東京大学  

生産技術研究所  
120回  61．10，Z8  カナダにおける酸性雨の現状とその対策   E．Mc8earl  WaterIooUniv．  
121固  61，10．31  光環境情報による生体調節   古谷 雅樹   東京大学理学部   
122匝】  61．12．10  研究者と人間関係   稲村  博   筑波大学社会医学系   
123固  61．12．17  人工知能研究の現状と展望   溝口 文雄   東京理科大学理工学部   
ユ24団  6】．12．25  光化学大気汚染モデル   J．打．Sej刀fe】d  G】jJor几ja】n5上．Tecムno】．   

125回  62．2．4  化学発ガン研究の閉篭点   佐藤 茂秋   国立ガンセンター   
126回  62，2．20  クアラルンプル周辺地域での大気汚染調査   井上 力太   （前）マレーシア農杵大学   

127回  62．2．26  農薬と環境   見里 朝正   理化学研究所   
128回  62．3．2  非線形力学系としての地球生物環境   海野 和≡郎  近臨大学  

理工学総合研究所   

（2）（所内）年次発表会   

開催日：61．10．29，30，  

場 所：国立公害研究所大山記念ホール・中会議室，  

発表課題数：口頭発表 32件，ポスターセッション 9件  

（3）サロン・ド・ニース  

Ⅳ0．  年月 日   題  目   発 表 者   所   属   

22回  吉武  充  生物環境部  
放線菌のMLS抗生物質耐性遺伝子について   内Lu 裕夫  水賀土壌環境部  
無塵佳肴梼溶媒中における鉄（Ⅲ）  稲葉一徳  
キレート錯体の配位子交換機構  

23回   

研究公務員としての37年間をふりかえって  廣暗唱太   
大型研究施設について思い出すことなど   相賀 一郎  技術部  
酸性雨への道一人はどこまで変わりうるか－   大書多敏一  大気環境部   
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（4）第2回全国公害研究所交流シンポジウム 水質計測の現状と将来  

開催日：62．1．26，27 場 所：国立公害研究所大山記念ホール  

題  目   発 表 者   所  属   

［基調講滴］  

開会挨拶   不破敬一郎  国立公害研究所副所長   
テーマの主旨と問題提起   村岡 浩爾  国立公害研究所水質土壌環境部長   
水質モニタリングの現状と課題  藤原 正弘  環境庁水質規制課長  

［水質モニタリングの抱える問題点］  

測定内容に関する問題  芦田 賢一  兵庫県公害研究所   
測定方法に関する問題   新村 行雄  富山県公害センター   
測定地点・時点に関する開筏   書見  洋  神奈川県公害センター   
評価判定に関する問題  矢舗 満雄  石川県衛生公害研究所  

［水質モニタリングの今後の課題］  

新しい汚染物質の実態  森田 昌敏  国立公害研究所計測技術部   
新しい汚染物賀の測定法   篠崎 亮太  北九州市環境衛生研究所 ・   
農薬とそのモニタリング   山岸 達典  東京都衛生研究所   
データ公開とその問題点  井口潔  
新たな水質目標の考え方  

［総合討論］  

閉会挨拶  江上信雄   
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10．施設の整備状況一覧  

（昭和62年3月現在）  

施  名   構  造  面  積   竣  工  時  期   

研究本部Ⅰ   RC－3   11，436m2  Ⅰ期昭和49年3月竣工  
］期昭和52年5月竣工  

管理棟   RC－2   Ⅰ斯昭和49年5月竣工  
□期昭和52年2月竣工  

研究本館n  RC－3  Ⅰ期昭和54年11月竣工  
（共同利用棟）  

1期昭和57年2月竣工  
（共同研究棟）  

エネルギーセンター，厚生棟  RC－2   昭和49年10月竣工  
昭和51年一部増築  

廃棄物処理施設  昭和49年10月竣工  
能力100m3／d  
一般実験排水処理  昭和54年2月竣工  
能力500nf／d  

大気化学実験棟（スモッグチャンバー）   昭和52年1月竣工  
大気拡散実験棟（風洞）   RC－2．  2，329汀F  昭和53年3月竣工   

地下－1  

大気汚染質実験棟（エアロドーム）  SRC－8  1，321nf  昭和54年8月竣工   
大気モニター棟   RC－1   81nf  昭和53年3月竣工   
ラジオアイソトープ実験棟   RC－3   1，564rげ  昭和53年3月竣工   
水生生物実験棟1（アクアトロン）   RC－3   2，198㌦  昭和51年10月竣工   
水生生物実験棟Ⅲ（アクアトロン）   RC－2   337nf  昭和55年11月竣工   

水理実験棟   S1   l，167m2  Ⅰ期昭和51年10月竣工  
Ⅲ斯昭和55年11月竣工  

土壌環境美験（ペドトロン）   RC3   昭和53年2月竣工      1，931nf   

動物実験棟1（ズートロン）  SRC7  5，185nf  
Ⅲ期昭和51年11月竣工  
（中動物棟を含む）  

動物実験棟Ⅲ（ズートロン）  RC－3  1，862nf   
植物実験棟工（フ7イトトロン）   RC－3   3，348nf  昭和50年12月竣工   

植物実験棟n   RC－4   3，722m2  

騒音・保健研究棟   地下－1   

実巌ほ場（本構内）  管理棟  427nf   
温室3室  575m‡  

ほ場6面  4，600mZ  

実験ほ場（別団地）  管理棟  218nf   
ほ場1ユ面  13．500汀f  

生物生態園  1．5ha   

危険物倉庫  B1  86r〟  昭和55年11月竣工   

工作棟   RC－2   189汀F  昭和56年9月竣工   

微生物系統保存棟   RC－2   800nf  昭和57年12月竣工   

大気共同実験棟   RC－3   885rJ  昭和58年12月竣工   

霞ヶ浦臨潮実験施設  実験管理棟   1，750m2  昭和58年3月竣工  
910nf  昭和58年3月竣工  
110nf  昭和58年3月竣工  

フリースペース   1．Oha  昭和58年3月竣工  
（仮称）生物フィールド実験施設  管理棟   180nf  昭和61年11月竣工   

奥日光ステーション   ステーション   187汀f  昭和62年11月竣工予定   用廃水処理施設       実験水路  
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